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　──ラキア王国軍、出兵。

　その報しらせは近隣諸国に瞬く間に伝わった。

　重厚な甲冑かっちゅうを纏まとう兵士、鎧よろいを装着された何百何千という馬、曇天どんてんの下で鈍い輝きを放つ何万という長槍。国境沿いを進軍する武装した大行列が、多くの商人、旅人達によって目撃されたのである。

　ラキア王国。

　大陸西部に位置する君主制国家。被治者の数は六十万を超すと言われ、王都には巨大な王城と城下町が存在する。緑豊かで肥沃ひよくな大地を有するこの国は、いわゆる『軍事国家』という野蛮な側面を持っていた。

　全すべては君主である筈はずの王の上に君臨する、一柱ひとはしらの神の神意しんいによるものだ。

『軍神アレス』。

　事実上の一国の頂点であり、国を統べる男神。

　とどのつまり、ラキア王国の正体とは数ある派閥の属性の中でも最大の規模と最大の繁雑さを持つ、国家系【ファミリア】である。

　兵士、軍人は全て『神の恩恵ファルナ』を授さずかった眷族、戦闘員であり、産業を営み国を支える民は非戦闘員と言える。唯一無二の主神アレスの王権神授によって歴代の王──派閥の団長──も選ばれてきた。

　アレスと僅わずかな団員から始まった小さな【ファミリア】は、長い時間と苦労を経て建国するまでに至り、歴史ある王国として存続しているのだ。

　好戦的な神の意志によって王国ラキアは遥はるか昔日より幾度となく戦争を繰り返してきた。今回の出軍も戦いくさ好きな主神の手によって引き起こされたというのが周辺各国、他都市のもっぱらの見解であった。

　行軍する兵士のその数、三万。

　とある『魔剣』の恩恵によりかつて不敗神話さえ誇っていた軍隊が向かう先は、大陸西部から更に西へ進んだ、大陸の片隅。

　世界に一つしか存在しない壮大なダンジョンを保有し、今日こんにちでは『世界の中心』とまで言われ発展した迷宮都市、オラリオである。

　巨大な市壁と天を衝つく白亜の巨塔を目指し、近付いていく何万もの軍靴ぐんかの音。

　重厚な鎧に身を包んだ豪傑のエンブレム、紅の軍旗がはためく。

　西進を続け押し寄せてくる大軍はオラリオ周辺地域でもとうとう観測された。

　突然のラキア王国侵攻に対し、彼かの迷宮都市は──。

「さぁ安いよー!?　巨黒魚ドドバスが一匹丸ごと二〇〇〇ヴァリス、二〇〇〇ヴァリスだ！」

「武器の整備、専用装備作製オーダーメイド、何でもしまーす」

「誰だれかオレの派閥ファミリアに入ってくれませんかぁあああああああああああああ!?」

「ふむ、そこの娘エルフの冒険者よ、この回復薬ポーションをやろう。その美しい顔に傷など残ったらかなわんであろう」

「あ、ありがとうございまひゅ……!?」

「またミアハが無自覚に女の子を誑たらし込んでるぞぉーっ!?」


「「「「ミアハならしょうがない」」」」



　──何も変わらなかった。

　遥か西方の曇天とは無縁な晴れた青空が広がり、うららかな日差しを浴びる都市の住民達は、動じる素振りを欠片かけらも見せない。

　普段通り賑やかな生活を送っている彼等は、ただ心の声を一つにしていた。

『あぁ、またか』

　と。

　終始平和そうな光景が広がる都市の彼方、市壁外部の遠方からは、開戦を知らせる悲鳴のような声々が木霊こだましていた。




　軍馬の嘶いななきが轟とどろく。

　すぐに続くのは草原を蹴けりつける激しい馬蹄ばていの音だった。

　オラリオから真東に三〇Ｋキルロに進んだ大平原。軍旗をはためかせる無数の騎馬が驀進ばくしんする。

　戦場の華はなとも言える騎兵隊。甲冑で身を固める騎士と鎧を装備した軍馬は進路上のあらゆるものを蹴散らし粉砕する。それは多大な突破力を秘めた戦場の大槍に相違ない。

　槍衾やりぶすまのごとく前方に構えられた馬上槍ランスが日差しを反射し銀の輝きを放つ。

　戦場で遭遇そうぐうすれば歩兵が一様に恐怖する、そんな無敵の騎兵隊は──怯おびえていた。

　鉄兜てつかぶとの下で青ざめている騎士達の視線の先、軍馬の突撃の前に立ちはだかるのは、一人のドワーフである。

　隆々とした肉体に厚い重装、その鎧の上にはマント。

　目深に兜を被かぶり、大戦斧だいせんぷを携えている。

　前方より押し寄せる蹄鉄ていてつの音に彼はその規格外の得物を構え、間合いが十Ｍメドルを切った瞬間、迫りくる騎兵隊に突撃した。

　真横に引き絞られた大戦斧を、真一文字に大薙フルスイングする。

「ぬうぅん!!」

　次の瞬間、無敵の騎兵隊は吹っ飛んだ。

『ぎゃああああああああああああああああああああああああああああッ!?』

　上空に舞う騎士と軍馬。噓うそのような光景が大平原に広がる。

　騎士達はまるでこうなることがわかっていたかのように、青い空を仰ぎながら涙を散らし、外れた兜や悲鳴を上げる馬とともに大地へと落下していく。騎兵隊前部が崩壊したことで後方から続く軍馬は勢いの止まった先鋒せんぽうに次々と衝突し、転倒を繰り返していった。

　瞬く間に部隊総崩れとなる戦場に、一振りの斧おのをもって騎兵達を蹴散らしたドワーフ──【ロキ・ファミリア】所属ガレス・ランドロックは、大きく嘆息する。

「全く、フィンのやつめ……面倒事を押し付けおって」

　懲りずに突撃してくる別働隊、第二、第三騎兵隊にもはや溜息ためいきも出てこない中、ガレスは眦まなじりを吊り上げ大戦斧を構え直す。涙目を浮かべる騎士達はほどなくして、先程と全く同じように豪快に宙を舞った。

　オラリオ第一級冒険者、ガレス・ランドロック。

　Ｌｖ．６の【ステイタス】を持ち、世界に名を轟かせるドワーフの大戦士。

　対する王国ラキアの騎兵隊の【ステイタス】はほぼＬｖ．１、数人の部隊長がＬｖ．２であるのみ。

　技と駆け引き、ましてや戦術をいくらつぎ込もうが覆せない圧倒的なＬｖ．の、能力の差。

　この突撃がいかに無謀であるか王国ラキアの騎士達もはっきりと悟っていた。

　──戦闘、とりわけ人同士の戦争において、数をもって圧倒する時代は終わりを迎えた。

　現代、俗に言われる『神時代しんじだい』は、『量より質』の時代と言われている。

　たった一人の豪傑が──神に与えられし『恩恵』を昇華させた戦士が──いともたやすく戦況を覆す可能性を秘めているのだ。現に昇格ランクアップした十名の小隊ならば、百の敵軍、あるいは千の軍勢すら真っ向からならば押さえ込むとまで言われているほどである。

　そんな法則の中でもＬｖ．６となれば、『古代』に地上へ進出し暴れ回った怪物モンスターと同等か、遥かそれ以上の実力を備えているに等しい。

　つまり、王国ラキア軍の瞳ひとみにはガレスが古いにしえのドラゴンのごとく映っている。

　そして、『英雄』の存在しない万軍が竜に敵わないのは、真理だ。

　英雄譚えいゆうたん、お伽噺とぎばなしの展開をなぞるがごとく、有象無象の兵士達はドワーフの大戦士一人にことごとく再起不能にされていった。

「ティオネ、銅鑼どらを鳴らせ。後退している敵の第一軍は囮おとりだ、背後から回り込んで味方と挟撃」

「はい！」

「あと、丘の上に恐らく魔導士達……砲撃部隊がいる。ティオナ、気付かれないよう包囲して制圧するよう【ガネーシャ・ファミリア】に伝令しろ」

「はぁーい……あぁ、伝言ばっかで暇ぁー」

　ガレスが暴れ回る大平原から離れた広野ひろの、絶叫が引っ切りなしに飛び交う主戦場。

　長槍を携える【ロキ・ファミリア】団長、小人族パルゥムのフィン・ディムナは遥か後方から複数の戦域の動きを見極め、指示をいくつも飛ばしていた。

　攻め寄せてきた総勢三万の王国ラキア軍に対し、オラリオは仕方なしに応戦。管理機関ギルドの命令──強制任務ミッションが発令され、都市に属する特定の【ファミリア】はこれの迎撃に当たっていた。

　初しょっ端ぱなから数にものを言わせ総攻撃を仕掛けてきた敵に、ひとまず団結して対応することになったオラリオ仮連合は総指揮にフィンを据えている。迷宮攻略最前線に立つ派閥首領はダンジョンの異常事態イレギュラーを見抜く洞察力、そして指揮力をここでも発揮し、敵軍の万事を粉砕してのけていた。

「団長、一部の【ファミリア】が言うことを聞かないっす……特に【フレイヤ・ファミリア】」

「僕達は複数の組織を寄せ集めただけの烏合うごうの衆しゅうだ。簡単な戦況を伝えて、後は任せておけばいい。【フレイヤ・ファミリア】は心配するだけ無駄だろう」

「フィン、東方より敵の増援だそうだ。どうする？」

「ンー……それより北の森が臭うな。リヴェリア、すまないけどアイズ達を連れて向かってくれ。恐らくそっちが本命だ」

　冴さえない男性団員に友軍の放置を命じ、王族ハイエルフの魔導士に指示を告げる。右手の親指を舐なめるフィンは未来予知のごとくあらゆる敵の戦術、戦略を予見してみせた。

【ロキ・ファミリア】以外の派閥、多くの冒険者達も泣き喚わめく敵兵を斬り伏せては部隊を壊滅させていく。それぞれの首が意識を持つ多頭竜ヒドラのように、オラリオ仮連合は広野に布陣した王国ラキア軍を蹂躙じゅうりんしていった。

「退屈ね……」

「うち、やることあるんやけどなぁー」

　指揮を務めるフィン達の更に後方、小高い丘の上では召集された【ファミリア】の主神が集まっていた。

　各々おのおのテントや椅子いすを用意させる神々の中、豪奢な神座に腰かけ葡萄酒ワインを飲むフレイヤ、同じく神座の上で胡座あぐらをかくロキが、視線の先で繰り広げられる一方的な戦闘を眺めながら、盛大に暇を持てあましている。

「もう、馬に乗っている時点で、ね」

「【ステイタス】が育った子供の方が速く走れるしなー。カッコ付けたいのかは知らんけど、成長してないってこと自分から伝えてどうすんねん」

　周囲にいる他神達も緊張感なくだらけ切っており、似たり寄ったりである。

　本営もといこの神営しんえいには少数の護衛団員、そして各派閥の団旗が風にたなびいていた。特に【ロキ・ファミリア】と【フレイヤ・ファミリア】の団旗──冒険者達の部隊にも掲げられている道化師トリックスターと戦乙女いくさおとめのエンブレムは、目にした王国ラキアの兵士達を戦慄せんりつさせる。

　萎縮いしゅくした敵軍の動きは精彩を欠き、突撃にはまるで勢いがない。名高き迷宮都市最強派閥の記号シンボルは存在するだけで相手の士気を大きく低下させていた。

「逆に言えば、うちらが出てこなけりゃ何かあったと相手をつけ上がらせる、と……。はぁ、最大派閥っちゅう肩書きも面倒なだけやなぁ」

「何を今更」

　辟易へきえきしながら頭の後ろで両手を組むロキに、フレイヤは目を瞑つむって笑った。

「ところで……王国ラキアにも戦死者が一人も出てないと聞いているけど、どういうこと？」

「しょうがないやん、商業系の連中が金ヅルを殺すなー、ゆうてるし」

　フレイヤの問いにロキがうんざりと答える。

　わーわーギャーギャーと阿鼻叫喚あびきょうかんの巷ちまたと化している戦場を見つめながら、オラリオの冒険者達は全て峰打みねうちしていることを告げた。

「それに、こんな戦争ごっこで【ファミリア】の子の手を汚しとうないわ」

「それもそうね」

　茶番であると口にしながら、ロキは欠伸あくびを嚙かみ殺す。

「アレスのアホも、力の差がわかっとるんやから攻めてくるなっちゅーに」

　色んなもん搾しぼり取られるだけやろう、と朱髪の神は彼方にある敵陣地に視線を飛ばした。




「さぁさぁ軍人さーんっ、今ならオラリオ製の回復薬ポーションが一〇〇〇ヴァリスだよー!?」

　次々と怪我けが人が運び込まれてくる王国ラキア軍陣営は、盛況であった。

　無数の天幕が立ち並び、寝かされる負傷者達の呻うめき声が上がる中を、兵士でもない亜人デミ・ヒューマン、そして神々が闊歩かっぽする。

　敵兵の制止を振り切り、あるいは隙すきを突いて侵入してきたオラリオ所属の商業系【ファミリア】が、派閥の品々を売り込んでいた。

「痛いだろう、苦しいだろう？　その傷、早く治したいだろう？」

「な、治したいです……」

「よしっ商談成立だ！」

　ズタボロの兵士を見つけては清々しい笑顔で回復薬ポーションを売りつけるオラリオの男神達。

　所属都市ではなく敵軍に自製品を横流しする彼等の商人魂はたくましい。ここぞとばかりに利益を上げようとする。

「武器が壊れたら戦いくさはできまい、さぁ買うんだ！」

「物々交換でも構わないぞー!?」

「フハハハハハハッ!?　どうだミアハッ、我々の商品はここでも馬鹿ばか売れだァ!!　どうやらまた儂わしの勝ちのようだなぁ、なぁアミッドよ!?」

「いえ、ディアンケヒト様。ミアハ様達は元々こちらにいらっしゃいません」


「なにィッ!?　臆したかァ、ミアハァァァァァァァァァァッ!?」



　武器や防具、挙句には『魔剣』まで。

　様々な商品と取り交わされる金品はまさに特需と言えるものであり、欠片も被害が出ていないオラリオ側が一方的に潤うるおっていく。補給路と兵站へいたんを冒険者達に真っ先に潰つぶさせた商人達も物資を売り込んでくる中、主神アレスの神意を全うするには彼等の施しを受けるしかない軍上層部の責任者達は、泣く泣く大金を支払っていった。

「ちっ、碌ろくな雄おすがいないね……やっぱり将軍級じゃなきゃ駄目か」

「アイシャー！　あっちの本陣に活きのいい騎士達がいるってさ、食っちまおうぜー！」

「お、待ってなサミラ、今いま行くよ！」

　行軍には付きものとばかりに娼婦達の姿も存在した。歓楽街からやって来た無所属フリーの美女達が商売のために兵士達を誘惑し、あるいは獰猛どうもうなアマゾネス達が屈強な騎士達を貪むさぼり食い、喜悦の声を通り越した悲鳴がそこかしこで巻き起こる。

　もはや好き放題に振る舞うオラリオの住人達によって、王国ラキア軍の陣営は一種のお祭り騒ぎと化していた。

「ほ、報告します!?　第一軍から第五軍まで壊滅し、前線の兵達は軒並み潰走かいそう中！　こちらの配置が見抜かれているかのように、全ての作戦も失敗に終わり……」

「おっ、おのれぇぇ……!?」

　──陣最奥、最も大きな幕舎の中では、一柱の男神が[image: 拳]こぶしを握り締めていた。

　獅子ししを彷彿ほうふつさせる光り輝く金髪に真まっ赤かな鎧。精悍せいかんかつたくましいその容貌は『美の神』に迫るものがあり、まさに美丈夫と言うに相応ふさわしい。

　今回の戦争もとい抗争勃発の張本人、ラキア王国──【ファミリア】の主神アレスである。

　椅子に腰かける彼はもたらされた兵の報告に歯を嚙み締め、その相貌を盛大に歪ゆがめた。

「陣営にもオラリオの金かねの亡者どもが跋[image: 扈]ばっこしています！　アマゾネスの娼婦達に誑たぶらかされ、兵士の風紀は乱れに乱れている有り様で……我が軍の士気はガタガタです!!」


「オラリオォ────ッ!?　搦からめ手とは卑怯ひきょうなぁ～～～～～～～～～っ!?」



　装着している鎧と同じく顔を真っ赤に染めるアレス。ロキがこの場に居合わせたなら「そんなことするかボケ」と返答されただろう言葉を口にしながら、憤激に満ちる。

　掲げる主義は『闘争本能』、周囲の評価は『猪突猛進』。

　他神から頭まで筋肉であると称される主神の怒いかれる姿に、側にいる副官の青年はほとほと疲れたように肩を落とし、大きな溜息を吐き出す。

　軍神、あるいは闘神アレス。

　彼は戦いくさの神ではあったが、勝利を司つかさどる神ではなかった。

　既に敗戦濃厚となっている空気に、幕舎内の将校達は一様に口を閉ざし、男神の怒声のみが響いてく。




「今回は悪巧みしなくていいのですか？」

　──とある軍神の咆哮ほうこうが打ち上がる同時刻。

　戦場から遥か離れた迷宮都市を囲む、巨大市壁上部では、純白のマントを風であおられる美女──【ヘルメス・ファミリア】首領アスフィが、己おのれの主神に声を投げかけた。

　遠方から上る『魔法』と思おぼしき黒い煙を目視する男神は、胸壁に寄りかかりながら答える。

「アレスのところにベル君をけしかけてもなぁ……」

　優男の笑みを今ばかりは苦笑に変えるヘルメスは、橙黄色とうこうしょくの髪を揺らしながら。風で飛ばされないよう被っている旅行帽を押さえた。

「それはそれで面白おもしろそうなことも起きるだろうけど……流石にフレイヤ様の反応が怖い」

「……あれからフレイヤ派の接触が？」

「いーや？　ただ何も言われないことが、もう次はないっていう警告みたいなものだしなぁ」

　歓楽街であった事件の騒ぎが冷めやらない中、彼かの派閥を刺激するような命知らずな真似まねはできないとヘルメスはアスフィに向き直る。

　派閥壊滅なんて冗談じゃないですよ、という眷族の半眼の眼差まなざしに、わかっているさ、と主神は肩を竦すくめてみせた。

「ギルドに交渉して、ヘスティア達には間違っても召集こえがかからないようにしてある。しばらく事件続きだったからね、たまには羽を伸ばしてもらうさ」

　胸壁に背中を寄りかからせながら、ヘルメスは抜けるような青空を仰いだ。




「け、【剣姫けんき】!?｣

「【剣姫】だ!!」

『逃げろォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　そして、主戦場である広野の北部。

　森にひそんでいた奇襲部隊が、剣士の少女が目の前に現れた瞬間、一瞬で戦意を喪失した。

　部隊長の制止の悲鳴ひめい虚むなしく、歩兵達は武器を放り捨て逃走していく。

「まぁ、そうなるだろうな」

「だから前に出るなっつっただろう、アイズ。ったく、追うのが面倒くせえな」

「……」

　リヴェリア、そして狼人ウェアウルフのベートの言葉に、剣を構えていたアイズ・ヴァレンシュタインは口を閉ざし、項垂うなだれた。

　目立ち過ぎる金髪金眼の容姿はあまりにも鮮烈であり、その正体を容易に敵軍へ知らせてしまう。階層主を単独で撃破した『戦姫』を恐怖する兵士達の反応に、少女は感情の乏しい表情で、確かに落ち込んでいた。

「アイズ、ぼさっとするな、追うぞ。近隣の村に野盗紛いの狼藉ろうぜきを働かれては堪たまらん」

「……うん」

「さっさと片付けてオラリオに帰んぞ。時間の無駄だっての」

　追撃のため走り出すリヴェリア、ベート、他ほかの団員達に続こうとするアイズは、駆け出す直前に背後を振り返る。

　南西の方角には、白亜の巨塔がいつもと変わらない姿で天てん高くへと伸びていた。




　後に『第六次オラリオ侵攻』と呼ばれる王国ラキアの軍事行動。

　常より長引くことになる戦争の中で、迷宮都市はありふれた日常を過ごしていた。

　神々と眷族達は、誰の目にとまることもない、ささやかな物語を紡つむいでいく。
















『命ミコト、ここにいたのか』

　夢を見ている。

　肌寒い寒空、枯れた木の根もと。

　幼い自分が膝ひざを抱えながら座り込んでいる光景を前に、命ミコトはこれが過去の記憶であると気付いた。

『どうした、腹でも減ったか？』

　膝におでこをくっつけ、顔を上げようとしない小さな命ミコトに、現在と何も変わっていない角髪みずらのタケミカヅチが声をかける。

　故郷である極東、住まいであった社やしろの裏手で、二人だけの声が響く。

『……タケミカヅチさま』

　顔を上げないまま、幼い命ミコトが幼い声音をこぼす。

　目の前でしゃがみこんだタケミカヅチに、口を開いた。

『どうして命ミコトには、父上と母上がいないのでしょうか……』

　孤児だからだ。

　今の命ミコトははっきりと答えることができる。

　戦災、疫病えきびょう、そしてモンスター。

　子が親を失い天涯孤独になるのは極東ではそう珍しいことではない。むしろ身寄りを失った後、タケミカヅチ達の社やしろに迎えられた命ミコトはまだ運のいい方であった。

　──連れていってもらったのは賑やかな村祭りだったか。

　──それとも船が停泊する港街、あるいは都みやこだっただろうか。

　桜花オウカや千草チグサ達とともにタケミカヅチ等ら神々が連れ立った場所で、この時の命ミコトは仲睦むつまじい親子の姿を見て、気付かない振りをしていた寂寥せきりょう感に耐えられなくなってしまったのだ。

『……命ミコトを産んでくれた父親と母親は、俺おれ達にお前を預けて、天に還っていった』

『もう、あえないのですか……？』

『そうだな……命ミコトが生きている内は、下界こっちに戻ってこれないかもしれない』

　両親の魂が生まれ変わるのは、数十年も、何百年も先かもしれない。

　タケミカヅチが言外に告げる意味をまだ理解できない幼い命ミコトは、ただ会えないということを肯定され、体を強張らせた。

『寂さびしいか？』

　幼い命ミコトは首を縦に振ることも、横に振ることもできなかった。

　ただ腕を摑つかんでいる手に力を込め、何かが溢あふれ出さないように指を食い込ませる。

　小刻みに体を揺らし始める少女を前に、地面に膝をつくタケミカヅチは。

　出し抜けに、その体を軽々と頭上へ持ち上げてみせた。

　脇の下へ手を入れられ視界が高くなった命ミコトは、驚きながら男神を見下ろす。

『命ミコト、俺の娘むすめになれ』

　そして、涙の溜まった瞳ひとみを見開く命ミコトに、タケミカヅチは笑いかけた。

『えっ……？』

『いつかお前に俺の恩恵ファルナをくれてやる。そうすれば、お前は俺と神血ちを分けた歴れっきとした父子、家族──眷族ファミリアだ』

『かぞく……ファミリア』

　その響きは甘美なだけではなく、悲しみに暮れていた命ミコトの胸に温もりを与えた。

　それは赤ん坊のように自分を持ち上げ、見上げてくるタケミカヅチの瞳に、己おのれの子供に向けられる確かな慈しみがあったからだ。

『病は気から、そして気は体から。俺の持論だ。お前が寂しさなんて感じる暇がないくらい、俺が武術なり何なり教えてやる。だから安心しろ、命ミコト。そして覚悟しておけ』

　呆然ぼうぜんとする幼い命ミコトにタケミカヅチは勝手に言って、子供のように笑った。

『命ミコトは、父親や母親と何をしたかった？』

　次にはまた優しげな眼差まなざしを浮かべ、正直に言えと尋ねてくる。

『……み、命ミコトは、父上に肩車をしてもらいたかったです』

『すぐにしてやる。他ほかには？』

『ふ、ふとんの中でっ、さびしくないよう一緒に寝たかったですっ』

『よし、今夜だな。他には？』

『せんじつの都みやこで見た、こっ、金平糖こんぺいとうを一緒に食べてみたいですっ！』

『お、おう。任せろ』

　高級な御菓子の要求に、タケミカヅチは笑みを引きつらせる。

　常に社やしろは貧乏であったにもかかわらず、後日、彼は桜花オウカや千草チグサ達も連れて命ミコトとの約束を守った。

　お互いに侘わびしい服を着ながら、神と子は視線を絡からませる。

『だが、まぁ、俺が嫌だったら女神ツクヨミや他の連中の眷族ファミリアでも──』

『タケミカヅチさまがいいです!!』

　彼の言葉を遮さえぎって、幼い命ミコトは大声で叫んでいた。

　頰ほおを赤く染めて、青紫の瞳でじっと見つめながら。

『……そうか』

　瞬きを繰り返していたタケミカヅチは、やがて破顔する。

　命ミコトを地面に下ろし、頭を思いっ切り撫なでてきた。

　その大きな手に命ミコトはくすぐったそうに目を瞑つむり、一粒の涙をこぼす。

　すぐに肩車をされ、自分を探していた桜花オウカや千草チグサ達、神々のもとへ二人で笑いながら戻っていった。

　この日からタケミカヅチは父親となり、命ミコトは親愛を抱いた。

　そしていつしか、その想おもいは恋慕の念へと変わることとなる。
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「……」

　命ミコトはゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　窓の外のうっすらとした光と小鳥の囀さえずりが、夜が明けたことを教えてくる。

　懐なつかしい記憶に心を透明にさせながら、天井てんじょうを見上げる命ミコトは、気付けば顔を綻ばせていた。

　追憶に浸りながら敷かれた布団ふとんから体を起こすと、すぅ、すぅ、と。

　自分のものではない静かな寝息が聞こえてくる。

　すぐ隣を見れば、狐人ルナールの少女──春姫ハルヒメが別の布団で仰向あおむけに寝ていた。

【イシュタル・ファミリア】の一件を経て、再び手を取り合うことができた同郷の少女に笑みを漏もらす。彼女を起こさないように、命ミコトはその美しい金の髪と狐きつねの耳をそっと撫でた。

【ヘスティア・ファミリア】ホーム、『竈火かまどの館』の一室。

　改宗コンバージョンした派閥の中で、命ミコトと春姫ハルヒメは三階にある二人部屋をあてがわれていた。

　寝台ベッドはなく極東風の調度品が多い室内は、もともと大陸様式の造りの部屋と上手うまく釣り合いが取れていないようにも見える。部屋の隅に置かれる衣桁いこうには鮮やかな着物と極東風の戦闘衣バトル・クロスがかけられていた。

　夢から覚め、住み慣れた社やしろは遠ざかり、代わりに今ある居場所が意識を覚醒かくせいさせていく。

　絆きずなを取り戻した幼馴染おさななじみの寝顔を一頻ひとしきり眺めた後、命ミコトは徐々に明るくなっていく窓の外に目を向けた。

「……よしっ！」

　清々しい朝の訪れに、命ミコトは体をぐっと伸ばした。
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「春姫ハルヒメ殿、配膳をお願いできますか？」

「は、はいっ！」

　ホームの大食堂に香ばしい匂においが漂っている。

　隣接している広い調理場では、黒髪を結わえ前掛エプロンを装着した命ミコトが野菜を切っては魚を焼き、木杓子きじゃくしで鍋をかき回していた。

　てきぱきと朝食を作る彼女の声に、ぱたぱたと音を立てる春姫ハルヒメが何度も食堂を往復し、食器や料理を食卓へと運んでいく。

「春姫ハルヒメ殿、あまり無理をなさらなくても……」

「い、いえっ。私わたくしも眷族ファミリアの一員にならせて頂きました。どうかやらせてください、命ミコト様」

　春姫ハルヒメの格好は着物姿ではなく、何とメイド服である。

　リリが懸念していた館の管理役、家政婦メイドに春姫ハルヒメは入団直後自みずから──「お仕事をやらせてください」と──希望を申し出たのだ。

　貴族の生まれ、更に五年間の娼館暮らしで危なっかしくはあるものの、彼女は積極的に掃除や給仕などの仕事に慣れようとしていた。黒の仕事着ワンピースと白い前掛エプロン、太い尻尾しっぽとともに揺れる長いスカートを、命ミコトは微笑ほほえましそうに見送る。

　都市の外では王国ラキア軍とオラリオの【ファミリア】連合が開戦している中。

　団員数及び規模拡張直後ということを考慮され、ギルドから召集がかかっていない【ヘスティア・ファミリア】には、平和な日常風景が広がっていた。

「わぁ、いい匂い……」

「今日は命ミコト君が当番か。この香り、道理でね」

「あ、ベル殿、ヘスティア様。おはようございます」

　汁物を小皿にすくい味見しつつ、命ミコトは調理場に顔を出す少年ベルと主神ヘスティアに挨拶あいさつした。

【ヘスティア・ファミリア】の食事当番は一日ごとの交代制となっている。よっぽどのことがない限り、主神も含めたその日の食当者が二人ないし三人で食卓の準備を進めるのだ。

　ヴェルフならば火を通しただけのいわゆる男料理、リリならば材料コストをぎりぎりまで抑えた節約料理など、それぞれの性格や調理の腕が食卓には表れるが、こと命ミコトの料理に限っては【ファミリア】全すべての者から『美味うまい』と太鼓判たいこばんを押されている。

　故郷の社やしろで幼い頃ころから千草チグサ達女性陣とともに炊事場を切り盛りし、限られた食材を様々な工夫と知恵で料理と呼べる代物に昇華させてきた彼女の料理の腕前は、その真面目まじめな人柄やもとからの素質も相まってか、ジャガ丸くん愛好家の女神ヘスティアをして唸うならせるものであった。

「命ミコトさん、この鍋の……えっと、茶色いスープって……？」

「これは味噌汁みそしるです」

　鍋を覗のぞき込むベルに答える。

　出し汁に味噌を溶かした極東の伝統料理だ。普段はベル達に合わせパン等とうを主食にしたオラリオ主流の食事を用意する命ミコトだが、先日せんじつ都市南西部にある交易所で味噌をたまたま発見し、久しぶりに作ってみようと思い立ったのである。

　故郷の料理、故郷の味だと説明しベル達にも味見させると、彼等の頰はたちまち緩んだ。

「何だか、ほっとしますね」

「うん、美味おいしいよ。これが命ミコト君達の郷土料理ソウル・フードってわけだ」

　故郷の料理の好評を受け、命ミコトもまた頰を緩めて嬉うれしく思った。

　ベルとヘスティアは笑いながら少女のことを褒ほめ称たたえる。

「命ミコトさん、本当に料理が上手ですね」

「ああ、きっといいお嫁さんになれるぜ」

　そして、ヘスティアが口にした単語に、命ミコトは過剰に反応した。

「よ、嫁!?」

　瞬く間に真まっ赤かになった彼女は、照れ隠しのごとく手を振って猛否定し出す。

「な、何を仰おっしゃるのですかヘスティア様！　自分はまだまだ未熟でっ、お嫁だなんてっ──あはっ、あはははははははははははっ!?」

「命ミコトさん包丁ほうちょうっ、包丁ッ!?」

「危ないっ、危ない!?」

　赤くなって笑いながら、包丁を持つ右手をブンブン横に振るいまくる命ミコト。

　盛大に取り乱すベルとヘスティアは、少女の暴走を食い止めようと必死になった。




　一騒動を終え、朝食後。

　ヘスティアがバイトに出かけ、眷族達がホームに残る中、後片付けを終えた命ミコトも含め一階の居室リビングに集まる。

「ど、どうぞ……」と恐る恐る食後のお茶を差し出す春姫ハルヒメに苦笑しながら、ベル達はテーブルを囲みながら会議ミーティングを始めた。

「では、春姫ハルヒメ様に迷宮探索に参加して頂くか否かですが……」

　進行役としてリリが口を開く中、ベル達の目は命ミコトの側に座る狐人ルナールの少女に向けられる。

　みなの視線にメイド服姿の春姫ハルヒメは、その太い狐の尾を若干じゃっかん緊張させた。

「正直に言いますと、リリは何が何でも付いてきてほしいと思っています。春姫ハルヒメ様の『魔法』は説明が不要なほど、非常に強力です」

「しかしリリ殿、春姫ハルヒメ殿の『魔法』の効果を間違っても他者に知られる訳には……」

「勿論もちろんです。ですがやはり、春姫ハルヒメ様の存在はパーティにとって限りない武器となります。ベル様達の危険もぐっと減るでしょう。使用場面や頻度ひんど、隠蔽いんぺい方法を入念に検討した上で、リリは同行を希望します」

　春姫ハルヒメの魔法【ウチデノコヅチ】。効果内容は『階位昇華レベル・ブースト』。

　他者の能力ステイタスのＬｖ．を一段階【ランクアップ】させる超越魔法レア・マジックだ。この法外の『妖術』を巡り【イシュタル・ファミリア】内で命を脅かされたように、春姫ハルヒメの『魔法』の正体が明るみになれば、彼女を誘拐してでも悪用しようとする者が現れるだろう。

　だが同時に、宝の持ち腐れにするのは惜しいどころではない、というリリの弁も極めて正しい。使用制限や対策を設けた上で運用したいというその意見は、パーティの参謀ブレーンを務める者として至極真っ当なものだった。

　リリと命ミコト、少女達の言葉に耳を貸す男性陣──片やベルは困った顔を浮かべ、片やヴェルフは当の本人である春姫ハルヒメに質問を投げた。

「元所属派閥イシュタル・ファミリアの時はどうしていたんだ？　ダンジョンには連れていかれなかったのか？」

「いえ、通常の探索や『遠征とおで』にも参加していました。……けれど、カーゴに押し込まれて運ばれるか、何もせず守られるかのどちらかで……」

「……」

「モンスターとは、一度も戦ったことがございません……」

　春姫ハルヒメの【ステイタス】は、『魔力』の能力値アビリティを除けばサポーターであるリリをも下回る。守られるだけであった彼女に最低限の自衛を望める筈はずもなく、通常時においては足手纏まといになることはほぼ間違いなかった。

　申し訳なさそうにうつむく狐人ルナールの少女に、ヴェルフやリリ達は何とも言えない表情を作る。

「……どうする？　ホームに留守番させるか？」

　本来のメイドの仕事通り館に居残ってもらうか、というヴェルフの声が居室リビングに響く中。

　命ミコトは反射的にベルの顔を見やっていた。

　曲がりなりにも派閥の団長を務め、春姫ハルヒメを助け出そうと奔走した少年の意見を聞きたいと。

「……アイシャさんと、約束しました。何が一番いいのかはわからないですけど、でも、ダンジョンでもどこでも、僕は春姫ハルヒメさんを……その、ま、守ります」

　後半は赤くなって尻しりすぼみとなり締まらなかったが、それは誓いの言葉だった。

　半ば己に向けられていた言葉に春姫ハルヒメもベル同様どうよう赤くなり、リリは微妙に面白おもしろくなさそうな顔をする。そして命ミコトは、唇に笑みを浮かべていた。

　視線を天井や床に振って挙動不審になっている少年に、隣にいるヴェルフが笑って腰を叩はたく中、みなの視線は春姫ハルヒメに集まった。

　最後は、彼女の意志次第だ。

「……付いていきます。春姫ハルヒメは、皆様のお力になりとうございます」

　時間を置いて緊張しながら、春姫ハルヒメははっきりと言った。

　命ミコトとベルを一度見て、その翠みどりの瞳に覚悟のほどを滲にじませる。

「わ、私わたくし達は……家族ファミリアですから」

　最後はうつむきながら、か細い声で告げた。

　赤面しながらもじもじと狐の耳と尾を揺らす【ファミリア】の新しい仲間の姿に、ヴェルフとリリ、ベルは笑みを交わし合う。微笑む命ミコトももう異議を唱えようとはしなかった。

　隊員パーティ・メンバーは五名。

　サポーター兼妖術師ようじゅつしとして、春姫ハルヒメがダンジョン攻略に加わった。
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　暗闇くらやみが支配する地中深くに怪物の咆哮ほうこうが轟とどろき渡る。

　灰色の岩盤が剝むき出しになった岩窟内。頭上を飛び交う複数の[image: 蝙]蝠こうもり、穿孔せんこうする壁の中から飛び出す蚯蚓ミミズにも似たおぞましい捕食者ワーム、強烈な遠吠とおぼえをぶつけてくる大虎ライガーファング──様々なモンスターの混声に対し、迷宮を進む冒険者達は張り合うようにかけ声を上げる。

「武器と鎧よろいの調子はどうだ!?」

「文句なし!!」

「上々です！」

　ともに疾走するヴェルフの声にベルと命ミコトは武器の風切り音をもって答える。

　上級鍛冶師ハイ・スミスの手によって新調された少年の五代目の兎鎧よろい、純粋な白の金属光沢がダンジョンの薄闇の中にあって輝く。軽量の防具はあたかも装備者の速度を上乗せするかのように動きを阻害せず、ナイフの猛攻ラッシュを後押しする。少女の手に握られる副武装の長槍は大虎ライガーファングの剛毛を容易たやすく貫通し、一撃で絶命させた。

　ダンジョン15階層。

　ホームでの会議ミーティングの後、春姫ハルヒメを加えたパーティ一行は迷宮攻略へと臨んでいた。

　第二級冒険者のベルの能力ステイタス、そしてヴェルフが作製した新武装の力をもって堅実かつ破竹の勢いで進み、未攻略階層であったこの15階層まで進出している。

　ハンドボウガンで援護するリリの真隣、後衛位置であわわわっと圧倒されている春姫ハルヒメを他所に、ベル達は押し寄せるモンスターの群れと激しい交戦を繰り広げていた。

「──前方から『ミノタウロス』が来ます！」

「『咆哮ハウル』が来るぞ！　リリスケ、耳を塞ふさがせろ!!」

　探知系【八咫黒烏スキル】の効力でモンスターの接近を呼びかける命ミコトの後に、ヴェルフが大刀で『ダンジョン・ワーム』を両断しながら吠ほえる。

　前衛のベル、ヴェルフ、そして中衛の命ミコトも上がってモンスターの攻勢をはね返そうとする中、前方通路の暗がりから二Ｍメドルを優に超す巨軀きょくが近付いてくる。果たして命ミコトとヴェルフの警告通り、牛頭人体の怪物はその顎あごを開けて大喉を震わせた。

『ヴヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　原始的な『恐怖』で生物の動きを封じる威嚇いかく──強制停止リストレイトを引き起こす『咆哮ハウル』を『ミノタウロス』が放つ。

　幅広の通路内をびりびりと震わせる強烈な吠声ほえごえに対し、リリが自分の目と耳を塞ぎながら獣耳ごと春姫ハルヒメの頭に覆い被かぶさった。Ｌｖ．１では抵抗困難なその叫喚に、ヴェルフは軽く体を反らした後、不敵な笑みを浮かべる。

　昇華した『器』、心身の強さを発揮し、『咆哮ハウル』に屈することなく命ミコトやベルとともに戦闘を続行する。

「──『魔剣』、行きます！」

　ミノタウロスをベルが撃破した後も途切れないモンスターの増援に、『咆哮ハウル』の余波から回復したリリが叫んだ。大型のバックパック側面から引き抜かれた緋色ひいろの短剣を見て、ベルと命ミコト、ヴェルフが、ばっと左右に割れる。

　すかさず振り下ろされる短剣が、業火の砲撃を放った。


『────────────────────────ッッ!?』



　大炎塊が吐き出され、進路上にいたモンスターが殲滅せんめつされる。

　体皮の力によって炎に耐性がある筈のミノタウロスも例外ではなく、燃焼する一本道の岩窟から怪物達は跡形もなく姿を焼失させた。

「リリスケ、易々と使うな!?　『魔剣ソレ』はあくまで非常用だ、ぽんぽん使ってたら俺達パーティのためにならない！」

「今のは十分じゅうぶん非常時でした！　ダンジョンでは何かが起こってからでは遅いのですから!!」

「ま、まぁまぁ、ヴェルフ、リリ？」

「お、お二人とも、ここで大声を出されては、またモンスターが……はうっ」

「春姫ハルヒメ殿の言う通りです。落ち着きましょう」

　戦闘が終了した後、焼け焦こげた通路内で言い争いが起きる。短剣型の『魔剣』──『クロッゾの魔剣』の使用に踏み切ったリリに、ヴェルフが食ってかかったのだ。

　リリ達たち後衛の自衛及および緊急時のため、ヴェルフは『クロッゾの魔剣』を作製し譲渡していた。18階層の階層主ゴライアス戦や戦争遊戯ウォーゲームで使用されたものと比べれば格段に威力は低くなっているとはいえ、それでも上位魔導士の砲撃とほぼ同等である。

『クロッゾの魔剣』に頼るな、ソレはパーティの力や意識を腐らせる、今の戦闘は自分達だけで何とかなった、とヴェルフは声高に訴えた。

　対するリリは、その楽観的観測がダンジョンでは命取りであると主張する。

　窮地に陥おちいる前に安全第一でいくべき、という自分の意見を決して曲げない。何が起こるかわからないダンジョンでは出し惜しみせず、常に石橋を叩たたいて渡らなければならないのだと。

　どちらの言っていることも正しいし、間違っていない。

　ヴェルフとリリはお互いにパーティのためを思って発言しているのだから。

　ベルと命ミコトは苦笑し、春姫ハルヒメはおずおずとしながら、二人の仲裁をした。

　ひとまず彼等は言い合いの矛ほこを収め、迷宮探索に意識を戻す。

「これが『ドロップアイテム』で、これが『魔石』……」

「そうです。『ドロップアイテム』はリリのバックパックに詰めますので、『魔石』は春姫ハルヒメ様が持っていてください。──決して落としてはいけませんよ？」

「は、はいっ!?」

『魔剣』によって灰となったモンスターの死骸から、春姫ハルヒメがリリの指導のもとおっかなびっくり戦利品を収拾していく。

　春姫ハルヒメの格好は【イシュタル・ファミリア】の時にも使用していた巫女みこ装束に似た極東式の長い戦闘衣バトル・クロス──女傑アイシャが押し付けてきた品だ──に筒型のバックパック。そしてヴェルフ達が纏っているものと同じ火精霊の護布サラマンダー・ウールだ。

　正真正銘、非戦闘員としてパーティに組み込まれている彼女に対しリリは「これからサポーターとしてビシバシ鍛えていきます！」と宣言していた。ぺこぺこ頭を下げて「どうかよろしくお願い致しますっ」と畏かしこまる春姫ハルヒメの姿も相まって、妙な師弟関係が発生している。

　苦笑しつつ、命ミコト達は進行を再開させ、遭遇エンカウントする敵を撃退していった。

「この15階層まで探索をこなせていますし、非常に順調ですね」

「ベル様のＬｖ．とパーティの力量バランスを考えれば、このくらいは妥当です」

「エイナさん……アドバイザーの人も、一足飛びじゃなきゃ18階層まで行ってもいいって許可してくれました」

　通路を歩きながらの命ミコトの声に、リリとベルが頷うなずく。

　曰いわく前衛は完璧かんぺきであると、リリはそのまま続けた。

「このパーティの弱点は、リリ達たち後衛が力不足という点です。はっきり言って前衛と全く釣り合いが取れていません。更に欲を言えば、きちんとした治療師ヒーラーも欲しいところです」

「魔導士もな」

　リリに釘くぎを刺すように、『魔剣』の使用を忌避するヴェルフが声を飛ばす。

　わかっていますよ、とリリは唇を尖とがらせた。

「酒場のリュー様は、確か回復魔法もお使いになられるんですよね？　18階層で見た攻撃魔法も凄すごかったですし……あぁ、パーティに加わってくれないでしょうか？」

「いやぁ、流石にそれは……ミ、ミアさんも怖いし」

　リリの願い事にベルは笑みを引きつらせる。酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の元冒険者であるリュー、そして何より怒らせると怖い女将おかみのミアの顔を思い出しているのか、無茶デスと答えた。

　前衛にヴェルフとベル、後衛にリリと春姫ハルヒメ、そして比較的サポーター寄りに中衛の命ミコト。隊列を組む五人組のパーティは薄暗い岩窟に細心の注意を払いながら進んでいく。

　リリもそうであるが、Ｌｖ．１下位の能力ステイタスに探索素人の春姫ハルヒメがモンスターに襲撃されれば一溜まりもない。命ミコトはモンスターの接近を感知する【八咫黒烏ヤタノクロガラス】を頻繁に発動し、彼女への奇襲だけは絶対阻止していた。

「しばらく探索を続けたら、一度14階層へ戻りましょう。打ち合わせ通り、人気ひとけのない十分な安全地帯で春姫ハルヒメ様の『魔法』をパーティ一人一人試しておかなくては」

「ですね。いきなり使用されてもきっと混乱してしまいますし……春姫ハルヒメ殿、よろしいですか？」

「はい。大丈夫でございます」

「ベル、お前は一度かけられたんだろう？　どんな感じだった？」

「えーと……ばーって光って、力が強くなって、速く動けるようになって……」

　命ミコトが春姫ハルヒメ達を絶えず補助する中、一行はダンジョン探索を続けていくのだった。
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　命ミコト達が探索を終えて帰還すると、地上は夕焼けの光に包まれていた。

　摩天楼施設バベルの換金所で戦利品を金貨へと換えてしまい、冒険者達の騒がしい雑踏に揺られながら中央広場セントラルパークを後にする。多くの同業者がギルド本部や酒場へ足を運ぶ中、【ヘスティア・ファミリア】はホームへと戻った。

「おっ、帰ってきたな」

「タケミカヅチ様！」

　鉄栅てつさくの正門、そして玄関をくぐって館に入ると、角髪みずらの男神が命ミコト達を迎える。

　笑いかけてくるタケミカヅチに、命ミコトは破顔して歩み寄った。

「すいません、タケミカヅチ様……ホームの留守番をして頂いて」

「気にするな、ベル・クラネル。今日は桜花オウカ達も迷宮ダンジョンに行かず休息日に当てていたからな」

　ベル達は今日、ヘスティアを通じて【タケミカヅチ・ファミリア】に本拠ホームの留守番を頼んでいた。

　ベルとヘスティアの教会の隠し部屋や、命ミコトがタケミカヅチ達とともに住んでいた寂れた集合住宅とは異なり、立派な新居を手に入れてしまった【ヘスティア・ファミリア】はもはやオラリオでも立派な中堅【ファミリア】だ。主神や団員が出払ってホームを完璧に空にしてしまえば、泥棒や他勢力の者に侵入されて資産や情報を漁あさられる危険性がある。下位派閥だった頃とは状況が違うのだ。

　そこで今日は【タケミカヅチ・ファミリア】が懇意派閥として館の門番や警備を務めてくれたのである。今後も彼等や【ミアハ・ファミリア】の手も借りるベル達としては、無償で引き受けてくれるタケミカヅチ達に恐縮する思いだった。

「だから、気にするな。これも助け合いってやつだ。それに見返りとして、しっかり風呂ふろには入らせてもらったからな」

　使った後はちゃんと洗ったぞ？　と付け足しながら笑う男神に、ベル達も笑い返す。

「ありがとうございました」と一同はあらためて礼を言った。

　この後は派閥包ぐるみで夕餉ゆうげを取る予定になっているので、ベル達は防具等を脱装しようとそれぞれの部屋へ一度いちど戻っていく。

「あの、タケミカヅチ様……これを」

　同部屋である春姫ハルヒメに断りを入れ一人玄関に残った命ミコトは、金貨が詰まった小袋を差し出した。

　派閥の貯金分を抜いた上で団員達に分配された迷宮探索の報酬、命ミコトの取り分である。

「社やしろの仕送りのために、受け取ってください」

　命ミコト達が極東からオラリオに渡ったもともとの理由は、困窮する社やしろに援助金を送るためだ。

　生まれ育った家の仕送りにしてほしい、と言う命ミコトに、タケミカヅチは首を横に振る。

「それはベル・クラネル達と一緒にダンジョンで稼いだ金だろう。俺達のために使うな、仲間のために使え」

　迷宮探索には道具アイテムや装備品など揃えておかなければいけない品が山ほどある。

　この金を使ってパーティに役立てろ、とタケミカヅチはそう諌いさめているのだ。

「し、しかしっ。自分だけ社やしろのために何もしないのは……！」

　仕送り金を受け取ろうとしないタケミカヅチに命ミコトは食い下がろうとしたが、

「命ミコト。今のお前は、ヘスティアの眷族ファミリアだ」

「……！」

　その言葉に反論を封じ込められる。

　説明が必要ないほど正しい指摘だった。今の所属派閥、今の仲間を差し置いて、もともとの仲間だけに現うつつを抜かすなど道理に反する。

　命ミコトは恩義に報いるためにベル達の【ファミリア】に加わったのだから。

（けれど、自分は──）

　今朝けさ、夢に見た幼い記憶が蘇よみがえる。

　娘むすめになれと言ってくれたタケミカヅチ。神血ちを分けた父子、家族、眷族ファミリアだという言葉。

　ヘスティアの眷族になったことに後悔はない。ベル達と同じ派閥になれたことを嬉しくも誇らしくも思っている。彼等のおかげで春姫ハルヒメも助け出せた。

　しかし自分は──それでもタケミカヅチの眷族であったことを忘れたくないと、命ミコトはうつむきながら思った。

「……命ミコト、俺の娘になれって言ったこと、覚えているか？」

「！」

　そこで、記憶と同じ台詞せりふを告げられ、驚く命ミコトは顔を振り上げる。

　目の前にいるタケミカヅチは眉まゆを下げた笑み──父親の笑みを浮かべていた。

「改宗コンバージョンしてもな、子供おまえ達に最初に分け与えられた神血イコルは消えるわけじゃない。ヘスティアが『恩恵』を頼りに命ミコトの存在を知覚できるように、俺もお前の息吹を感じ取れる」

「……」

「お前はいつだって俺の娘むすめで、家族だ。忘れることはない。だからそんな顔をするな」

　心の中を見事に見抜かれた挙句、伸ばされた手に頭を撫でられてしまう命ミコトは、あっという間に赤面した。

　幼い頃より成長し、少し小さく感じられるようになったタケミカヅチの手は、しかしやはりその温かさは変わらなかった。

　艶つやのある黒髪を撫でられ真っ赤になる命ミコトの様子にはちっとも気付かず、男神は快活に笑う。

「社やしろのことを思ってくれるお前の気持ちは嬉しいぞ？　だが、千草チグサや飛鳥アスカがあのイシュタルの騒ぎでＬｖ．２になった。俺達も上手くやってる、心配するな」

　予定が合えば迷宮探索の際、共同のパーティを組もうとヘスティアとも話していると語るタケミカヅチは、それだけで十分だと続ける。

「信じろ」

　真まっ直すぐ見つめてくる男神に、上目遣うわめづかいで見上げる命ミコトは、こくりと頷いた。

「よし」と満面の笑みを湛たたえるタケミカヅチは頭から手を離し、踵きびすを返す。夕飯のために桜花オウカ達を呼んでくると離れていく彼の後ろ姿を、命ミコトは視界から消えるまで眺めた。

（……あの方の【ファミリア】を、一度離れるようになって……）

　一層恋慕れんぼが募ってしまっている、と命ミコトは頰を染めたまま思った。

　戦闘衣バトル・クロスの上から片手でぎゅっと胸を握り締めるが、それでも鼓動の音に翻弄ほんろうされていく。

「……あの、命ミコト」

「──のわぁ!?」

　背後からの声に命ミコトは飛び上がる。

　慌あわてて振り向くと、そこには千草チグサが立っていた。

「千草チグサ殿!?　いつからそこに!?」

「えっと、ごめん……大分前まえから」

　目もとを覆う前髪から片目を覗かせ、頰をうっすらと染める同郷の少女の姿に、一部始終を目撃されたことを悟る。

　仕送りのお金を受け取ってもらえずいじけていたところも、頭を撫でられ茹ゆで蛸だこになっていたところも、去っていくタケミカヅチを切なそうに見つめていたところも、全てだ。

　千草チグサには自分が抱く懸想おもいを知られているとはいえ、地面に穴を掘って埋まりたくなった。

「ご、ごめんね？　何だか邪魔しちゃって……」

「千草チグサ殿、お願いですからそれ以上何なにも言わないでください!?」

　いわゆる『乙女おとめ』の振る舞いをしていたことに触れられ、泣き叫ぶように声を張る。

　羞恥しゅうちで耳を赤くしながら、ぐぅ～っ、と頭を両手で抱える命ミコト。昔から付き合いのある同い年の幼馴染、互いのことを何だって知っている同性の親友とはいえ、恥ずかしい時はやはり恥ずかしい。

　申し訳なさそうにたたずむ千草チグサは、命ミコトがしばらく悶もだえた後、おずおずと用件を切り出した。

「あのね？　少し遅れたけど、いつも通りタケミカヅチ様の『お祝い』をしようって、桜花オウカ達と話しているんだけど……」

　命ミコト相手ならばしっかり喋しゃべることのできる千草チグサは、仲間内で進めている予定について語った。

「春姫ハルヒメちゃんも誘って、私達は今年も贈り物を用意しようと思ってるんだけど……命ミコトはどうする？」

　その語られた内容に。

　ようやく羞恥から復活した命ミコトは、なんと、と目を見張った。
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【タケミカヅチ・ファミリア】と夕飯をともにした日から二日後。

　懇願することで派閥の迷宮探索日から暇をもらった命ミコトは、晴れ渡る空の下、オラリオの街に出かけていた。

　ベル、そしてヴェルフも伴って。

「何で俺達がここにいるんだ……」

「すいません、お二人とも……ですが、どうか自分の買い物に力をお貸しください!!」

　北のメインストリートから折れた街路、賑やかな店々が並んでいる街角で、連れてこられたヴェルフがぼやくように言う。

　両手を合わせ拝み倒す命ミコトの姿に、迷宮探索を断念せざるをえなかったベルは苦笑しつつ尋ねた。

「えっと、買い物ってことは、何か買うつもりなんですよね？」

「はい、実は……近日中に桜花オウカ殿達とタケミカヅチ様の『お祝い』をすることになって……」

　千草チグサに告げられた『お祝い』の概要を、命ミコトはベルとヴェルフに語った。

　オラリオに渡る前から、命ミコト達社やしろの子供達は神々が地上に降りてきた日を降臨祭として──いわゆる神々の誕生日感覚で祝事を開いてきた。戦争遊戯ウォーゲームや春姫ハルヒメの騒動でドタバタして忘れていたが、つい先日がタケミカヅチの祝いの日だったのだ。

　そして命ミコトは千草チグサ達と同じように、男神への贈り物、プレゼントを用意したいと考えていた。

「これまでは真心を込めた品こそ渡してきましたが、資金に限界があって立派なものは贈れませんでした。オラリオに来て二年目、みなさんのおかげで懐ふところは温まっていますし、今年こそはちゃんとした贈り物を差し上げたいのです」

「話はわかったが……俺達を連れてきた理由はなんだ？」

「はいっ、同じ男性であるベル殿達に、タケミカヅチ様の喜びそうなものを教えて頂きたく……！」

　ヴェルフの疑問に命ミコトは身を乗り出して答えた。

　ちなみに、タケミカヅチを祝うパーティーは明日である。

「どうか自分に助言じょげんを……！」

「そんなことを言われてもな」

「うーんと……力には、なりたいですけど」

　頭を下げる命ミコトに、髪をかくヴェルフと頰をかくベルは渋しぶい声を出す。

　二人の心境は同じだった。つまり、まともな助言アドバイスを送る自信がないということだ。

　ベルもヴェルフも、ダンジョン関連や鍛冶業の品を除けば物欲が割と乏しい。同性の趣味や好みなど問われても困るというのが本音だった。

「むしろタケミカヅチ様との付き合いはお前の方が長いだろう？　気ままに選んだ方がいいんじゃないか？」

「そ、そんな!?」

「あはは……せっかく来たんだし、ひとまずお店を回ってみようよ？」

　ヴェルフの指摘に命ミコトが衝撃を受ける中、苦笑いするベルの提案で三人は通りの店を覗いて回ることになった。

　北のメインストリートに隣接する第一区画。亜人デミ・ヒューマン別の服飾店が目立つ中、小物類を販売する商店や露店も方々ほうぼうに見受けられる。生真面目な命ミコトは陳列されている品物を一つずつじっと凝視しては、時間をかけて他の店に移っていった。極貧【ファミリア】だったベルと同じく少し前まで節制生活を送っていた彼女は、まるで買い物に慣れていない田舎者のように周囲の店や並ぶ品物に目移りし、右往左往を繰り返す。

　ベルとヴェルフはそんな少女の姿を苦笑交じりに見守った。

　ややあって日が中天に差しかかる頃、一通り店を見て回った三人は建物の陰で小休止を取る。

「命ミコトさん、何か良さそうなものありましたか？」

「わ、わかりません……」

「おい」

　ベルの質問に正直に答える命ミコトに、ヴェルフが突っ込みを入れる。

　命ミコトは申し訳なさそうに両の指をいじくった。

「なら、昔は何を送ってたんだ？」

「極東にいた頃は、綺麗きれいな貝や木の実を集め、首飾りなどを作っていたのですが……」

　あまり参考にならない過去の贈り物を列挙する命ミコトは思い悩む。

　千草チグサ達は今年は一人一つずつ品物を用意すると言っていたが、これほど選ぶのが難しいとは……と懊悩おうのうしていると、ふとベルが口を開いた。

「食べものじゃあ、駄目なんですか？」

「えっ？」

「命ミコトさん、料理がすごい上手じゃないですか。だから、何か美味しいものをパーティーで出せば……なんて」

　味噌汁を飲んだ時のことを思い出しているのか、少年のその提案に、命ミコトは少々考え込む。

「……確かに、社やしろにいた時からご馳走と呼べるものはあまり振る舞えなかったような……」

　少なくとも祝事にちなんだ洒落しゃれた料理は作ったことはなかった。

　段々と乗り気を窺うかがわせる命ミコトの横顔に、「じゃあその線でいってみるか？」とヴェルフも検討し出す。

「パーティーっていうなら、やっぱりケーキか？」

「ケーキ……」

　ヴェルフの言葉を口の中で反芻はんすうする。

　極東とは無縁だが、知識としては存在する。ふわふわな生地の焼き菓子にクリームや果物フルーツを添える……男神アポロンに招待された『神の宴』の中でも見かけたような気がしなくもない。

　思考を重ねる命ミコトはやがて、決めた。

「わかりました……自分は、ケーキを作ってみます」

　彼女の選択をベルとヴェルフも尊重し、了承する。

　結局無駄足むだあしとなってしまった店巡りを詫びつつ、今後のことを相談した。

「手作りにこだわるのはわかるが、作れるのか？」

「一度も作ったことがないので断言できませんが……調理法レシピと、後は実物を見て味見さえすれば、恐らくは」

「『豊穣の女主人』ならケーキは売ってるし……頼めば、調理法レシピも教えてもらえるかな？」

　ヴェルフ、命ミコト、ベルの順で声が続く。

　迷宮帰りの冒険者を迎える夕方以降を除けば、『豊穣の女主人』は喫茶店として一般客を呼び込んでいる。以前ケーキを食べたことがあるベルの話を聞いた命ミコト達は、シルやリュー達が働く『豊穣の女主人』に足を運ぶことを決めた。




　正午を過ぎた後。

　西のメインストリートへ赴いた命ミコト達は、『豊穣の女主人』を訪れた。

　出迎えてくるリューに事情を説明し、ベルがおずおずと交渉してみると……色恋沙汰の香りを嗅ぎ取ったのか猫人キャットピープルのアーニャやクロエを始めとした店員娘がニヤニヤと笑い、こちらの要求を呑のんだ。命ミコトは散々赤面させられたものの、女将ミアからも「昼飯を食っていくなら目を瞑ってやるよ」と許しを頂き、善良な猫人キャットピープルの少女シェフ達から調理法レシピを教えてもらった。

　欠勤しているというシルへの愚痴ぐちをアーニャ達から聞かされた後、ベル達は『豊穣の女主人』を後にした。

「しっかり土産まで渡されたが……でも、これで何とかなりそうか？」

「はい、ありがとうございます。ヴェルフ殿、ベル殿」

「力になれて良かったです」

　早速調理法レシピをもとにケーキを作ろうとホームへ戻る道すがら、命ミコトはベル達に礼を言う。

　彼女の両手の上には容器に詰められたホールケーキが存在する。土産としてミア達に買わされたものだ。店内でもデザートとして食べておいたが、この土産と調理法レシピさえあれば作ることもできそうだと、命ミコトは笑みを浮かべた。

　目標への目処めどが立ち、彼女の顔が緩む。

「あっ……」

「どうした、ベル？」

「あれって……タケミカヅチ様？」

　街路を進んでいると、ヴェルフの問いにベルがある方向を示す。

　命ミコトも顔を向けると、そこには確かにタケミカヅチがいた。

　前方の道で、蜂蜜色の長髪の女神を呼び止めている。

「おい、デメテル。顔色が悪いぞ、大丈夫か」

「……あら、体調が悪いのかしら。気が付かなかったわ」

「なに暢気のんきなことを言っている。ほら、顔を貸せ」

　──と、彼は前触れなく女神の体を引き寄せ、己と相手の額をくっつけた。

「熱は……ないな」

「あ、あらあらっ……だ、駄目よ、タケミカヅチ？　こんなこと誰彼だれかれ構わずやっては」

「馬鹿ばか、お前だからやっているんだ」

「……」

「飢えていたところに野菜を恵んでもらった恩を、俺は忘れてないぞ」

「……もうっ、貴方とミアハは女の子に声をかけちゃ駄目っ」

　何事かを話し、女神の頰を赤らめさせるタケミカヅチ。

　女神はどこか満更でもなさそうな表情で彼のもとから去っていく。

「……」

　その一部始終を立ち止まって眺めていた命ミコトは、唇を閉ざし、沈黙を纏う。

「み、命ミコトさん……？」

「お、おい？」

　こちらの横顔を見て何故なぜかうろたえているベルとヴェルフの声が、耳を素通りしていった。

「タ、武神タケミカヅチ様ーっ！　先日は変態かみさま達から助けて頂いてありがとうございました！」

「これっ、お礼です！」

「おいおい、あんなことくらいで大袈裟おおげさだぞ？」

　間を置かず二人の少女ヒューマンに迫られるタケミカヅチ。

　無所属フリーらしき一般人は顔を紅潮させ焼菓子を手渡し、彼が笑うともじもじと体を揺する。

　止とどめにタケミカヅチは彼女達の頭を撫で、二人を真っ赤にさせた。


「…………」



　その一部始終を目撃する命ミコトの手の中で、ミシリッ、と音を立てて容器が歪ゆがむ。

「ひっ!?」

「お、おいっ!?」

　指がめり込み変形する容器にベルとヴェルフが怯おびえるが、やはり耳に入ってこない。

　そこからは畳みかけるようにタケミカヅチは女性達との触れ合いを繰り返した。

　時には相手方から、時には自分から。老若ろうにゃく種族女神めがみ関係なく声を交わしては大抵漏れなく余計な接触スキンシップを行う。赤くさせられる彼女達は初々しい表情を浮かべていた。始末に悪いのはタケミカヅチ本人が全くその好意もとい行為に気付く素振りがないということだ。

　まるで陰から見守っている命ミコトに見せつけるかのように、異性との交流を重ねていく。


「………………」



「命ミコトさんっ、命ミコトさぁんっ!?」

「何とか言え!?」

　たたずんだままうつむいて、目もとを前髪で覆う命ミコト。

　肩に黒い瘴気しょうきを帯び出す彼女にベルとヴェルフが堪たまらず悲鳴を上げた。

　一言も発しない少女の体から、重力結界と見紛う不穏な威圧感オーラが発散されていく。

「タケミカヅチ様っ」

「おお、春姫ハルヒメ」

　──そして。

「私わたくし、上手くできましたっ！　召し上がってみてください！」

「餡あん団子か、どれどれ……ん？」

　喜ぶ春姫ハルヒメから差し出された団子を受け取ろうとするタケミカヅチは、そこで何かに気付き、春姫ハルヒメの顎に手を伸ばす。

「春姫ハルヒメ、お前、つまみ食いしただろ？」

「は、はえっ!?」

「口に餡がついてるぞ、まったく……ほら、動くな」

　少女の唇についた餡を取り、あろうことか、そのままソレを──食べた。

「うむ、甘い」

「タ、タケミカヅチ様ぁ～……そ、そのようなことをされてはぁ～」

「美味いぞ、春姫ハルヒメ。あいつも喜ぶ筈だ。……しかし、何だ、お前はいい嫁になれるな」

「えっ……ほ、本当でございますか!?」

「ああ。気立てはいいし、何より健気けなげだ。神なんてものじゃなかったら、俺がもらってやりたいくらいだ。はっはっはっ」

　ぶちりっ。

　命ミコトは自分の中からそんな音が鳴ったのを確かに聞いた。

　うつむいたまま足が独りでにザッザッザッと動き出す。ベルとヴェルフが何かを叫んでいるが何も聞こえない。頰を押さえて照れている春姫ハルヒメと、そして能天気に笑声を上げる男神のもとへ直進する。

「命ミコト？」

「命ミコト様？」

　こちらの存在に気付いた二人の目の前で、停止する。

　無言を纏う命ミコトは静かに、ばかっ、と変形した容器の蓋を取った。

「ん、それは……？」

　首を傾かしげながら中を覗き込もうとするタケミカヅチに向かって、震える唇を開く。

「──タケミカヅチ様の」

　次の瞬間、顔を振り上げ、容器を持った手も振り上げ、命ミコトは怒りの咆哮を上げた。

「──タケミカヅチ様のっ、天然ジゴロォ!?」

「ブボアァッ!?」

　タケミカヅチの顔面に、ホールケーキを炸裂さくれつさせる。

「タケミカヅチ様ぁーっ!?」

　春姫ハルヒメの悲鳴と同時に、だっっ、とその場から勢いよく離脱する命ミコト。

　すぐに、どしゃりとタケミカヅチの崩れ落ちる無残な音が鳴り響いた。

『命ミコトちゃん、よくやった!!』『でかしたァ！』『オレ【絶ぜつ†影えい】の応援者ファンになる!!』と周囲の物陰にひそんでいた神々なにものかから喝[image: 采]かっさいを浴びるが、気にもとめない。

　命ミコトは瀕死と化したタケミカヅチに背を向けて、逃げ出した。





[image: ]






「何やってんだ!?」

「何やってるんですか!?」

　街中を暴走し続けた命ミコトに追い付き、ヴェルフとベルが開口一番揃そろって叫さけぶ。

　がむしゃらに走り続けたことでようやく感情の激発が治まった命ミコトは、申し訳なさそうにたじろいだ。

「す、すいません……体が勝手に動いてしまい、つい……」

「つい、で神の顔面にケーキを炸裂させるんじゃねえ!?」

「不敬罪というか、重罪ですよ!?」

　ヴェルフとベルの絶叫に命ミコトはしゅんと項垂うなだれた。

　彼等の言う通り早まった己の行動を猛省しようとし、だが一方で、熱を帯びる胸の情緒が手足を震わせる。

「不覚です、精進が足りません……ですがっ、どうしても体が言うことを聞いてくれずっ……！」

「「……」」

「タケミカヅチ様のご尊顔に何かを叩きつけずにはいられなくなりっ……！　己を律することのできない自分はもうダメダメです!?」

「「……」」

「あぁ、口惜くちおしいッ、口惜くちおしいッ！」

　ついには四つん這ばいになって石畳へドンッドンッと[image: 拳]こぶしを打ちつける命ミコト。

　正面でベルとヴェルフが何とも言えない表情で見下ろし、通りのド真ん中で繰り広げられる少女の奇行に『何だ何だ』と周囲の亜人デミ・ヒューマン達から奇異の視線が寄せられた。

　極東にいた頃からタケミカヅチのあーいった女性絡みの対応には片鱗へんりんがあった。だが社やしろ住まいでそもそも他者との交流が少なかったため、命ミコトの目が届く範囲ではこのような我を忘れるような光景が広がるということはなかった。

　しかし、オラリオに来て交友関係が増え、今日まで命ミコトがダンジョンへ向かっていた間ずっとあのようなことが繰り広げられていたかと思うと……居ても立ってもいられなくなってしまったのだ。

　これがタケミカヅチの節操のない言動への不満、自分勝手な嫉妬しっとであることを自覚する命ミコトは、なんと惨みじめで浅ましいのだろう、と己のことを罵った。

　恥ずかしく思うと同時に、涙が出そうになる。

「え、えっと……み、命ミコトさん」

「これからどうするんだ」

　ケーキで神を撃砕して打ちひしがれている少女に、ベルは控えめに声をかけ、ヴェルフは単刀直入に尋ねる。

　潤うるんでいる視界で石畳を見つめていた命ミコトは、むくりと身を起こし、よろよろと立ち上がる。

「予定通り、ケーキを作って……謝ります」

　かき消えそうな声で呟つぶやき、返答する。

　タケミカヅチに謝罪しなくてはいけない。だが今もう一度会えば何を言ってしまうか、何をしてしまうかわからない。ぐるぐると心の中で回る複雑な感情に怯える命ミコトは、意気消沈しながら歩み出す。

　ベルとヴェルフに心配そうに見守られながら、とぼとぼと、一人でホームへ戻っていった。





[image: ]






　西日が山脈の奥で霞かすむ夕暮れ時。

　都市中央ではダンジョンから冒険者達が帰還してくる頃、西の区画に存在するとある寂れた一軒家は茜あかね色の空に見下ろされていた。

　周囲の建物によって日当たりが悪い、大通りから外れた路地裏奥。人通りの少ない立地に建てられたその商店には人の体を模した派閥の徽章きしょうが看板として機能している。共通語コイネーで綴つづられる店名は『青あおの薬舗やくほ』──【ミアハ・ファミリア】。

　棚で溢れる店内では、冒険者パーティがこの店自慢の『二属性回復薬デュアル・ポーション』やその他道具アイテムを購入していくところだった。長台カウンターにいる犬人シアンスロープの少女が「どうも……」と言って見送ると、出ていく彼等と入れ替わるように両開きの木扉から二人の少女が入店してくる。

　武具を纏った冒険者達は、長台カウンターの犬人シアンスロープ、ナァーザに声を投じる。

「ただいま。帰ったわよ」

「か、帰りました……」

　短髪ショートヘアーに長髪、吊り目に垂れ目。二人並ぶと面白いほど対称的な少女達は、一方ははっきりと一方はおどおどと挨拶をする。

　瞼を半分下げ一見眠たげに見えるナァーザは、笑みを浮かべ彼女達を迎えた。

「おかえり、ダフネ、カサンドラ……」

　名を呼ばれたダフネとカサンドラ──元【アポロン・ファミリア】第三級冒険者達は、ナァーザのいる長台カウンターまで進み、金貨が詰まった袋を置いた。

「はい。今日のダンジョンの稼ぎ。整備代とかはもう抜いてあるから」

「いつも悪いね、ありがとう……」

「い、いえ、もう同じ【ファミリア】ですし……」

　ダフネから袋を受け取るナァーザが礼を言うと、長髪を揺らしながらカサンドラが告げる。

【ミアハ・ファミリア】唯一の団員であったナァーザは、ぱたぱたと尻尾を揺らした。

「戦争遊戯ウォーゲームで有名になったベル達が商品の広告塔……ゲフンゲフン、宣伝してくれて客足も増えたけど、二人がいてくれてすごーく助かる」

　ニヤリと笑いつつ、ナァーザは空き容器フラスコに入れてあった果汁ジュースを二人へ労わるように手渡す。

「でも、本当に私達の【ファミリア】に入って良かったの……？　うちも結構けっこう借金あるけど」

「あの二億ヴァリスなんて馬鹿げた額を聞いたら、もうどんな借金も可愛かわいくなってきたわよ」

　ギギッ、と義手である右腕『銀の腕アガートラム』を軋きしませるナァーザに、果汁ジュースを口にするダフネは肩を竦すくめた。その吊り目がどこか遠い眼差しを浮かべる。

　新生【ヘスティア・ファミリア】の入団式に一度は参加したものの、白日の下に晒さらされた『二〇〇〇〇〇〇〇〇ヴァリス』という借金額ばくだんに速攻で見切りを付けたダフネとカサンドラは、紆余曲折うよきょくせつを経てこの【ミアハ・ファミリア】に流れ着いていた。既に『改宗コンバージョン』を終えている彼女達は歴としたナァーザの仲間であり、主神ミアハの眷族である。

【ヘスティア・ファミリア】入団を希望していたカサンドラは、少々残念そうではあったが。

「それに、ミアハ様はいい神格者ひとだし。この方かたの派閥ファミリアなら、入ってもいいかなって」

「そう言ってもらえると私も嬉しいけど……惚ほれちゃ駄目だよ？」

「しないわよ」

「ふふふっ……」

　軽口を叩きながら笑い合っていると、ダフネは「ところで」と視線をナァーザの背後、長台カウンターの奥へと向けた。

「あれ、何やってるの？」

　開けられている扉の先では、客間でテーブルを挟んでいる二柱ふたはしらの男神が見える。

　片方は群青色の長髪を背で束たばねている美青年、ナァーザ達の主神ミアハだ。くたびれた灰色のローブを纏い身なりこそ貧しいものの、端整な顔立ちは貴公子という言葉も当てはまる。

　そしてもう片方は、黒の頭髪を角髪みずらにした凛然りんぜんとした男神、タケミカヅチであった。

「しょうもない相談事だよ……」

　辛口な言葉を残しつつ、ナァーザは店番をダフネ達に任せ、台所の方へ向かった。

　ホーム兼商店の中を移動する彼女を他所に、客間の男神達は話を交わす。

「──ということがあったんだ」

　タケミカヅチは昼間にあった命ミコトとの出来事を説明した。

　ケーキで撃砕された彼は、女神ヘスティア繫つながりで友人でもある貧乏同盟の男神にことの経緯を聞かせ、相談を持ちかけているのである。

　曰く、どうして命ミコトが怒っているのかわからない、と。

「……」

　黙って話に耳を傾けていたミアハは目を瞑り、ふぅ、と息を吐き出す。

　瞼を開けた男神は、少女の怒りの理由を尋ねてくるタケミカヅチを見つめ、言ってやった。

「──さっぱりわからん」

「だろ」

　ゴンッ!!　と扉の奥から成り行きを見守っていたダフネとカサンドラが、柱に頭を打ち付けた。

　鈍い物音に両男神が不思議そうな顔をする中、痛そうに額をさするカサンドラの横で「どういうことよ……」とダフネがぼやく。神であるのに鈍感過ぎるミアハとタケミカヅチに頭を痛めていた。

「そんなんだから、ヘスティア様達に呆あきれられるんです……」

「ナァーザ？」

　台所でお茶を淹れてきたナァーザが、お盆を持って客間に入る。

　ミアハの視線を半ば無視しつつ、彼女は二人の前にカップを置いた。

「あの子が……命ミコトが可哀想かわいそう」

「む……」

「本当にわからないなら……気付いてくださいとは言わないですけど……」

　こちらを見つめながら話しかけてくるナァーザに、タケミカヅチは居心地悪そうに上半身を揺らす。

　犬人シアンスロープの少女はまるで己の境遇と重ね合わせるようにミアハを一瞥いちべつし、「どうした？」と問い返す主神へ嘆息した後、再びタケミカヅチを見やった。

「しっかり考えて、受け止めてあげてください……」

　子の言葉に対し、しばし動きを止めていたタケミカヅチは、ややあって両腕を組む。

　テーブルの上、湯気が立ち昇る紅茶の水面には、己の神妙な顔が映っていた。
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　タケミカヅチの祝事当日。

　館の調理場に朝早くから立てこもる命ミコトは、ケーキ作りを開始した。

　昨日の撃砕事件から試しに作ってみたものの、らしくもない失敗を連発し、試食してもらったベルとヴェルフの胃袋を苦しめてしまった。沈みがちになる顔を両手で叩き、しっかりしなくては、と己に言い聞かせる。

　昨日の一件を頭から無理矢理追おい出すように、命ミコトは調理に集中した。

「あの、命ミコト様……昨日のタケミカヅチ様との密会は、その……」

「大丈夫です、春姫ハルヒメ殿。自分は気にしていません」

「そうではなくて……命ミコトちゃん、あれは」

「気にしていませんっ」

　調理場に訪れる春姫ハルヒメに目も向けず、調理に没頭する。

　頑かたくなな声を返す命ミコトにどこか申し訳なさそうな表情を浮かべ、狐人ルナールの少女は場を後にする。

　不思議そうな顔をするヘスティアとリリにベル達が事情を教えると、彼女達はタケミカヅチに対し呆れた態度を見せ、口出しすることなく静観の構えを取った。

　雑念を振り払い、『豊穣の女主人』の調理法レシピをもとに作業を進め、竈かまどで生地を焼き、砂糖菓子と果実フルーツを添え……立派なケーキが完成した。

　極東の人間が作ったとは思えない、小果実ベリーを散りばめた大陸風のホールケーキだ。

「できました、けど……」

　完成品を前に、調理にのめり込むことで忘れられていた事柄を思い出してしまう。

　何もするわけでもなく調理場で立ち続けていた命ミコトは、空が暗くなり、祝事の時間が迫ってきた頃、皿に乗せたケーキを箱にしまって移動を開始した。

　館を出て、両手に持つ箱を落とさないよう雑踏を躱かわしながら、【タケミカヅチ・ファミリア】のホームへ。

　暗くなり魔石灯が灯る街中をとぼとぼと歩く命ミコトは、気まずい思いを引きずりながら、やがて目的地に辿たどり着いた。

　以前ホームであった古ぼけた集合住宅。北西区画の狭い街路に建っており、今はタケミカヅチと五名の団員が暮らしている。既に準備が整っているのか、居室リビングの窓からは光が漏れていた。

　どんな顔をすればいいかわからないまま、命ミコトは「お邪魔します……」と言って玄関をくぐる。極東の作法に倣ならって靴を脱ぎ、誰の出迎えもないことを少し不思議に思いながら、手狭で短い廊下を進んだ。

　居室リビングの前で一度足を止めた命ミコトは、意を決して、扉を開けた。

　次の瞬間、パカッ、と。

「──えっ？」

　小気味の良い音が鳴ったかと思うと、頭上から紙吹雪や何色もの帯、本物の花びらが降りそそぐ。

　鮮やかな色彩の雨を浴びた命ミコトは、その場で立ちつくした。

「やっと来たな」

「いらっしゃい、命ミコト」

　目の前からぶつけられるのは拍手と、歓迎の言葉だった。

　桜花オウカが、千草チグサが、残る三人の【タケミカヅチ・ファミリア】の面々が、更に春姫ハルヒメまでもが、呆ける命ミコトへ笑みを浮かべている。真上を仰げば天井にあるのは極東の割り玉──くす玉だった。

　部屋も何やら色とりどりの魔石灯や造花で飾られており、テーブルには沢山の料理が並べられていた。ジャガ丸くんがやけに存在感を放っている。

　まるで自分こそが主役のように迎えられ、命ミコトはケーキを持ったまま混乱を来たした。

「こ、これは一体……タケミカヅチ様の祝事の筈では……」

「勿論、それもあるんだが……本命は、お前の送別会だ」

　周囲の者達の顔を見回す命ミコトに、桜花オウカが笑いながら説明する。

　一年間だけとはいえ、自分達の派閥から【ヘスティア・ファミリア】へ移籍する命ミコトの歓送会をかねてから計画していたこと。

　命ミコトを驚かせようと表向きは主神の祝事として進め、春姫ハルヒメまで巻き込んで決行日である今日に備えていたこと。

　種明かしされ口を開ける命ミコトは、もう一度同郷の幼馴染達のことを見回す。

「春姫ハルヒメもここにある料理を手伝った……再会もかねて一緒に祝ってやると言ったんだけどな」

「……今度は私わたくしも、命ミコト様の門出をお祝いしたかったのです」

　桜花オウカに苦笑される春姫ハルヒメは、花のような笑みを向けてくる。

　テーブルの上にあるお団子の山を見て、昨日見たタケミカヅチとのやり取りはこのことだったのだと命ミコトはようやく理解した。

「タケミカヅチ様が命ミコトの送別会をやろうって、そう言ってくれたんだよ？」

　千草チグサに告げられ、命ミコトははっとした。

　桜花オウカ達が道を開け、部屋の奥にいたタケミカヅチが歩み出てくる。

　胸に迫る感情によって動くことも声を発することもできないでいると、男神は目の前で止まり、片手で頭をかいた。

「あー……昨日は悪かったな、命ミコト」

　驚く命ミコトに、タケミカヅチは眉を下げながら笑う。

「正直、何であの仕打ちを受けたのかわかってないが……まぁ何だ、どうせまた、俺が何か怒らせるようなことをしてしまったんだろう？」

「……！」

「極東にいた頃も、俺はお前をよく怒らせていたからなぁ」

「ちっ、違います!?」

　謝ろうとするタケミカヅチの言葉を遮って、命ミコトは大きく頭かぶりを振った。

「自分がっ、自分が悪いのです！　タケミカヅチ様に勝手に不満を抱いてっ、勝手に憤って……勝手に嫉妬してっ!!」

　一人拗すねてタケミカヅチを困らせている自分に、途方もない恥と罪悪感を抱く。

　顔を赤くしながら涙ぐむ命ミコトは、不満も、憤りも、嫉妬も抱く権利はないと告げた。

　この胸に抱く慕情を打ち明ける勇気もない自分は、そんな資格はないのだと。

「勝手なんかじゃないぞ。俺はお前の神様で、父親だからな」

　うつむいていた命ミコトの瞳が、見開かれる。

「言いたいことがあったら何でも言え。何だって受け止めてやる。家族っていうのは、そういうもんだろう」

　俺はそんなことくらいしか気が利かせられないらしいからな、とタケミカヅチは笑う。

　ゆっくり顔を上げる命ミコトは、頰を染めながら、口を薄く開いては閉じるのを繰り返す。眷族ファミリアを離れても催しを企画し、言葉通り自分を想おもってくれている存在に胸が溢れそうになる。

　受け止めてくれる──本当だろうか。

　本当ならば、受け止めてほしい。受け止めて、答えを聞かせてほしい。

　父子の、家族の、その先の存在になりたいというこの願いを。

　神である貴方をずっと困らせてもきたこの想いの正体を。

　耳にへばりつく鼓動の音を聞きながら、命ミコトは唇を震わせた。

　千草チグサが、春姫ハルヒメが、他の面々が、桜花オウカでさえもその命ミコトの様子に気付き、固唾かたずを呑む中。

　命ミコトは意気地のない自分を蹴けり飛ばし、勇気を振り絞った。

「タケミカヅチ様、自分は──!!」

「命ミコト、渡すものがある、そこで待ってろ」

　と、タケミカヅチはどこか得意気に言って部屋の隅へ向かった。命ミコトの一世一代の決意に欠片かけらも気付かず。

　少女は赤いまま硬直し、桜花オウカ達はあまりの間の悪さに神へ失望の眼差しを送った。

　だーと涙が滂沱ぼうだとして流れ落ちる命ミコト、そして周囲の視線に気付かないまま、笑みを浮かべるタケミカヅチはそれを差し出した。

「送別祝いだ」

「えっ……」

　突き出される右手にあるのは一振りの短剣だった。

　そして左手にも、色違いの同じ短剣が握られている。

「……雌雄しゆう、一対の剣つるぎ」

　驚きながら呟くと、そうだ、とタケミカヅチは満足そうに頷く。

「桜花オウカ達の手は借りず、バイトで働いて金を稼いで……後はまぁ、借金して買った」

　その台詞に、命ミコトは今度こそ仰天する。

　桜花オウカ達も知らなかったのか、その顔に驚愕きょうがくを張り付けていた。

「ヘスティアが借金してまでベル・クラネルにナイフを購入したと聞いてだな、張り合うわけじゃないが、俺もそれくらいはやってみせようと……いや借金が美徳だとは決して思わないが、その、なんだ……」

　最後の方はごにょごにょと口にしつつ、瞑目めいもくし頰を赤らめるタケミカヅチ。

　女神への対抗心を覗かせ照れている男神を前に、命ミコトは短剣に視線を落とす。

　白い剣に黒い剣。刀にも似た意匠を凝らされた鞘さや。

　刻まれているのは【ゴブニュ・ファミリア】の銘サイン。特注品オーダーメイドだ。

　命ミコトの青紫の瞳が揺れ、潤み始める。

「……俺も可愛い娘おまえに、少しは、な」

　微笑を向けられ、命ミコトの涙腺はとうとう決壊した。

　ぽろぽろと涙滴を流す彼女に苦笑しながら、タケミカヅチはしゃがみ込み、顔を覗き込んでくる。

「雄の《天華てんか》、雌の《地残ちざん》……こっちの一振りをお前に預ける。そして、もう一振りは俺が持っている」

　荷物を抱え両手が使えない命ミコトの代わりに、タケミカヅチは黒の短剣──雌の《地残ちざん》を彼女の腰に結い付ける。

　しっかりと腰に差した後、彼は未いまだ涙が止まらない少女の顔を見上げた。

「俺達のもとに帰ってきたら、その時にこの一振りをお前に渡してやろう」

　だから必ず帰ってこい、と。

　白の短剣、雄の《天華てんか》を見せながら、タケミカヅチは相好を崩した。

「いつまでも待っているぞ、命ミコト」

　涙を溢れさせながら、ゆっくりと瞼を閉じる。

　全身を包み込む温もりに胸を震わせながら、命ミコトは目を閉じたまま微笑んだ。

　受け取ったこの番つがいの剣が、真に雌雄一対になった時。

　今日きょう伝えられなかったこの恋慕を、打ち明けよう。

　この剣に相応ふさわしい自分になって。

　今度こそ、この想いを伝えよう。

「──はい!!　待っていてください！」

　涙で顔を濡ぬらしながら、命ミコトは破顔した。

　すぐ側にいるタケミカヅチと笑い合う。

　周囲で見守っていた千草チグサや春姫ハルヒメ、桜花オウカ達もまた顔を綻ばせた。

「あのっ、これ、ケーキです……タケミカヅチ様、それに皆さんも一緒に」

「おお、ありがとうな、命ミコト。よしお前等──食うぞ！」

『はいっ！』

　涙ながら笑う命ミコトからケーキを受け取りタケミカヅチが号令をかけると、部屋は一気に騒がしくなった。もう待ちきれないとばかりに男性組が準備してあった料理に手を伸ばし始める。

　千草チグサや春姫ハルヒメ、女性陣は命ミコトへと駆け寄り、背中に手を置いては肩を抱き、微笑みかける。目もとを拭ぬぐう命ミコトもまた笑い返した。

　窓から魔石灯の光が漏れていく。

　まるで生まれ故郷の社やしろのように、狭いホームからは賑やかな笑い声が響いていった。
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　澄み渡った青空から日差しが降りそそぐ。

　既に初夏を迎えている熱い太陽に見下ろされながら、きらめく剣つるぎが風切り音を鳴らしていた。

【ヘスティア・ファミリア】ホーム、館の中庭。

　豊かな植栽が広がる芝生の上で、命ミコトは一人、汗を飛ばしながら素振りを行っていた。

　忍しのびのように移動しては振るわれるのは、タケミカヅチから授さずかった短剣《地残ちざん》である。

「ちょっと、タケミカヅチ様のこと見直したよ……」

　稽古に励む命ミコトを日陰の回廊から見守るベルとヴェルフの隣で、ナァーザが口を開く。

　館に契約した商品を届けに来ていた彼女は、昨夜あった出来事を聞き、どこか機嫌良さそうに尻尾を揺すっていた。

「一時はどうなるかと思っていたけどな。肩透かしを食らったような気もする」

「けど、タケミカヅチ様と仲直りできて良かったよ。命ミコトさん、嬉しそうだし……」

　柱に腕をつきながらこぼすヴェルフの隣で、ベルは微笑を浮かべた。

　視線の先で鍛練に励んでいる命ミコトは時折ときおり立ち止まっては短剣を見つめ、ふにゃ、と頰を緩ませている。

　どこかはしゃいでいるようにも見える少女にベルとヴェルフは苦笑を分け合う。自分だけで武器を用意したタケミカヅチを高評価するナァーザもまた、その姿に目を細めた。

「でもさ」

　と、おもむろに、ナァーザは口もとをニヤリと吊り上げる。

「あーいうこと、普通にやっちゃうから勘違いされて、鈍感とか言われるんだと思う」

　雌雄一対の剣つるぎを眷族と神である自分で分ける。

　雌の剣を女性の手に、雄の剣を男性の手に。

　それではまるで──。

「──婚約指輪エンゲージ・リング。神様達の言う、『プロポーズ』だよね」

「……まぁ、な」

「あ、あははは……」

　ヴェルフは首に手を回し、ベルは思わずといった風に空笑いする。

　求婚の真似まね事などされれば勘違いもするし浮かれもする、と彼等は心の声を一つにした。

「みなさーん！　もし良かったらご一緒に鍛練をしませんかー!?」

　ひた向きに訓練に励んでいた命ミコトが、ベル達に向かって腕を振る。

　雌雄一対の剣つるぎを握る彼女の顔には、晴れやかな笑みが咲いていた。

























　迷宮都市オラリオより五〇Ｋキルロ東。

　遥はるか遠方の市壁の中では変わらない日常が続いている一方で、オラリオの【ファミリア】連合と王国ラキア軍の戦闘は続いていた。

「はぁ、面倒くさぁ～。フィン～、早く終わらせてくれ～」

　開戦から既に五日。

　峻厳しゅんげんなアルブ山脈、更に『セオロの密林』まで望むことができる大草原地帯にて、【ロキ・ファミリア】は野営地を作成し、自派閥の団旗を掲げて敵方に睨にらみを利かせている。

　その中の広い天幕内。椅子いすをいくつも並べ寝そべりながら、だらけきっている主神の無茶な注文に、卓の上に広げられた地図を俯瞰ふかんしているフィンは苦笑を浮かべた。

「そうしたいのは山々なんだけど……」

　ロキと二人だけしかいない本営の中で、フィンは地図上に散らばる駒を一瞥いちべつする。

「敵軍の動きが消極的、中途半端はんぱ過ぎる」

「どういうことー？」

「悪戯いたずらに被害を広げるだけで、大した攻勢にも出てこない……第二級冒険者に相当する将軍達も出てくる気配はなし。浅く押しては深く退くの繰り返しだ。あそこまで広域に部隊を分けられると追いかけるのも骨が折れる」

　強力な冒険者が揃そろうオラリオが唯一王国ラキアに劣っている点、それは数だ。

　無論多数の派閥が存在する都市には山ほど冒険者がいるが、一国と張り合うほどの動員力は流石にない。『量より質』の時代とはいえ数にものを言わせた戦略そのものは未いまだ健在である。

　今も陸路を封鎖して都市経済に影響を及ぼしている各部隊を殲滅せんめつしようとすれば、どうしても深追いすることになってしまう。

「どっかに本命がひそんでおって、今いま戦ってる連中は全部陽動ってことかー？」

「その可能性は捨て切れないけど……」

　もとからやる気がなく、情報も報告も碌ろくに頭へ入れていないロキに呟つぶやきを返していると、一人の団員が天幕に駆け込んできた。

「団長、確認してきました」

「ごくろう、ラウル。それで、港町メレンの方はどうだった？」

「終始平和らしいっす。ロログ湖こはもとより沿岸から艦隊は視認できず、怪しい船ふねのふの字もないって言ってます」

　団員の報告に、フィンは地図上の都市オラリオ南西部、自分達のいる東部から遠く離れた汽水湖の方面から駒を全すべて取り除いた。

「海路からの侵攻も消えた……」

　起き上がるロキと男性団員が机の上の地図を覗のぞき込むと、そこには当初の戦線から徐々に退いている王国ラキア軍の赤い駒、そして致し方なく追撃のため引き寄せられるオラリオ勢の青い駒があった。

「どうやら相手は戦争を長引かせたいようだね。……オラリオの戦力を少しでも長く、都市の外にとどまらせるように」

「……なるほどなぁ、そういうことか」

　淡々と核心に迫ったフィンに、ロキは唇を吊り上げる。

　主神に向かって小人族パルゥムの首領は笑みを浮かべた。

「僕達はいったん戻ろう。敵の目的は、都市の中だ」

「いよっしゃあッ！」とロキはやっと解放されるとばかりに手を叩たたき喜んだ。

「ラウル、陣を引き払う。各員に伝令。団旗は残していく、撤退をラキアに気取られるな」

「い、いいんすか、団長……？　勝手に退却なんかして……」

「都市に戻る大義名分はできた。ギルドも文句は言わないだろう」

　うろたえる団員を他所に、フィンは一人帰り支度を始めていく。

「後のことは【フレイヤ・ファミリア】に任せよう」

「ヒヒヒッ。イシュタルとの騒動で管理機関ギルドに相当な罰則ペナルティを食らったからなぁ、あの色ボケ女神。厄介事全部ぜんぶ押し付けたる！」

　しばらくはギルドの言うことに従わなければならない『美の神』の派閥に全て放り投げようと、ロキは心底愉快そうに笑った。間もなく男性団員が慌あわてて本営から飛び出し、小一時間後、【ロキ・ファミリア】は本当に戦域からの撤退を開始する。

「都市に残っている【ファミリア】はどこがあったかな？」

「ん～、有名どころは……ファイたんのところとかおったな」

「【ヘファイストス・ファミリア】か。ちょうどいい、彼女達にも協力してもらおう」

　ロキと数点の確認事を経た後、彼女と別れたフィンは指揮を取って、野営地跡から【ファミリア】を出発させた。

　青空の下、ダンジョン『遠征』風景と全く同じように下位団員達が大量の積荷を軽々と引いていき、西にそびえる白亜の巨塔を目指していく。

「団長～！　飲み物いりますか、お腹なかは減っていませんか!?　さっき私、猪を仕留めてきましたよ!?　丸焼きにします!?」

「あー、うん、遠慮させてもらうよ、ティオネ。それと火を起こして煙は上げないように」

「わかりましたぁ！」

　褐色の肌に長い黒髪。露出の激しい戦闘衣バトル・クロスから豊満な胸と瑞々しい肢体を晒さらすアマゾネスの女幹部、ティオネ・ヒリュテの熱愛アプローチに、フィンは空々しい笑みを浮かべる。

　双子の実妹ティオナからまたやってるよと視線が寄せられる中、彼女は激しい好意を隠しもせずぶつけてくる。【ロキ・ファミリア】の日常茶飯事の光景に、アイズや他ほかの団員達も慣れた風に関わろうとしてこない。

　他団員に彼女が呼び出されるまで、フィンは苦笑しながら嵐あらしが過ぎ去るのを待った。

「フィン、帰った後はどうする？」

「ホームに待機ということでよいのか？」

　ティオネが離れていった後、エルフのリヴェリアとドワーフのガレスがやって来た。

　自分を含めた【ファミリア】の首脳陣に対し、フィンは口を開く。

「指示は出しておくから、僕は暇をもらっていいかな、リヴェリア、ガレス？」

「む？」

「なんじゃ、珍しいな。用事でもあるのか？」

　怪訝けげんそうな顔をするリヴェリアとガレスの顔を見上げながら、笑みを浮かべる。

「前々から訪ねようとは思っていたんだけどね……」

　小人族パルゥムの冒険者は、その湖面のような碧眼へきがんを細め、巨大市壁に囲まれるオラリオを眺めた。

「冒険者業と比べてちっともはかどっていない、もう一つの『使命』に当たってくるよ」
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「お爺じいさーん、来ましたよー」

　立て付けの悪い裏口の扉を開け、リリは一軒家へと入った。

　東の空から朝日が顔を覗かせたばかりの時間帯。

　バックパックを背負いながら骨董品店『ノームの万屋よろずや』に訪れる。店の裏側の雑多な居室リビングには、一目で寝起きとわかる小さな地精霊ノームの店主が、湯気の上がる白湯さゆを子供のようにすすっていた。

　蓄えられた白い髭ひげを湿らせ、ズズズッ、と音を立てている。

「おう、リリちゃん……おはよう」

「おはようございます。でも暢気のんきに飲んでないで、顔でも洗ってしゃんとしてください。リリはすぐに行ってしまいますよ」

　普段被かぶっている赤い帽子を脱いでいるノームの店主はその禿頭はげあたまを晒しながら、「おうおう」とフゴフゴ言いながら椅子から下りた。彼が顔を洗っている間にリリはバックパックを下ろし、店の開店準備に取りかかる。

　この『ノームの万屋よろずや』は、戦争遊戯ウォーゲーム後にホームを手に入れ転居するまでの間、リリの下宿先であった。

　もう二ヶ月前、元所属派閥ソーマ・ファミリアとのいざこざがあり身をくらます必要があった彼女は、冒険者の盗品を買い取ってもらっていたこの店を訪れ「住み込みで働かせてほしい」と面識がないも同然で懇願したのである。ひとえに店主の人柄を頼ってのことだった。

　変身魔法シンダー・エラ──変身していない素顔のリリと店主は初対面であったが、彼は「ちょうど働き手が欲しかった」と言って承諾してくれた。以来、リリは迷宮探索に向かうまでの早朝と帰ってきた後この店の手伝いをし──恩返しもかねて──転居した今でもこうして様子を窺うかがいに来ては世話を焼いている。

「いつも悪いのう。【ファミリア】も大きくなったのに来てもらって」

「リリの心配よりご自分のお体を気にかけてください、ボムお爺さん。前みたいに過労で倒れても、面倒を見切れませんよ」

「あの時は世話をかけたなぁ。ジジイ、面目ない」

　店主の名はボム・コーンウォール。

　自我が薄いと言われている『精霊』の中でもはっきりとした人格を持っており、その器用な手先と眼の良さを用いて迷宮都市オラリオの生活に溶け込んでいる。大自然の中ではなく俗世間にどっぷり浸かっている理由を「ジジイ、精霊の中でも低級じゃから」と本人の口からリリは聞いたことがあった。

　店に持ち運ばれる品を鑑定しては安く仕入れ、高く売ることで日々の生計を稼いでいる。

「これ、ホームで作ってきた朝食です。しっかり食べてください。あと、倉庫の魔石灯が壊れていたので新しいものに替えておきました。宝石の在庫も切れかかっているので、補充しておいた方がいいですよ」

「お、おおうっ、助かるよ……」

　てきぱきと雑務をこなすリリに圧倒されつつ、ノームの店主は常備衣装トレードマークである赤い帽子を被った。禿頭を隠す彼の円つぶらな瞳ひとみは、自分より大きい少女を見つめる。

「リリちゃん、今日もダンジョンへ行くのかい？」

「そうですよ。今日こそは16階層進出です！　ご存知の通り、リリ達の【ファミリア】はただいま絶好調なんですから！」

　リリは機嫌良く笑みを浮かべる。賑やかで頼もしいベル達仲間の姿を思い浮かべ、「リリも足を引っ張るわけにはいきません！」と楽しげに語った。

　ややあってあらかた準備を済ませたリリは、時計を見てベル達との集合場所である巨塔バベルへ向かおうとする。

「それではボムお爺さん、朝ご飯、抜いては駄目ですよ？」

「わかっとる、わかっとる。いってらっしゃい」

　扉に手をかけて振り返るリリは、笑顔で「いってきます！」と言って店を後にした。




「……あんな風に、笑えるようになったんだなぁ」

　リリが出ていった扉を眺めながら、店主はぽつりと呟く。

　力ある『古代の精霊』でもなければ、現代の地精霊ノームの中でも低級に位置する身であるが、神に最も近しいと言われる『精霊』の一人である。

　本人リリがばれていないと思っている秘密も、その瞳はしっかりと見透かしている。

　追憶に耽ふけるような眼差まなざしを浮かべるノームの店主は、髭を揺らし、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　月夜に覆われる【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム、『竈火かまどの館』。

　ダンジョンから帰還し、全員で夕食を取った後、眷族達は一人ずつ主神ヘスティアが待つ部屋へ向かい、【ステイタス】更新を行っていた。

　今日は取り決められた一週間ごとの【ステイタス】更新日。個人の要望がない限り団員達はこの日にまとめてヘスティアに『神の恩恵ファルナ』を見てもらうことになっている。

　春姫ハルヒメ入団直後以来の【経験値エクセリア】還元に、順番の回ってきたリリはやや緊張した面持ちで背中を晒した。

「はい、終わったよ」

　椅子に座り上半身裸となっていたリリは、服を着てヘスティアから更新用紙を受け取る。

　共通語コイネーに翻訳されている己おのれの【ステイタス】内容に目を通した。




　リリルカ・アーデ

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ81　耐久：Ｈ123→124　器用：Ｇ232→236　敏捷：Ｆ383→388　魔力：Ｅ402→404

《魔法》

【シンダー・エラ】

　・変身魔法。

　・変身像は詠唱時のイメージ依存。具体性欠如の際は失敗ファンブル。

　・模倣推奨。

　・詠唱式【貴方の刻印きずは私のもの。私の刻印きずは私のもの】

　・解呪式【響く十二時のお告げ】

《スキル》

【縁下力持アーテル・アシスト】

　・一定以上の装備過重時における補正。

　・能力補正は重量に比例。




「……はぁ」

　リリの小振りな唇から溜息ためいきが出る。

　能力値アビリティの上昇値を見て、ついといった風にこぼれ落ちてしまった。

（そりゃあ、半年程度の貯金で、昇格ランクアップするとは思っていませんでしたけど……）

　リリは【ソーマ・ファミリア】の派閥内事情もあって【ステイタス】を一切いっさい更新していない時期があった。その期間、およそ半年。

　戦争遊戯ウォーゲームの過程で現派閥ヘスティア・ファミリアに改宗コンバージョンし、ようやく能力ステイタスを一新することができたが、やはりというべきかその更新値も飛躍と言えるほどの代物ではなかった。精々せいぜい下級冒険者、その中ちゅうの下げと言ったところの能力値アビリティだ。その後ごの進捗も見てのとおりである。

　優れた冒険者でも最初の昇格ランクアップには三年かそれ以上かかるというのが通則だ。

　僅わずか半年で底辺の能力ステイタスから劇的に進化する道理はない。

「サポーター君、歯痒はがゆいっていう気持ちはわかるけど……」

「わかっています。リリはサポーター、【ステイタス】が伸びにくいのは当然なのですから」

　むしろ能力ステイタスの伸び幅も含め、冒険者としての適性がなかったから己は支援役サポーターになった。

　神血イコルを使用するため針で刺した指をくわえるヘスティアに、リリは少々硬い声を返す。椅子に腰かけながら気遣ってくる主神に背を向けて、部屋を後にした。

　館の一階廊下を歩み、そのまま居室リビングへ。

　広い団欒だんらんの間にはヴェルフ達がおり、それぞれの更新用紙を片手に雑談を交わしている。

　最後まで待っていたベルに番が回ってきたことを告げ、彼が居室リビングから出ていった後、ヴェルフ達の輪に加わろうとしたが……ふと窓硝子に移った自分の背中を見て、リリは動きを止める。

　普段纏まとっているローブを脱いだ薄着姿。その中でも露出している腹周り、具体的には腰の辺りから見える、漆黒の【神聖文字ヒエログリフ】。

　服の陰からはみ出ている【ステイタス】を見て、眉根まゆねを寄り合わせた難しい顔を作る。

「前々から思っていたのですが……」

　ベルとヘスティアが一緒に居室リビングへ戻ってきたのを見計らって、リリはヴェルフ達のもとで口を開いた。

「どうして【ステイタス】が丸見えなのですか？」

「あー、それは俺おれも思った」

「は、はい、自分も……何故なぜヘスティア様は【ステイタス】を隠蔽いんぺいしないのかと」

「わ、私わたくしは派閥の方針だと思っていたのですが……違うのでございますか？」

「えっ……【ステイタス】って隠す方法があるのかい!?」

　リリの疑問を皮切りに、ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメ、他派閥から移籍してきた団員達が口々に言う。驚愕きょうがくするヘスティア──そして「えっ」と固まるベル──にリリ達は俗に『錠ロック』と言われる知識について語った。

　眷族の背中に刻まれる【神聖文字ヒエログリフ】の羅列を不可視状態にする神専用の技術だ。この『錠ロック』をすることで眷族の【ステイタス】を他者に盗み見されることを防ぐことができる。

　ヘファイストス、タケミカヅチ、イシュタル、そしてものぐさなソーマまで眷族に施していた【ステイタス】隠蔽術に、下界に降りてまだ日が浅い幼女の神は衝撃を受けていた。

「そ、そうか、街中で見かけるアマゾネス君達なんかの【ステイタス】が見えない理由はこれだったのか……ボクはてっきり塗装ペイントでもしているのかと」

「そ、そういえばエイナさんも、【ステイタス】を見られないように『鍵かぎ』は締めておいた方がいいって……あれ、家ホームの戸締りのことじゃなかったんですね……」

「こ、今度ヘファイストス達にしっかり聞いておこう……」

　常識に疎うとい主従二人に嘆息し、放っておきながら、リリはヴェルフ達のもとに近付いた。

「皆様の【ステイタス】をみせてもらってもよろしいですか？」

「ああ、いいぞ」

「勿論もちろんです」

「こちらになります」

　聞きそびれていた事柄を尋ねると、ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメは快く更新用紙を手渡してくる。




　ヴェルフ・クロッゾ

　Ｌｖ．２

　力：Ｉ67→70　耐久：Ｉ50→53　器用：Ｉ78→82　敏捷：Ｉ36→38　魔力：Ｉ57→61

　鍛冶：Ｉ




　ヤマト・命ミコト

　Ｌｖ．２

　力：Ｈ133→134　耐久：Ｈ129→130　器用：Ｈ178→181　敏捷：Ｈ162→167　魔力：Ｉ84

　耐異常：Ｉ




　サンジョウノ・春姫ハルヒメ

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ８→９　耐久：Ｉ32　器用：Ｉ15　敏捷：Ｉ23→26　魔力：Ｅ403→405




（まぁ、これが普通ですよね……）

　自分の更新値と似たり寄ったりの【ステイタス】内容を見て、リリは用紙をヴェルフ達に返していく。

　そして、己の能力ステイタスを確認していたヴェルフ達ともども、最後に少年を見やった。

　仲間の無言の視線に気付き、ベルはうろたえる。

　彼は頭に左手をやりながら、大人しく更新用紙を差し出した。




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．３

　力：Ｆ377→391　耐久：Ｆ389→396　器用：Ｆ377→392　敏捷：Ｄ583→594　魔力：Ｆ352→360

　幸運：Ｈ　耐異常：Ｉ





「「「「……」」」」



　ベルの【ステイタス】更新用紙を見たリリ達は一様に口を噤つぐむ。

　能力値アビリティ熟練度、上昇値トータル50オーバー。

　ベルの方がＬｖ．は上。にもかかわらず、能力値アビリティの上昇幅もまた彼の方が上。

　やはり、おかしい。

　同じ状況ダンジョンで同じ敵モンスターと戦闘してきた。交戦回数や撃破記録スコアは確かにベルの方が上だろうが、しかし誤差と言うには進捗が著し過ぎる。

　少年の更新値を耳にする度に味わってきた不可解な感覚を、リリ達は今日もまた共有した。

「本当にお前はどうなってるんだ」

「さ、さぁ？」

　更新用紙を片手に唸うなるヴェルフに、ベルは自分でも本当にわからないように当惑している。

　異常な成長速度を他人からあらためて指摘され、彼もまた動揺していた。

「ベル様個人の資質というより、何か特殊な力が働いているような気がしますが……」

　ヴェルフ達を他所に、リリは命ミコト達にしか聞こえないほどの声音で呟き、隣を横目で窺う。

　すると幼い女神は両の目を瞑つむり下手くそな口笛を吹いていた。その額には汗が滲にじんでいる。

　ヘスティアをジロリと見据えるリリは、ベルを除いた団員達と素早く目配せした。

　今日こそは問い詰めてやろう、と。

「もういい時間だな。入れるやつから一風呂ひとふろ済ませようぜ」

　最初に口を開いたのはヴェルフだった。

　わざとらしく首や肩を回す彼は、「ベル、先に入っとけよ」と声を投げた。

「えっと、探索の後に摩天楼施設バベルでシャワーを浴びたけど……」

「今夜も自分が湯を張ってしまったので、せっかくだから入ってください、ベル殿」

　きょとんとするベルにすかさず命ミコトが言葉を被せた。

　主神ヘスティアが慌てて割って入ろうとするが、正面に立ちはだかるリリが鋭い視線で牽制する。

「で、でも僕が一番最初ですか？　何だか悪いような……それに入るんだったら、ヴェルフも一緒の方が……」

「俺は鍛冶の仕事がある」

「自分も明日あすの朝食の仕込みがありますので」

「わっ、私わたくしはっ、あの、その……し、尻尾しっぽの毛繕いが！」

　ヴェルフと命ミコトがもとから申し合わせていたかのように台詞せりふを並べ、居室リビングの隅へ散らばり始める。一人おろおろしていた狐人ルナールの春姫ハルヒメは己の太い尻尾を両手で抱え、ベルに背を向けながら不自然に金の毛並みを整え始めた。

「リリはヘスティア様とお話しすることがあります」

　最後にリリがそう言うと、半眼を向けられるヘスティアは「うぐっ」とたじろいだ。

　一人入浴するよう誘導されるベルは「そ、それじゃあ……」と言って瞬きを繰り返し、居室リビングを出ていく。

　彼が姿を消した瞬間、ヴェルフ達はすぐさま集結し、主神を包囲した。

「さぁ、ヘスティア様。ベル様のあの『成長』について訳をご存知なら、おっしゃってください。今日こそは吐いてもらいますよ？」

　みなを代表して口を開くリリの剣幕に、ヘスティアは言葉を詰まらせる。

　四方を囲まれ汗をかく主神は、やがて観念したかのように、大きく息を吐き出した。

「同じ眷族ファミリアに隠し通すのも、筋が通ってないか……わかった、話すよ」

「ただし他言無用だぜ？」と念入りに釘くぎを刺しながら、ヘスティアはベルの『成長』の秘密を語り出した。どこか悔しそうな表情で。

　そしてリリ達は、その『スキル』の存在を知った。

「リアリス、フレーゼ……？」

　ヘスティアの口から明かされたベルの【憧憬一途リアリス・フレーゼ】に、リリは呆然ぼうぜんと呟いた。

『成長』に影響を及ぼす前代未聞の『レアスキル』に驚倒し、それ以上にスキルの特性そのものに言葉を失ってしまう。

　──早熟する。

　──懸想おもいが続く限り効果持続。

　──懸想の丈により効果向上。

『スキル』の効果は、ベルが胸の内に秘める想いによって大きく左右される。

　懸想の対象──少女アイズへの想いを糧とすることで、少年は今も劇的な『成長』を遂げているのだ。

「つまり惚ほれた【剣姫けんき】に追い付くために、ベルは出[image: 鱈]目でたらめに成長しているってことですか？」

「ほっ、惚れっ……!?　ま、まぁ、そういうことになるかな……」

「ベル様の、意中のお方……」

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】の要約を聞いたヴェルフがヘスティアに確認する中、立ちつくす春姫ハルヒメと並んで、リリは衝撃ショックを隠せない。

　ベル・クラネルはアイズ・ヴァレンシュタインに片想いをしている。

　その事実に、果てしない喪心そうしんを覚えた。

（何かのために頑張っているんだって、わかっていました、けど……）

　少年がああまでひた向きに迷宮探索に励んでいるのは何か理由がある、目的があると、出会ったばかりの頃ころから薄々は察していた。

　しかし、それがあの【剣姫】に追い付きたいがためだったとは。

　少年の年齢を考えても好意を寄せる、あるいは憧あこがれを抱く異性がいるのは何ら不思議ではないが……猛牛ミノタウロスから助けられたというベルとアイズの出会いまで聞いたリリは、その栗色の瞳を揺らした。

「ベ、ベル殿本人には、何もお教えしていないのですか？」

「あの子は隠し事ができない。レアスキル云々うんぬんなんて詰問されたらすぐに明るみになる。だったら、スキルそのものを知らない方がいい。……それにヴァレン何某なにがしへの想いなんちゃらだなんて、絶対に言いたくないっ」

　眼前の命ミコトとヘスティアの会話も耳を素通りしていく。

　心と体がかけ離れていく感覚。感情は動揺にひた走り、手足は時が止まってしまったかのように動かない。その小さな胸が、激しい情緒にかき回されている。

　胸を震わせるリリは、堪たまらず言葉を吐き出した。

「ヘ、ヘスティア様はっ、それでいいんですかっ？」

　どもりながら、尋ねてしまう。

　ヘスティアもまた神の慈愛を超えて、ベルを寵愛ちょうあいしている筈はずだ。

　アイズへの懸想など許していられるのか、そのように問うてしまった。

「……ベル君が自分で決めたんだ、強くなりたいって。あんな姿を見たら、ボクには止めることなんてできない」

　子供の決意に水を差せない。

　そうのたまうヘスティアに、リリはうろたえる。

「それにあの子は絶対に渡さない、渡してなるものかっ。いつか絶対に振り向かせてやるッ……!!」

　ぐぬぬぬっと打ち震えながら野望を口にする主神にヴェルフ達が思わず後退する中、リリは、今度は春姫ハルヒメのことを見た。

　縋すがるようなその眼差しに、彼女同様どうよう衝撃を受けていた狐人ルナールの少女は、翠みどりの瞳を左右にさまよわせ、うつむく。

　着物の上から膨らみのあるその胸に両手を添えた。

「わ、私わたくしは娼婦の身でございました……ベル様の恋路に、口出しする権利はございません」

「……」

「……で、ですが側室っ、いえっ夜伽よとぎくらいなら私わたくしでもっ……！」

「こらこらこらァ!?」

　顔を赤らめながら天然の爆弾発言をする元娼婦見習いの娘むすめに、女神の雷かみなりが炸裂さくれつする。

「も、申し訳ありません!?」と頭を両手で押さえ縮こまる春姫ハルヒメに「そんなことボクが許すと思っているのかァー!?」と襲いかかるヘスティア。

　ヴェルフと命ミコトが「ヘスティア様!?」「落ち着いてください!?」と慌てて止めにかかる。

「……」

　ギャーギャーとにわかに騒がしくなるそんな彼女達に対し、リリは一人ひとり茫然自失ぼうぜんじしつとする。

　ベルに想い人がいた。

　自分が少年の隣に立てるとは、隣を独占できるなどとは思ってはいなかった。

　しかし、衝撃ショックなものは衝撃ショックだった。

『スキル』に表れるほどの懸想を抱いている少年に、リリは声を失い、立ちつくすことしかできなかった。
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　夜の一件から浴場に向かうことも忘れ自室に戻ったリリは、寝台ベッドの中に入ったものの寝付くことはかなわなかった。

　天井てんじょうを見上げながら考えることを止やめられない。瞼まぶたを閉じようが胸がざわめき、悶々もんもんとしながら寝返りを何度も打つ。広い一人部屋の中で敷布シーツの鳴る音が何度も響き、耳に障った。

　心の奥底の情動と格闘すること数時間、とうとうリリは、身を寝台ベッドから起こしてしまう。

　一睡することもできないまま、夜の闇やみが薄らいで間もない早朝の時間帯から部屋を出た。

「滑稽こっけいです……」

　いつもの服とローブに着替えたリリは、扉を閉めながら疲れた顔で自嘲した。

　何をそんなに取り乱しているんだか、と呟きながら長い廊下を歩いていく。

　主神ヘスティアや団員達の部屋は全て三階に存在する。

　時折ヴェルフが裏庭の鍛冶工房にこもることはあるが、基本【ファミリア】の者はこの館の最上階で寝起きするのだ。

　階中央からヘスティアの神室しんしつ、命ミコトと春姫ハルヒメの二人部屋、そこから遠く離れてヴェルフの私室……そしてベルの部屋。最後の部屋の扉の前で止まりそうになる足をぐっと堪こらえ、リリは一度水を飲もうと厨房へ向かった。

　窓の外ではまだ朝焼けも始まっていない中、寝静まっている三階廊下をふらつきながら進んでいると……ヒュンッ、ヒュンッ、と。

　中庭の方角から、鋭い風切り音が聞こえてきた。

「！」

　素振りのようなその音に、リリははっとしながら廊下の窓辺に駆け寄る。

　背伸びして硝子越しに眼下、館の中庭を見下ろすと──瞳に映ったのは白髪の少年だった。

　隠れる必要もないのに一度慌てて顔を引っ込め、間を置いて恐る恐る顔を出す。

　そーっと窓から顔を覗かせると、ベルは紫紺しこんと紅緋べにひのナイフを振り回し、一人鍛練を行っていた。

　光の斬閃を刻みながら、ヒュンッ、と先程聞いた僅かな風切り音を奏でている。

（……誰だれかと、戦ってる？）

　広い芝生の上を何度も激しく移動し、大粒の汗を散らしているその姿に、リリは少年が仮想の敵と戦っていることに気が付いた。見えない相手とベルは激しい模擬戦を繰り広げている。

　仮想の敵は恐ろしく強い。

　間近で冒険者達を幾度となく観察してきたサポーターの洞察眼によってそれがわかる。

　第二級冒険者になった少年でも全く及ばぬほどの、それほどの強さだ。

（あ……負けた）

　やがて、動きが硬直するベル。

　中途半端にナイフを構えた体勢で、あたかも首筋に剣を突き付けられたかのように固まっていたかと思うと、「くはっ!?」と息を吐き出して中腰になる。

　両膝ひざに両手を突き、夥おびただしい量の汗を顔から滴らせながら、肩で盛大に息をしていた。

「……」

　湿った頰ほおに張り付く白髪、大量の汗を吸っている短衣インナー。己が気付く前から長い時間鍛練たんれんに没頭していたに違いない少年を、リリは黙って見つめる。

　今いま戦っていた相手は、アイズ？

　彼女に追い付くために、こんな朝早くから起きて、毎日まいにち鍛錬を？

　答えが帰ってこない問いにリリは呼吸をすることも忘れ、石像のようにたたずむ。

　やがて少年の背中は身を起こし、鍛練を再開させた。

　愚直に、ひた向きに武器を振るうその姿に少女への想おもいの丈を見せつけられ、リリは懊悩おうのうの渦へはまっていく。

　動揺、不安、憂愁ゆうしゅう、様々な感情がぐるぐると音を立てて渦を巻いた。




　その日は、いつものように午前から迷宮探索に臨んだ。

　先日踏破とうはした15階層を越え、ダンジョン16階層へ進出する。

　絶好調と言えるほどの【ファミリア】の快進撃。パーティの士気も上がるそんな状況とは裏腹に、バックパックを担ぐリリは一人、暗然とした面持ちを浮かべていた。

「……リリ、大丈夫？」

「！」

　うつむきがちになっている自分に、いつの間にか中衛に下がっていたベルが声をかけてくる。彼は心配そうな顔でリリのことを窺っていた。

「元気、ないみたいだけど……どこか調子が悪いの？」

「だ、大丈夫です、ベル様！　昨晩さくばん寝付きが悪かっただけなので、体調の方はこの通り問題ありません！」

　はっとしたリリは空元気を装った。盗賊業の中で培ってきた笑顔を纏い、何も問題ないことを主張する。それでも気遣わしげな表情を浮かべたままのベルだったが、進路上にモンスターが出現し仕方なく迎撃に移った。

　危ない、自分は何をやっている、とリリは己を戒める。

　ここはダンジョンである。余計なことを考えていれば己はもとより仲間パーティまで危険に晒してしまう。ベル達とモンスターの交戦を見据えながら、深呼吸をして意識を切り替えようとした。


（そうですっ。リリはベル様の…………サポーター、です）



　だが、ベルの想い人の存在を知って揺らぐ弱い心が、少年にとっての自分の必要価値を問いただしてくる。

　専門職のサポーター。蔑視の対象。冒険者達の『荷物持ち』。

　リリは誇れるだけの能力を何も持ち合わせていない。今も戦っているヴェルフや命ミコトのように体を張ってベルを守ることもできず、彼の隣にも立てない。いや、追い縋ることもできない。

　盗賊時代、散々冒険者達から言われてきた『役立たず』という言葉が下卑げびた笑い声とともに蘇よみがえる。表面上は鉄の意志で己サポーターの役割を全うする中、リリの心中は乱れに乱れていた。

「……」

　手の中にある『クロッゾの魔剣』をいつでも振るえるよう握り締めながら、リリは自分の真横を見やった。そこにははらはらとした眼差しでベル達を見守る春姫ハルヒメがいる。

　自分と同じ荷物持ちのサポーター。しかし彼女には強力な『魔法』がある。

　階位昇華レベル・ブースト。冒険者に法外の力をもたらす妖術ようじゅつを扱える春姫ハルヒメは、まさに支援役サポーターとしてうってつけだった。自分より、よっぽど価値がある。

　容姿もはっきり言って抜群だ。

　狐人ルナールの金の毛並みや滑らかな長髪は言わずもがな、その美貌はリリのようなちんちくりんが足もとにも及ばないほど整っている。纏う清純な雰囲気も相まって【剣姫】にだって負けないかもしれない。

　胸も、結構大きい。

（春姫ハルヒメ様が……）

　……彼女が成長すれば、自分は必要なくなるのではないか？

　アイズに張り合う以前の問題で、自分の居場所はなくなるのではないか？

（だったら、いっそ……）

　春姫ハルヒメにサポーターの指導をするのを止めてしまおうか。

　いい加減に教えてしまおうか。

　そんなことを考え始めている自分に──はっとしたリリは、首を大きく左右に振った。

「リリ様？」

「……何でも、ありません」

　ベル達からこちらに顔を向ける春姫ハルヒメに、リリは苦労して返事を喉のどから絞り出した。

　何と浅ましいのだろう、と吐き気を覚える。

　何て嫌な奴やつなのだろう、と激しい自己嫌悪を抱く。

　ベルの周りにいる異性──女神ヘスティアやエイナ、シル、春姫ハルヒメのように自分は綺麗きれいな存在じゃない。

　心が汚い。自分をよく見せようと、必死になっている。

　世間知らずで、子供で、そして純朴なベルにちっとも相応ふさわしくない。

（この苦しさは、結局、ただの──）

　そうだ。

　とどのつまり、リリは猛烈な劣等感を抱いているのだ。

　第一級冒険者アイズ・ヴァレンシュタイン。リリもこの目で見てきた。

　顔を真まっ赤かにするベルと淡々と言葉を交わす、女神にも劣らない美しい金髪金眼の少女を。

　美しく、強く、凛々りりしい。

　ベルだけではなく多くの冒険者の憧れの的まと。

　天地がひっくり返っても、リリでは決して敵わない相手。

　リリが苦しんでいるのはそれだ。

　あの女剣士に何もかも太刀打ちできないという、劣等意識だ。

　高過ぎる高嶺たかねの花を──高みを見上げ続けているベルの視界に入らない自分。

　彼の一番には決してなれない自分。

　その厳然たる事実に、リリは昨夜から苦しみ、絶望にも似た落胆を抱いているのだ。

　自分本位の嫉妬しっとに苛さいなまれ、振り回されるリリは、己の卑小さに失望した。

「……」

　戦闘が終了し、ベル達が倒したモンスター達から春姫ハルヒメとともに戦利品を収拾していく。

　暗いダンジョンの床に転がる『魔石』を拾う、みじめな自分に、リリの胸がぐっと疼うずいた。
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「それじゃあ無事に、16階層でも探索できたんだ？」

「はい。地形はまだ把握し切れていないですけど、モンスターとの戦闘はこなせました」

　夕暮れ前の午後のギルド本部。

　まだ空が青く染まっている中、僕は担当官であるエイナさんのもとに訪れていた。

　ダンジョンから帰ってきたパーティは既に摩天楼施設バベルで換金を終え、ヴェルフ達にはホームに戻ってもらっている。僕は定期的に迷宮の進捗状況をエイナさんに伝えるため、一人ギルド本部に足を運んでいた。

　普段と比べれば早い時間帯にダンジョンから帰還したのは、思いの外『ドロップアイテム』が発生したため。

　リリと春姫ハルヒメさんの荷物バックパックの容量を超えてしまったので、それ以上いじょう戦利品を収拾するのが難しくなり、探索を打ち切ったのだ。

　後は……リリの様子が、気になったから。

「順調そうで何よりだよ。これからも無茶しないようにね？」

「はい、エイナさん」

　好調かつ安全にダンジョン攻略を進めている僕達に、エイナさんは嬉しそうだった。茶色ブラウンの髪とハーフエルフのちょんと尖とがった耳が笑みに合わせて揺れる。

　面談ボックスには向かわず、窓口で簡単な報告を済ませた僕はエイナさんに会釈して、その場を離れた。

「リリ……何かあったのかな」

　ダンジョン内だけではなく、今日半日を振り返っても終始元気がなかったリリに呟きが漏もれる。空元気で振舞っていた仲間の姿に、僕は気がかりな思いを抱いていた。

　白大理石の本部ロビーを縦断しながら、仲間のことを考える。

「──ベル・クラネル」

「えっ？」

　と、ギルド本部を出ようとしていた僕に、名を呼ぶ声がかかった。

　少年のような若々しい声に振り向くと──そこにいた人物に、大きく目を見張った。

　黄金こがね色の髪に、低い身の丈。

　整ったその相貌も含め子供のような外見にもかかわらず、纏う雰囲気は僕では及ばない大人の風格、いや第一級たる冒険者の貫禄があった。

　すぐ目の前にいる小人族パルゥムの男性に、声を震わせる。

「フィ、フィン・ディムナさん……!?」

　あの【ロキ・ファミリア】の首領に、僕は驚愕を隠せない。

「いきなり呼び止めてすまない。ただ危害を加えようなんて間違っても思っていないから、そう固くならないでほしい」

　動揺しまくりの僕に、フィンさんは物腰柔らかく笑いかけてくる。

　その笑みのおかげで落ち着くことのできた僕は、オラリオの天辺に君臨する雲の上の第一級冒険者に恐縮しながらも、口を開いた。

「えっと、僕に何か……？」

「なに、ミノタウロスの戦闘や18階層の件、色々あったからね。一度話をしてみたいと思っていたんだ。けれど、今の君を僕が直接窺うかがいにいくと下手に勘繰られる。……悪いけど本部ここで君が姿を現すのを待ち伏せていたんだ」

【ヘスティア・ファミリア】は戦争遊戯ウォーゲームを通して派閥の地位が随分と上がった。

【ファミリア】の中堅どころとして一気にのし上がった僕達には関心が集まっており、堂々とホームを訪れて接触する真似まねは避けたかったのだとフィンさんは言う。都市最大派閥ロキ・ファミリア団長である自分が赴くことで、他派閥に変な警戒を抱かせるのはしたくなかったのだと。

「実は派閥の団員達にもお忍びで来てね」と語るそんなフィンさんには、早くも周囲にいる女性冒険者を中心に注目が集まりつつあった。

『小さい！』『可愛かわいい！』『格好いい！』とギルド本部内で飛び交うざわめきに苦笑しながら、小人族パルゥムの第一級冒険者は僕を見上げてきた。

「実は頼み事もあるんだ。時間が空いているならゆっくり話したいんだけど、どうかな？」

　断ることは、勿論できなかった。




　ギルド本部を出た僕とフィンさんは裏通りを駆使して、南西区画に存在する喫茶店、『ウィーシェ』に入店する。

「少女エルフの魔導士の子に教えてもらったんだ」と言って、フィンさんは複雑な隘路あいろに建つこの小店に足を運んだ。命ミコトさんと一緒にヘルメス様に誘われて以来、入店二度目となる静かな店内で、テーブル席に座った僕は正面に腰かけたフィンさんと向き合った。

「一応、派閥の団長同士の密会ということになる。くれぐれも内密にしてもらえるかな？」

「は、はいっ……！」

　エルフの店主マスターを除けば店内には誰もいない中、眼前の第一級冒険者にやはり緊張してしまう。

　情けなく体を揺する僕を他所に、頼んだ紅茶を軽く飲むフィンさんは口を開いた。

「まずは、戦争遊戯ウォーゲームの勝利に祝辞を述べておこうかな？　僕も観戦させてもらったけど、あの戦いは見事だった。派閥の結成も含めて、おめでとう」

「あ、ありがとうございますっ!?」

　本物の賛辞に僕は慌てて体を折り曲げた。

　あの小人族パルゥムの勇者に褒ほめられるなんて……すごい光栄なことだと思う。オラリオの有名人と一対一というこの状況も引っくるめて、ちょっと現実感がわかない。

　嬉しくもどきどきしている僕のことを、笑うフィンさんの碧眼は見つめてきた。

「話は変わるけれど、最近何か、変わったことはあったかい？」

「えっ？」

「市壁の中は全くもって平和だけど、身の周りには注意しておいた方がいいかもしれない。……近頃は物騒だからね」

　カップに口付けながら語るフィンさんに、僕は首を傾かしげてしまう。

　助言、なのだろうか？

　近頃は物騒……王国ラキア、【アレス・ファミリア】のこと？

　冒険者の端くれとして、彼かの国の軍がオラリオに攻め寄せ今日も複数の【ファミリア】都市連合と交戦しているのは、僕も知っているけれど。

　あれ、そう言えば【ロキ・ファミリア】はギルドの召集を受けて、王国ラキア軍の迎撃に駆り出されていたような……？

　団長であるこの人がここにいて大丈夫なのだろうか、と疑問を覚えていると、当のフィンさんは「前置きが長くなってしまったけど、本題だ」と話を切り出した。

「君のサポーターの、あの栗色の髪の小人族パルゥムと会わせてほしい」


「…………えっ!?」



　告げられた言葉の意味を理解するのに時間を要し、驚愕をあらわにする。

　僕のサポーター──リリに会わせてほしいという突然の交渉に、度肝を抜かれた。

　しかし、フィンさんはあたかもたたみかけるように言葉を続け、

「いや、率直に言おう。同族である彼女に縁談を申し込みたい」

　そう、のたまった。

「──え、ええええええええええええええええええええええええええええええっっ!?」

　僕は、椅子ごとひっくり返りそうになった。

　冗談などではなく、全くもって真剣な表情のフィンさんに大声を打ち上げ、この日ひ最大の衝撃を受ける。

　リ、リリがっ──求婚されてる!?

「なっ、なっ、なっっ、何を言ってっっ……!?」

「ひとまず落ち着いてほしい。そして酔狂でことを言っているのではないと、理解してほしい」

　動転と混乱を引き起こし慌てふためくこちらに対し、フィンさんは椅子に腰かけた姿勢を崩さないまま、泰然と告げた。その湖面のような碧眼に見つめられ、僕は何とか唾を呑のみ込み、何とか平常心の欠片かけらを取り戻す。

　眼鏡めがねをかけた店主マスターが長台カウンターの奥でしれっとグラスを磨いている中、浮かしていた腰を椅子に下ろし、目の前にいるフィンさんの話を聞こうとする。

「まず、どうして僕が他派閥である同族にこんな申し出をしようとしているのか、だけど……ベル・クラネル、君は『フィアナ』という女神を知っているかい？」

　女神『フィアナ』……聞いたことがある。

　小人族パルゥムの間で深く信仰されていた架空の女神。

『古代』の英雄達、精強かつ誇り高い小人族パルゥムの騎士団、それが擬神化ぎじんかした存在だ。

　小人族パルゥムはヒューマンや他の亜人デミ・ヒューマンと比べ、その可愛らしくも小さな外見も相まって、種族としての潜在能力は最も劣っていると言われている。事実、遥か昔日から現代にかけて、小人族パルゥムが世界に轟とどろかせた武勇伝は圧倒的に少ない。

　そんな中、『古代』に戦場の槍として幾多もの偉烈を成し遂げた彼かの騎士団は、小人族パルゥムの最初で最後の栄光であり、誇りだった。一族の心の拠り所として擬神化ぎじんかされるほどに。

　僕も数多くの英雄譚えいゆうたんの中で、彼等ら彼女等らの活躍を目にしてきたほどだ。

　──けれど、『古代』の節目、本物の神様達が降臨した『神時代しんじだい』の到来により、『フィアナ』信仰は一気に廃れた。

　下界に降りてきた神様達の中に、小人族パルゥムの崇拝してきた女神かのじょの姿は、なかったのである。

　心の拠り所を失った小人族パルゥムは、止めを刺されたかのように加速度的に落ちぶれ、今日こんにちにまで至っている……らしい。

　僕が曖昧に頷うなずくと、フィンさんはなら話は早いと言った。

「今も落ちぶれている小人族パルゥムには光ひかりが必要だ。女神フィアナ信仰に代わる、新たな一族の希望が」

「……そ、それって」

「考えている通りだ。僕は一族の再興のためにオラリオに来て、冒険者になった。名声を手に入れ、同族達の旗頭になるために」

　語られるフィンさんの野望、いや壮大な使命に僕は息を呑む。

　腐りかけている小人族パルゥムの状況を憂うこの人は、一族の復興に己の身を捧げることを決断したのだ。同族を奮起させるほどの名声と栄光を世界へ発信するために、この迷宮都市の門をくぐったのである。

　そしてこの人は第一級冒険者──都市最強の一角Ｌｖ．６に上り詰めてみせた。

『世界の中心』とまで言われるこのオラリオの中で。

　今や他種族である僕達も、神様達でさえも、彼の名を知らない人はきっといない。

　世界中に伝わるフィンさんの勇名と偉業は、既に多くの小人族パルゥムの誇りになっている筈だ。

　その崇高な目的と、何より有言を実行してのける彼の不撓不屈つよさに、僕は畏怖とも尊敬とも知れない感情で喉を震わせた。

「だが──それだけでは駄目だ」

　声を失う僕を他所に、フィンさんはそこで語調を強める。

「一瞬の栄光では一族を奮い立たせるには至らない。希望の光は長く在り続け、小人族パルゥム達を照らし続けなければならない」

　でなければ小人族パルゥムの繁栄は叶かなわない、とフィンさんは断言する。

　間を置かず、彼は自身の考えをはっきり言葉にした。

「詰まるところ、次代に続く後継者が必要だ。そしてそれは、【勇者ぼく】の血を受け継いでいることが望ましい」

「……!!」

「半亜人ハーフでは駄目だ。一族に誇りをもたらすには、純粋な小人族パルゥムでなければ」

　一族の再興には自分と同等の旗頭──【勇者ブレイバー】とまで謳うたわれた彼の血を何世代にもわたり残す必要があり、その後継者は小人族パルゥムである必要もある、とフィンさんはそう言っていた。

　亜人デミ・ヒューマンは同じ種族同士でなければ子はなせない。

　繁殖能力のない『精霊』は勿論のこと、エルフとドワーフ、獣人と小人族パルゥムといった組み合わせの子種は存在しないのだ。例外なのは、どの種族とでも子をもうけることのできる凡庸のヒューマン、そして生まれた子は全て同族の女児となる母体優位のアマゾネスのみ。

　アマゾネスはまず論外であり、ヒューマンの間で生まれる半亜人ハーフ──『ハーフ・パルゥム』も一族の希望の象徴たりえない。

　フィンさんの言う小人族パルゥムの後継者のためには、同族の伴侶はんりょが不可欠である。

「もっ、もしかしてっ……!?」

「ああ。あの娘こをお嫁さんにもらって、僕の子を産んでもらいたい」

　全てを察して顔を真っ赤にする僕に、フィンさんはあっさりとそれを口にする。

　──リリに子供をもうけてもらう。

　顔全体が過熱される感覚。色々な意味で規模スケールが違い過ぎる話に頭が回らなくなり、耳まで赤くしながら挙動不審となってしまう。

　そんなこちらとは打って変わって一切動揺した素振りを見せず、むしろ真剣な表情をしているフィンさんに、僕は苦し紛れのような声音で疑問をぶつけた。

「ほ、他の【ファミリア】同士の結婚は、認められていないんじゃあ……？」

【ファミリア】が抱える問題の一つ、派閥間の結婚について言及すると。

　フィンさんは「そこは問題ない」と返してくる。

「主神ロキには許しをもらっている。いや、そういう手筈になっている。僕が彼女の眷族ファミリアに加わる際に突きつけた条件は二つ、一族の再興の協力、そして邪魔立てしないことだ」

　何でも、【ロキ・ファミリア】の最初の入団者はフィンさんであったのだと言う。

　ロキ様と二人で始めた派閥は言わば、利害関係から成り立った代物。

　神様は有能な子を確保し、子は神が率いる派閥を野望のために利用した。

　そしてその始まりの契約は、今も履行中であるのだと。

「勿論、今は増えた家族ファミリアに愛着を持っているし、守らなきゃいけない場所だと思っているよ」

　あまりにも殺伐とした派閥ファミリアの誕生秘話に思わず呆然としていると、フィンさんは肩を竦すくめながら、どうか誤解しないでくれ、と告げてくる。

　幼くも整った相貌には一いち団長としての責任感、そして笑みには家族への親愛が宿っていた。

「それにロキが許していても、僕の独断で【ファミリア】には迷惑をかけられない。君のサポーター……リリルカ・アーデ本人や神ヘスティアが断ればそれまでさ」

　派閥間の問題を弁わきまえているフィンさんはそう続け、次の言葉と一緒に苦笑を浮かべる。

「僕は結構歳としも取っているしね。求婚の無理強いはできないよ」

「えっ……フィ、フィンさん、失礼ですけどおいくつなんですか？」

「もう四十は過ぎたかな？」

「よ、よんじゅっ……!?」

「おや、【ステイタス】の副次作用こうかは知らなかったのかい？」

　小人族パルゥムということもあるけど、その美少年然とした若々しい顔立ちを見つめる僕に、フィンさんは面白おもしろそうに説明してくる。

　階位が上がった【ステイタス】は老化を食い止める作用があるらしい。

　厳密に言うと、昇華した『器』は衰えにくくなり全盛期の期間が長くなる。そしてその度合いはＬｖ．が上昇するにつれ顕著になるのだとか。

　永遠の命、『賢者の石』を生成した『賢者様』を除き、人類は未だ不老不死の領域に辿たどり着いていない。その代わり、千年以上もの時の中で多くの人々が繰り広げてきた度重なるＬｖ．の昇華は、不老の可能性を下界の者達に提示しているのだと、そう聞かされる。

　……ヘスティア様の言葉を借りるなら、【ランクアップ】は、神様達に近付くということ。

　階段を昇って近付いた分だけ、沢山の能力、言ってしまえば神様達の領分である不老不死にだって近付く……というのも決してわからなくはない。

　辿り着くことは、まず不可能に等しいのだろうけれど。

　高Ｌｖ．の冒険者は姿形で判断しない方がいい、と僕はフィンさんから忠告をもらった。

「話が逸それてしまったけど……良ければ、彼女と二人で話をさせてもらえないかな？」

　穏便に主神かみ様と本人リリに取り次ぎができる団長の僕にまず話をさせてもらった、というフィンさんは、自分の望みを伝え終えた。

　未だ混乱が抜け切らないけれど、必死に心を落ち着かせた僕は。

　動揺するばかりでまだ聞いていなかった、肝心なことを尋ねた。

「どうして……リリなんですか？」

　純粋な疑問。

　数多くいる小人族パルゥムの中で、何故リリが選ばれたのか。

　言ってはなんだけど、第一級冒険者であるフィンさんならそれこそ年齢なんて関係なく引く手あまた、選より取どりみどりだろう。

　リリに一目惚れしたというわけではない、と僕は感じていた。

　お店に入ってからずっと変わらないこの人の口振りは、その、何だろう……恋慕や好意といった熱っぽい感情とは対極の、極めて客観的で冷静なものだったから。

　僕の質問に、一度目を瞑ったフィンさんは、瞼を開けた碧眼をこちらに向けてくる。

「もう二ヶ月近く前になるかな？　君が９階層で、ミノタウロスを倒したあの日……」

　最初の昇格ランクアップの契機にもなった、大剣を持った猛牛ミノタウロスとの死闘。

　あの敵と命懸けで闘った僕のことを、当時『遠征』の進行中だったフィンさんやアイズさん達【ロキ・ファミリア】は目撃している。

　僕を助けようと救援を求めた、他ならないリリに導かれて。

「君を救うため怪我けがも顧みず、身を挺ていしてアイズ達をあの場に導いた彼女の姿に……僕は感銘を受けた」

　これは心からの僕の思いだ、とフィンさんは自身の小さな胸に左手を当てた。

「間違っても強くないあの娘こは、誰にも負けない『勇気』を示したんだ」

　言葉と同時に、その碧眼が細められる。

「伴侶が欲しいとは言ったけど、小人族パルゥムなら誰でもいいというわけじゃない。今、一族に必要なものは『勇気』……伴侶たる存在にも、僕は失われてしまった小人族パルゥムの武器を求める」

　人類の中で最も脆弱ぜいじゃくな種族と呼ばれる小人族パルゥム。

　身体能力はヒューマンにも劣り、エルフやドワーフのように『魔法』や力に優れているわけでもなければ、アマゾネスのような誇れる戦闘技術も持ち合わせておらず、獣人のように五感に秀でてもいない。

　どんな種族の者より体が小さい彼等の唯一の武器は──『勇気』だった。

　遥か『古代』、勇猛な騎士団がそうであったように、自分達より大きな者に立ち向かうことのできる強き勇ましさだった。

　しかし、長い時代の流れで、その唯一無二の取り柄さえも失われてしまって久しい。

　フィンさんが一族復興のために掲げる旗印は、小人族パルゥムの本質、『勇気』なのだろう。

【勇者ブレイバー】の二つ名を冠する彼の隣に立つ者にも、それこそ子に受け継がれるような、一族を動かすに足る『勇気』が求められている。

「じゃあ、リリは……」

　リリはその意味で、フィンさんの眼鏡にかなったのか。

　僕を助けるため、逃げ出さず、血と涙を流しながらアイズさん達を呼び寄せたリリの『勇気』をこの人は認めた。

　リリの『勇気』は、この人の心を動かすに足りた。

「で、でも……それはリリじゃなくても、資格さえあれば、誰でも……？」

「ああ。君の言う通りだ」

　しばらく呼吸を止めていた僕が食い下がるように問うと、フィンさんはあっさりと頷いた。

　決してリリ個人に特別な感情を抱いているわけではないのだと。

「資格と、後は最低限の人格さえあれば、僕は誰にでも求婚するだろう。それこそ、複数の伴侶はんりょを持つことだって厭いとわない」

　──僕は、瞳を見開いた。

　鋭い衝撃が胸を貫く。

　ゴクリ、と気付けば喉が独りでに鳴っていた。

　複数の伴侶を持つことも厭いとわない……それは、つまり。

　僕があの祖父に説かれてきた、男の夢、男の理想、男の浪漫ろまん……。

「……ハーレム？」

　愚かな自分も一度は夢見てしまった儚はかない幻想……!!

　戦慄せんりつする僕は、テーブルの向かいにいる小人族パルゥムの勇者に、震える唇を開いた。

「い、茨いばらの道と聞きますよ……？」

　恐る恐る尋ねると、フィンさんは、言った。

「僕は、本気マジだ」

　本当マジだ……。

　曇りないその眼まなこを見て、目の前の人物の覚悟のほどを悟る。

　使命のために揺らぐことのない信念を掲げる本物の勇者に、僕は一人の男として、尊崇の思いとともに平伏しそうになった。

「……まぁ、流石に複数の女性を囲う真似はしないけどね」

　と、僕と見つめ合っていたフィンさんは一転して苦笑いを浮かべる。

　そんな甲斐性もないし、と付け加えながら情けなさそうに片目を瞑ってみせた。

「今の僕にはもう団長としての立場がある。団員達を幻滅させるわけにはいかない」

「あ……で、ですよねー？」

　僕は作り笑いを浮かべて頻しきりに頷いた。

　勝手に目の前の人物を神格化しんかくかしていた自分に間抜けな思いを抱く。

「……僕はもうあの時から理屈を置いてきた。この身は、一族の再興のためだけに捧げる」

　ややあって、フィンさんは姿勢を正し、静かな表情を纏った。

　少年のような、けれど高く毅然きぜんとした声音が店内に響く。

「さっきも言ったように、当の本人や神ヘスティアが拒絶すればこの話はそれまでだ。けれど、いい返事が貰もらえるなら僕もいい加減ではなく、彼女に真摯しんしに向き合うし、きちんとした関係を育はぐくみたい」

　無言のまま聞くことしかできない僕に、フィンさんは笑った。

「必ず不幸にはしない、それだけは約束する。この言葉とここでの話を、どうか彼女に伝えてくれないかな？」

　言い終え、フィンさんは残っていた紅茶の残りを飲み干した。

　立ち上がった彼は、懐ふところから折りたたまれた紙を取り出し、僕の目の前に置いた。

「生憎あいにく、明日くらいしかまともな時間が取れないんだ」と指定場所の綴つづられた羊皮紙メモを残し、別れの言葉とともに席から立つ。

　会計を済ませてくれたフィンさんは、最後に僕へ手を上げて、店から出ていった。

「……」

　──返事を貰えるようなら、明日、この店へ。

　──返事をする気がないなら来なくて構わない、自分は一日そこで待っている。

　卓の上に置かれた羊皮紙メモ、それに描かれた達筆な共通語コイネーと地図に目を通して、僕は店の天井を仰いだ。椅子の上から動けず、背もたれに体重をかける。

　正直に言ってしまえば、気が重い。

　けれどフィンさんには、【ロキ・ファミリア】には、アイズさんのことも含めて沢山の借りがある。沢山助けられた。こちらだけ不躾ぶしつけな対応をして果たして許されるのだろうか。

　少なくとも、ここであった話をリリに伝える義理、義務はあるような気はする。

（……もし）

　この話を聞いて、もしリリがフィンさんの申し出を受けたとしたら……僕は一体どうするのだろうか？

　出口のない迷宮をさまよっているような感覚に襲われながら、僕は時間も忘れて天井を見上げ続けた。
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　ホームで夕食を取る際、リリは非常に苦労した。

　表面上は常の自分を装って団員達と会話を交わす。食卓の雰囲気を重くしないよう陰鬱いんうつな胸の内をひた隠して、笑みを作って笑い声さえ上げた。

　命ミコトと春姫ハルヒメとは夕食の食当を務めた二人を褒めては他愛のない話で盛り上がった。ヴェルフはというと料理を口に運ぶのみで何も尋ねてこない。女神ヘスティアも全て見透かしているかのように蒼い神秘的な瞳でこちらを見つめ、何も触れず、命ミコト達との会話に普段通り参加してきた。

　ベルは何か気がかりなのか、ちらちらとこちらを窺ってきたが、気付かない振りをする。

　ややあって、食事を終えた後。

　リリは居室リビングへは向かわず、一人自分の部屋に戻ろうとした。

「あの、リリ……いいかな？」

「！」

　廊下に出て階段を上ろうとしていたリリの背に、ベルの声がかかる。

　呼び止められたリリはどきっとした。昨夜から今に到るまでの不安定な感情が、少年のことを妙に意識させてしまう。

「なっ、なんですか、ベル様？」

「ちょっと、その、話があるんだけど……」

　少々上擦った声を返すと、後を追ってきたベルは決まりの悪そうな顔を浮かべていた。

　胸中を見破られないためにも断るべきだったが、頼み込んでくる少年に致し方なく渋々しぶしぶ応じ、使われていない二階の空部屋に二人だけで入る。魔石灯に光を入れた。

　そわそわと落ち着かない体を持てあましながら、ベルと室内の真ん中で向かい合う。

　そして、

「リリに、縁談……？」

「う、うん……」

　リリは己の栗色の瞳を見開いた。

　ベルの口から告げられる小人族パルゥムの求婚。今日の夕方にフィン・ディムナ本人からリリと直接会わせてほしいと依頼されたのだと。

　歯切れ悪く頷くベルの顔を、羊皮紙メモを受け取ったリリは呆然と見上げる。

　あの勇者ブレイバーがどうして自分なんかに──そんな疑問を抱いたのは僅かの間あいだに過ぎなかった。

　いや、違う、そんなことよりもと。

　リリはきつく唇を結んで、うつむいてしまう。

（リリは、やっぱり、ベル様にとって……）

　ベルから縁談を持ちかけられたことが、胸の中を一層かき回す。

　彼ではない別の誰かとの縁談を、彼から勧められてしまったことが、心の奥に歪いびつな爪つめを突き立ててくる。アイズの件に加え追い打ちをかけられたリリは、床だけしか見れなくなった。

　首を折って塞ふさぎ込むそんな彼女の姿に、自ら持ちかけておいて困っていたベルは、慌てて言葉を並べる。

「い、嫌なら断って大丈夫だから!?　フィンさんも無理強いはしないって言ってたしっ、僕が行って伝えてくるから……！」

　ベルの立場もわかる。

　頼まれれば断れないその性格もよく知っている。

　あれほど世話になった【ロキ・ファミリア】、フィンに頼まれればなおさら。

（でも……）

　しかし聞きたくなかった、と。

　ベルの口から聞かされたくなかったと、胸を切り裂かれるような痛みを負いながらリリは思ってしまった。

　他人との縁談を持ちかけられてしまう自分は少年の意識外。

　彼が自分に抱いているのは精々、家族愛だ。

　仲間として、【ファミリア】としての親愛だ。

　異性として認められていないのだ。

　瞳が揺れる。悔しくて情けなくて切なくて、涙がこぼれそうになる。

　沢山のもので溢あふれ出しそうになる胸がこちらの言うことを聞かなくなる。

　あらゆる感情が混線しぐちゃぐちゃになるリリは、うつむいたまま、震える唇で尋ねていた。

「ベル様は、どう思うのですか……？」

　この縁談について、自分の返事の行方ゆくえについて。

　薄く開いたカーテンの隙間すきまから蒼い夜空が覗く中、魔石灯の光で横顔を焼かれるベルは、目に見えて動揺し始めた。

「ぼ、僕は……」

　口を開いては閉め、身動みじろぎを繰り返し、後の言葉を続けられない。

　うろたえるだけで何も言えないそんな少年の様子に、リリの頭がかぁっと熱くなる。

　歯をぐっと嚙かみ、小さな手を握り締め、栗色の瞳を一杯に吊り上げた。

　次には顔を振り上げ──溜め込んでいた感情をとうとう爆発させてしまう。

「ベル様のそういう優柔不断なところっ、リリは大っ嫌いですっ!?」

　目を見開く少年に向かって、あらん限りの叫び声をぶつけた。

「決めました！　リリは【勇者ブレイバー】に会ってきます!!」

「ええっ!?」

「あの【勇者ブレイバー】との縁談なんて、小人族パルゥムだけでなく誰もが羨うらやむに決まっています!!　力だってお金だって名声だって、あの人は何でも持っているんですから!?　ええっ、夢にまで見た玉の輿こしです!!」

「リ、リリっ、何だかやけになってないっ……!?」

「なっていませんっ!!」

　売り言葉に買い言葉、もとい痴話喧嘩げんかのように声の応酬が続く。

　慌てふためくベルに、リリは顔を真っ赤にして喚わめき散らした。


「フィン・ディムナはっ、優柔不断で女おんなったらしで格好悪くてへっぽこで乙女おとめ心のおの字も理解できないお子様のベル様よりっ、ずっっっと、ずっ～～～～～～～～～～～～～っとッ、格好良くて立派なんですから!?」



　そして激昂するリリの大声が炸裂し、ベルは「ぐふぅっ!?」と体をくの字に折る。

　人としても冒険者としても大敗を喫しているフィンと比べられ、ガンッ!!　と劣等感という名の重石おもしまで脳天に直撃した。

　ぐうの音も出せず足をふらつかせるベルに、リリは勢いよく背を向ける。

「っっ!!」

　扉を開け放ち、部屋から走り出した。

「リリ!?」

　背を叩くベルの悲鳴も聞かず、ホームも飛び出してしまう。

　裏口から鉄栅てつさくを越え、光が溢れる夜の大通りへ。

　激情に身を任せながら、リリはオラリオの街中を突っ切っていった。
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「──リヴェリア、予定通り明日もホームを空ける。留守を頼む」

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏たそがれの館』。

　長邸とも呼ばれている高層の塔の集合体、その尖塔せんとうの一基に首領の執務室はあった。

　花冠を彷彿ほうふつさせる絨毯じゅうたんに白い石造りの暖炉だんろ、縦長の大型時計ホールクロック。品の良い調度品が置かれた室内は相応に広く、壁には絵画風織物タペストリー──槍と鎧よろいを纏ったとある女神の肖像がかけられている。

　椅子に腰かけているフィンは、黒檀でできた執務机の上で派閥の報告書や書類を捌さばきながら、側にたたずむ副団長のリヴェリアに明日の予定を告げた。

「……意外だな」

「何がだい？」

「お前の使命自体は出会った時から聞かされてきた。それを今更いまさら不思議には思わん。だが、色恋沙汰の類たぐいはあまり関心がないように感じていた。随分ずいぶん積極的に動くものだと……驚いている」

　結むすんだ翡翠ひすいの長髪を背に流す美しいエルフは、フィンの横顔を見つめながら指摘してきた。

　同族への縁談を持ちかけているお前は、今までにないくらい行動的だと。

　ともすれば、使命を抜きにしてどこか楽しみにしているように見える、とも。

「……ここに辿り着くまで何かにかまける暇はなかったけど、目を向けるくらいなら、息をついてもいいかとようやく思えるようになってきた。それに……いつかこの命いのちを【ファミリア】のために使い切るかもしれない。最近の戦いの中で、そうも思うようになった」

「……」

「勿論、志こころざし半ばで散るつもりは毛頭ないけどね」

　淀よどみなく羽根ペンを動かしていたフィンは、手の動きを止め書類から顔を上げる。

　年を取ったかもしれない、と心中を僅かに打ち明けリヴェリアへ苦笑した。

　積極的に映っているという己の行動は保険の一面もあると言外に告げつつ、小人族パルゥムの小さな冒険者は、口もとを綻ばせる。

「何より……良き同族に巡り会えた。少なくとも僕の心はあの時から揺り動かされていたよ」

　少女を目にした当時の光景に思いを馳せるように、フィンは瞼を閉じる。

　背もたれに寄りかかる彼は微笑を浮かべながら、ややあって部屋の窓の外、月夜の街にその碧眼を向けた。

「さて、来てくれるかな？」
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　闇夜が消え、東の空から日が昇った、朝。

　既に冒険者達がダンジョンへ向かい始め街が賑わう時間、リリは人込みに囲まれながらとぼとぼと南のメインストリートを歩んでいた。

「何をやっているんでしょう……」

　顔を下げ、石畳を見下ろし歩みながら呟きを落とす。

　昨夜、ホームを飛び出したリリは『ノームの万屋よろずや』に押しかけた。驚くノームの店主に一晩泊めてくれと頼み込み、元下宿先で一夜を明かしたのである。……息を切らしながら探しに訪れた白髪の少年には、不在を装い、店主に帰してもらって。

　自棄やけになって、みっともない。

　ベルに少しでも不安を、心配を……嫉妬を覚えてほしかったのか。

　本当に浅ましいと、リリは暗い表情で己のことを罵った。

　自分こそ嫌なことから目を逸らし、少年と向き合うことから逃げたのだ。

「……」

　とてもではないが顔を合わせることはできない。

　どの面下げて少年のもとに帰ればいいのかわからない。

　そうこう思っている内にリリは、とある店の前で立ち止まっていた。

　羊皮紙メモに載っていた店、フィン・ディムナが指定した待ち合わせ場所だ。

　大通りから小道を経てここまで来てしまったリリは、こうなっては仕方ないと腹を括くくった。もうどうにでもなれという自暴自棄にもなっていた。入店しようと眼前の店を仰ぐ。

　指定された店の外観はとても小さなものだった。

　都市の西南西、市壁が近い街の端っこ。人目がまず届かない狭い隘路に隠れるように建つその店は、『小人こびとの隠れ家亭てい』という名前だった。

　一応、酒場でもあるらしい。

「こんなお店がオラリオにあったんですね……」

　共通語コイネーで綴られている『小人族パルゥム以外入店お断り！』という看板を横目に、リリはギィという音を立てて店の木扉を開けた。

　店内は小人族パルゥム用に規格サイズが調整されていた。つまりは、小さい。

　天井や壁、店内の高さは言うに及ばず、テーブルや椅子などの調度品も全て他種族の子供用のように小さく作られている。正午前にもかかわらず多くいる客も、注文を受ける店員達も、長台カウンターに立つ店主マスターでさえも、外の看板に掲げられている通り全員小人族パルゥムだ。

　店の規格サイズもあって違和感なく溶け込んでいるが、恐らく他種族の人間が傍はたから見れば、幼い子供達が酒や肴さかなを手にして歓談しているように見えて面食らってしまうだろう。同族であるリリでさえ、椅子に座る小人族パルゥム達の足が床についている光景に何か不思議なものを覚える。

　立地の割には意外に賑わっている小人族パルゥム専用の酒場──専用であるからこそ他種族の影で卑屈ひくつになりがちな小人族パルゥムが憩いの場として足を運ぶのかもしれない──の入り口前で、きょろきょろと顔を振っていると、一人の店員が近付いてきた。


「いらっしゃい。一人なら長台カウンターに…………って」



　何やら不服そうに店員を務めている小人族パルゥムの青年は、こちらの顔を正視して固まった。

　纏っているローブとフードを揺らしながら首を傾げていたリリも、「あ」と呟きを漏らす。

「リ、リリルカ・アーデ!?　【ヘスティア・ファミリア】!?」

「貴方は確か……ルアン様？」

　こちらを指差して吠ほえる小人族パルゥムの顔に、リリは覚えがあった。

　大きな瞳に茶色の髪、貴族に可愛がられる小姓こしょうのように整った相貌。

　ルアン・エスペル。

　戦争遊戯ウォーゲームで戦った【アポロン・ファミリア】に所属していた、小男の冒険者だ。

　リリ達【ヘスティア・ファミリア】が見事打ち勝ったことで主神アポロンは都市から追放され、【アポロン・ファミリア】は派閥解体されたのだが……どうやら彼はこの酒場の店員として働かせてもらっているようである。

　驚いていたルアンは、すぐに仇かたきのようにリリのことを睨みつけてきた。

「お、お前達のせいでオイラはっ、冒険者から一転してこんな酒場の店員にまで落ちぶれたんだぞ!?　どうしてくれるんだ！」

「ベル様達に抗争や戦争遊戯ウォーゲームを吹っかけてきたのは、そちらではないですかっ。責められる理由はありませんよっ。……まぁ、えげつない手口を使ったのは確かですが」

　何でも、ルアンはあの後、どこの【ファミリア】からも入団を断られてしまったらしい。

　偏見をもたれやすい小人族パルゥム、更には昇格ランクアップを経ていない下級冒険者。中堅派閥の【アポロン・ファミリア】元構成員といえど、ダフネやカサンドラを始めとした第三級冒険者達とは異なり勧誘スカウトも見向きもされなかったらしい。

　自分から派閥を尋ねて入団を希望しても、攻城戦での裏切り行為のせいで風当たりが強く、全て突っぱねられてしまったのだとか。

　……都市中に中継された彼の背信行動、破滅トロイの真相は、偽ルアンもとい変身魔法シンダー・エラを駆使したリリが引き起こしたものである。当時の彼は戦争遊戯ウォーゲームにも参加できず街の倉庫に閉じ込められていた。戦争終盤の大将一騎打ちに都市民の目が集中したせいもあって、リリの変身魔法シンダー・エラ解除の瞬間は全く目撃されていないらしく、どうやら件くだんの寝返りはルアン・エスペルの仕業……彼の悪評に直結してしまったようだ。

　戦争遊戯ウォーゲーム前に策を弄ろうする、戦力を削るため敵に闇討ちを仕掛けるのは恒例であるが──事実戦場である古城跡地シュリームへの移動中、ヴェルフや命ミコト、リューは謎の賊に妨害を受けたらしい──、勝つためとはいえルアンに悪いことをしたかもしれない、とリリは思う。

「ですが、あの後、男神ミアハ様が声をかけてくださったんでしょう？　断られたともお聞きしましたが……どうして入団なさらなかったのですか？」

「うっ……オ、オイラは中堅派閥アポロン・ファミリアだったんだぞ!?　あんな弱小で、借金だらけの【ファミリア】に入れるもんか！」

　男神の慈悲を拒んだと言う小男に、じろー、と思わず半眼を作ってしまう。

　借金云々の言い分はわからなくもないが……その些細ささいな虚栄心プライドで突っぱねた辺り、彼の自業自得のようにも感じられる。その証拠にダフネ達は自らその弱小派閥に入団したのだから。

「ではリリ達の派閥ファミリアに入りますか？　主神ヘスティア様に頼んでみますよ？」とリリが謝意もこめて提案してみると、「お前達の方がとんでもない借金を抱えているだろうっ、絶対にご免だ!?」と断固拒否されてしまった。

　派閥の借金額ばくだんを指摘されてしまったリリは、もうこれはどうにもならないと諦あきらめる。

「……待ち人がいる筈なので、行かせてもらいますよ？」

「勝手にしろっ」

　不毛な争いを切り上げようとするリリに、ルアンはぷいっと顔を背けた。

　ぞんざいな態度にむっとしつつも、リリは扉前から店内へ進んでいく。

　店を指定した待ち人は──すぐに見つかった。

　酒場の隅、明るい日差しが差し込む窓辺のテーブル席で、周囲のさざ波のようなざわめきと視線を一身に浴びていたからだ。

「──やぁ、来てくれたんだね」

　小人族パルゥム用の小さな本を読んでいたフィン・ディムナも、歩んできたリリの存在に気付いて顔を上げる。

　変装用か、伊達だてかは知らないが、フィンは眼鏡をかけていた。

　理知的な相貌と相まって随分と似合っており──子供の背格好でありながら漂うその大人びた雰囲気に──多くの女性冒険者から絶大な人気を寄せられる理由の一端を垣間見た気がした。

　彼が笑みを投げかけてくると、店内がにわかにざわつく。名高い第一級冒険者であり何より一族の誇りであるあの【勇者ブレイバー】が待っていた存在、リリに驚愕の眼差しがそそがれたのだ。

　険のある表情を作っていたルアンもまた、口を大きく開けて固まっている。

　周囲の反応に居心地の悪さを感じていると、フィンは気にした素振りもなく言葉を続けた。

「まさか本当に足を運んでくれるとは思わなかったよ。しかも本人自ら」

「……半信半疑なら、最初から声をかけなければいいではないですか」

　ベルの件もあって心が重いせいか、誘いに応じたというのについ皮肉で返してしまう。

　はっとしたリリが『しまったっ』と動揺していると、遥か身分が上の第一級冒険者は、そんな失礼な態度にもくすくすと笑った。

　うららかな日差しを浴びて輝いている、黄金こがね色の髪が揺れる。

「座ったらどうだい？」

「……」

　余裕を崩さない相手に何とも言えないリリは、その勧めに素直に従った。

　唇を結びながらフィンの対面、一脚のテーブルを挟んで椅子に腰かける。

「こうして二人だけで面と向き合うのは初めてだし、まずは自己紹介をしておこうか？　フィン・ディムナだ。今日は来てくれてありがとう」

「……リリルカ・アーデです」

　互いの名は知っているものの、フィンは礼儀に則り名乗ってきた。

　リリも名乗り返し、図らずともお見合いの形式を辿ることになる。

　飲みかけのカップがあるテーブルの上に眼鏡が置かれる。注文を受け取った店員ルアンが凄すさまじく複雑そうな顔でリリの分の紅茶を運んできた後、フィンはおもむろに口を開いた。

「さて、来てくれたということは、いい返事を聞けるということかな？」

　別段べつだん迫るわけでも口説くわけでもなく、ただ柔らかく微笑みかけてくるフィンに、リリは一度うつむいた。

　──彼の求婚を受けた方がいいのではないか、と心の中のひねくれたリリが囁ささやいてくる。

　少年への想いは叶わない、それはもうわかってしまっている。

　ならば、目の前の一族の勇者を受け入れてしまってもいいような気がした。

　ベルの口から伝えられた『必ず不幸にはしない』という言葉は真実だろう。こうして本人を前にするだけで彼の誠実さ、そして器の大きさが感じられる。地位や財力という観点から見てもフィン・ディムナの伴侶になる者は必ず幸せになる筈だ。

　こんな縁談はもう二度とない。一度切りの機会チャンスだ。主神ヘスティア達への断りもなく己の一存で派閥を脱退することはできないが、彼に身を委ゆだねれば、恐らく、きっと、苦しまず楽になれる。

　少年へのこの想いも、いつか割り切れる日が来るかもしれない。

「……一つ、聞かせてください」

　そこまで自問自答を繰り返していたリリは、唇から呟きを落とす。

　ゆっくりと顔を上げ、その栗色の瞳で、フィンの碧眼を見つめた。

「どうして、リリを選んだのですか？」

　それは純粋な疑問だった。

　はっきり言って自分は育ちが悪い。黒い行い──盗賊業にだって手を染めてきた。

　フィンの伴侶に己はどうあっても相応しくないと考えるリリは、彼の真意を尋ねる。

「ベル・クラネルから聞いていないかな？　僕は、君の『勇気』に見惚みほれたんだ」

「『勇気』なんて、他の同族パルゥムだって持っている筈です。それこそ、リリよりお強い方が」

「そうかもしれないね。でも、強さと『勇気』は必ずしも同義じゃない。君は自分の弱さを知っていながら、困難に立ち向かえる意志の力を持っている。18階層での出来事も僕は覚えているよ。君は偉大な先祖フィアナのように、他人のために身を挺することのできる素晴らしい同族パルゥムだ」

　飾るわけでもなく、己の心の内を明かしてくるフィンに、リリの頰が一瞬赤らむ。

　掛け値なしの賞賛に一度は動揺したものの、すぐに彼女は首を横に振った。

「……買い被り過ぎです。リリはそんな大層な小人族パルゥムではありません。貴方も冒険者なら一度は耳にしたことがありませんか？　『手癖てくせの悪い小人族パルゥム』に同業者達が金品を掠かすめ取られていくという噂うわさを」

「聞いたことがあるね」

「それは全てリリの仕業です。リリは冒険者達を罠わなに嵌はめ、金目のものを奪ってきました。そうです、気に食わない相手は手にかけたことだって。だから、リリは最低な──」

「噂が出回るということは、被害者達は死んでおらず、情報を発信したということだ。同族の事件を僕も調べたことはあったが、被害に遭った冒険者達はみんな生きていたよ」

「……」

　己の黒い行いを自白するリリに、君は誰も殺していないよ、とフィンは断定してくる。

　リリは、再びうつむいた。

　違うと言ってやりたかった。色々なものを搾取されてきたリリは、本当に冒険者達を殺そうと思った時だってあった。

　ただ、冒険者達は本当にしぶとくて。

　それこそ、金品を盗まれた冒険者というものは害虫のような生命力を発揮して。

　だから、手にかけられなかっただけだ。手に負えなかっただけだ。

　復讐するなら存分に苦しめて悔しがらせてからで、あっさり殺してしまうのはもったいないと、そう思い直しただけだ。

　リリは──甘かっただけだ。

「命も奪わず金品だけ盗んでいくなんて可愛いものだ、なんて思ってしまえる時点でこの迷宮都市オラリオに相当そうとう染まっているんだろうけど……僕は神じゃない。君を裁こうなんて思わないし、興味もないんだ」

　フィンは突き放すような口調で、しかし笑いながら告げた。

「僕が見ているのは、今の君だ」

「……」

「そして今の君は、一族が失った大切なものを持っている」

　リリを見つめるフィンは、その碧眼にはっきりと敬意を滲にじませていた。
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「リリ……帰ってこない」

　ホームの居室リビングで、僕は一人呟いた。

　昨夜、飛び出していったリリを探し回った僕は、結局見つけることができず致し方なく館に戻った。

　一縷いちるの望みに縋るように、朝になればきっと帰ってくる、と自分に言い聞かせながら待ち続けて……無駄な時間を浪費しながら、今に至ってしまっている。

「本当に、フィンさんのところに……？」

　リリはフィンさんに会うと言っていた。そして今日が、待ち合わせに指定された日だ。

　ヴェルフや命ミコトさん達が大食堂で朝食の準備を進めている中……散々悩んだ末に、僕は神様のもとに足を運んでいた。

　館の三階にある神室しんしつの扉をノックすると、「入って大丈夫だよ」と声が返ってくる。

「あ、ベル君。サポーター君がいないって春姫ハルヒメ君達から聞いたんだけど、何か知らないかい？」

　ぐっ、と言葉に詰まってしまう。

　ジャガ丸くんのバイトの準備をしていた神様は振り向きざま、部屋に入ってきたこちらに尋ねてくる。僕は視線をさまよわせた後、情けない顔で昨夜あったことを語った。

　相談するように全て打ち明けると、神様は──はぁ、と。

　目を瞑りながら、大きく嘆息した。

「ベル君。君きみ──サポーター君が幸せになるなら、なんて余計なこと考えて行動を起こせないんだろう？」

「！」

　その指摘に、僕ははっと顔を上げた。

　否定できない。【ソーマ・ファミリア】の境遇もあって不幸な人生を歩んできたリリに、同情とは言いたくないけれど、僕は幸せになってほしいと思っている。

　そしてフィンさんなら……『必ず不幸にはしない』と言ってくれたあの人なら、リリを幸せにしてくれると、そう考えてしまっている。

　僕より強くて、ずっと凄すごいあの第一級冒険者なら。

　リリも言っていた。僕なんかより格好良くて立派なあの小人族パルゥムなら、と。

　……僕なんかが口出ししても、しょうがないのだと。

「言っておくけど、ボクはサポーター君……リリルカ君が退団したいって望むなら、止めはしないぜ？」

「っ!?」

　胸の内側を見透かしたかのように神様はおっしゃった。

　主神である神様ならリリを引き止めてくれると心の奥底で縋る気持ちでいた僕を、咎とがめるかのように。

「一応、競争相手ライバルだって減ることになるし……」

　呆然とする僕がごにょごにょという呟きを聞き逃していると、神様は顔を上げた。

「ベル君。君のその変な配慮は、サポーター君にしてみれば余計なお節介の筈だ。あの子はきっと言うと思うよ、自分の幸せは自分で決めるって」

「ぁ……」

「もしボクがサポーター君の立場だったら……君にそんな縁談はなしを持ちかけられたら、ショックだなぁ」

　どこか非難するように、そしてどこか楽しむように、神様は優しい表情で語りかけてくる。

「ベル君は、このままサポーター君がいなくなってしまってもいいのかい？」

「ぼ、僕は……」

「君はさ、もっと我儘わがままになるべきだよ」

　青みがかかった神秘的な瞳に微笑まれ、立ちつくしていた僕は。

　次の瞬間、ぎゅっと[image: 拳]こぶしを握っていた。

「──すいませんっ、僕っ、朝ごはん要りません!!」

　神様に背を向けて、走り出す。

　振り向いた肩越しの先にある優しい笑みに見送られながら、僕は神様の部屋を、ホームを勢いよく飛び出した。




「……はぁ。損な役回りだよなぁ、神様って」

　敵に塩を送るような真似をしちゃって、とベルを見送ったヘスティアは溜息をつく。

　そして、そんな言葉とは裏腹に、彼女は顔を綻ばせていた。
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「ねぇねぇアイズ、聞いて聞いて!?　フィンがお見合いだって！」

　声に顔を向けると、アイズは背中に抱き着かれた。

【ロキ・ファミリア】ホーム、長邸の中の手狭な廊下。

　いくつもの部屋の扉が面した通路で、走り寄ってきたアマゾネスの少女、ティオナがうきうきとしながらアイズの肩に両手を回してくる。

「フィンが……？」

「うんうん！　あたし、昨日フィンとリヴェリアが執務室で話してるの、廊下を歩いてたら聞いちゃってさー!?」

　その金の双眸そうぼうを見張り、アイズが珍しく驚愕をあらわにしていると、ティオナは興奮した様子で何度も頷いた。

「今日の朝だって眼鏡なんてかけて出かけていくの、あたし見ちゃったし!?　あれ、絶対にお見合いにいったんだよ！　あ～っ、どんな人をホームに連れてくるんだろう、フィン!?」

　話を飛躍させながらはしゃいで語るティオナ。

　抱き着かれている背中ごと体を揺らされながら、うーん、とアイズは顎あごを軽く上げる。

　あの小人族パルゥムの首領がお見合いなんて意外だ、とそんなことを考えていると──。

「──今の話、どういうこと？」

　極寒の声が響いた。

「「あ」」

　背後に立っていた女戦士の姿に、アイズとティオナは固まった。
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「この【勇者ブレイバー】なんていう仰々しい二つ名も、僕が自分からロキに無理を言って、それらしい称号なを拝命してもらったんだ」

『小人こびとの隠れ家亭てい』の片隅。

　賑わう多くの小人族パルゥム達に囲まれながら、フィンとリリは会話を続けていた。

　冒険者の二つ名の命名式、神会デナトゥスにおいて、主神に交渉することで『勇者』の名を背負ったと話すフィンに、リリは驚きを隠せない。

　彼は自ら逃げ道を塞ぐように、小人族パルゥムの旗頭へ己を追いやったのだ。

「僕は一族の再興を何としてでも成し遂げたい。これから生まれてくる新しい同胞達のためにも。そのために……後継者はやはり必要になる」

　啞然あぜんとするリリにフィンは己の意志と、伴侶の必要性を語った。

　両親をすぐ失い、幼い頃から生きることに精一杯であったリリには信仰するべき女神フィアナはいなかったし、彼女について造詣ぞうけいも深くはない。ただ一族にとって女神フィアナの存在が重要であったのだという、他種族の者達と同程度の知識があるだけだ。

　だがそんなリリにも女神フィアナに取って代わる希望の存在、『勇気』の重要性が目の前の人物の説明を通して理解できた。

　そして彼が、どれだけ身を賭としているのかも。

「……フィン様は、気になる異性の方はいらっしゃらないのですか？」

　リリは気付けばそんなことを尋ねていた。

　ともすれば一族のために自分を殺しているように見えるフィンへ、聞かずにはいられなくなったのである。

　そのリリの問いに少し驚いた顔を浮かべていたフィンは、

「……僕を慕ってくれる、とても面倒な娘こはいるよ」

　ややあって苦笑を浮かべた。

「とても手を焼かされるし、とても疲れるけれど……彼女がいないとたまに物足りなく感じてしまう辺り、随分と毒されてしまっているのかな？」

　唇に浮かぶのは苦笑のままだったが、リリには、その笑みがとても優しいものにも見えた。

「──けれど、人並みの幸せというものに僕は関心がない。いや、関心を持ってしまったら、ここまでの道のりの全てが無駄になってしまう」

　フィンはそこで、表情をあらためた。

　あたかも誓いを告げる騎士のように、美しい碧眼が湖面のごとき光を帯びる。

　全ては一族のために。

　己の身を捧げている彼の生き様に、同じ小人族パルゥムであるリリは心を打たれてしまった。打たれずにはいられなかった。

　自分には真似できない高尚な信念に、一族への献身に。

（あ──）

　そしてリリの心は、そのフィンの生き様を前に、感化された。

　いや、思い出したのだ。

　少年への想いを。

（そうだ……）

　リリを助けてくれたのは一族の英雄フィン・ディムナでもなければ、神々でもない。

　ベルだ。

　沼で溺れ、見向きもされなかった自分を救い出してくれたのは、あの少年だ。

（そうです、リリは……）

　ありえないことだが、もし女神ヘスティアがベルを見限っても。

　リリだけは彼を見捨てない。

　例え世界が少年に罪人の烙印らくいんを押したとしても、少年が孤独に追いやられたとしても、リリだけは少年の側にいる。彼を支え続ける。

　少年は驚くほど早く先に進んでいくけれど、それでも、リリは一生いっしょう彼についていく。

　全てを許し、受け止め、抱いて、笑ってくれたあの日──リリはそう決めたのだ。

「……」

　なんだ、と。

　リリは笑う。

　とどのつまり、自分もフィンと同じだ。ともすれば彼は自分の鏡でもあった。

　己を捧げる存在がある。

　そこではリリはあるいは幸せを手に入れられず、今日まで苦しんできたように色々な感情に悩まされることにもなるのだろう。

　だが、もう決めたのだ。

　何が起ころうと、あの少年の側にいると。

　贖罪しょくざいだけではなく、自分の想いも含め。

　リリは、彼を支え続けるのだ。

　一族に献身を捧げる、目の前の彼のように。

「関係、なかったんですね……」

「？」

　ぽつりとこぼれた呟きに、フィンが首を傾げる。

　悪く言えば盲目的、傍から見れば忠誠心、気取った言い方が許されるなら無償の愛。

　綺麗ではない自分が女神ヘスティア達と張り合えるだけの、ちっぽけな想いは確かにあった。

　アイズ・ヴァレンシュタインがいようが、少年に想い人がいようが──最初から関係なかったのである。

「……ごめんなさい、フィン様」

　リリは姿勢を正して、フィンのことを真まっ直すぐ見つめる。

「この縁談、お断りします」

　そして微笑みながら、彼に頭を下げた。

「理由を聞いてもいいかな？」

　フィンもまた微笑み返しながら尋ねてくる。

「フィン様が一族のために身を砕いているように、リリもあの人に……ベル様に身を捧げています。そう、決めてしまっているのです」

　貴方と自分は同じなのだとリリは話した。

　背負っているものの大きさは比べものにならないが、それでも根本は一緒なのだと。

　見失っていたものを思い出させてくれたことへの感謝とともに説明すると、「なるほど」とフィンは頷いた。

「ふぅ……やはり駄目だったか」

　間もなくフィンは両目を瞑り、吐息とともに苦笑する。

「脈がないことは薄々わかっていたよ。きっと無駄になるぞって、親指も……直感かんみたいなものも言っていた」

「それでは、どうして縁談を？」

　不思議そうにリリが問うと、フィンは、その外見に似合った年相応の子供のような一笑を浮かべた。

「言っただろう？　君の『勇気』に見惚れたって」

「あ……」

「僕の小人族パルゥムの心は、君の『勇気』に突き動かされたんだよ」

　声をかけずにいられなくなるくらいにはね？　と。

　フィンは自分の胸に右手を当て、本当に嬉しそうに相好を崩した。

【勇者ブレイバー】である彼の基準。

　己が小人族パルゥム達を鼓舞させるように、彼もまた自分の心を震わせてくれる伴侶を求めていたのだ。

「やれやれ、これでまた振り出しか」

　背もたれに寄りかかり、嘆く素振りを見せるフィン。

　派閥首領ではない素の彼の姿に思わず吹き出しながら、リリは微笑んだ。

「いい方を見つけたら、リリも紹介しましょうか？」

「お願いするよ。どうも僕はこういうことには縁がないというか、苦手らしい」

　対してフィンは苦笑いを返す。

　縁談の話は見事に流れたものの、自分と似た同胞の存在にどこか嬉しげに、微笑ましく。

　二人の間に穏やかな空気が流れ始める。

『ちょ、ちょっとっ、お客さん!?』

「「？」」

　その時だった。

　扉が勢いよく開け放たれる音とともに、店内がにわかに喧騒に包まれたのは。

　リリとフィンが揃って顔を向けると、そこには、息を切らして店に飛び込んできた白髪の少年がいた。

「ベ、ベル様!?」

　その遅過ぎる参上に、リリは思わず勢いよく立ち上がる。

　彼女の叫びに反応したベルは目を見張り、店員の制止を振り切って急いでこちらのテーブル席に駆け寄ってきた。

　羊皮紙メモに記されていた地図を覚えていたのか──辿り着くまで散々迷ったようだが──自力で『小人こびとの隠れ家亭てい』までやって来た少年は、驚くリリを他所にフィンに向かって直訴する。

「フィンさん！　お願いですっ、リリを連れていかないでください!!」

　えっ、とリリは立ったまま固まり、フィンは座ったままきょとんとする。

　一度いちど瞬きをしたフィンは、しかしその頭の切れですぐさま状況を理解したのか、リリを素早く一瞥する。

　次には、どこか悪戯を思いついたような笑みを浮かべた。

「残念だけど──僕はもう彼女からいい返事をもらったんだ、ベル・クラネル」

　なっ、と一瞬いっしゅん言葉を失ったリリは、すぐさま何を言うのかと怒鳴り散らそうとしたが。

　目線で『待ってくれ』とフィンに制され、怒る機会を逸してしまう。

　一方で血の気が引いたように真まっ青さおになっていたベルは、めげずに再び訴えた。

「僕はまだっ、リリと一緒にいたいんです！　離れたくないんです!!」

　ベルの大声にリリは驚き、すぐに頰を紅潮させる。

　愉快そうに目を細めるフィンは、まだ悪ふざけを続けるように言葉を続けた。

「二人とも合意したというのに、それに水を差すというのかい？」

「はいっ！」

「随分こだわっているようだけど、じゃあ、君にとって彼女は何なんだ？」

「【ファミリア】なんです、家族なんです！」

「それだけかい？　足りないな」

「……僕と初めてパーティを組んでくれた、大切なっ、大切なパートナーなんです!!」

　まるでフィンに誘導されるように、ベルはリリへの想いの丈を叫んだ。

　彼の言葉の一つ一つに体を火照ほてらせるリリは、心臓をどくどくと鳴らす。ベルの本心に触れて胸が切なくなるほど痛くなった。

　そして同時に、フィンの目論見に気付く。少年からリリへの想いを引き出して、どれだけ大切に思われているか教えようとしているのだ。

　ずるい、卑怯ひきょうだ。

　そんなの、止められないではないか。

　店に押しかけたヒューマンと言葉を応酬する【勇者ブレイバー】に、周囲にいる小人族パルゥム達の視線が集まる中、リリは赤くなりながら右往左往することしかできなかった。

「彼女は僕がやっと見つけたお嫁さん候補だ。そう簡単には返せない。……それとも、力づくで奪っていくかい？　この僕から」

　すたっと椅子を降りて、フィンはベルを挑戦的に見上げる。

　あの【イシュタル・ファミリア】の巨女フリュネをも超えるＬｖ．６の第一級冒険者に喉を鳴らすベルは、しかし退しりぞかなかった。

　己の我儘を貫くように、真っ向から対峙たいじする。

「いい覚悟だ、面白い……なら彼女を賭かけて決闘といこう！」

　心底しんそこ面白がってノリノリになる【勇者ブレイバー】。

　己の年齢も忘れ童心どうしんに返ったかのように、少女を片手で示し少年の深紅ルベライトの瞳を見つめた。

　店員のルアンはぽかんとし、他の小人族パルゥム達も席を立って何だ何だと面白そうに人集ひとだかりを作り出していく。

　そしてリリは、すっかり真っ赤になっていた。


（な、何ですかっ、これは～～～～～っ!?）



　自分を巡って、ベルとフィンが、争おうとしている。

　一人は面白半分だが、顔を張り詰めさせる少年は間違いなく本気だ。

　まるでお伽噺とぎばなしの一場面──騎士が花嫁のために争う、あたかも王女のような己の立場に、顔から火が出るほど恥ずかしくなった。

　自分にそんな配役相応ふさわしくない！　精々せいぜいお城の召使いだ!?　と叫び散らしたい。

　リリが熟した林檎りんごのように顔を染める他方で、勇気を振りしぼって身構えるベルに、フィンは微笑ましそうに目を細めた。

　はやし立てる小人族パルゥム達の人垣に囲まれながら、フィンは少年に告げる。

「もし僕に一撃でも入れられたら君の勝ちだ。だが僕が勝ったら、彼女をお嫁さんにするよ」

　ヒュー！　と悪乗りし盛り上がる小人族パルゥム一同。店の片隅でゆっくりと頷いたベルは僅か三歩分の距離を空けてフィンと正対した。

　流石にもうやり過ぎだと、リリは羞恥しゅうちを振り払って二人を止めようとしたが──。




「──だんちょう？」




　極寒の怨声が響き渡った。

「「「!?」」」

　恐ろしい殺気に、リリも、フィンもベルも音速で振り向く。

　怯おびえる人垣が割れたその先に立っていたのは、黒い瘴気しょうきを背負うアマゾネスだった。

「ティ、ティオネッ……いつからそこにっ？」

「団長だんちょう、いまのことば、どーいうことですか？　けっこんする？　およめさん？」

　顔面を引きつらせるフィン、全く話を聞いちゃいないティオネ。

　瞳は光が消え失せ空っぽになっていた。露出の激しい豊満な胸が重い歩みに合わせて揺れる。一歩踏み出されるごとに酒場の床がミシリと嫌な音を鳴らした。

　第一級冒険者のあまりの重圧プレッシャーに、天を仰ぎ泡を吹いて倒れる小人族パルゥムが続出する。

「どうしてここにいるとわかったんだい……!?」

「においをたどりました」

「獣かい君は……！」

　悪ふざけとはいえ愛の言葉を一番聞かれてはいけない相手に聞かれてしまい、フィンは汗を流す。対して団長を恐ろしいほど一途に慕う女戦士は、ゆらゆらと揺れながら店の中央からテーブル席に近付いてきた。

　そして間合いが三Ｍメドルを切った瞬間、ティオネは爆発した。


「団長ォォ──────────────────────────────ッッ!!」



「落ち着けティオネ!?」

　猛獣が飛びかかると同時にフィンは激走した。

　小さな身を限界まで床に伏せ突撃を躱かわし、脱兎だっとのごとく逃走を図る。怪しい光を瞳に灯す凶戦士バーサーカーはグルンッと回転し、店を飛び出す【勇者ブレイバー】を豪速で追った。

　ドドドドドドドッ、というけたたましい足音の後、店内に静寂が残される。

　リリもベルも、小人族パルゥム達も、ぽかーんとした。

「……あの、リリ」

「！」

　何とも言えない空気が漂う中、ベルがおずおずと口を開く。

　体をさする小人族パルゥム達がぞろぞろと席に戻っていくのを尻目しりめに、肩を跳ねさせるリリは慌てて振り返った。

　目の前にいる少年は、勢いよく頭を下げる。

「ごめん!!　返事をしちゃったのに、話を滅茶苦茶にして……」

「ちっ、違います、誤解です!?　あれはフィン様が勝手に……！　ベル様はからかわれていただけです!!」

「えっ……そ、そうなの？」

「そうです!!　リリは求婚なんて受け入れていません!?」

　リリが必死になって誤解を解くと、ベルは、心底ほっとした表情を浮かべた。

　胸に手を置いて肩から力を抜いた少年は、やがて気まずそうな顔で、けれどしっかりとリリのことを見つめながら声を落とす。

「色々、ごめん。でも、やっぱり僕……その、まだリリと一緒にいたいんだ……」

　頰を薄紅色に染めながら、胸の中の言葉を絞り出すベルの姿に。

　目を見開くリリもまた顔をほんのりと染め、ゆっくりと笑った。

「……リリも、ごめんなさい。勝手に怒って、ホームを飛び出して……」

「い、いやっ、もとはと言えば僕が悪いんだし……」

「いえリリがいけないんですっ。ベル様に思ってもないことを一杯言って、困らせてっ」

　互いに自分が悪いと謝り合っていた二人は。

　やがて、どちらからともなく噴き出した。

　おかしそうに屈託くったくなく頰を緩ませ、視線を絡からませる。

「……帰ろうか？」

「はいっ！」

　ベルの眉を下げた笑みに、リリは満面の笑顔で応こたえた。

　小人族パルゥム専門店であるのに侵入してきたこと、他にも迷惑をかけたことを店主マスターに詫び、周囲の客にも頭を下げる。気絶した客を必死に介抱し疲れ切った店員ルアンに「もう二度と来るな!?」と怒声を飛ばされながら、リリとベルは『小人こびとの隠れ家亭てい』を後にした。

　気持ちのいい青空と日の光に見下ろされながら、亜人デミ・ヒューマン達が行き交う街路を、二人隣り合って歩いていく。

「えっとさ、それに、何ていうか……」

　昨夜までの感情が噓うそだったかのように晴れやかな気持ちで帰路についていると、ベルが口を開く。

　小首を傾げながらリリが目を向けると、彼は頰をかきながら苦笑した。

「リリって、妹みたいだから」

「むっ……」

「僕、家族がお祖父じいちゃんだけで兄弟も姉妹もいなかったし……妹離れができないのかも」

　照れ臭そうに胸の内を吐露するベルに対し、リリはむくれてしまう。

　妹くらいにしか見られていないことはわかっていたが、やはり気に食わない。もう何が起ころうと側を離れないと決めているとはいえ、それとこれとは話は別だった。

　頰を膨らませ再び不機嫌になりかけるリリだったが──そこであることを思い付き、薄い笑みを浮かべる。

「ベル様、ベル様。お耳を貸してください」

「？」

　妹分の笑みを装って見上げると、ベルは小首を傾げながら立ち止まった。

　腰を折り、暢気な白兎しろうさぎが言われた通り背の低い小人族パルゥムに耳を寄せる。

　リリは、そっと唇を近付けた。

「──私は貴方より年上ですよ、ベル？」

　そして、大人びてどこか艶なまめかしい声音で囁いた。

「!?」

　ぞくりと肩を震わせ、ベルは慌てて上体を起こした。

　囁かれた右の耳を片手で押さえ、えっ、と間抜けな顔を晒す。

　やがてじわじわと赤く染まっていく相貌。

　呆然と見下ろされるリリは目を細めた笑みを浮かべていたかと思うと、にこっ、と。

　無邪気な子供の笑みを纏い直した。

「それでは行きましょうか、ベル様」

「……まっ、待ってリリ!?　う、うそっ、噓だよねっ!?」

「さぁ、どうでしょうか？」

　一人スタスタと歩き出すリリを、必死になって追いかけてくるベル。

　少年が赤くなって慌てる様さまに、リリは着ているローブを揺らしながら微笑みをこぼす。

　なるほど、なるほど。

　そうか、『お姉さん』なら少年は自分を意識してしまうのか。

　いいことを知った。

　背後から追ってくる慌ただしい声を聞きながら、リリは頰を染め、嬉しそうに笑う。

　腰の後ろに両手を組みながら、機嫌の良さが滲み出る靴音を鳴らした。




　賑やかな街の通りに少年の情けない声が響いていく。

　暖かな日差しを浴びる小人族パルゥムの少女は、えくぼを作り、破顔するのだった。

























「ようやく準備が整いました」

　魔石灯の小さな光が揺らめいている。

　狭く暗い室内で二人、外套がいとうを被かぶった影が声をひそめて向き合っていた。

「兵達も無事潜入できたとのこと。ことが済んでしまえば、すぐに脱出も可能です」

「そうか……」

　一方は興奮が滲にじみ出る男性の声音、もう一方は厳いかめしい老人の声音で、密談を交わしていく。

「奴やつの所在は既に調べました。近日中に私わたし自ら接触します」

「……」

　口を閉ざす相手に対し、男性の影は尋ねた。

「ためらわれているのですか？」

「……」

「何を今更。私達は重要な任務を仰せつかりました、主あるじから直々に抜擢ばってきされたのです。これが私達に残された最後の機会でしょう」

「わかっておる」

　身を乗り出す相手に老人の影は頷うなずく。

　その反応に笑みを浮かべる男性の影は、万感の募った声を出した。

「必ずや連れ戻しましょう。あの力は我々のものです、このような場所にあっていいものではない」

「……」

「失われた栄光はもうすぐそこです」

　熱に浮かされた声を前に、老人の影は黙りこくる。

　ランプ型の魔石灯の明かりによって、壁に伸びる二つの黒い影は揺れ動いた。
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　炉ろの中で炎が盛さかっている。

　己おのれの頭髪と同じ赤い色を灯しながら燃える火を、ヘファイストスは眺めていた。

　鉄床アンビルを始めとした器具、そして大型の炉が隅に据えられた鍛冶場である。

　作業衣を纏まとうヘファイストスは鎚つちを持つ手の動きを止めていた。既に形になっている銀の剣身は鉄床アンビルの上で至高の輝きを宿している。

　炉の炎に顔を照らされる横顔と、物々しい黒の眼帯。

　鉄を打つ音は途絶え、ただ炎の燃える音が火事場に響いていく。

「何を腑ふ抜けておる」

　そこへ、門扉が開く音とともに声が投じられた。

　充満していた熱気が瞬く間に揺らぎ、部屋の外から冷たい空気が流れ込んでくる中、ヘファイストスは背後を向く。

「椿ツバキ」

「『工房』にこもっていると聞いて足を運んでみれば、鎚も振らず何をやっているのだ」

　鍛冶場──『工房』に入ってきたのは結わえた黒髪に褐色の肌をした長身の女性だった。

　彼女もまた左眼にヘファイストスと同様に眼帯を装着しており、右眼を隠す主神とはまさに鏡合わせのようだ。紅の袴はかまも相まって極東の雰囲気を醸かもし出す彼女、椿ツバキと呼ばれた人物は途絶えた鎚の音を咎とがめるようにヘファイストスに文句を言う。

【ヘファイストス・ファミリア】、北西のメインストリート支店。ギルド本部が存在する『冒険者通り』に面する紅の商店、その一階に設けられた『工房』で、ヘファイストスは己の【ファミリア】の子供に「別に」と吐息をつく。

「ヴェル吉きちが抜けてから、考え事をする回数が多くなったなぁ、主神様よ？　寂さびしいのか？」

「……子が巣立っていくのはいつだって悲しいものよ。誰だれであってもね。ヴェルフに限った話じゃないわ」

　体たらくを責め、更に主神を物怖じなくずけずけとからかってくる椿ツバキに、ヘファイストスは誤魔化ごまかすわけでもなく素直に認めた。

　眷族が見守る中で武具完成の工程を一気に終わらせ、使った器具を片付け始める。

「それで、何かあったの？」

　まとめていた紅髪を解き、窮屈そうな作業衣をはだけさせながら問うと、眷族の女性はその黒の長髪を揺らしながら頷いた。

「ギルドと【ロキ・ファミリア】からの伝令だ。今回の王国ラキアは一策を企くわだてているらしい」

　眷族から詳しい話を聞いたヘファイストスは、己の左眼を細める。

「ヘスティア達を囮おとりにするつもりね……」

　意味深に神友しんゆうの名をこぼした彼女は、「わかったわ」と頷いた。

「ギルド側の指示通り動いて。指揮は椿ツバキ、貴方がとってちょうだい」

「工房にこもりたかったが、これもまぁ面白おもしろそうだ。あいわかった、引き受けよう」

　唇を吊り上げ『工房』から出ていく眷族の女性。

　彼女の後ろ姿を見守ったヘファイストスは、おもむろに部屋の隅に目を向ける。

　設置された大型炉の中では、未いまだ炎が赤く燃えていた。
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　炉の炎光に、ヴェルフは横顔を焼かれていた。

　燃え滾たぎる炉から発せられる熱気は殺人的だった。手拭てぬぐいを巻いた頭から、顔全体から止めどなく汗が滴り落ちていく。暗闇くらやみに包まれた鍛冶場の中、すぐ側で唸うなり声を上げる大型炉に、しかし彼は委細構わず鉄床アンビルの上で真まっ赤かに焼けた金属に鎚を振り下ろしていく。

　甲高かんだかい金属音。鮮烈な火花。鍛錬という名の真剣勝負。

　己の戦いくさに臨むヴェルフの瞳ひとみは眼下の存在しか見ていない。どこまでも真まっ直すぐに、どこまでも愚直に、相槌を必要としないその紅の鎚一つで金属を鍛え上げていく。

　振り下ろされる彼の手と鎚を縁取るのはうっすらとした赤い紅線だった。修得した発展アビリティ『鍛冶』の作用によるものだ。昇華の息吹を叩たたき込むことで打たれる鉄はより強固かつ鋭い『武具』へと昇華する。

　カァン、カァンッ、という慣れ親しんだ鉄の音。鎚を叩きつける度に返ってくる高い金属の叫び声の一つ一つはその全すべてが違って聞こえる。

　鉄の語りかけに耳を貸し、手応てごたえを感じる青年は、気付かぬ内に口唇へ笑みを刻んでいた。

　──鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚つちに想おもいを乗せろ。

　脳裏に過ぎる錆さび付いた追憶の奥で、いつか聞いた年老いた男の言葉が蘇よみがえる。

　今と同じ暗い鍛冶場、鉄の香り、助手を務める子供だった幼い自分。

　当時の情景をほんの一瞬想起そうきしながら、ヴェルフは鍛造の旋律を奏でていく。

　真っ赤に焼ける金属の形状が鋭い刀身を描く中、気炎を吐きながら己の熱と想いを叩きつけていった。




「待たせたな。注文されていた刀かたなだ」

　開けられた鎧よろい戸から差し込む茜あかね色の光。

　ホームの裏庭に設けられた石造りの小屋──『工房』を夕焼けの光が包み込んでいる。

　ヴェルフが全ての鍛錬を終えると既に日は暮れ、夕刻となっていた。汗まみれとなった着流しを替えもせず彼は館へと足を運び、ダンジョンから帰ってきていた仲間を呼んだ。

　武具作製のため迷宮探索を休んだ彼に呼び出されたリリ、春姫ハルヒメ、命ミコトは「おおー」と揃そろって口を丸く開ける。

「お前が前に使っていた刀に寸法は合わせておいた。材料は『ライガーファングの牙きば』に27階層で取れた『黒銀鋼ノスティール』を混ぜた複合金属。派手に使おうが折れない筈はずだ」

「ありがとうございます、ヴェルフ殿！　素晴らしいです……！」

　刃長九〇Ｃセルチ、黒と銀の色の刀身。

　金属属性アダマントの武器素材ドロップアイテムと『下層』の採掘物で作られた一振りの刀を手渡され、命ミコトは興奮と感嘆に体を震わせた。一いち冒険者である少女は刀身の美しさに見惚みほれるだけでなく、上級鍛冶師ハイ・スミスが手がけた第三等級武装に値する武具の性能を正確に見抜いていた。

　中衛用の装備や防具──槍や軽装──を優先させ後回しにされていた自身の得物に、頰ほおを紅色で彩いろどる。

「やはり【ファミリア】に一人鍛冶師スミスがいると便利ですねぇ」

「人を魔石製品みたいに言うな、リリスケ」

　横から眺めながら、一家に一台、とでも言いそうなリリに、磨耗した武器の整備からこうした武装の新調までこなす鍛冶師ヴェルフはオイと突っ込む。

　半眼で一瞥いちべつを投げながらヴェルフは命ミコトに視線を戻した。刀に浮かれる彼女が腰に差した男神タケミカヅチからの餞別せんべつ、雌雄しゆう一対の片割れである短剣《地残ちざん》──【ゴブニュ・ファミリア】製の優れた武装──に対抗意識を駆り立てられた作品だったが、中々どうして上手うまくいった。

　虎の刻印が施された黒塗りの鞘さやと刀に満足気に頷いたヴェルフは、満を持して命ミコトへ身を乗り出した。


「よし、じゃあそれに名前を付けるか…………虎鉄こてつ…………いや、寅弐郎シマじろう」



「お待ちくださいヴェルフ殿おおおおおおおおおおおおぉ!?」

　顎あごに右手を添えニヤリと笑うヴェルフに、命ミコトが本気で吠ほえかかった。

　どっと汗を吹き出し血相を変えて、名付け阻止に全力で当たる。

「よ、良いお名前でございませんか、寅弐郎シマじろう様？　私わたくしは可愛かわいいかと……」

「お、わかってくれるか、お前！」

「後生ですから黙っていてくださいッ春姫ハルヒメ殿ォ!?」

　箱入り娘っぷりを発揮する春姫ハルヒメ、初めての賛同者に喜ぶヴェルフ、泣き叫ぶ命ミコト。

　げんなりとするリリに見守られる中、紆余曲折うよきょくせつを経て──泣いて土下座を繰り出す命ミコトの懇願により──新武装の名は《虎鉄こてつ》と相成った。

　涙目でほっとする少女が大事そうに刀を抱える他方、己の赤髪をかくヴェルフは残念至極の表情を浮かべる。

「……で、お前らの防具になるが、これだ」

「マント、でございますか？」

「ヴェルフ様、まさか、これは……」

　春姫ハルヒメとリリに渡されたのは、漆黒の外套フーデッドローブだった。

　驚くリリにヴェルフは頷く。

「ああ。あの黒い階層主ゴライアスの『ドロップアイテム』で作った。ベルとヘスティア様から譲ってもらってな」

　18階層での異常事態イレギュラー、漆黒の階層主ゴライアスとの決戦。

　その中で発生しベルが頂戴することになった『ゴライアスの硬皮』の半分を、ヴェルフはリリと春姫ハルヒメの防具の素材として使用させてもらったのだ──ちなみに硬皮そのものは売る暇もなく破壊された教会の隠し部屋跡地から何とか掘り出してきた──。

　数百に及ぶ上級冒険者達の攻撃を無効化した、凄すさまじい耐久性能を持つ巨人の硬皮。

　能力ステイタスが低いサポーターの少女達のために、ヴェルフは自分流で皮をなめし、形状を加工して、一級の防具として用意したのだ。

「随分重いですね……」

「まぁ、重さには目を瞑つむってくれ。あの階層主が出[image: 鱈]目でたらめならその皮も出[image: 鱈]目だ、武器だろうが魔法だろうがびくともしない」

　早速《ゴライアスのローブ》を身に付けたリリが自分の体を見下ろしながら呟つぶやく。【縁下力持スキル】の補助アシストにより支障がない彼女に比べ、非力な春姫ハルヒメは「う、う～っ」と非常に重たそうだった。

　強襲仕樣の階層主ゴライアスの硬皮とあって、物理だろうが『魔法』だろうがいかなる攻撃も弾はじく。『中層』や『下層』のモンスターの奇襲を受けても一撃必殺は防いでのける強固な防具に、リリは感嘆の息をついた。

「ただし、攻撃は弾いても衝撃までは殺せない。とんでもない力で殴られればおしまいだ、気を付けろよ」

　鎧と一緒だ、とヴェルフはリリ達に言って聞かせる。

　いくら板金プレートが刃を防ごうが、鎧の中身には攻撃の際の衝撃が伝わる。凄まじい一撃を頂戴すればＬｖ．１のリリ達はいとも容易たやすく吹き飛ばされ、無傷のローブの内側で体を破裂させて死に絶えることになるだろう。

　防御力を決して過信するなという作製者の忠告に、リリと春姫ハルヒメは神妙な顔で頷いた。

「……しかし、これほどの防具なら、それこそ前衛のベル様に渡せばいいのではないですか？」

　前衛がモンスター達の激しい攻撃に晒さらされるのは間違いない。

　優秀な防具があれば損害ダメージの危険性リスクもぐっと下がるだろう。

　真っ先に作製された兎鎧よろいではなく、この《ゴライアスのローブ》こそ少年に渡した方が良かったのでは、というその至極真っ当な指摘に対し、ヴェルフは。

　口を真一文字に引き結び、リリ達から目を逸そらした。

「……あいつの武具は俺おれの手で作る。モンスターの素材だけの防具なんて、駄目だ」

　性能の高い怪物の武器素材ドロップアイテムのただの流用など、職人の名折れ、鍛冶師スミスの矜持きょうじが傷付く。

　自分はベルの専属鍛冶師であるとのたまうヴェルフは、少年の装備品は自分が打つと言って頑かたくなに譲らなかった。

　腕を組みながら自分達からそっぽを向く青年にリリは呆あきれ、春姫ハルヒメと命ミコトはくすくすと笑う。

　鎧戸から夕日の光を浴びるヴェルフの頰は、赤く染まっていた。

「……もういいだろう、さっさと出ろ。後片付けも残ってるんだ」

「ヴェルフ様ー。明日は桜花オウカ様達と17階層まで行くんですから、ご自身の準備も忘れないでくださいねー」

「わかってるっ、早く行けっ！」

　ややあって、照れ隠しのように、ヴェルフは女性陣を工房から追い出す。

　裏庭から、からかうように注意してくるリリ達に、彼は堪たまらず大声を返した。





[image: ]






　自派閥ヘスティア・ファミリアと懇意派閥タケミカヅチ・ファミリアがともに17階層まで目指す、と決めたのは二日前のことだった。

　既に何度か共同で迷宮探索を行い連携に問題がないことを確認した両派閥は、ダンジョン攻略の今後のことも見据え、『小遠征』することを決定したのである。

　これから深い階層、ひいては20階層以上の層域に足を踏み入れることになれば、日帰りでは到底時間が足りない。行って戻るだけで碌ろくな探索が行えないのは道理だ。

　迷宮内での宿営キャンプ。それに慣れるため、ベル達と桜花オウカ達は見張り等とうの人員を提供し合ってダンジョンの一角で一日を過ごそうと言うのだ。

『小遠征』など仰々しく謳うたっているが、要は長期間のダンジョン探索を視野に入れた、迷宮滞在のお試しである。

　滞在期間は一日。毛布や食糧の準備をして、寂しがり別れを惜しむ女神ヘスティアと「気を付けろよ」と笑う男神タケミカヅチ、そして留守を引き受けてくれるナァーザ達【ミアハ・ファミリア】に見送られながら、合同パーティは『竈火かまどの館』を出発した。

　両派閥の団員、総勢十名は17階層まで進み、半日一杯探索を続けていく。

　──筈だったのだが。




「前衛壁役ウォールのクソッタレどもおおおおおお!?　その汚きたねえ尻ケツにもっと力ぁ込めて守れぇ!!」

　響き渡る怒声の後に続く、巨人の咆哮ほうこうと莫大な衝突音。

　隙間すきまなく並べられた大盾が振り下ろされた巨[image: 拳]を止め、びりびりと震動する。

　顔を歪ゆがめるドワーフや獣人の巨漢達の踵かかとが地面を抉えぐり後退する中、周囲では乱暴なかけ声や魔導士達の詠唱がまとまりなく轟とどろいていた。

　見上げるほどに巨大なモンスターを、多くの冒険者達が攻略しにかかっている。

「どうしてこんなことになっているんですか……!?」

「ご、ごめんっ、リリ……！」

　人と怪物の怒号が飛び交う戦場の真ん中で、ハンドボウガンで矢を立て続けに放つリリが呻うめき、襲いかかってくる黒犬ヘルハウンドや大虎ライガーファングを斬り伏せるベルが謝罪する。

　ベル達は大規模戦闘に巻き込まれていた。

　場所は17階層、大広間。

　安全階層セーフティポイント進出の前に立ち塞ふさがる、18階層直前の最難関地帯エリアである。

　幅と奥行きが何百Ｍメドルも存在する広大な空間には、モンスターの雄叫びと冒険者達の叫び声が打ち上がっては錯綜さくそうしていた。『嘆きの大壁』が悠然とそびえる中、交戦が巻き起こる戦場の中で最も存在感を放つのは、総身七Ｍメドルに達する灰褐色の巨人である。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　17階層の迷宮の孤王モンスターレックス『ゴライアス』は、振り回す両[image: 拳]こぶしとともに眼下の冒険者達を威嚇いかくする。地面を粉砕する[image: 拳]の馬鹿ばかげた衝撃とその大音声に、戦闘に駆り出されているヴェルフや命ミコト、春姫ハルヒメ、桜花オウカ達も仰のけ反ぞった。

　ことの始まりは17階層に辿たどり着くとともに聞こえてきた鬨ときの声、そして巨人と思おぼしき凄まじい大咆哮だった。顔を見合わせたベル達は当初の予定を放り出し、階層内の正規ルートをひた走ると……大通路の先で待っていたのは、ゴライアスと交戦する冒険者達の徒党だった。

『小遠征』に際して、危険はないか調べて回ったベル達の地上の情報網に引っかからなかった地下の情報──18階層『リヴィラの街』の冒険者達による階層主討伐が、よりにもよって今日決行されていたのである。

　二週間の産出間隔インターバルを要し何度も出現する階層主ゴライアスは18階層以下に向かう上級冒険者達にとって度々通行の妨げになりうる。伴って安全階層セーフティポイントへの交通が滞るということは同業者から金を巻き上げる街リヴィラの住人達の稼ぎにも影響を及ぼすということである。よって迷宮で宿場町を営むならず者達は一致団結し、17階層と18階層の連絡路を塞ぐゴライアスを定期的に討伐するのだ。ベル達が直面したのも例に漏もれず街リヴィラの勢力が巨人を撃滅せんとする戦場であった。

　階層主がもたらす地響き、同業者達の悲鳴を無視して探索を続けられるほどヴェルフ達の神経は太くはなかった。何より、お人好しの少年が『ぎゃああああ!?』と悲鳴を上げる同業者を見過ごすことはできなかった。

　微妙に旗色が悪い冒険者達に助けを求められたこともあって、ベル達は対階層主の討伐に加勢することとなったのだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!?　兎野郎リトル・ルーキー、助けろォオオおおおおおおおおッ!?」

「ちょおっ!?」

　前衛壁役ウォールが大盾で攻撃を防ぎ、魔導士達が呪文じゅもんを唱え、前衛攻役アタッカーが果敢に巨人の太脚に斬りかかる戦場の中には、第三級冒険者モルド・ラトローとその一味の姿もあった。

　モルドは出会った経緯からベルを一方的に敵視していた冒険者だ。無法者達を率いて冒険者の洗礼まで加えてきた彼だったが、18階層での出来事を経てからは、その傷だらけの強面こわもてが笑みを浮かべる程度には態度が軟化した。街リヴィラの冒険者達たち同様、漆黒の階層主ゴライアスの戦闘において気概と奮戦を見せたベルを、モルドも認めたのでる。

　長年Ｌｖ．２の第三級にとどまり続け威張るだけだった男は、どんな心境の変化か、こうして階層主討伐に加わり率先して『冒険』に臨んでいたのである。なり振り構わずベルに助けを求めるその姿は少々台なしであったが。

　大通路から現れる大型級、猛牛ミノタウロスの群れに襲われるモルドをベルは《ヘスティア・ナイフ》とヴェルフ謹製の短剣を駆使して助け出す。

「い、いつも討伐はこんなに慌あわただしいのですか……!?」

「今日は雑兵モンスターの出でが激しいな！　階層主ゴライアスに戦力かずを割けてねえ！」

「もう連携も、あったものじゃないようなっ……」

　刀を振るう命ミコトの声に、名も知らない街リヴィラの冒険者が返事を投げ、それを聞く千草チグサが槍を突き出し黒犬ヘルハウンドを屠ほふった。

　主戦場、大広間の中央からやや18階層への連絡路寄りでは灰褐色の大巨人が複数の前衛壁役ウォールと前衛攻役アタッカーに攻囲されている。

　ベル達の記憶に存在する漆黒の巨人──強化仕樣の特別種──と比べれば格段に能力は低いとはいえ、『ゴライアス』は公式ギルド推定Ｌｖ．４の怪物である。岩のような肩甲骨まで伸びた照り輝くごわごわとした黒髪を振り乱し、灰褐色の巨人は前衛壁役ウォールの守りを何度も脅かしていた。

　屈強な男達が巨人の進撃を押さえ込むが、しかしその後の攻撃が続かない。肉を削り動き回ることで階層主を撹乱かくらんする筈の前衛攻役アタッカーは常より多い雑兵モンスターの除去に手間取られ、襲いかかられる魔導士達も同様だった。詠唱を中断される者、せっかく完成した『魔法』を致し方なく放ってしまう者、様々だ。巨大な火の玉や光の雨が戦場のあっちこっちに飛び交っている。

　もとより、街リヴィラの住人達は同じ派閥の団員ではない。

　流石さすが荒くれ者達と言えばいいのか、連携がお粗末であった。

　Ｌｖ．２に上り詰めた千草チグサと命ミコトが分身したかのような阿吽あうんの動き──武神タケミカヅチから得た極東の連携でモンスター達を倒していく一方で、上級冒険者達はばらばらに戦い続ける。

「冒険者らしいと言えばらしいが……！」

　成り行きの共同戦線。連携が嚙かみ合っていない荒くれ者達の急造の討伐隊。

　自らも加わっている間に合わせの集団パーティに呆れと嘆きを抱きながら、桜花オウカは両手に持つ大斧おおおのを横一閃フルスイングした。大虎ライガーファングが両断され、襲われかけていた前衛攻役アタッカーの女戦士アマゾネスを救い出す。

「──この階層主ゴライアス、いつものやつよりやるぞ!?」

　主戦場で直接ちょくせつ巨人を相手取っている冒険者の一人が叫ぶ。

　迷宮を徘徊はいかいする同種のモンスターの中でも個体差が存在するように、『迷宮の孤王モンスターレックス』にも能力の高低が産出の度に発生する。今回の巨人は『当たり』のようだと、顔を砂塵と血で汚す前衛攻役アタッカーの獣人は唾を吐いた。

　嫌な悲報に駆り出されているベル達がぎょっとする中、何度も討伐を経験している街リヴィラの冒険者達は勇猛に攻めかかっていく。

「ちッ、数が足りなかったか……。おいっ、街へ行って援軍を連れてこい!?　十分じゅっぷんでだ!!」

「無茶言わないでくれぇ、ボールス!?」

　街リヴィラの冒険者達をまとめる巨漢の大頭の指示に、命じられたヒューマンが悲鳴を返す。18階層へ繫つながる洞窟に駆け込んでいく冒険者に、「うるせぇ、やれえ!!」と大頭は怒声でその背を蹴けり飛ばした。

　ベル達十人の救援を足して、総勢四十名のパーティ。

　戦力の出し惜しみ、または舐なめてかかっていたと街リヴィラの住人達は悔やむが後の祭りであった。

　ともすれば、今回の戦況は王国ラキア軍の進攻にも一因がある。

　都市に押し寄せた軍隊のせいで上位派閥は軒並み市壁の外へ引きずり出されている。証拠に今の集団パーティにはＬｖ．４以上の冒険者は存在せず、Ｌｖ．３も数えるほどしかいない。同業者を支える第二級冒険者の奮戦を戦場が必要とし、兎うさぎのように駆け回るベルもまた起死回生の蓄力チャージなどする暇もなかった──伴って強力な重力結界を持つ命ミコトの『魔法』も、閉鎖空間かつ天井てんじょうが低い迷宮内では期待できない──。

　18階層からの援軍の到達は武装等とうの準備時間も含め、街リヴィラからの距離を考慮して早くとも一刻はかかるだろう。

　漂い始める敗戦の雰囲気に、疲弊する冒険者達の士気が徐々に下降していく。

　そして、魔導士達のまともな砲撃が炸裂さくれつしないまま、とうとう巨人を抑えていた前衛壁役ウォールの者達が凄まじい蹴り上げによって吹き飛ばされた。

『ぎゃああああああああああああああああああああああああああああっ!?』

「くそっ……!?」

　ひしゃげた大盾とともに宙を舞う前衛壁役ウォールの者達を仰ぎ、大刀で立ち回りを演じるヴェルフは呻き声を上げる。

　次には、得物を持つ逆側の手を背に回した。

　大刀の鞘とともに背にくくりつけられている長剣。本日の『小遠征』でもしものことがあった時のために用意しておいた『クロッゾの魔剣』を引き抜く。

　正直、名も知らない無法者達がくたばろうが知ったことではないが、このままでは巨人の攻勢に押されてベル達も危機に晒される。意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めた彼は、ちくしょうめっ、と吐き捨てながら紅剣を構えた。

　強力過ぎる『魔剣』を握り締め、ゴライアス目がけて振り下ろそうとする。

「──【大きくなれ】」

「!!」

　しかしその直前、美しい歌声がヴェルフの耳に届いた。

　振り向いた先には、大広間の片隅、モンスターや冒険者達の視野の外側で呪文を唱えるサポーター──春姫ハルヒメの姿があった。

　外套フーデッドローブを深く被り正体を隠す彼女を、いつの間にか命ミコトとリリが護衛について守っている。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう。槌つちへと至り土つちへと還かえり、どうか貴方へ祝福を──大きくなぁれ】」

　はっとするヴェルフの視線の先で、玉音の響きを持つ詠唱は間もなく魔法名を紡つむいだ。

「【ウチデノコヅチ】」

　護衛位置にいた命ミコトを光の鎚が包み込む。

　輝かしい付与光、『階位昇華レベル・ブースト』の恩恵を授さずかり発光する少女の体。

　夥おびただしい光粒に帯びる彼女に、すかさずリリが自分の分の漆黒の外套フーデッドローブ──《ゴライアスのローブ》を投げつける。

　春姫ハルヒメと同じようにフードを深く被り、輝く全身をあまさず隠した命ミコトは、発走した。

「ッッ!!」

　黒き矢が戦場を一直線に縦断する。

　進路上に存在した不幸なモンスター達は短剣《地残ちざん》の[image: 餌]食えじきとなり、振り抜かれた剣身によって上半身を空中に舞い飛ばした。街リヴィラの住人、そしてモルド達が咄嗟とっさに知覚できない最中さなか、少女は前衛壁役ウォールを退しりぞけ暴れ回ろうとする巨人へと驀進ばくしんする。

　まさに極東に伝わる将棋ボードゲーム、その法則の一つの成金ランクアップだ。Ｌｖ．２がＬｖ．３へと至り、完璧かんぺきな伏兵となって他ほかの第二級冒険者達が支える戦場を一人自由に疾走する。

　吹き飛ばされた前衛壁役ウォールに代わり緊急対応する前衛攻役アタッカー。彼等が囮となって巨人の注意を引き付けた直後、その隙すきを掠かすめ取って懐ふところにもぐり込む。

　光粒の力を両手に集める命ミコトは短剣を鞘に戻し、黒銀に輝く長刀、《虎鉄こてつ》を引き抜いた。

「──はぁあああああああああああああああああッ!!」

　鯉口こいぐちから凄まじい抜刀音が鳴り響き、肉薄したゴライアスの足もとで光の斬撃が瞬いた。

　高速で迫る命ミコトの接敵を許した階層主は、そのまま渾身こんしんの一撃を頂戴してしまう。

『!?』

　太く、短い巨人の左足が鮮血を吐き出した。

　断たれる灰褐色の硬皮、深く斬られた巨人の血肉。紛れもない痛打である。

　膝ひざから力が抜けたゴライアスはがくんっと平衡バランスを崩し、地面に轟然と倒れ込んだ。

　ベルを含めた第二級冒険者や周辺の桜花オウカ達が瞠目どうもくする一方、刀を提げる漆黒の外套フーデッドローブは矢のような速度で戦域を離脱する。

「反則だろっ……!?」

　巨人を地に下ろした命ミコトの斬撃──いや春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』の力にヴェルフは顔を引きつらせる。階層主に有効打を与えた自身の作品の強度と切れ味を誇る前に、戦慄せんりつしてしまった。

「すげえ!?」「どこの所属だ!?」と見事一撃離脱ヒットアンドアウェイを決めた謎なぞの冒険者に周囲から興奮の声が飛ぶ。ローブで正体を隠す命ミコトは彼等の視線を浴びながら、再びゴライアスに躍りかかった。それはまるで少女が自らの鮮烈な記憶をなぞるような、『疾風しっぷう』のごとき動きである。

　大いに沸く冒険者達及びヴェルフの背後では、春姫ハルヒメとリリが余計な詮索を受けないよう、命ミコトの発走スタート地点からばたばたと慌ただしく逃げ出していた。

「前衛攻役アタッカーの野郎どもッ、殴れっ、殴れええええええええええええええええッ!?」

　千歳一隅の好機に、大頭の冒険者が額に血管を浮かばせながら大音声だいおんじょうを放った。

　足を狙ねらい地に落とす。大型級、及び階層主攻略の定法セオリー。

　地面に倒れ込みもがき苦しむ巨人の姿に、前衛攻役アタッカーの者達は舌舐めずりして飛びかかった。

　大剣や大鎚、大戦斧だいせんぷが凶暴な銀光を引き連れゴライアスの体皮に次々と叩き込まれていく。

　そして、

「──ふむ、手前てまえも交ぜてくれ」

　一つの影が突如として戦場を駆け抜け、ゴライアスの右腕を切断した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

「なっ……」

　階層主の側に着地するその人物に、ヴェルフは動きを止めてしまう。

　太刀を装備し、紅の袴はかまを揺らす黒髪の女性の姿に、呟きを漏らした。

「椿ツバキ……」

　まるでその呟きが聞こえていたかのように、彼女、椿ツバキはヴェルフに振り向き一笑した。

　巨大な腕が宙を飛び、血を撒まき散らしながら落下して他のモンスターを押し潰つぶす中、ベルや命ミコト、桜花オウカ達を含めた全ての冒険者達は驚倒を等しくする。

　褐色の肌に結わえられた長髪。防具は手甲を始めとした僅わずかな軽装のみ。島国の衣装と一振りの太刀も合わさって極東の剣客けんかくを彷彿ほうふつさせる。

　何より目を引くのは、左眼を覆い隠す大きな眼帯だ。

「キュ、【単眼の巨師キュクロプス】……」

「……Ｌｖ．５」

　鍛冶神ヘファイストスを思わせるその姿に、冒険者達は息を呑のむ。

「も、もらったぞっ、てめえらああああああああああああああああああああ!!」

　鍛冶大派閥の首領──鍛冶師スミスでありながら第一級冒険者級の実力を持つ椿ツバキの登場に、冒険者達が歓声を上げる。

　それが止めとなった。

　彼女の参戦に士気が最高潮に達し、戦場を盛り返す。大頭のかけ声のもとモンスターの襲撃を退ける冒険者達は巨人を攻め落としにかかった。呆然ぼうぜんとしていたベル達も慌てて動き出す。

　間もなく、Ｌｖ．５の鍛冶師スミスの活躍によって、荒くれ者達の集団パーティは階層主を沈黙させるのだった。
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　階層主との戦闘を終えた後に待っていたのは、醜い戦利品の奪い合いだった。

『迷宮の孤王モンスターレックス』の巨大な『魔石』は勿論もちろん、発生した武器素材ドロップアイテム『ゴライアスの歯牙』を巡って誰もが分け前を主張したのである。存外に出現したモンスター達の『魔石』の山もその争奪の勢いに拍車をかける。

　蚊帳かやの外の──臨時の助人パーティということを理由に分配に参加させてもらえなかった──ベル達は、未だ出現するモンスターを下っ端に押し付け競売せりまで行い始める街リヴィラの住人達に圧倒されるか、あるいは呆れていたが、ちゃっかり雑兵モンスターの戦利品を確保して帰ってきたモルド達に「冒険者なんてこんなものよ」と笑いかけられ、苦笑した。

　宝の争奪戦を眺めていてもしょうがないので、ベル達はせっかくだからと18階層へ向かうことにした。

　豊かな大自然と水晶群が広がる、モンスターの産まれない安全階層セーフティポイント。

　階層天井で菊マムの花のように咲く青と白の水晶が発光し、地下でありながら『空』を形作る『迷宮の楽園アンダーリゾート』に、ベル達は疲れ切った体を弛緩させた。

「図らずとも、18階層まで来てしまいましたね……」

　太陽のように輝く白水晶の光を浴びながら、リリは片目を瞑って眩まぶしそうに呟く。

　約一ヶ月半振りとなる安全階層セーフティポイントにベル達や【タケミカヅチ・ファミリア】の面々は興奮とも感嘆とも知れない吐息をついた。改宗コンバージョンしたばかりの春姫ハルヒメも太い狐きつねの尻尾しっぽをゆらゆらと揺らし、命ミコトや千草チグサ達とともに笑い合う。故郷の山辺で遊び回った追憶に彼女達を重ねているのか、一人離れて見守る桜花オウカは「昔に戻ったみたいだ」と苦笑し、表情とは裏腹に穏やかな声をベルやヴェルフに聞かせた。

　階層南部に広がる森の小川から清流を汲くみ上げ喉のどを潤うるおし、草原に寝転がる。ベル達が階層主戦において疲れ果てた体を休めていると、ようやく18階層に下りてきた街リヴィラの住人達に「街に来ないか」と誘われた。曰いわく、激闘をくぐり抜けた同業者を歓迎したい、のだそうだ。

　分け前のわの字も与えなかった手前、調子のいい話であったが、お詫びに食料や酒も無償タダで譲ると言われては欲求に逆らうのは難しかった。それほどベル達は疲弊していたのである。

　ベル達は彼等とともに、階層西部の湖畔こはんに浮かぶ巨岩、その断崖の上に築かれた『リヴィラの街』の門をくぐった。

「わぁ……これが『リヴィラの街』でございますか」

「えっと、春姫ハルヒメさんは街に入るのは初めてなんですか？」

「はい。美神イシュタル様のもとでは『遠征とおで』に伴われることは何度もあって、この18階層を通りかかることもありましたが……街には入らせて頂けませんでした」

『階位昇華レベル・ブースト』ごと存在を秘匿され極力きょくりょく人目につかぬよう運用されていた春姫ハルヒメは、青水晶と白水晶に彩られる集落系の街並みに頰を赤く染めた。尻尾も耳もぴこぴこと上下させる狐人ルナールの少女に、ベルも頰を緩め、互いに笑い合う。

　美しい湖と階層中の絶景をどこからでも見渡すことのできる『リヴィラの街』は、今日も木小屋や天幕でできた簡易の商店が法外の値段で品々を販売していた。ダンジョンの地形を利用し洞窟の中に作られた酒場からは酔っ払いの笑い声が聞こえてくる。

　王国ラキア軍進攻の影響か以前来きた時より同業者の姿が少なく見受けられるものの、陽気な弦楽器や管楽器の音色がどこからか流れてくる迷宮の宿場町は、地下の青空に囲まれ平和な空気に包まれていた。

「さっきはご苦労だったなぁ、【リトル・ルーキー】！　いやぁ、助かったぜ！」

　街リヴィラの大頭はボールスと言った。

　筋骨隆々でたくましく、桜花オウカ以上の巨漢の冒険者だ。

　漆黒のゴライアス、18階層での総力戦の中でベル達は彼の姿を何度か見かけた記憶がある。

　そのいかにもといった凶暴な強面こわもてもあって、強く印象に残っていた。

「【ヘスティア・ファミリア】は勿論『下層』の攻略もしていくんだろう？」

「あ、はい……まぁ」

「よぅし、『下層』の進攻アタックの時はこの街に寄ってってくれよ、同業者ァ!?　お安くしとくぜ！」

　モルドと同じくともに黒巨人ゴライアスと戦ったベル達に、街リヴィラの大頭は比較的、友好的であった。

　力を認めた同業者達に「これからはどしどし利用していけよお!?」と笑声を上げる。少年の肩へ大腕を回す調子のいい冒険者に、リリは氷点下の眼差まなざしを向けていたが。

「……ところで【リトル・ルーキー】、ものは相談なんだが」

「は、はい？」

　肩を組まれ怯おびえた笑みを浮かべるベルに、大頭は神妙な顔で囁ささやいた。

「お前んとこに例の魔剣鍛冶師がいるんだろう？　紹介してくれ！」




「──なぁ、頼む!!　俺にも『魔剣』を打ってくれ！」

　ヴェルフは、眉間みけんに皺しわを寄せていた。

　大頭のもとへ顔を出しにいった少年達とは別れ、街の中心地、巨大な青と白の双子水晶が立つ広場で、約束通り食料諸々を受け取っていた時だった。

　大刀と『魔剣』を背負う彼のもとに、大声で喚わめく冒険者達が殺到してきたのである。

「戦争遊戯ウォーゲームで見たんだ、あのすげえ『魔剣』を！」

「お前、あの『クロッゾ』なんだろう!?」

「連中は呪のろわれてもう『魔剣』を打てねえって聞いていたが、デマだったのか!?　すげえぞッこりゃあ！」

「金ならいくらでも出す、だから!!」

　彼のもとに押しかける冒険者達は、一様に同じ依頼を口にした。

『クロッゾの魔剣』を打ってくれ、と。

　戦争遊戯ウォーゲームでの戦闘の光景が『神の鏡』を通して都市オラリオ中に流され、もはや伝説の『魔剣』に迫るほどの──事実じじつ本物だ──ヴェルフの作品の存在は多くの冒険者達に知れ渡っていた。分厚い城壁を僅かな時間で瓦礫がれきの山に変えた強力な『魔剣』を誰もが欲しがっているのだ。調べれば【ヘスティア・ファミリア】に武器を用意したに違いない鍛冶師スミスが一名所属していることも簡単にわかるだろう。

「くそったれめ……」

　戦争遊戯ウォーゲーム後、目の前の彼等のような輩は少なからずいたが……今日は輪をかけて酷ひどい。

　冒険者しかいない『リヴィラの街』に【ヘスティア・ファミリア】が──件くだんの魔剣鍛冶師がやって来たという報しらせが出回り、恐らく街中の人間が集まってきているのだ。

　目の色を変えて『魔剣』作製の依頼をしてくる冒険者達に、ヴェルフは顔を盛大に歪めた。

「──うるせえ、散れ!!　俺は『魔剣』を絶対に売らねえし渡さねえ、他の奴等にも伝えとけ!!」

　怒声を叩きつけるヴェルフは冒険者達を追い払った。

　懇願と顰蹙ひんしゅくの声が飛び交うが全て退しりぞける。鋼鉄より硬い意志とその剣幕に怯ひるんだ街リヴィラの住人達は、唾と文句を吐きながら去っていった。

　春姫ハルヒメや千草チグサ達を怯えさせながら、くそったれ、ともう一度いちど悪態を口の中で転がす。

「……」

「……なんだ、大男。その目は」

「いや……この雲菓子ハニークラウド、食べるか？」

「いるかっ!!」

　お前も大変だな、という桜花オウカの憐憫れんびんの眼差しと腹の立つ優しさを差し出され、ヴェルフは叫び返した。怖がらせている少女達の件も含め極めて居心地の悪くなった彼は、仲間の輪を外れ歩き出した。

　普段の長兄のような振る舞いを今ばかりは忘れ、一人で単独行動を取ってしまう。

「ヴェルフ！」

「……ベル」

　そして、街の中でも見晴らしのいい高台に一人でいると、ベルがやって来た。

　人気ひとけのない場所でたたずむヴェルフに、白髪の少年は自分の頭に手をやる。

「ごめん、ヴェルフ。街リヴィラの人達が集まっちゃったみたいで……紹介してくれって頼まれて、断ってはいたんだけど……」

「……いや、お前のせいじゃない。遠からずこうなることは、わかってた」

　仲間のために『魔剣』を振るうと決めたあの瞬間から、今の事態は十分に覚悟していたことだ。それでも憤ってしまったのはヴェルフの未熟さであり、職人特有の頑固な矜持だった。

　謝るなよ、と申し訳なさそうにしているベルに苦笑を投げ、目を瞑って深呼吸をする。

「ったく、口を開けば魔剣魔剣……あいつらには自尊心みたいなものはないのか。冒険者だったら腕っ節と剣一本でのしあがってみせろ」

「あははは……」

　小言を並べられる程度には調子を取り戻すヴェルフに、ベルも眉まゆを下げて笑った。

「そういえば、剣で思い出したが、短剣の方の使い勝手はどうだ？」

「うん、いいよ。使いやすいし、さっきの戦いも役に立ってくれた」

　新しく作製した短剣について尋ねると、ベルは剣帯から短剣を引き抜いた。左手に握られる得物はナイフより射程リーチが長く、牽制用としても十分に効果を発揮する。頭上の水晶の光を浴びてきらめく剣身に、そうか、とヴェルフは満足そうに頷いた。

　そして、二人で笑い合っていると……足音を鳴らし近付いてくる影があった。

　二人揃って振り向くと、ヴェルフは目を見張る。

「はっはっは、モテモテであったなぁ、ヴェル吉きち」

　紅の袴に大陸式の戦闘衣バトル・クロス。武器は一振りの太刀。

　結わえた黒髪を揺らす鍛冶師スミス──元所属派閥ヘファイストス・ファミリア団長であり、先程の階層主討伐に飛び込み参戦した椿ツバキが歩み寄ってくる。

「お前、何の用だ……！　いや、そもそもどうして中層ここにいる!?」

「なんじゃ、ヴェル吉。もと同僚だと言うのに、つれないのう。少し前まで散々可愛がってやっただろう？」

「いいから答えろ！」

「ふむ、まず二つ目から答えるが、久しぶりに迷宮ダンジョンで暴れたくなった。そして一つ目は……お主をからかいに来た」

　ニヤと笑う椿ツバキに、『ふざけろ！』とヴェルフは胸中で歯ぎしりをする思いに駆られる。

【ヘファイストス・ファミリア】首領、椿ツバキ・コルブランド。

　一七〇Ｃセルチもの長身からヒューマンと誤解されがちだが、極東出身の女性ヒューマンと大陸の男性ドワーフを両親に持つ『ハーフドワーフ』である。健康的な褐色の肌、そして戦闘衣バトル・クロスとその下に巻いているさらしを押し上げる大きな胸は多少なりとも色気を伴っている筈なのだが、妙に愉快で快活なその性格が、女の魅力というものを全て帳消しにしてしまっている。

　Ｌｖ．５という第一級冒険者級の実力を持つ彼女は、ヴェルフが同派閥に入団した当初から何かにつけては構ってきた、もといからかってきた。

　今も笑わらい種ぐさにしている『魔剣血統クロッゾ』に興味を持ったのか、子供扱いするかのように小突いてきたり肩に手を回したりなど、そのちょっかいの数々は例を挙げれば切りがない。元同僚達が己のことを時折『団長のおもちゃ』と揶揄やゆしていたのもヴェルフは知っている。

　以前、決死行からこの18階層に辿り着き【ロキ・ファミリア】の世話になった時も、彼等の『遠征』に同行していた彼女は『我々の後を追ってきたのか』などと世迷い言を口にして絡からんできた。ヴェルフははっきり言って彼女のことが苦手である。

　一方で──椿ツバキは迷宮都市オラリオにおいて名実ともに最高位の職人として認められている。

『最上級鍛冶師マスター・スミス』を冠する彼女にヴェルフは職人として対抗心を抱いており、人としても苦手な部分も含め、馴なれ馴れしく交流することを避けているのだ。

　ヴェルフが顔をしかめるのを隠しもしない中、面識のあるベルと挨拶あいさつも交え二言三言交わした椿ツバキは、再びこちらに向き直った。

「ヴェル吉、お主が出ていってから主神様が腑抜けておってのう。寂しそうにしておるぞ？」

「……噓うそをつけ」

　突然の言葉に、動揺をひた隠し押し殺した声を出すと、「本当だとも」と椿ツバキは鷹揚おうように頷いた。その口もとにニヤニヤと笑みを浮かべながら。

　そんな二人の話を聞いていたベルが不思議そうな顔をする。

「えっ、どういうことですか？」

「つまりなぁ、この二人は相思相愛……かはわからんが、少なくともヴェル吉はあの主神様を好いておるのだ。なぁ？」

「おいっ、止よせっ、知るかっ!?」

　にやける椿ツバキにヴェルフは声をとうとう荒らげた。うっすらと赤面しながら、少年に変なことを吹き込むなと動揺の叫びを放つ。

　当のベルはというと、初めて見るヴェルフの表情、そして純粋な尊崇とは別の感情を女神へ抱いていることに呆然としていたようだった。

　少年の視線に耐えられず、くそっ、とヴェルフは熱くなっている頰を片手で摑つかむ。

　いい加減にしろという彼の非難の眼差しに対し、面白そうにくっくっと肩を揺らしていた椿ツバキは──不意に纏っている空気を一変させた。

「そう──あの主神様にはどんな鍛冶師スミスも惚ほれ込んでしまう」

　身に付ける眼帯とは逆側、紅の右眼を細める。

「神としても、女としても……そして、その鍛冶の腕にも」

　ベルともども驚愕きょうがくするヴェルフに、椿ツバキは言葉を続けた。

「ヴェル吉、先程の戦いくさの中で何故なぜとっとと『魔剣』を抜かなかった？　何故『魔剣』の作製を拒む？」

「お前、最初からっ……!?」

「お主はまだ、『魔剣』を打ちたくないなど戯言ざれごとを抜かしているのか？」

　17階層の戦闘から己を見張っていたかのような発言にヴェルフが嚙み付こうとするが、もはや冷え冷えとした声音を出す椿ツバキは取り合わない。

　からかいの文句は、詰問に変わっていた。

「才能だろうが『血』であろうが、あるもの全てをそそぎ込まねば子供われわれは至高の武器には至れん。お前が惚れ込んでいるあの女神ばけものの領域など、夢のまた夢だ」

　冷然とした女鍛冶師の迫力にベルが息を呑む中、かあっ、とヴェルフの頭に血が上った。

　全ての鍛冶師が焦こがれる至高の武具──女神ヘファイストスが見せる『神の領域』に辿り着くためには、その呪われた血筋さえ利用しろという椿ツバキの言葉に、強烈な反発心を剝むき出しにする。

「勝手に限界を決めつけるな!?　俺は『魔剣』で至高に辿り着こうなんて露ほども思っちゃいないっ！　俺は、『魔剣』が嫌いだ!!」

「……」

「俺は俺のやり方で、あの方の領域を目指してみせる！」

『魔剣』を頑なに忌避し、我を貫こうとするヴェルフに、椿ツバキは極限まで右眼を細めた。

　彼女はそこからベルに目を向け──一瞬で眼前に肉薄する。

　目で追い切れず棒立ちとなるヴェルフ、急迫した彼女に呼吸を奪われるベル。

　腰に差した鞘と太刀の柄に手をかける椿ツバキに──その針のような極細の殺気に、少年の体は反射的に動いて左手に持ったままの短剣を構える。

　間髪入れず、鯉口から抜刀された椿ツバキの太刀が短剣に命中し、剣身を叩き折った。


「────」



　鈍い音を立てて砕ける己の作品に、ヴェルフは時を止める。

　斬った、ではなく、折った。

　単純な振り上げ。攻撃自体に『技』などは用いられておらず、衝突した刀身と剣身の強度、武器としての優劣で負けた。

　銀の破片を散らし地面に転がる短剣に、ベルは言葉を失い、ヴェルフは立ちつくす。

　彼等を他所に武器を破壊した椿ツバキは、淡々と告げた。

「何だこれは、鈍なまくらか？」

　青い迷宮の空、平和な街リヴィラの風景。

　それらからまるで切り離されたかのように、鍛冶師の頂点に立つ職人は底冷えした声音を響かせる。

「俺のやり方だと？　馬鹿め、頂きの輪郭すら見えぬまま寿命がつきるわ」

「……っ!?」

「上級鍛冶師ハイ・スミスになって、何か勘違いでもしているのか」

　彼女の言葉は、叩きつけられた現実とともにヴェルフの胸を穿うがった。

　慢心していたつもりはない。だが心のどこかで抱いていた上級鍛冶師ハイ・スミスへの達成感と自信に、知れず『酔い』を感じていたのも否定できない。

　女の右眼は、責めるかのごとくヴェルフを睨にらみ付けている。

「この程度の武器を打つ者など腐るほどいる」

　そして椿ツバキは、まるで憤っているように言葉を突きつけた。

「己の適性を見誤るな、ヴェルフ・クロッゾ」

　それはともすれば、忠告のようですらあった。

　やがて彼女は背を向け、結わえた黒髪を翻ひるがえす。

　動けずにいるヴェルフ達のもとから離れていった。

「壊した武器の弁償は後日しよう」

　振り返りもせずそれだけを言い残し、椿ツバキは去っていった。

　ヴェルフは未だ動けない。ただ地面に落ち、砕けた己の短剣を見下ろし続ける。

「ヴェ、ヴェルフ……」

　少年の言葉も、今ばかりは届かない。

　これまで幾度となく味わってきては超えてきた挫折、それすら可愛く思えるほどの衝撃に打ちひしがれ、ヴェルフは失意の底に沈んだ。
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　天井の水晶クリスタルの光が消えた、18階層の『夜』。

　ベル達は、『リヴィラの街』で宿泊することを決めた。

　階層主ゴライアスとの戦闘で武器も道具アイテムも消耗した彼等は大事をとって──正確には精も根もつきかけてしまい──モンスターがのさばる迷宮の一角や18階層の森等とうで宿営キャンプすることを避けたのである。本来の目的である『小遠征』は中止となり、彼等は宿探しを行った。

　野営の装備が無駄になってしまった、と口々に言うリリ達が候補の中から選んだのは、とある洞窟に構えられた宿屋だった。

　冒険者達の足もとを見てあらゆる物価が高い街リヴィラにおいて、その宿屋は破格と言っていいほどの安値だった。中も見たところ何も問題はなく、むしろ大虎ライガーファングの毛皮ドロップアイテムを用いた絨毯じゅうたんや燭台しょくだい型の魔石灯、寝台ベッドまでもがそれぞれの個室には完備されていた。間違いなく街の中でも上等な部類と言っていい。

　にもかかわらず、何故なぜ宿代が安いのかというと──。

「……どうやら、以前いぜん冒険者の無残な亡骸なきがらが発見された、曰いわくつきの宿のようです……」

「だっ、大丈夫なのでございますかっ!?」

「リ、リリ殿っ、別の宿に変えた方が……!?」

「いえ、駄目です。他の宿屋は高過ぎます。曰くつきだろうが何だろうが安さに勝るものはありません。ええそうですとも、殺された冒険者の亡霊や呪いなんてものは存在しません……！」

　──凄惨せいさんな事件があり、客が寄り付かなくなったことに原因があった。

　怯える春姫ハルヒメ、命ミコト、千草チグサ他が異議を唱えるものの、守銭奴の小人族パルゥムに全て却下される。不安を殺しながらリリが宿泊を断行すると、宿の店主の獣人は久方振りの客に泣いて喜んだ。

　店主の厚意により食料と酒まで軽いながら振舞われ、手厚くもてなされた後、リリ達は就寝した。男女は当然のように別れ、その内女性陣は一つの部屋に集まり、恐怖を誤魔化すように体を寄せ合い床の上で眠るのだった。

　街の中に点在する宿から光が消えていく。

　酒場の喧騒を残し、迷宮の宿場町は蒼然そうぜんとした薄闇に包み込まれた。

「……」

　ヴェルフは、『昼』に来た街の高台に一人、宿を抜け出し訪れていた。

　手すりの先に見渡せるのは、蒼い闇に包まれながら水晶のきらめきを帯びる街並み、そして18階層の幻想的な景色だ。島を囲む湖は水晶の光を反射して星の海のように輝いている。

　地上ではお目にかかれない光景を見るわけでもなく眺めていたヴェルフは、ゆっくりと、そちらを振り向いた。

　宿を抜け出した彼に気が付き、追ってきたベルが、階段を上ってこの高台にやって来る。

「どうした、ベル？」

　ヴェルフはうっすらと笑いかけた。

「ヴェルフ……あの」

「……」

「僕は、あの時から……今だって、ヴェルフの武器が……」

　少年は口を開いては閉じ、必死に何かを伝えようとしたが。

　こちらを見つめるヴェルフの瞳に、その深紅ルベライトの瞳を伏せ、口を噤つぐんだ。

　青年の心の内を理解したように、自分自身にも経験があるかのように、慰めにもなりうる言葉を捨てる。

　彼は視線を左右に振った後、ヴェルフのもとまで歩んだ。

　二人並んで、何も言わず、遠くの酒場から聞こえてくるささやかな笑い声を聞きながら、街リヴィラの光景を眺める。

　ヴェルフの剣が容易く砕けたこの場所で。

「……なぁ、ベル。ヘスティア様のナイフを貸してくれないか？」

「えっ？」

「頼む」

　ヴェルフはおもむろに口を開き、ベルに懇願した。

　隣でたたずむ少年はややあって頷き、腰から漆黒のナイフを取り出す。

　差し出された《ヘスティア・ナイフ》を、ヴェルフは受け取った。

「ああ、ちくしょう……やっぱり、すげえなぁ……」

　鞘から引き抜き、【神聖文字ヒエログリフ】が刻まれた刀身を見下ろしながら、感動と悔しさ、やるせなさをない交ぜにした表情を浮かべる。

　最初目めにした時から衝撃に打ち抜かれた神の刃。

　ベルの手もとから離れればすぐに刀身は死に絶え、ヴェルフを何度も困惑させたが、鍛冶神ヘファイストスの作品だとわかった今は理解することができる。

　この武器の真価が。つぎ込まれた神の技術が。果てしない高みが。

　ナイフを見下ろし笑うヴェルフの顔には、鍛冶神への畏敬が滲み出ていた。

「……鍛冶神の派閥ヘファイストス・ファミリアに加わる鍛冶師スミス達は、ある儀式を受けるんだ」

「……儀式？」

「ああ。例外なく、一人ずつな」

　漆黒のナイフを返しながら、ヴェルフは己の原点に立ち返るかのように、ヘファイストスとの出会いをベルに語り始めた。

　生まれた家を、王国ラキアを飛び出し、諸国をさまよっていた時のことだ。

　とある剣製都市の鍛冶屋に押しかけ、職人見習いとして住み込みで働いていると、たまたま店を訪れたヘファイストスの目にとまった。

　誘いを受けた後、とある部屋に一人通され、【ファミリア】入団の儀式を行ったのである。

「一振りの剣けんを見せられるんだ。そして、入団するかどうかを決める」

　部屋の中で二人きりになり、ヘファイストスは言うのだ。

『違うと思ったなら別の派閥ところへ行きなさい』

　そして扉を開け、最奥にある部屋に通され、ソレを見る。

　台の上に飾られる一振りの剣つるぎ。

　その武具を目にした瞬間、ヴェルフの体に電流が駆け抜けた。

「──震えたぜ。人は、鍛冶師かじしはここまでの武器を作れるんだってな」

　ヘファイストスが自ら手がけた剣を見て、ヴェルフは打ち震えたのだ。

『神の力アルカナム』は勿論、特別な力など一切いっさい持ち得ない女神が打った、純粋かつ極限の技術の塊。

　人と同じ腕のみで作り上げた始源の剣。下界の者の、一つの到達点。

　まさに神業で作り上げられた、至高に通ずる作品だったのである。

「あれは究極の一だ。何の力も持たない、人が到達できる可能性だ」

　少年を見ず、正面に広がる街の夜景へ視線を飛ばすヴェルフの言葉が、熱を帯び始める。

　今でも鮮明に思い出すことのできる当時の光景に、知れず笑みを浮かべていた。

「俺は、あれを超える武器を作ってみたい」

　胸の高さまで上げた右手を、握り締める。

　あの剣を見せられた誰もが鍛冶神ヘファイストスに惚れ込み、彼女のもとで腕を磨いて切磋琢磨せっさたくまする。偉大な神へ手を伸ばそうとする。超えてみたいと、至高のその先を夢想する。

　それは想像を絶する険しい道だ。

　言うならば、アイズ・ヴァレンシュタインを追いかけるベルの道程どうていより遥はるかに困難を極める。

　少年が【剣姫】──冒険者の最高峰を目指すというのなら、ヴェルフが目指すのはまさに『神の領域』であるからだ。

　あまりにも無謀で、そして果てしない高みである。

　ベルが驚きをあらわにする中、野望を語り終えるヴェルフは、握った[image: 拳]を見下ろした。

「……作ってみたい、筈だったんだけどな」

　そして、その顔に陰りが差す。

　──あるもの全てをそそぎ込まねば子供われわれは至高の武器には至れん。

　──お前が惚れ込んでいるあの女神ばけものの領域など、夢のまた夢だ。

　最上級鍛冶師マスター・スミスに知らしめられた自身の力量。

　鍛冶師の頂点に君臨する彼女をして、化物と呼ばせるヘファイストスの領域。

　目標が果てしない場所にあるのは知っていた、わかっていた。

　ただ今日、痛感させられた。己の至らなさと一緒に。

　所詮しょせん、一介いっかいの鍛冶師スミスに過ぎない自分が神に挑むなど夢物語なのか。荒唐無稽なのか。

　椿ツバキの言う通り、忌むべき己の血さえも使わなければ、触れることすらできないのか。

　魔剣鍛冶師としてでなければ──自分はヘファイストスのもとに辿り着けないのか。

「俺は……」

　少年に見守られながら、ヴェルフは迷宮の蒼い夜空を見上げた。
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　翌日。

【ヘスティア・ファミリア】と【タケミカヅチ・ファミリア】は18階層から帰還した。

　階層主との戦闘や街リヴィラでの出費をまかなうため探索がてら『中層』を進み、地上に辿り着いた頃ころにはオラリオは夕日の光に包まれていた。

　換金に向かう者、主神達に帰還の報告をしに行く者など中央広場セントラルパークでそれぞれ別行動を取る中、ヴェルフは一人、茜色に染まる街角を歩いていく。

　通りはどこもかしこも賑わっていた。迷宮から帰ってきた冒険者達が早くも酒をあおり、今日の武勇伝を店員や他の客に聞かせている。楽器を両手に持つ吟遊詩人バードが陽気な調べを奏で、その歌声に合わせ踊るように酒場の看板娘達が客引きを行っては笑顔を振りまいていた。

　賑々しい通りをヴェルフは無言で過ぎ去っていく。道の端を歩く彼に声をかける者はおらず、誰にも気付かれていないかのようだった。

　あの後、椿ツバキはもうヴェルフの前に姿を現さなかった。

　ただ彼女の言葉は耳朶じだと心に残り、気を抜けば懊悩おうのうの渦の中へ連れ込もうとしてくる。

　くそっ、とヴェルフは頭かぶりを振った。昨夜から続く自己への問答の深みから抜け出せない。

　結局けっきょく自分が選べる答えなど、一つしかないというのに。

　苛立いらだちをあらわにし、すぐに消沈した表情で足もとを見下ろす。歩みに合わせ視界の石畳が移ろっていく。

　そして西日に着流しを焼かれながら、通りを進んでいると、

『──ヴェルフ』

　信じられない声を聞いた。


「────」



　びたっと動きを止めたヴェルフは、目をあらん限りに見開き、勢いよく顔を振り上げた。

　一瞬いっしゅん自分の頭はどうにかなってしまったのかと思い、幻聴かと疑って、声が聞こえてきた路地裏を見ると、薄闇に塞がる暗がりの奥に影がたたずんでいた。

　硬直するヴェルフを他所に影は黒い外套を翻し、道の奥へ引っ込んでいく。まるでこちらを誘うように。

　ヴェルフは一も二もなく追い出した。

（おいっ、噓だろうっ、なんでっ──）

　細く狭い路地裏を駆けていく。

　頭の中でいくつもの疑問が浮かんでは弾け、ヴェルフを混乱へと駆り立てた。

　どうしてあの男がここにいる、と。

　速まる動悸どうき。胸を叩く鼓動の音がうるさい。余裕を忘れながらヴェルフが先にいる外套を追い続けていくと、やがて影は静かに立ち止まった。

　路地裏の奥も奥。薄暗く、塵ごみが散乱し、通りの人々の喧騒は遠い。

　一切の人気ひとけがない小径の一角で、影は振り返り、被っていたフードを脱いだ。

「久しぶりだな……ヴェルフ」

　年配にも見える中年の男。実年齢を勘違いさせるほど沢山の皺が顔に刻まれている。男性にしては長い茶色の髪を結い、双眸そうぼうは積年の所労が凝り固まったかのように覇気も、力もない。

　未来の鏡を見ているかのごとく、まさに自分が年老いたかのような容貌を持つヒューマンに、ヴェルフは声を吐き出した。

「親父おやじ……!?」

　目の前の人物は正真正銘、ヴェルフと血の繫がった実父その人だった。

　ヴィル・クロッゾ。

　七年前、ヴェルフが自ら縁を切り、過去の記憶となった筈の男。

　王国ラキアに所属する、[image: 凋]落ちょうらくした鍛冶貴族クロッゾの現当主だ。

「なんでだっ……どうしてあんたがここにいるっ!?」

「説明が必要か、愚息よ」

　動揺を抑え切れず堪らず叫んだヴェルフを、ヴィルは力のない双眸で見つめ返してきた。

　ぐっっ、と歯を嚙み締める。

　彼の言う通り、考えるまでもない単純明快な答えがこの都市に、市壁の外に転がっている。

　今も都市の派閥連合が迎え撃っているだろう三万の軍勢。

　西方からやって来た、目の前の男が所属する王権神授の軍国。

　王国ラキアの進攻とともにこの迷宮都市に侵入したと考えられるヴィルに、ヴェルフの頭の裏が焼けるような熱を帯びる。

（まさか……!?）

　都市に侵入してきたヴィルの動機は、彼が己の目の前に現れた目的は、そもそも今回の王国ラキアの出兵は──。

　焦燥にも似たヴェルフの予測を肯定するように、彼の実父は言葉を投じた。

「ヴェルフ。我々のために魔剣を打て」

「……!!」

「王国ラキアが、アレス様が貴様の『魔剣』を認めた。くだらない神の遊戯ゆうぎに用いられた、一族の力をな」

　神の遊戯──戦争遊戯ウォーゲーム。

　都市や街リヴィラの冒険者達と同じように、戦争の中で明るみになった『魔剣』の存在を王国ラキアもまた知ったのだ。そして、強力な力を持つヴェルフの、『クロッゾの魔剣』獲得に主神アレス率いる王国ラキアは乗り出した。

「今も続いている戦争の目的の本命は他でもない、お前だ」

　突き付けられた事実に、ヴェルフは言葉をなくす。全身に戦慄と衝撃が駆け抜けた。

　彼かの『魔剣』の力によって不敗神話とまで謳われた過去の栄誉を取り戻すために、王国ラキアはヴェルフに狙いを絞り、オラリオに攻め寄せているのか。

　王国ラキアの『クロッゾの魔剣』に対する執着、執念に立ちつくしてしまう。

「無論、オラリオとの戦いくさの準備は以前から進められていた。だが戦争遊戯ウォーゲームの知らせが届き、急遽きゅうきょアレス様と王は戦略の内容を変えられたのだ」

「っ……！」

「そして、私がお前の説得を仰せつかった。……私とともに来い、ヴェルフよ。『クロッゾの魔剣』を生み出すお前が戻れば、王国ラキアの栄光は再び蘇る」

　戦いくさ好きの主神のことだ、己だけが目的というわけではないだろう。

　しかし『魔剣』のために万の軍勢を動かし、このような大仰な作戦を実行する王国ラキアと目の前の男に、アホかっ、とヴェルフは奥歯を嚙みながら胸中で吐き捨てた。

　今や都市中堅勢力の団員となり、戦力流出を嫌うギルドの目をかいくぐってヴェルフを誘拐することは──あの巨大市壁を越えるのは確かに至難の業だ。よしんばヴェルフと接触できたとしても、出[image: 鱈]目な戦闘力を誇る冒険者達が立ちはだかることになる。

　三万もの兵を連れ開戦し、都市から多くの戦力を引き寄せて今も戦いを続けているのは、恐らくヴェルフをオラリオから連れ出すための時間稼ぎ。

　そうまでして、王国ラキアは失われた『魔剣』の力を奪い取ろうとしている。

「ふざけろ!!　誰が付いていくか!?　俺はもう一族とも王国ラキアとも縁を切ったっ、あんたの言うことを聞く理由なんてない！」

「愚息め、父の慈悲としてことを穏便に済ませてやろうと言うのに……」

　父と子、剣呑けんのんな視線を交わす。

　張り詰める雰囲気とヴィルのその不穏な発言に、ヴェルフは口端をつり上げ、背の大刀の柄に手を伸ばした。

「俺を今から、力づくで攫さらおうっていうのか？」

　周囲に複数の気配が息をひそめていることに、ヴェルフは気付いていた。

　物陰や暗い小径の奥に視線を走らせながら、挑戦的な笑みをヴィルに見せつける。

「こんな外れでも、人が駆け付けてくるくらいにはあがいて騒ぎ回ってやる。ここは迷宮都市オラリオだ、一度見つかれば逃げられない」

　ヴェルフはＬｖ．２。都市の外や王国ラキアの基準からすれば紛れもない強者であり、相手取るには一筋縄ではいかない。ギルドの目をかいくぐって侵入してきたこと自体驚きだが、都市にもぐり込めたのは精々少人数である筈だ、数で押さえ込もうというのも難しいだろう。

　逆に相手方を倒す気概で大刀を抜こうとするヴェルフに、ヴィルは表情を変えず告げた。

「お前が同伴を拒んだなら──都市に侵入した同志が、『魔剣』で街に火を放つ手筈になっている。無論、『クロッゾ』のな」


「────」



　刀身を引き抜いていた手が、びたっ、と止まる。

　ヴェルフは驚愕を瞳に宿しながら、次には口を開けて叫んでいた。

「噓を言うな!?　王国ラキアに『クロッゾの魔剣』は残っちゃいないだろう!?」

「いや、存在する。『精霊』に呪われた際、破壊を免れた五十振りが」

　一族の末端だったお前が知らないのも無理はない、と。

　ヴィルはここで初めて笑みを浮かべた。

　昔日、王国ラキアの進軍に合わせ度重なる勝利と破壊をもたらした『クロッゾの魔剣』は、戦場付近の自然──泉や山、エルフの森さえも──を全て焦土へと変えた。そして妖精エルフと同じく住処を焼き払われた『精霊』の怒りを買い、王国ラキアの『魔剣』は彼女達の力で木こっ端ぱ微塵みじんに砕けたのだ。製造に関わった一族の鍛冶師達も呪われてしまい、今日ではヴェルフのみが『魔剣』を打つことができる。

　しかし、ヴィルはそんな『精霊』の呪いを免れた『魔剣』があるのだと言い切った。

「王国ラキアは残された祖先の『魔剣』を失うのを恐れ、使うことはなかったが……」

　笑みを絶やさない彼は、片手を外套の腰に回し、ソレを引き抜く。

「証拠に、見ろ」

「──!?」

　父親の手に握られているのは剣つるぎの『魔剣』だった。

　その鋭く鮮やかな赤い剣身にヴェルフは愕然とする。体の中に流れる血のざわつきが紛れもなく『クロッゾの魔剣』であると、そう知らせてきた。

「残る『魔剣』は同志達が持っている。私が合図を出すか、あるいは戻ってこなければ、このオラリオの至るところでその力が解放されるだろう」

　都市中で『クロッゾの魔剣』が行使される──それは大破壊がもたらされるのと同義だ。

　焼き払われたエルフの森や『精霊』の住処と同じように、平和な街は火の海と化し、建物は瓦礫の山となる。伴って数え切れない一般人の命も脅威に晒される。

　状況を理解し、硬直する実の息子の顔を見て、ヴィルはその瞳を細めた。

「お前が私達のもとに来れば何も問題はない。何も、な」

　そして、それまで淡々として振舞っていた男の顔に、不気味ぶきみな笑みが浮かぶ。

　溜め込んできた愉悦を発散させるように、彼は語り始めた。

「ヴェルフよ、お前さえ来れば王国ラキアは盛り返すぞ!?　そして我々『クロッゾ』も再び栄華を極めることができる！　富も、地位も、名誉もな!!」

「……っ!?」

「アレス様は約束してくれたのだ、国にお前と『魔剣』がもたらされれば一族を再興させると!?　輝かしい一族の栄光が蘇るのだ!?　『クロッゾ』の悲願が成し遂げられるっ、いや、私が成し遂げる!!」

　顔を輝かせ、結った髪を振り乱しながら、ヴィルは感情が赴くまま言葉を連ねる。

　覇気のないその瞳に一種の狂気、常軌を逸した爛々らんらんとした光を滲ませながら。

　一族の妄執に囚われた男の姿に、この時ヴェルフは確かに気圧けおされてしまった。

　顔に刻まれた無数の皺を歪めながら、ヴィルは笑う。

「オラリオから脱出する準備は今夜こんや整う。今いま手もとにある『魔剣』を全て持って、正子しょうしに都市南西、街外れの倉庫へ来い……誰かに漏らせば、わかっているな？」

　目の前の息子に向かって、ヴィルは指示を残し立ち去った。

　伴って周囲の気配も遠ざかるが、まるで見張りのように付かず離れずの距離を保つ。

　立ちつくすヴェルフは、暗闇の奥へ姿を消した父親の姿に、握り締めた[image: 拳]を震わせた。
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　ホームに戻ったヴェルフは、ベル達に断りを入れて『工房』にこもった。

　平静を装えるか、自信がなかった。

　主神ヘスティアと鉢合わせをして隠し事をしていることを看破されたくなかった。

　裏庭に建つ小屋の中で一人、赤い光に顔を焼かれながら、ヴェルフは火を入れた炉をじっと見つめた。台座に腰かけ、身じろぎ一つせず凝然と。

　燃える火の揺らぎに合わせて思考が巡る。

　炎の輝きの前に、父親の再会に引きずられるように、錆び付いた追憶が蘇る。

　──鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚つちに想いを乗せろ。

　気付けば、ヴェルフは鎚を持ち、鉄を打っていた。

　カァン、カァン、という音を響かせながら火花を散らす。鉄の語りかけに己の声が重なり合い、荒れていた心が凪なぎのように静まっていくのがわかった。

　パチパチと炉の炎が音を上げ、締め切った鎧戸の外で闇が濃くなっていく。

　そして出発の時刻を目前にした時、一振りの剣が完成する。

『魔剣』でも何でもない、透明な光沢を宿す銀の剣。今まで作れたことのなかった白刃。

　己の顔を反射させる、まるで鏡のような輝きを宿した武器をヴェルフはじっと見つめた後、鉄床アンビルの上に置いた。何振りもの他の武器を白布にくるみ、工房を後にする。

　時間の経過は思ったより早かった。

　頭上はすっかり星空が満ち、側で見上げる館の窓からは光が全て消えている。

　ヴェルフは一頻ひとしきり己の家ホームを見つめた後、裏門から外へと出た。

　約束の刻限は近い。黙って通りを行くヴェルフは街外れを目指していく。

　と、その時だった。

「なっ……ベル!?」

　後方から近付く気配にはっとして振り向くと、そこには白髪の少年がいた。

　魔石街灯の明かりを浴びて目の前に出てくるベルは、言いにくそうに口ごもり、呟く。

「ヴェルフのことが、気になって……心配だったから」

　館ですれ違った際、青年の様子がおかしいことにベルは一人、気付いていたのだ。

　ホームを抜け出す自分の後を追ってきた少年に、啞然あぜんとしていたヴェルフは……微笑した。

　これで何度目だ、と18階層から己の後をぴょんぴょんと付いてくる寂しがりの兎うさぎのような少年に、温かい感情が生じた。

　右腕を伸ばし、ぐしゃぐしゃとその白髪をかき回す。

　目を白黒させるベルに向かってヴェルフは相好を崩した。

　その表情を見て、ベルの顔にも笑みが浮かぶ。

　一人で抱え込もうとしていたヴェルフは、夕方の出来事を仲間の少年に全て語った。

「ラ、王国ラキアが!?　いやそれより、ヴェルフのお父さん……!?」

「ああ。本当にあの国は『クロッゾの魔剣』がお気に入りらしい」

　通りを進みながら説明する中、ベルは動転する。

　己を見張る密偵の気配をヴェルフはつぶさに知覚していたが、どうせ何もできまい、と予測していた。あるいは少年ベル一人だけならば不用意な真似まねは起こさず、目を瞑るだろうと。

「……ヴェルフは、どうするの？」

　動じながら、深刻な表情でベルは隣から見上げてくる。

　要求を呑んで都市を去ってしまうのだろうかと恐れる少年に、ヴェルフは笑ってやった。

「お前を……お前達を置いて、俺はどこにも行かない。心配するな」

　俺に全部任せてくれ、とヴェルフはベルに告げる。

　張り詰めていた心が少年のおかげで軽くなった感覚を覚えながら、真夜中の街路を進み、目的地を目指した。

　指定された都市南西、街外れの倉庫地帯は交易所の中に存在した。

　陸路や海路を通じて運び込まれる他国、他地域の産品がこの南西区画に一度運び込まれ、取り引きした商会や商人達の手でオラリオ中に行き渡るのである。都市の住民が直接足あしを運んで珍しい外国の品々を購入していくことも多い。

　ヴェルフとベルは大小様々な倉庫が数多くある一帯に足を踏み入れた。点在する魔石灯の光が網目状の道を照らし切れておらず、薄暗くもあれば物陰や死角も多い。こちらを見下ろす巨大な市壁は間近にあった。

　やがて周囲でこちらを窺うかがっていた密偵の一人が前方に現れ、付いてこいとでも言うように被っている外套を翻す。ごくり、と喉を鳴らすベルを真横にヴェルフは後に続いた。

　人気ひとけのない道を進むことしばらく、長方形を描く古びた倉庫の一つに案内される。

「──一人で来いと言った筈だぞ、ヴェルフ」

「気付かない内に、勝手に後をつけてきたんだ。どうしようもないだろう」

　壁面高部の窓硝子から月明かりが差し込む倉庫の中央に、ヴィル・クロッゾは立っていた。

　眉をひそめる彼に、ヴェルフはベルの頭を右手で摑んで揺り動かす。

　ちょ、と顔を赤くする少年と実子のやり取りを前に、ヴィルは「まぁいい」と笑みを作る。

「せっかくだが、そちらの少年はここでお別れだ」

　腰から『魔剣』を取り出すヴィルの動きに合わせ、周囲から続々と人影が歩み出てくる。

　その数およそ五十。予想していたよりずっと多い。

　あまりの人数に動揺するベルを脇に、ヴェルフは顔を硬くさせた。

「どうやってオラリオに入ったんだ？　都市の検問はどうした？」

「管理機関ギルドがあるとはいえ、迷宮都市も一枚岩ではないだろう。商会然り、【ファミリア】然り、抜け道はいくらでもある」

　内通者の存在をほのめかすヴィルに、ギルドの警備はざるか、とヴェルフは悪態をつく。

　蒼い月明かりに照らされるヴィルの仲間──【アレス・ファミリア】の兵士達は一様にローブやマントを被り、あたかも旅人のように装い正体を隠していた。懐からナイフや短剣を装備し、ベルとヴェルフを取り囲む包囲網を徐々に狭めていく。

「さぁ愚息よ、ともに来てもらうぞ!?」

　身構えるヴェルフ達に、ヴィルが声高に笑い声を上げた、その直後。

　倉庫の薄闇を、無数の眩まばゆい魔石灯の光が切り裂いた。

「!?」

　ヴィルや兵士達は無論、ヴェルフとベルも一驚する。

　敵方の包囲網の更に外、兵士達を上回る数の亜人デミ・ヒューマン達が倉庫ごと包囲していた。

　携行用の魔石灯がいくつも輝きを発する中、眇すがめたヴェルフの瞳に、彼等の制服に刻まれた徽章きしょうが飛び込んでくる。

　交差する二本の鎚に、火山のエンブレム。

「ヘ、【ヘファイストス・ファミリア】!?」

　そのベルの叫びと重なるように、亜人デミ・ヒューマン達の輪から一人の女性が歩み出てくる。

「小人族フィンの言った通りだったか」

「椿ツバキ!?」

　黒髪を揺らしながら現れた眼帯の、単眼の女鍛冶師に、一声を放つヴェルフ。

　世界でも名うての鍛冶大派閥、そして多くの上級鍛冶師ハイ・スミスを保有しオラリオの中でも有数の戦力を誇る椿ツバキ達に、ヴィルもまた慄然りつぜんとした叫び声を上げる。

「な、何故っ、お前達がここにいる!?」

「お主らの目論見はとっくに見抜かれておる。手前てまえはその男の周辺をずっと見張っていた」

　顔を引きつらせるヴィルに椿ツバキは唇を吊り上げ話してやった。

　戦場で不可解な戦線を維持する王国ラキア軍の狙いに【ロキ・ファミリア】が気付き、ギルドの指示のもと、自分達に【ヘスティア・ファミリア】──ヴェルフの監視を命じていたのだと。

「俺を[image: 餌]えさにしやがったな……!?」

　まんまと父親と王国ラキアの兵士達を釣り上げた椿ツバキにヴェルフは唸る。先日から彼女が行く先々で──ダンジョンにまで──現れたのも、これが理由だったのだ。

　ヴェルフに睨み付けられた椿ツバキが肩を竦すくめていると、その横から女神が歩み出てくる。

「倉庫の外で待機していた貴方達の仲間も、うちの子が捕えたわ。観念しなさい」

「かっ、神ヘファイストス……!?」

　椿ツバキとは真逆、右眼に漆黒の眼帯をつけたヘファイストスの姿に、ヴィルはたじろぐ。

　眼帯を含めた特徴的な外見と紅髪紅眼の美貌は彼女の名を世界に知らしめている。鍛冶大派閥の主神に兵士達がうろたえる中、ヴィルは取り乱したように大声を打った。

「まだだ!?　まだこちらには『魔剣』があるっ、『クロッゾの魔剣』がな!?」

　右手に握っていた赤剣──本物の『クロッゾの魔剣』を掲げる男に、ベルや【ヘファイストス・ファミリア】の団員達は緊張した。

『海を焼き払った』とまで言われる伝説の『魔剣』。対軍武器として間違いなく最上位に属する武装を見せつけられ、椿ツバキもその右眼を細める。

　ヘファイストスは泰然としており、ただ黙りこくるヴェルフに瞥見を飛ばした。

　ヴィルの絶叫に呼応するように、兵士達もそれぞれの『魔剣』を抜き放つ。

「都市を火の海に変えてほしくなければこちらに来い、ヴェルフ!?」

　精気に欠けた瞳と相貌に鬼気迫るものを宿しながら、ヴィルは己の子に叫びかける。

「これは計算外だったな。さて、どうするか……って、おい、ヴェル吉きち？」

「お前等は手を出すな」

「ヴェルフっ」

「お前も、俺を信じろ」

　視線の先でヴィルのもとに歩んでいくヴェルフに椿ツバキが声を張るが、彼は振り返りもせず周囲の者達にそれだけを言った。咄嗟に身を乗り出すベルには、肩越しに笑みを送る。

　己のもとに近付いてくる息子の姿に、ヴィルは安堵あんどと喜びを浮かべた。

「いいぞ、ヴェルフ!?　さぁ来い、まずは手始めに『魔剣』を寄こせ!?」

　歓喜する父親に向かって歩むヴェルフは、十歩分の距離を置いて立ち止まる。

　固唾かたずを呑む周囲の者達の視線を浴びながら、背負っていた白布に手をやった。

　白布に巻かれていた何振りもの剣の中で、ヴェルフは一振りの長剣を抜き、掲げる。

「コレしかねえ」

「はっ……？」

「だから、『魔剣』はこれしか打ってないんだ」

　ホームにも工房にも、この一振りしか『クロッゾの魔剣』は存在しないと告げる。

　たった一振りのみで、白布にくるまれていた他の武器は自分達を出し抜くための偽剣と気付かされたヴィルは、呆けていた顔を瞬く間に真っ赤に染めた。

　そんな実父に対し、半日で『魔剣』を作れる筈ないだろ、と子は嘆息交じりに肩を竦める。

「貴様ッ、私が言ったことを忘れたのか……!?　都市を火の海に……！」

　続く言葉を、ヴェルフは己の声で遮さえぎった。

「あんたが今いま持っている一振りしか、『クロッゾの魔剣』はないんだろう？」


「────」



　その指摘に、ベルも、椿ツバキ達【ヘファイストス・ファミリア】も目を見張る。

　鍛冶神ヘファイストスだけが何も変わらず、ことの成り行きを見守っていた。

「工房にこもって、少し頭が冷えた。例え破壊を免れていたとしても、あの王国ラキアが一族の『魔剣』を一気に手放すわけがない」

　一族同様、過去の栄光に縋すがる王国ラキアの『クロッゾの魔剣』への異常な執着をヴェルフは知っている。成功するかもわからない計画に残存していた『魔剣』を全てつぎ込むなど、まずありえない。手持ちの『クロッゾの魔剣』を持ってくるよう命じたのもそこに起因している筈だ。

　恐らくはヴェルフを取り込んだ後、都市外に出ている派閥連合を『魔剣』の力をもって挟撃でもする計画だったのだろう。

　自分を引き抜く交渉材料として、父親の持つ一振りしか用意されていないことをヴェルフは看破する。

　読みは見事に的中したのか、ヴィルは呆然と立ちつくしていた。『クロッゾ』とは何の関係もない『魔剣』を見せつけていた兵士達も、動揺の様相を呈する。

　対峙たいじする息子の鋭い眼差しに、ヴィルの足は一歩、後退した。

「ぐっっ──がぁあああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　次の瞬間、ヴィルは眦まなじりを裂きながら叫喚を上げる。

「近付くな!?　この一振りさえあれば、お前らを消し飛ばすことも可能だぞ!?」

　自暴自棄になりながら今にも赤剣を振り下ろそうとする男の姿に、再び場の緊張が高まる。

　一触即発の空気。ベルが速攻魔法まほうをいつでも撃てるよう右手を握り締め、太刀の柄に手をかける椿ツバキが唇を舐め一瞬後には肉薄を仕掛けようとする。

　そんな中、ヴェルフは、言った。

「撃てよ」

　固まる実の父親に、彼は赤い頭髪を揺らし、冷然とした眼差しで促す。

「撃ってみろよ」

　ヴィルは、歯をあらん限りに食い縛った。

　実の息子の挑発的な視線に怒りが沸点を超えたのか、ざわつく周りの兵士達の制止を聞かぬまま、『クロッゾの魔剣』を大上段に構えた。

「こっ、このぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

　そして、赤剣が振り下ろされるより早く。

　ベルや他の鍛冶師スミス達が動き出すより、椿ツバキの疾駆より早く。

　かっっと目を見開いたヴェルフは、手に握っていた紅剣を無造作に振り抜いた。

「──裂進れっしんッ!!」

　放たれる大爆炎。

　ヴィルの赤剣から同時に迸ほとばしった火炎流と、一気に衝突する。

　全ての眷族の目が見張られる中、左眼を細めるヘファイストスの視線の先で、猛り狂う紅炎は赤炎をあっさり呑み込み──相殺そうさいした。

　膨大な火の粉と熱気、爆風が発生する。

　激しい相殺の余波にある者は吹き飛ばされ、またある者は四肢に力を込めその場で耐え凌しのいだ。紅の袴が翻り、一人の女鍛冶師が主神の前に移動し爆風を防ぐ。

　そして、真っ赤に塗り潰された視界に正常な色が戻り始める頃。

　ベル達が顔を上げると……倉庫の中心地には黒く焼け焦げた跡、そして両の脚でたたずむヴェルフと尻餅しりもちをつくヴィルの姿があった。

　愕然とするヴィルの手の中で赤剣が音を立てて粉砕し、ヴェルフの右手の中では依然いぜん健在な紅剣が光沢を放つ。

　使用限界、強度の差。あるいは単純な出力の隔たり。

　血反吐ちへどを吐きながら心身うつわを昇華させた青年の『魔剣』が、血に縋るのみだった祖先の『魔剣』を上回っていた。それだけである。

「……なぜだっ」

　砕けた『魔剣』を見下ろしながら、茫然自失ぼうぜんじしつしていたヴィルは。

　体の震えを徐々に大きくしながら、次には決壊したかのように激情を喚き散らす。

「何故そこまでの力がありながら、『魔剣』を打とうとしない!?」

「……」

「一族のためにっ、国のために尽くそうとしないのだ!?」

　父親の叫声に、ヴェルフは何も言い返さない。

　少年ベル、女神ヘファイストス、そして椿ツバキに見つめられる中、彼は強大な『魔剣』の柄を握り締める。

「何故なぜ『魔剣』を打てるのがお前だったのだ!!　私だったら、私であったなら、今頃いまごろっ……！　このッ、不肖の息子め!?」

　ヴェルフを糾弾するヴィルは立ち上がった。

　外套を揺らし、瞳を獣のように血走らせながら感情を爆発させる。

「砕ける『魔剣ぶき』が見たくないなどと、まだ言っているのか貴様はァ!?　武器など摩耗品だ！　新たに作ればいい!!」

　ヴェルフの双眼が吊り上がる。

　そんな彼の様子に気付かないヴィルは、言った。

「『多くの武器を生み、多くの栄誉を得る』──『魔剣』とともに繁栄した鍛冶貴族の教えを忘れたのかぁ!?」

　その言葉に──とうとうヴェルフも爆発した。

「何が鍛冶貴族だ!?　何が栄誉だ!?」

　倉庫を突き抜けるほどの大音声にヴィルが言葉を失う中、ヴェルフはずかずかと大股で歩み寄る。

　次には握り締めた[image: 拳]を、父親の頰に叩き込んだ。

「がっっ!?」

　張り倒されるヴィルの姿に、啞然としていた兵士達が剣を抜こうとするが、

「動くんじゃねえッ!!」

　再び放たれたヴェルフの怒号が彼等の動きを封じる。

　上級鍛冶師ハイ・スミスの咆哮に兵士達が恐れおののく一方、彼の叫び声は瞠目するベルや椿ツバキ達にも向けられていた。

「起きろ!!　立てっ!!」

「……っ!?」

『魔剣』や全ての武装を捨て、両手でヴィルの胸ぐらを摑み上げる。

　唇から血を流す父親を強引ごういんに立たせたヴェルフは、再び[image: 拳]を叩き込んだ。

「ぐァっ!?」

「貴族の誇りだと!?　お前等だって鍛冶師かじしの本懐を忘れてるんじゃねえ!!」

　言葉と握り[image: 拳]を見舞われたヴィルは後退し、次には真っ赤な顔を振り上げる。

　憤激する彼は両手を下げるヴェルフの顔に、[image: 拳]を見舞い返した。

「栄誉の前では、鍛冶師われわれの本懐など取るに足りない塵芥ちりあくただ!!」

　言い分とともに放たれたヴィルの[image: 拳]を甘んじて受けたヴェルフは、すかさず殴り返す。

　鈍重な殴打音。左頰にめり込む鉄[image: 拳]。

　物凄まじい威力に足をふらつかせ、愕然とする相手に向かって、ヴェルフは吠えた。

「何が塵芥だってぇ!?　聞こえねえぞ、終わりかァ!?」


「こっ、このっ、愚息がァ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!?」



　怒りが振り切れるヴィルが両手を振るって殴りかかる。

　父親の[image: 拳]が己の顔を打つ度に、ヴェルフもまた相手に向かって腕を振り抜いた。

　ベルを含めた周囲の者達が顔を引きつらせ、啞然とする中。

　状況も体裁も、何もかも忘れ、盛大な親子喧嘩げんかが始まる。

「武器に求められるのは力だ!!　綺麗事きれいごとを抜かすなぁ!?」

　茶色の髪と赤い髪を振り乱しながら両者互いに殴り合う。

　相手の顔面にいくつもの打撲の跡を刻み、切れた肌から幾粒もの血が飛んだ。

　ヴィルの[image: 拳]をこめかみに受けたヴェルフは、応えた素振りも見せず痛烈な一撃を返した。

「がッ……!?」

　殴り飛ばされる彼に、ヴェルフは腕で乱暴に血まみれの頰を拭う。

「今の俺は、『魔剣』を振りかざす野郎どもと何も変わらねえ!!」

「っ……!?」

「これが本当に力か!?　こんなものが、鍛冶師おれたちが生み出さなきゃいけないものなのか!?」

　片やＬｖ．２の上級鍛冶師ハイ・スミス、片やＬｖ．１の没落した鍛冶貴族。

　不条理とも言える己の力を[image: 拳]と一緒に叩き込みながら、ヴェルフは胸の内をぶつけた。

「違うだろ、そうじゃないだろう!?」

　目を見開く父親に向かって、もう一発、殴りかかる。

「武器は使い手の半身だ!!　苦楽をともにしてやれる、道を切り開いてやれる魂の片割れだ!!」

「そんな、ことがっ……！」

「鍛冶師おれたちは矜持をもってっ、使い手あいつらに武器を届けなきゃいけない!!」

　視界の隅に、立ちつくす少年を掠めながら、ヴェルフは再三殴った。

　血まみれになった[image: 拳]に己の意志を込めながら。

「ッッ……王国おうこくを追われれば、我々に居場所などない!?　貴族の栄光を失えば、一族クロッゾには何も残らないっ、生きられないのだ……！　何故それがわからない!?」

　血筋に縋り続けた一族は、貴族の誇りを失い、荒野へと放逐された瞬間、もはや生き方を見出せず死に絶える。

　それを何とかするためにも『魔剣』が必要であるのだと。

　血によって生み出される『魔剣』のみしか、一族の救済の手立てはないのだと、ヴィルはもはや力の入らない[image: 拳]で訴えた。

　頰を張られたヴェルフは、眦を吊り上げ両手を伸ばす。

「残ってるだろう、あんた達には!?　鎚つちを振るえる手が、鉄てつを摑める手が!!」

「……ッ!?」

　胸ぐらを摑み、引き寄せた。

　眼前でヴィルの瞳を見据えながら、ヴェルフは喉を震わせる。

「鎚と鉄、そして燃えたぎる情熱ほのおさえあえば、武器はどこでも打てる！　貴族なんて、王国おうこくなんて糞喰くそくらえだ!!」

　呆然とする父親に大声をぶつけながら、いい加減目を覚ませ、と。

　鍛冶神ヘファイストスに見守られるヴェルフは、錆び付いた追憶の声を己の口に乗せた。

「──鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚つちに想いを乗せろ!!　全部、あんた達が俺に教えた言葉だろう!?」

　煤すすまみれのぼろ臭い工房。

　祖父と、父親と、自分で鉄を愚直に鍛え続けていた幼少の日々。

『魔剣』に代わる武器で没落した一族を立て直そうと、子に血の才能が発覚するまで鉄を打ち続けていた、親子三代にわたる鍛冶の風景。

　確かに存在していた鍛冶師としての日々。

　当時の光景を喚起させる子の叫びに、ヴィルの瞳が震える。

　胸ぐらを握り締める両手に力を込めながら、ともすれば泣き出しそうな顔で、ヴェルフは大声を打った。

「鍛冶師の誇りはどこにいったぁ!?」

　倉庫一帯に叫びが響き渡っていく。

　王国ラキアの兵士達も、鍛冶師達も、ベルも耳朶を震わせられ、その場から動くことを忘れていた。

　息を切らしながら、ヴェルフは胸ぐらを摑んだままうつむくように顔を伏せる。

　顔をぼろぼろにし、目を見開くヴィルの体から力が抜けていき、だらりと腕が下がった。

　多くの者に見つめられる中、静寂が訪れる。

「もういい」

　ややあって、その静寂を破ったのは一人の老人だった。

　兵士達の中から歩み出し、ヴェルフ達に近付き、被ったフードを脱ぎ去る。

　白い髪と髭ひげを生やした厳めしい顔付きの男性に、ヴェルフははっと肩を揺らした。

「爺じじい……!?」

「父上……！」

　ヴィルとともに振り向き、己の祖父をヴェルフはまじまじと見つめる。

　ガロン・クロッゾ。

　老域に達しながらたくましい体に、伸びた背筋。身長はヴェルフと同様一七〇Ｃセルチ以上ある。ヴィルと自分に鍛冶の基礎を教えた先代の一族クロッゾの当主だ。

　ヴェルフは、寡黙に鉄を鍛える彼の後ろ姿から鍛冶師とは何たるかを学んだと言っても過言ではない。

　父親と同じくオラリオに来ていたのか、とヴェルフは動揺を隠す。

「……爺じじい、あんたも親父と同じ理由で……」

「そうだ。お前を説得する任を受けていた」

　ヴィルを離し、数歩距離を置いて身構える。

　父親が地面に膝をつく中、祖父である男は瞳を細めた。

「だが、止やめだ」

「……！」

「お前の意志は硬過ぎる。それこそ、鉄のようにな」

　浅く笑うガロンに、ヴェルフはただただ驚いた。

　彼が笑った姿をこれまで、一度も見たことがなかったからだ。

「幼いお前に、『魔剣』を強要させたのを悩んでいた……そして今のお前を見て、はっきりと後悔した」

　低い声音が悔悟を語った。

　七年前、ヴィル達家族に『クロッゾの魔剣』作製を強要される中、ヴェルフが助けを求めるように視線を送ったガロンは、能面のような顔で『魔剣を打て』と言い渡したのだ。

　子供のヴェルフにとって鍛冶師スミスとはガロンであり、そんな彼が告げた命令に途方もない衝撃と失望を覚えた。そしてそれは家と王国ラキアを飛び出した直接の契機となったのである。

　本心を語る祖父にヴェルフは驚いていたが、ガロンはそこで鋭い表情を纏った。

「だが、その身に流れる血は一生お前について回る。一族クロッゾの宿命のろいは、お前を『魔剣』の道へと引きずり込む」

　年老いてなお衰えない眼光を秘めながら、ガロンは問うてくる。

「それでも、お前は信念を曲げないのか？」

　その言葉は、奇くしくも椿ツバキが問い、責めてきた内容と合致していた。

　魔剣鍛冶師としての素質。血にまつわる力を用いるか否か。

　椿ツバキには何も言い返せなかった。己の無力感に打ちひしがれ、意志が揺らいでしまった。

　だが今は違う。

　父親と祖父と──『クロッゾ』の因縁と対面したことで、ねじ曲げる訳にはいかない信念を思い出した。

「曲げねえ!!」

　間髪入れず、ヴェルフはガロンに叫び返す。

　この場にいる椿ツバキにも表明するように、己の答えと覚悟をぶちまけた。

「『魔剣』を超える武器を作ってみせる!!　血筋なんてものを見返してやる!!　俺は『クロッゾ』じゃない──俺は、俺だ!!」

『クロッゾの魔剣』ではない、『俺ヴェルフの武器』を作ってやると。

　至高を目指す上で避けては通れない己の野望を、言い放つ。

「……生意気な小僧め」

　ヴェルフの答えにガロンは目を細めた。

　あたかも孫の成長を喜ぶように。

「我々はお前から手を引く」

「父上、それでは……！　王国に私達の居場所は、もう……！」

　ガロンの下す決定に、地面に膝と手をつくヴィルが口を開く。

　血まみれとなっている顔を歪める彼に、老人は淡々と告げた。

「やり直しだ。鍛冶貴族としてではなく、『鍛冶師かじし』として」

　ヴィルは何も言い返そうとしなかった。ただ顔をうつむかせ、ぐっと震える手で[image: 拳]を作る。

　ガロンはそのまま孫の顔を見据えた。

「鎚と鉄、燃えたぎる情熱ほのおさえあえば、武器はどこでも打てる……だったか。全くもってその通りだ」

　ヴェルフから視線を外したガロンは、その教えを孫に授けたであろう女神を見つめる。

　彼は貴いものを見るように瞳を細め、彼女に一礼した。

「投降します、神よ。責任はこの老いぼれに。どうか他の者には慈悲を」

「……わかったわ。受け入れましょう」

　事実上の降伏宣言に、ヘファイストスはゆっくりと頷いた。

　兵士達の中に異議を唱える者はいない。勝敗はヴィルの『魔剣』が砕かれた時点で既に決しており、上級鍛冶師ハイ・スミス達に囲まれているこの状況では抵抗の意思さえ潰ついえる。両膝をがくっと地面について次々と武器を捨てていく彼等を、【ヘファイストス・ファミリア】の団員達は捕縛し始めた。

「馬鹿め」

「……」

　兵士達が捕まっていく傍かたわら、側を通った椿ツバキが顔も見ず、その一言を告げてきた。

　失望したように自分から遠ざかっていく彼女の後ろ姿にヴェルフは何も返せない。

　傷だらけの顔で物言わず倉庫の中心にたたずんでいると、やがて兵士達は鍛冶師スミス達の手でギルドへと連行され始めた。

　両手を縄で結ばれうつむくヴィル、そしてガロン。

　倉庫の出口から姿を消す際、横顔を向け僅かな笑みを向けてきた祖父を、ヴェルフは瞳に焼き付ける。

　祖父達の後ろ姿が見えなくなった後も、その場から動かず見つめ続けた。

「ヴェルフ……」

　場に残るベルとヘファイストスに見守られながら。

　ヴェルフは月明かりが差し込む倉庫の中で、立ち通すのだった。





[image: ]






　夜半を超え、街から光が消えていき、月夜が薄まって、東の山に夜明けの気配が迫る。

　夜から早朝へ時間が移ろっていく中、白み始めて行く空に見下ろされるヴェルフは、胡座あぐらをかいていた。

　倉庫の屋根の上。地面から離れた高所で石像のように身じろぎせず、声を発することもなく、一人その場に座り込んでいる。

「……」

　そんな後ろ姿を、ベルもまた一人で見つめていた。

『クロッゾ』の因縁と決着をつけた後、ヴェルフは人の目を嫌うように倉庫に上り、何もせず屋根の端から動かない。距離を置いて見つめるベルもそれは同様だった。

　一晩中、夜気に包まれすっかり体が冷えてしまっている。だが青年を置いて帰ることは少年にはできなかった。

　かける言葉も見つからないまま、ただ立ちつくしてその背中を見つめている。

「ここにいたのね」

「ヘファイストス様……」

　ブーツの靴音を鳴らし、ヘファイストスがベルの後方から近付いてきた。

　振り返る少年の横に並ぶ女神は、白む空と座り込む青年の前景に、己の左眼を細める。

「ベル・クラネル。ここは任せてくれない？」

　あの鍛冶師スミスと二人にしてくれないか。

　そう告げてくるヘファイストスにベルは目を軽く見張った後、頷いた。

　神の言葉を受け入れて場を譲り、頭を下げてから屋上から去っていく。

　少年の足音が遠ざかっていく中、ヘファイストスはヴェルフの背に歩み寄った。

「王国ラキアの兵士達はギルドに引き渡したわ」

「……」

「今は侵入経路なんかを聴取してる。内通者は戦争を起こすことを条件に、彼等を都市に入れたみたい。特需が目的だったのか、他に狙いがあったのかはわからないけど……」

　胡座をかくヴェルフの隣に立ち、事務的に報告するヘファイストス。

　青年に顔を向けることなく、前方の都市の空を眺めながら、彼女は言った。

「ギルドは王国ラキアに身代金を求めるそうよ。応じなかったとしても、しばらくしてから兵士達は野に放つらしいわ」

　兵士達と、父親と祖父の顚末てんまつに、ヴェルフは「……そうですか」と呟いた。

　蒼く白い早暁そうぎょうの空に、二人並んでしばらく身を委ゆだねる。

「……俺は、間違っていますか？」

　東の空が徐々に明るくなる中、ヴェルフはおもむろに口を開いた。

　身に流れる血を捨て、『クロッゾの魔剣』を超える武器を、至高を目指す己の決断。

　顔は上げず、うつむきながら女神に尋ねていた。

「さぁ、どうでしょうね」

「……」

「椿ツバキの言うことは間違ってはいないわ。有限の時間しか生きられない子供あなた達が神々わたしたちの領域に辿り着くためには、それこそ何もかも支払わないといけない」

　ヘファイストスはありのままの事実を語る。

　口を噤むヴェルフに、「でも」と彼女は続けた。

「ヴェルフには、ヴェルフの信念があるんでしょう？」

「……はい」

「なら自分を疑っては駄目よ。中身が空っぽな鉄ほど、もろいものはないのだから」

　そして鍛冶の女神は、ヴェルフの方を向いて笑った。

「神々わたしたちは、子供あなた達の意志の力が不可能を覆すことを、いつだって期待している。英雄と呼ばれた子達が絶望を超克していった、あの瞬間のように」

　真理と神智じんちさえ超え、神々が知らない光景を見せてくれる子供達を、待ち望んでいる。

　ヴェルフ達の可能性を自分達は知っていると、女神は優しい声音で伝えた。

「……俺は、俺のやり方で貴方に追い付いてみせる」

　神に諭されるヴェルフは、ややあってその場から立ち上がる。

　ヘファイストスの顔を見つめ返しながら、もう揺らぐことのない決意を語った。

「追い付くだけでいいの？」

「……追い抜いてみせます」

　漆黒の眼帯とは逆の左眼を面白がるように細める鍛冶神に、ヴェルフも笑う。

　子の成長を喜ぶ母親のようにヘファイストスは微笑ほほえみ、次には腕を伸ばした。

　ヴェルフの頭に手を添え、その赤い髪を撫なでてくる。

「──なっ、何をっ!?」

　突然の行為に一瞬固かたまったヴェルフは、赤面してすぐにその手を振り払った。

「あら、嫌だった？」

「お、俺はもうそんな年じゃない！　こういうのはベル辺りにやってください!?」

「ふふっ。ヴェルフのそうやって兄御あにご振ろうとする可愛いところ、私は好きよ？」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　くすくすと笑うヘファイストスに、ヴェルフは耳まで紅潮させる。

　ベル達の前では長兄のように振る舞う彼も、女神の前では形かたなしだった。

　くそっ、とヴェルフは火照ほてった顔を片手で覆う。紅髪紅眼の彼女の整った相貌が浮かべるその笑みに、一瞬でも見惚れていた自分に悪態をついた。

　何より、何も言い返すことのできない醜態に、彼女に対する己の感情を再認識してしまう。

　椿ツバキが言っていた通り、ヴェルフはヘファイストスを神として、鍛冶師スミスとして──そして一人の女性として、憧あこがれを抱いている。

　最初はこの鍛冶神かみに絶対に辿り着いてみせるという野望、そして目標だった。彼女が生み出す至高の武器に至って、いや超えてみせようと。

　そして彼女と何度も接する内に、感情は徐々にその形を変えていった。

　なんてことはない、ヴェルフもベルと同じだ。

　畏敬が憧憬しょうけいに、憧憬が思慕に移ろうのは早かった。まずはヘファイストスの武器に惚れ込み、そして武器を打つ彼女の神格じんかくに惹ひかれたのだ。

　恋と言うには甘くなく、愛と言うには畏かしこまってない。

　もっと幼稚で、憧れを伴った、炎のように熱い何かだ。

（いっそ……）

　職業病のようなものなのかもしれない、と。

　まだ熱い額を手の平で押さえながら、鍛冶師スミスの青年は微笑んでいる女神の横顔を見やる。

「……そういう貴方は、どうなんです？」

「？」

　日の出が始まろうとする東の空に眺められながら、ヴェルフはやられっ放しは性に合わないと、腕を組みそっぽを向きながら言ってやった。

「あの女から……椿ツバキから、俺がいなくなって貴方が寂しがっていると、聞きました」

　きょとん、としていたヘファイストスは。

　すぐに「はぁ」と嘆息する。

「……全く、あの子ったら本当に口が軽いんだから」

　ヘファイストスは照れるでも慌てるでもなく、派閥一の愉快人に対し愚痴ぐちを漏らした。

　あっさり認められてしまう辺り、意趣返しを行った自分の立つ瀬がないというか口惜しいというか……とにかく自分はそのような対象に見られていないのだと、癪しゃくな気持ちを覚える。

　そもそも、椿ツバキの言葉を聞いて少しでも自惚うぬぼれようとしていた自分がいたことに気付き、ヴェルフは死にたくなった。

「そうね、ヴェルフがいなくなって少し、しんみりしていたわ。あぁ、また子供が巣立っていくのね、って」

「そうですか……」

　穏やかな声音で語る隣のヘファイストスの顔を羞恥しゅうちで直視できず、ヴェルフは正面を向きながら右手で眉間を揉もみほぐす。

「派閥の子には絶対に言わないんだけど……もうヴェルフは私の【ファミリア】じゃないし、いいわ、教えてあげる。私、貴方のことは目にかけていたのよ？　育っていくのを楽しみにしていた」

　直後、そんな期待していたという本心を語られ、再び取り乱す。

　それは恐らく鍛冶神である彼女の最大級の賛辞だった。一介の職人なら身にあまる光栄で打ち震えてしまうほどの。

　赤くなって振り向くヴェルフの心情を知って知らずか、ヘファイストスは意地の悪そうな眼差しを浮かべた。

「もし私を認めさせるほどの作品を持ってきたなら、何か褒美ほうびを取らせようと思っていたのに……残念だったわね？」

　からかうように左眼で流し目を送ってくる紅髪紅眼の女神に、かっ、と今度こそ頭にきた。

　様々な情動が暴走し、ヴェルフは叫んだ。

「それは今でも有効ですか!?」

「えっ？」

「貴方に吠え面をかかせるほどの作品を持っていけば、褒美は貰もらえるのかって聞いているんです！」

　顔を頭髪と同じ色に染めるヴェルフの剣幕に、ヘファイストスは珍しく押され「え、ええ、できたなら」と了承する。

　他派閥の主神に約束を取り付けさせるという暴挙を成し得ながら、ヴェルフはそのまま、更に顔を燃やして、言った。

「ならっ、貴方が認める武具を作れたなら、自分と付き合ってください!!」

　そう言ってしまった。

　胸を揺らす鼓動の音を心底しんそこ煩わずらわしく思いながら、ヴェルフは羞恥を堪こらえ、目の前のヘファイストスを見つめる。

　己の一世一代の告白に対し、啞然としていた女神は──口を押さえ、噴き出した。

「ひ、人の決意を……!?」

「うふっ、うふふふっ……!?　ごめっ、ごめんなさいっ、でもっ、おかしくって……！」

　お腹なかを押さえて体を揺らす女神の姿に、もはや悶もだえ死にしそうになりながら呻いていると。

　ヘファイストスは左眼に溜まった涙を指で拭い、こちらに笑みを見せてきた。

「久しぶりに聞いたんだもの、その言葉」

　は？　とヴェルフが動きを止めると、ヘファイストスは続ける。

「昔の団員……鍛冶師達も貴方と同じことを言って、私に求愛してきたの」

　その言葉を聞いて完璧に硬直するヴェルフに、鍛冶の女神はその目を細めた。

「先輩達に先を越されているわよ、貴方？」

　死にたくなった。

　今度こそ本当に死にたくなった。

　この屋根の上から飛び降りたい衝動に駆られた。

（これだから鍛冶師ってやつは……!?）

　非常に面倒臭く、遠回りな職人流の告白しかできない、自分を含めた鍛冶師連中に、ヴェルフは真っ赤になって頭を抱える。

　悶絶する子供にくすくすと楽しそうに笑みを落とすヘファイストス。

　間もなく、彼女は静かに表情をあらためた。

「でも、それが叶かなった子は今まで一人もいないわ」

　その発言にヴェルフは顔を上げる。

　目の前には、挑戦的な笑みを浮かべる女神の姿があった。

「貴方にできるかしら？」

　紅髪を揺らし見据えてくる鍛冶神の言葉に、息を止める。

　そして次には真っ向から受け止め、ヴェルフは不敵に笑ってみせた。

「上等です」

『魔剣』を超える武器を打ち、至高に辿り着き、そして目の前の女神を見返してやる。

　また目標が増えた。

　朝焼けが始まった空に顔を照らされながら、青年と女神は笑みを交わし合った。

「まぁ……私と付き合う云々うんぬんは置いておいて、貴方も早くいい伴侶はんりょを見つけなさい」

　ヴェルフの調子がすっかり戻ったことに満足したのか、ヘファイストスは片腕を上げて伸びをする。

　一方、「は？」とヴェルフはその発言に動きを止めた。

「少し頑固だけど、貴方ならきっといい子が見つかるわ」

「ま、待ってください、俺は冗談なんかじゃあ……！」

「ヴェルフ、永遠を生きる私達にまとわりつかれたって、損をするだけよ？　家庭なんてものも作れないしね」

　慌てるヴェルフを笑みで躱かわし、ヘファイストスは告げる。

「それに、私は女として失格」

　卑下するわけでも自嘲するわけもでなく、ヘファイストスは淡々と言葉にし、己の右眼──漆黒の眼帯に触れた。

「この下にはね、貴方がびっくりするほど醜い顔が広がっている」

「……！」

「不思議でしょ、神なのに。私も散々思ったわ。天界では他の神に嫌厭けんえんされたし、笑われた」

　彼女は顔の右半分を覆う眼帯に手を添えて、苦笑する。

　鍛冶神ヘファイストス。

　火と鍛冶を司る神は、神にあらざる醜い相貌を持っている。

　完全完璧である筈の神が有する欠陥。『神の力アルカナム』をもってしてもどうにもすることのできない、彼女を鍛冶神ヘファイストスたらしめる素顔。

　男神女神かかわらず、他神達には『醜顔』と嘲笑され侮られ、みじめな思いをしてきた。

「この眼帯の下を見て、笑ったり不気味ぶきみがったりしなかったのは、ヘスティアくらい」

　だからこそあの幼い女神とは今でも腐れ縁であり、無二の神友しんゆうであるのだと、ヘファイストスは頰を緩ませながら打ち明ける。

「あの眷族こ達も怯えた。だから、私なんかは止めておきなさい」

　笑いかけ、ヘファイストスは背を向ける。

　歩み出して、遠ざかっていく女神の後ろ姿。

　たたずんでいたヴェルフは、ぐっと両目を一杯に吊り上げ、大股で彼女を追った。

　無礼と知りながら右腕でヘファイストスの肩を摑み、強引に振り向かせる。

　驚いた表情を見せる女神と向き合って、その漆黒の眼帯に左手を伸ばした。

「ちょ、ちょっとっ」

　動じる声を無視し、滑らかな紅髪に触れながら、あっさりと眼帯を外す。

　立ちつくすヘファイストス。初めて一緒に見る彼女の両の眼まなこ。

　そして視界に飛び込んでくる女神の素顔。

　己より身長の低い、瞳を揺らす彼女をじっと見つめていたヴェルフは──顔色一つ変えず、はんっ、と。

　盛大に鼻を鳴らし、口を吊り上げる。

「拍子抜けですね、ヘファイストス様。この程度で俺を遠ざけられると思っていたんですか？」

　呆然とする女神の手に眼帯を返しながら、ヴェルフは毅然きぜんとして笑った。

「貴方に鍛えられた鉄おれの熱は、こんなものじゃ冷めやしない」

　その言葉に、目を見開くヘファイストスの頰がうっすらと染まる。

　しばらくヴェルフを見上げていた鍛冶神は、ゆっくりと笑みを浮かべ、右眼に眼帯を付け直した。

　顔の右半分を覆った彼女は顔を左右に振り紅髪を揺らした後、見つめてくる。

「言ってくれるじゃない」

「これで相あいこです」

「もう。鍛冶師かじしってみんな偏屈で、負けず嫌いなんだから」

　微笑むヘファイストスに笑みを返しながら、軽口を叩き合う。

　ようやく一本取ったヴェルフは胸がすくとともに、どこか澄み渡った表情を浮かべる女神の姿に誇らしくなった。

　夜明けの光が二人を照らし出す。

　朝の始まりの空気に包まれながら、女神と青年は顔を綻ばせるのだった。
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　後日。

　王国ラキアの兵士が侵入したことは関係者を除き、ギルド職員にさえ口外されることはなかった。

　余計な混乱を防ぐためのギルド上層部の処置であり、捕まった兵士達はしばらくの間、万神殿パンテオンの奥に閉じ込められることになる。

　事件があったことを誰も知らないまま、オラリオはいつも通りの日常を過ごしていく。

　そんな中。

「それでね、ヴェルフがね、ヴェルフがね？」

　とある武具店の執務室。

　ご機嫌な女神の声音が弾むように響いていた。

「もう七度も聞いたぞ、主神様よ……」

　執務机に頰杖ほおづえを付きながら笑みを浮かべるヘファイストスに、書類の山を抱え雑務を手伝う椿ツバキが、うんざりした顔で指摘する。

　あの事件の直後から、ヘファイストスは自分を捕まえてはヴェルフとの間にあったやり取り、言ってしまえば惚気のろけ話を聞かせてくるようになった。本人ヴェルフの前では勿論、団員達には凛りんとした主神の顔で接しおくびにも出さない彼女だったが、ひと度たび部屋にこもればこの始末である。

　紅く染めた頰を緩ませ、嬉うれしそうに八度目となる話を聞かせてくる己の主神に、椿ツバキは大きな溜息ためいきをついた。

「いい年して、乙女おとめのような顔しおって……」

　椿ツバキはもう一度、嘆息する。

　仕事にも手をつけず浮かれている女神を尻目に、やってくれるわ、とここに来て仕返しをしてきた鍛冶師スミスの青年に愚痴を飛ばした。




　更に後日。


　椿ツバキの時と同じく鍛冶神が漏らしたことにより、青年との惚気話は瞬く間に神々の間に広まることになる。特に青年が最後に放った決め台詞ぜりふは『『『『『クセェー!?』』』』』と大好評を博し、しばらく娯楽に飢えた神々の笑い種もとい語かたり種ぐさとなった。



　そんな経緯を受け、また後日ごじつ開かれることになる『神会デナトゥス』の命名式において、青年の称号は速攻で決まることになる。

　ヴェルフ・クロッゾ。二つ名は──【不冷イグニス】。

　将来、ニヤニヤとするヘスティアとリリ、興奮し感心する命ミコトと春姫ハルヒメ、そして苦笑するベルに見守られる羽目になる青年は。

　あまりにもあんまりな二つ名とその由来に、赤面して頭を抱えることになる。

























「いらっしゃいませ、冒険者様。本日はどのようなご用件でしょうか？」

　迷宮探索の今後について相談しにきた、と言えば彼女達は快く応こたえてくれる。

「畏かしこまりました。今、担当官をお呼びします。ボックスの中でお待ちください」

　昇格ランクアップの申請をしたい、と伝えれば彼女達は瞳ひとみを細め祝福してくれる。

「おめでとうございます。Ｌｖ．２……第三級冒険者昇級をただ今いまをもって承認しました。今後とも更なるご活躍を期待しています」

　今晩こんばん夕食でもどうかと下心からお誘いすれば、彼女達は満面の笑みで即答する。

「ご用がないのでしたらお引き取りください」

　そして、新たな冒険者が迷宮への入り口に立つ時、彼女達は微笑ほほえみとともに歓迎をする。

「ようこそ、迷宮都市オラリオへ。私達ギルドは貴方を歓迎いたします」

　ギルド本部、窓口受付嬢。

　冒険者達の対応を一手に引き受ける、ギルドの華だ。
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　今日もギルド本部は喧騒が絶えない。

　白大理石の広いロビーには冒険者が行き交うことで息苦しさすらあり、彼等の背なり腰なりに携行された剣や盾ががちゃがちゃと留め具とすれ合う金属音を奏でている。エルフならば杖つえや弓矢、ドワーフなら斧おのや槌つちなど、多くの亜人デミ・ヒューマンからなる集団はそれぞれの種族に合った武器や防具を装備していた。

　冒険者達が向かう先の多くは案内板や巨大掲示板、そして受付嬢が待機している窓口前だ。

「おはようございます、冒険者様」

「はい、その件につきましては──」

「ダンジョン内での拾得物は見つけられた方に権利が発生する前提きまりがありますので、紛失物の行方ゆくえはあまり期待をなさらない方が……」

　長台カウンターに並ぶ受付嬢達は、自身の正面にずらりと伸びる冒険者の列を各々対応していた。

　凛りんとした態度の彼女達にもやはり種族の統一はない。ヒューマンもいれば犬人シアンスロープ、猫人キャットピープル、エルフもいる。共通していることがあるとすれば、それはどの受付嬢も容貌が整っているということだ。

　ギルドの受付嬢は例外なく、綺麗所きれいどころが選ばれる。

　ギルド本部の中でも窓口は冒険者が最初に訪れる場所であり、応対する受付嬢が彼等にとってギルドへの第一印象を占めると言っていい。冒険者が抱くギルドへの好感度は多かれ少なかれ迷宮探索──ひいては『魔石』の回収──の貢献度に反映されるため、受付嬢の抜擢ばってきには物腰や器量は言うまでもないが、特に容姿を優先される傾向にあった。

　よって自然に、多くが野獣のような強面こわもての冒険者達に笑みを送るのは、美女あるいは美少女と言って差し支えない見目麗しい者となる。

「冒険者依頼クエストの遂行を確認しました。お疲れ様です。依頼人クライアントにはギルドから依頼達成の連絡をしておきます」

　ハーフエルフであるエイナも、そんなギルドの受付嬢の一人だ。

　肩にかかる茶色ブラウンの髪に、緑玉色エメラルドの瞳と眼鏡めがね。体に半分流れる妖精エルフの血を表すようにその耳はちょこんと尖とがっている。

　ギルド仲介の冒険者依頼クエストをこなした獣人の女性冒険者達に、彼女は保管されてあった依頼人クライアントからの報酬を受け渡す。

「それでは、こちらが報酬となります。お受け取りください」

　差し出された道具箱アイテムボックスに手を打ち合う冒険者達を前に、エイナは笑みを漏もらしながらお辞儀をした。彼女達を見送るのも束つかの間ま、すぐに次の順番の者に対応する。

　エイナは五年ほど前からギルドに勤めている。

　学区がっくを卒業し家庭の事情もあって仕事場として選んだギルドであるが、中々どうして自分の気質と上手うまく嚙かみ合っていたのではないかと彼女自身思っている。無論辛つらいこともあるがそれ以上にやりがいを見出しており、何かと世話焼きであると自覚もしているエイナは、日々ダンジョンへもぐる冒険者達の助力に精を出していた。

　今日もまた、彼等の目まぐるしい要求に対する取り計らいを進めていく。

「エイナ、ねぇ、ご飯食べに行こ～」

「うん、いいよ」

　やがて時間が経たち、昼時。

　あれだけいた冒険者の波もすっかり引き、陽光が差し込むロビーは僅わずかな平穏を得ていた。

　滞りなく冒険者の用件を消化した受付嬢達が両手を上げて体を伸ばしている中、エイナは隣の窓口にいるヒューマンの少女に声をかけられる。

　揺れる桃色の頭髪。

　可愛かわいらしい童顔は表情豊かで、とても愛嬌あいきょうがあった。

　同じ受付嬢であり学生時代から付き合いのある友人、ミィシャ・フロットは、待ちきれないとばかりにエイナを急かす。

「もぅお腹なかぺこぺこ～。お腹と背中くっついちゃう～」

「ちょっとミィシャ、引っ張らないでよ」

　腕を取られ立ち上がりながら、他ほかの受付嬢へ休憩に入りますと伝える。

　窓口を任せた同僚にいってらっしゃいと手を振られ、エイナ達はその場を離れた。

「ちょっと前に、ご飯の美味おいしいお店見つけちゃったんだぁ。西地区の方にあるんだけど」

「ミィシャ、それ、休憩時間の内に戻ってこれるの？」

「うーん、大丈夫じゃないかなぁ」

「あのねぇ……」

　お気楽に物事を捉とらえるミィシャに、エイナは呆あきれ半分苦笑半分の表情を浮かべる。

　しっかり者のエイナと間が抜けがちなミィシャは、知り合った頃ころから今の職場ギルドに到るまで二人一組セットとしてよく見られる。

　昔から何も変わらない学生来の友人と会話に花を咲かせながら、彼女はギルド本部の裏口を抜け、大通りとは真逆方面の街路に出た。

「エ──エイナちゃーん！」

「あ……ドルムルさん？」

　大きな声がエイナの尖った耳に届く。

　呼び声の方向に振り向くと、そこにはドワーフの青年がいた。

　すぐ隣でミィシャがきょとんとする中、彼は手を上げながらこちらに駆け寄ってくる。

「き、奇遇だなぁ、こんなところで会うなんて。オラ、ちょうどここを通りかかって……」

　噓うそが透けて見える声音に、エイナは苦笑いする。

　ドワーフらしく、ドルムルはがっしりとした体格の巨漢だった。彼かの種族の中でも身の丈は一七〇Ｃセルチと高く、腕や足は太い。

　髭ひげは蓄えておらず、双眸そうぼうは常に弓なりだ。訛なまりのある口調も相まって、村里から出てきたばかりの田舎者のような印象を感じさせる。

　その大きな鼻をかきながら、ドルムルは緊張しながら笑いかけてきた。

「エイナちゃん、もしかして昼ご飯はん食べにいくところか？　オラも実はそうなんだが……よ、よかったら一緒にどうじゃろ？　も、勿論もちろんお金はオラが出すだ！」

「いえ、そこまでしてもらうわけには……その、ドルムルさん、今日は同僚もいるので……」

　もう何度目とも知れない、あくまで偶然を装って昼食に誘ってくるドルムルを、エイナは正直に言ってしまうと持てあましていた。

　たくましい体軀たいくを包む鎧よろいからわかる通り、彼も冒険者だ。Ｌｖ．３──上級冒険者の一人として名を連ね実力も高く、以前、迷宮探索のアドバイザーとして担当していたエイナとはそれなりの付き合いがある。

　自分に気があるのだろう、とも察している。

　自惚うぬぼれたくはないが、鈍感もまた気取れない。

（悪い人じゃないんだけど……）

　冒険者に言い寄られるのは、ギルドの受付嬢ならば日常茶飯事だ。

　けれどドルムルの場合、下心丸出しの他の冒険者達とは違い、なまじ真摯しんしな気持ちが窺うかがえてしまうので、それこそ受付嬢の対応のように強く拒否することができない。遠回しな言葉を使ってやんわり断っても、彼の態度は変わらなかった。

「……エイナ～、お邪魔だったら私一人でご飯はん食べてこよっか？」

「ちょ、ちょっと、ミィシャ……!?」

「だ、だはははっ！　オラ達がお似合いに見えるからって、お邪魔だなんて、とんでもねえ！」

　にこやかに笑って面白おもしろがってくるミィシャには慌あわてて怒おこり、ここぞと高ぶるドルムルにはもはや泣き笑いを浮かべたくなった。

　年上でもあるドルムルの扱いに、エイナは四苦八苦してしまう。

「そこまでにしろ、下賎げせんなドワーフめ。エイナさんが困っているのが見てわからないか」

「ムッ？」

　と、そこに鋭い声が投じられた。

　ドルムルが振り返った背後、立っていたのは眉目秀麗という言葉が相応ふさわしい、エルフの冒険者だった。

　金の髪にエイナより鋭く尖った耳。革の鎧を纏まとい、背には矢筒と弓を装備している。身長こそドルムルとほぼ変わらないが、その体型は彼とは真逆であり、しなやかで細い。

　刺々とげとげしい雰囲気を隠しもしないエルフの青年は、「どけ」と乱暴にドルムルの横を通りエイナの目の前にやって来る。

「ル、ルヴィスさん……」

「無事ですか、エイナさん。この男の汚らわしい手に触れられてはいませんか？」

「あんだとーっ!?」

　あまりのもの言いに噴火するドルムルに対し、エルフのルヴィスは鼻を鳴らす。

　彼もまたエイナと面識のある上級冒険者、Ｌｖ．３の一人だ。その関係はドルムルのものと全く同じで、過去、アドバイザーを務めていた際に気に入られてしまったらしい。

　典型的なエルフと言うべき鼻持ちならない態度でドルムルに接していたルヴィスは、エイナに向き直り、ンンッとわざとらしく咳せきをする。

「先程、通りかかった店先で美しいラーレの花を見つけたんです。エイナさんによく似合うと思って……良ければ受け取ってくれませんか？」

「こ、困ります、ルヴィスさん……」

　ルヴィスから両手に抱えられていた花束はなたばが差し出される。

　そして鮮やかな色取りどりの花々にエイナがすっかり恐縮していると、横から伸びてきた太い腕が、ばっと花束を奪い取った。

「き、貴様っ、何をする！」

「ふんっ、お前こそエイナちゃんを困らせてるでねえか！　こんな場所でこんな女々しい花を押し付けおって、エイナちゃんの身にもなってみろ！」

「花の審美もできない野蛮なドワーフめ……！　高潔な種族エルフである我々に近付くな！」

「エイナちゃんはハーフだ！　いけ好かないお前等と一緒にするんでねえ！」

　一般的なエルフとドワーフの仲を象徴するように、いがみ合い怒鳴り散らす二人。

　これまで幾度となく目にしてきた光景に、エイナはすっかり仲裁を諦あきらめ、「し、失礼します」と告げて頭を下げた。口論を白熱させる彼等はそれに気付かない。

　ミィシャの背中を押して、ともすればそそくさと逃げ出すように、その場を離れていく。

「いいの？」

「良くないけど……私がいると、もっとややこしくなっちゃうし……」

　ちらりと後ろを振り返り、額を触れ合わさんばかりの距離で売り言葉に買い言葉をしているドルムルとルヴィスを見やる。

　見ての通り、二人の相性は悪い。

　互いを恋敵（？）と認識し合ってからは、一層その関係が顕著になったように思う。

　実際、ここ連日の二人の行動には目にあまるものがある……とは言い過ぎかもしれないが、とにかく激しいと言わざるをえない。

　以前から好意の片鱗へんりんは向けられてきたが、最近になって、彼等は職場を離れた私的プライベートな時間を狙ねらうようにエイナの前へ現れるようになった。先程のドルムルのように、ギルドの裏口を張るような真似まねをして待ち構えていることもざらだ。行為そのものが段々と拡大エスカレートしていると言ってもいいかもしれない。

　まるで張り合うように、あの手この手でエイナに接近アプローチをしてくる。

（本当に、悪い人達じゃないんだけどな……）

　言い合いを終えたドルムルとルヴィスが、同じ動きで首を回す。

　じっと見つめてくる二対の瞳に、慌てて前を向いた。

　背中で二人の眼差まなざしを感じながら、エイナは弱ったように、眼鏡の位置を直した。
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　ギルド本部、資料室。

　都市や周辺地域の歴史、モンスター及びダンジョンの情報が蓄えられた広大な書庫は、ロビーを抜け通常開放されていない職員用の廊下を進んだ先にある。図書館然とした空間は二階まであり、背の高い木造りの本棚があたかも迷路のように入り組んでいた。

　棚や床、柱は重厚で落ち着いた濃茶色ダークブラウンで占められ、黒のスーツに身を包んだ職員達が本を持って静かに行き交っている。

「お、終わりました……」

「はい、ごくろうさま。どれどれ……」

　同僚達が各々の目的のため資料を探している中、エイナは複数の机が配置された閲覧所にいた。椅子いすに座りながら、正面、机上きじょうに積まれた図鑑の山に囲まれている白髪の少年、ベルから羊皮紙を受け取る。

　定期的に開かれているダンジョンの個人座学。

　エイナは現在、担当官として面倒を見ているベルと、二人きりで勉強会を行っていた。

　アドバイザー、という役職がある。

　冒険者の任意でギルドから提供される、迷宮探索を支援サポートするための担当官だ。

　冒険者の希望──性別や種族など──を可能な限り汲くんだ上で割り当てられるので、窓口で接する機会が多く、また容姿の整った受付嬢は何かと指名されやすい。実際、名指しは十割かなえられない裏法則があるが──ともかく、エイナもこれまで何人かの冒険者のアドバイザーを務めてきた。

　しかし、その仕事の速さに上から目をつけられた彼女には事務仕事や重要な案件も殺到しており、仕事量の関係から、それまで担当してきた冒険者達は後任の者に引き継いでいる。

　今、エイナがアドバイザーとして受け持っている冒険者は、このベルだけだ。

「……そうだね、『中層』までのモンスターの暗記は、ほぼ完璧かんぺきかな」

「ほ、本当ですかっ？」

「うん、だから──はい、抜き打ちテスト。各モンスターの具体的な対処法を書いてね。階層ごとの地形の特徴も。間違ったところは要復習、覚え直しだよ」

「……はいっ」

　眼前に出された新しい羊皮紙に、ベルは顔を絶望に染めた後、ぐっと顎あごに力を入れ頷うなずいた。

　頭を抱えながら必死に羽根ペンを動かし出す少年の姿を、エイナは緑玉色エメラルドの双眸を細めて、どこか優しげに見守る。

　エイナのアドバイザーとしての姿勢スタンスは独自のものだ。

　通常の迷宮探索の相談や打ち合わせに加え、こうして担当冒険者を呼び出し、勉強会──膨大なダンジョンの知識を叩たたき込んでいる。

　その美しい容姿に似合わず、彼女の教えは酷烈スパルタで、一連の指導は担当された冒険者達から非常に恐れられていた。誰だれしも一度は耐え切れず逃げ出し、あのドルムルとルヴィスでさえ音を上げたほどだ。

　ベルは今のところ、ぎりぎりのところで踏みとどまっている。

　その深紅ルベライトの瞳を時には涙目にしながら、それでも何とか机にかじり付いていた。

　彼の原動力は、憧憬しょうけいだ。

　目標の高さがエイナのしごきに必死に食らい付かせている。

　時には危なっかしくも見えるその愚直さが。

　躓つまずいて転んでも、何度でも立ち上がろうとするそのひた向きさが。

　エイナは嫌いではない。

　少なくとも、少年を進んで応援したくなる一因にはなっている。

（もう時間かな……）

　ベルの顔を穏やかに見つめていたエイナは視線を上げ、柱に取り付けられた時計を仰ぐ。

　短針が示すのは十の数字。事前に連絡しておいたのでベル本人の口から【ヘスティア・ファミリア】も事情を聞いている筈はずだが、流石にこれ以上彼を拘束するわけにはいかない。

　既に夜ということもあって、資料室にいる職員達の姿も僅かなものだ。エイナ達がいる室内中央の閲覧所には文字を書き綴つづる羽根ペンの音だけが響いている。

　ややあって、すっかり燃えつきたベルから羊皮紙が提出される。

　やはり詰めが甘く、間違った部分が何箇所かあったが、苦笑して今回は見逃すことにした。

　この課題は、また次回だ。

「お疲れさま、ベル君。今日の分は終わりにしよう」

「……あ、ありがとうございました」

　机に伏せていた顔を上げ、ベルはぎこちない笑みを浮かべる。

　待っていていい、と告げても彼は片付けを手伝い、持ち出した参考資料をエイナとともに本棚へ戻した。

　迷宮探索の帰りということもあって脱装していた装備を纏い直すと、資料室を後にし、職員用の廊下を経由してロビーへ戻る。

　別れを告げ、どこか頼りない足取りで去っていくベルの姿を、エイナは最後まで見送った。

「お疲れ、エイナ～」

「ミィシャ……それに、みなさんまで」

　エイナが事務室に戻ると、女性の同僚達に迎えられる。

　この夜遅い時間帯で、珍しく受付嬢の面々が全員揃そろっていた。

「あんたもよく冒険者にかかりっきりになれるわね。手当てが出るわけでもないのに」

「あはは……」

　年長の受付嬢の言葉に苦笑しながら、磁器のカップにそそがれた紅茶を受け取る。

　同性だけで机や椅子に腰かけ輪になりながら、ほんのしばらく、仕事の合間に談笑した。

「そういえば、聞いたわよ、チュール。今日、また冒険者に言い寄られたんですって？」

「……ミィシャ」

「だってだって～、言いたくてしょうがなかったんだも～ん」

　密告者である友人を軽く睨にらむと、ちっとも悪びれてない笑みを返される。

　溜息ためいきを堪こらえていると、先程の年長の受付嬢が不機嫌そうに腕を組んだ。

「ったく、この私がいるっていうのに、チュールばっかり……冒険者達の目は節穴なの？」

「でも、ローズ、冒険者の男はご免なんでしょ？」

「とーぜんよ、冒険者なんて絶対に願い下げだわ」

　ローズ、と呼ばれた狼人ウェアウルフの女性は赤い長髪を弄いじりながら続けた。

「死に急ぐ連中と一緒になったって、いいことなんて一つもありはしないわ」

　空気が変わる。

　あたかも彼女の言葉に同調するように、受付嬢達は視線を下げ、あるいは目を逸そらし、とある者はカップに口づけながら黙りこくった。

「好きだの愛してるだの都合のいい言葉を口にしておいて、結局帰ってこないんだもん、あいつ等ら。冒険者なんて、どうせ女よりモンスターの方が恋しいのよ」

　舌を出しながら皮肉げに告げられたその悪態は、ややもすると、虚勢のようにも見えた。

　多かれ少なかれ受付嬢達は──いやギルドの関係者は、冒険者から距離を取っている。

　引かれた線を越えようとする者はいない。いや、いなくなっていくと言った方が正しいだろうか。

　先の言葉通り、誰も彼も散っていくのだ。

　このオラリオの地の下に広がる、迷宮の奥で。

　きっとこの中にも、本気で冒険者かれらを愛して、そして枕まくらを涙に濡ぬらした者もいるだろう。エイナも担当していた冒険者が亡骸なきがらとなってダンジョンから帰ってきた時は、独りでに膝ひざが崩れ落ちた経験がある。隣を窺うと、ミィシャでさえその元気の鳴りをひそめさせていた。

　冒険者は、明日にでもふといなくなってしまうかもしれない危うい存在だ。

　故に誰も彼等に深入りしない。

　表面上は笑顔と優しい言葉で取り繕っても、受付嬢達の態度の本質は、どこまでいっても事務的だった。

「チュール、今更あんたのやり方に口を挟むつもりはないけど……八方美人なんかしてると、後悔するし、偉いことにもなるわよ」

「……はい」

　そんな受付嬢達の中で、エイナだけがあえて冒険者達との距離を埋めている。

　冒険者の希望に快く応え、入念な打ち合わせを行い、自発的に座学を開く。

　せめて自分が彼等にできることをと。無事ダンジョンから帰還してもらえるようにと。

　きっといなくなると諦観するのではなく、死なせたくないという一心で。

　身が裂かれるような思いを何度も味わったその上で、エイナは冒険者達に歩み寄っていた。

「あんた達も、冒険者だけには引っかからない方がいいわよ。所属派閥ファミリアの懐ふところに入るだけで、金も残してくれないんだから。貧乏くじよ、貧乏くじっ。……もし付き合うんだったら、逝いかれる前に貢がせるだけ貢がせなさい！」

　その最後のあんまりな物言いに、彼女達はどっと笑った。

　冗談めかして締めくくったものの、年長受付嬢の今回の発言は恐らくは警告と助言だろう。

　エイナはもとより、他の後輩達に向けての。

　ギルドの華と称されながらも、割り切らないと続けていられない受付嬢は、過酷な役職でもある。
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　同僚達との会話を終え、エイナは一人帰路についていた。

　ギルド本部が面している北西のメインストリートを横断し、オラリオの北地区に向かう。

　北地区にはギルドの関係者も多く住まう高級住宅街が存在し、受付嬢達専用の集合住宅も建っている。ギルドは職員のために多くの建物を管理し、住居として提供していた。

（八方美人、かぁ……何も言い返せないや）

　深夜を迎えていても、エイナが進む街路は賑やかだった。

　大通りと比べ人通りは少ないものの、道の端で連なる酒場からは温かな光と笑い声が漏れ出ている。魔石街灯が配置された通りは明るく、奥の方まではっきりと視界が利いた。

　エイナは先程さきほど言われてしまった年長の受付嬢の言葉を思い出し、軽く落ち込む。

「……媚こびを売っているように、見えちゃうのかな」

　本人としてはそんなつもりがなくても、傍はたから見ればそう取られてしまうのかもしれない。

　冒険者の一助になればというこの気持ちに偽りはない。今の彼等への態度や接し方をあらためるつもりもない。しかし、同時に複雑なものも確かに感じる。

　事実として、親身なエイナのことを意識してしまう冒険者達は少なからずいるのだ。ドルムルやルヴィスのように。

　恐らくは他の受付嬢達が線を引いて接しているため、尚更なおさら注目が集まりやすいのだろう。

　ぽつりと呟つぶやいたエイナは静かに吐息を漏らし、肩にかけている小鞄バッグをかけ直した。

「……？」

　ふと、エイナは視線を感じ、後ろを見る。

　石畳が敷き詰められた街路には、特にエイナを見やる者はいなかった。

　知り合いがいるわけでもなく、彼女は小首を傾かしげながら前を向く。

　そして、歩みを再開させ、ほどなくすると。

「……！」

　謎なぞの視線が再び首筋を襲った。

　間違いない。確実に視られている。

　呼吸を一瞬奪われたエイナは己おのれの心臓を律し、しばらく歩いた後、勢いよく振り返った。

　緑玉色エメラルドの瞳に映る、真まっ直すぐ伸びた街路。

　歩き慣れた帰路の光景の中で、素早く脇道に飛び込む黒い影があった。

　その人物は外套フーデッドローブを纏っており、物陰から僅かに顔を出して、こちらを見つめてくる。

　ぞっっ、とエイナの背に冷たいものが走った。

「っ……！」

　早足になって帰り道を急ぐ。

　混乱に陥おちいりかける中、自身の住居を目指した。

　街路を行く人々は数えるほどしかいない。周囲の酒場は賑やかな喧騒を振りまいてくれるものの、魔石灯の光だけが照らす通り道は酷ひどく心細かった。

（付いてくる──!?）

　何者かの視線は一向に剝はがれない。執拗しつようにエイナの後を追ってくる。

　やがて高級住宅街に繫つながる瀟洒しょうしゃな通りに出た。等間隔で街灯が立つこの道は人気ひとけが全くなく、そしてそれを見越していたかのように、一気に怪しい気配が膨れ上がる。

　気付けば、エイナは走り出していた。鞄かばんを抱え込みながら無我夢中で石畳を蹴けり、無限にも感じられた距離を越え、集合住宅の門前へ辿たどり着く。

　敷地内に急いで入り、柱に手をつきながら、息を切らしたまま振り返ると、そこには夜陰やいんが広がっているだけだった。不審な人影など、どこにも見当たらない。

　激しい動悸どうきを抱えたまま、エイナはその場に立ちつくした。
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「え～っ!?　夜の帰り道で追い回された～!?」

「こ、声が大きいってっ、ミィシャッ」

　朝の受付ロビー。

　冒険者が姿を現し始める中、エイナから話を聞いたミィシャが大声を上げる。

　慌てて声を抑えるよう促すと、「ご、ごめんっ」と彼女はその小さな両手で口を塞ふさいだ。

「変なこととかされてない？　相手の顔とかは見なかった？」

「危害は加えられてないし、顔も全然わからなかったかな……フードを被かぶってたから」

　エイナは昨夜の出来事を打ち明けていく。

　定位置である隣同士の窓口につきながら、ミィシャは心持ち身を乗り出してきた。

「危ないよエイナ～！　上に相談して、用心棒ようじんぼうでも雇ってもらおう!?　都市に残ってる【ガネーシャ・ファミリア】の人だったら、すぐ協力してくれると思うし！」

「そ、そんな、大げさな……もしかしたら、私の勘違いかもしれないし」

　友人の大声に、エイナは仰のけ反ぞるようにたじろぐ。

　ギルドと密接な関係を結んでいる派閥まで巻き込むのは、流石に話を大きくし過ぎだと思った。言葉にしたように、盛大な思い違いである可能性も否めないのだ。

　何より、自分だけ特別扱いされることに大きな抵抗がある。

「全然大げさじゃないよ！　ちょっと前だけどそういう変な話、一杯あったもん！　しつこく付き纏われた若い女の人が、都市の外に連れ去られちゃったんだって！」

「まさか……ここはオラリオだよ？　検問はただでさえ厳しいし、それにギルドに手を出す人なんか……」

「でもでもっ、噂うわさによれば娼館に売り飛ばされる人なんかもいて、他にも最近王国ラキアの騎士達が侵入したって噂も……！」

　次から次に出される根も葉もない話に、エイナは胡乱うろんな目付きをする。

　ミィシャは噂好きだ、耳にした街談巷語がいだんこうごをそれこそ手当たり次第に語っているに違いない。

　他にも何かを言いかけようとしていた彼女だったが、冒険者が窓口に並び出したので、残念そうに業務についた。エイナも彼女の行動に倣ならう。

（でも……追われたのは、確かなんだよね）

　昨夜の光景を思い出せば、すかさず寒気が体中を駆け巡る。

　無視するには厄介な不安が胸を騒がせた。

　ミィシャの話を決して鵜呑うのみにするわけではないが……ぶるり、と。

　意識の届かないところでエイナは体を震わせてしまう。

「エイナさん？」

「！」

　聞こえてきた声に、エイナははっと顔を上げる。

　目の前には、戸惑った表情をしたベルがいた。

　どうやら自分の窓口に並び、ちょうど今いま順番が回ってきたらしい。

　──しまった、職務中なのに。

　エイナは迂闊うかつな自分を責めた後、すぐに笑みを纏い直す。

「ごめんね、ベル君。ちょっとぼーっとしちゃった。今日は何の用かな？」

「えっと、ダンジョンの探索について相談したいんですけど……」

　彼の用件に了承したエイナは席を立った。

　ミィシャと代役の職員に窓口を離れることを告げ、準備を済ませてからベルと面談用ボックスへ向かう。

「え？　もう17階層を踏破しちゃったの？」

「はい、【タケミカヅチ・ファミリア】の人達に色々手伝ってもらったおかげで……それで、本格的に19階層も目指そうかと思っているんですけど」

　備わっている椅子に座り、机越しにベルと話を進めていく。

　先日、彼は二度目の【ランクアップ】をしたばかりだ。

　Ｌｖ．３になったとはいえ、あまりにも速い階層攻略の進度ペースにエイナは内心ないしん驚嘆する。

　世界最速兎レコードホルダーの件といい、目の前の少年には驚かされてばかりだとあらためて思った。

「あの……エイナさん」

「なに、ベル君？」

「何か、あったんですか？」

　その質問に、エイナは目を見張ってしまった。

「何だか、元気がなさそうに見えたんで……」

　常の自分を装っているつもりだったが、どうやら、思った以上に参っているらしい。

　少なくとも、この少年に見抜かれてしまうくらいには。

「力になれるかはわからないですけど……話を聞くくらいなら、えーっと、その……」

　言葉尻じりを濁すベルは、頰ほおを赤くしながら後ろ髪を片手でかいた後、「……エイナさんにはいつも、話を聞いてもらってますし」と口にした。

　不安に襲われ心が弱っているせいなのかはわからないが、その不器用で優しい心づかいに、胸がほんの少し、甘く疼うずく。

　気付かぬ内に唇を綻ばせたエイナは、己の立場を一瞬忘れ、ついベルへ甘えてしまった。

「昨日のことなんだけど……」

　ことの内容を打ち明けると、ベルは顔色を様々に変えていき、最後にはぐっと言葉に詰まっていた。その反応に一頻ひとしきり苦笑すると、エイナはぼんやりベルの顔を眺める。

　もし、だ。

　もしベルが帰り道に付いてきてくれたなら。

　ミィシャが語っていたように、用心棒ようじんぼうとして自分を守ってくれたなら。

　そんな風に僅かばかり考えて、何を馬鹿ばかな、とすぐに頭を振る。

　自分本意で浅ましいその思考を恥じた。

「ごめん、今いま言ったことは忘れて、ベル君」

「えっ……で、でも」

「私個人の問題だし、そこまで深刻ってわけでもないから。こっちで何とかするよ」

　ベルにしてみればいい迷惑だと発言を取り消した。

　ギルド職員としての体裁を再装備したエイナは、大丈夫だからと笑いかけようとする。

　だが、その前にベルは食い下がってきた。

「し、深刻ですよっ、それ、多分、きっと!?　今は王国ラキアが攻めてきて、市壁の中だって……！」

「ベ、ベル君？」

　何か知っていることがあるように身を乗り出してきたベルは、呆気あっけにとられるエイナを見て『しまった』という表情を浮かべる。喋しゃべれない秘密に苛さいなまれるかのごとく体を揺すった後、とにかく勢いに任せ言葉を続けた。

「僕でよかったら、使ってください！　役に立つかはわからないですけど、用心棒ようじんぼうでも何でもします！」

　ベルが口にした用心棒ようじんぼうという言葉に、エイナは眼鏡の奥で双眸を見張る。

「エイナさんには一杯いっぱい助けられてますし、だから……！」

「……ありがとう、ベル君。でもそれは、私の仕事だから。恩返しをするほどのものじゃないんだよ？」

　少し冷静になったエイナは、諭すように語りかけた。

　エイナがベルから相談を受けるのは、ギルド職員としての務めだからだ。

　あくまで職務の一環なのだから気にする必要はないと言い張る彼女は、ベルの申し出を嬉うれしく思いつつ、断ろうとする。

「──ぼ、防具！」

「え？」

　出し抜けに、ベルが言った。

「防具のプロテクター！　エイナさんに僕、もらいました！　その借りを返させてください！」

　もうずっと以前のことだ。

　エイナの提案で、ベルの防具を二人で調達しに行ったことがある。

　その際にエイナは彼に盾としてプロテクターを贈った。

　確かに、あれは職務などではない。

　エイナの自分勝手なお節介と、そして見返りを求めない厚意だった。

「……まったくもう」

　じっと目を逸らさず、退くつもりがないベルに、エイナは根負けた。

　呟きとは裏腹に顔を緩めながら、目の前の少年に微笑む。

「そこまで言われちゃったら、任せるよ。よろしくね、ベル君？」

「は、はい！」
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　太陽が市壁の奥に消え、夕闇が徐々に顔を出していく。

　普段通り受付嬢として窓口に座っていたエイナは、迷宮探索から帰還したベルが換金所へ向かうのを確認して、席を立った。

　こっそりと、二人の間だけで視線を交わし合う。

「すいません、上がります」

「あら、今日は早いわね。お疲れ」

　職員達と一言二言やり取りしながら荷物をまとめる。書類の山と格闘していたミィシャが不安そうに見つめてきたが、心配しないでと笑顔で手を振った。

「お待たせ、ベル君」

「あ、いえ。それじゃあ……」

「うん、行こう。えっと……帰るまでの間だけど、お願いね？」

「は、はい」

　本部の裏口から出てすぐのところにたたずんでいた少年と合流し、エイナは出発する。

　あの話し合いの後、エイナは今日から用心棒ようじんぼうとしてベルの同伴を依頼した。

　エイナが住居に帰るまでの間、迷宮から帰還し、仲間と別れた彼に付き添ってもらうのだ。

「ごめんね、ベル君。ダンジョンから帰ってきたばかりなのに」

「いえ、今日は戻ってくるのも早かったですし、余裕があります。大丈夫です」

「……ありがとう」

　いつもとは異なり、側にいる他人の足音に自分の足音を重ねる。

　茜あかね色に染まる街はベル同様、ダンジョンから帰ってきた冒険者達で騒がしかった。街路は数ある酒場を吟味している亜人デミ・ヒューマン達で溢あふれ、往来が激しい。

　エイナとベルは他者と肩がぶつからないように人込みを縫っていく。

（……ちょっと緊張するなぁ）

　大げさなものではないが、すぐ隣にいるベルを意識してしまう。

　期限を定めていないとはいえ、これから毎日ベルと帰り道をともにすると思うと、体がくすぐったくなる。謎の追跡者の存在も忘れてはいけないのだが、二人ふたり並んで歩くお互いの距離を無視できない。

　他人からはどう見えているのかと、周囲の視線も少々気になりつつ。

　ちらっと、初めて通る道を物珍しげに眺めているベルの横顔を、エイナはこっそり窺った。

「──！」

　直後。

　ベルが鋭く後方を振り向く。

　一変したその雰囲気に、エイナは驚いてしまった。

「ベ、ベル君？」

「……視られてます、多分」

「え……」

　昨夜とは異なり、全く気付かなかった。

　エイナが呆然ぼうぜんとする中、視線を感じ取っているのかベルは真剣な表情を浮かべる。

　隙すきのない眼差しを周囲へ走らせる深紅ルベライトの瞳。

　どきっ、とした。

　途端に冒険者の顔になったベルに、何だか違和感とともに、ほんの少し、見惚れてしまう。

（こんな、顔もするんだ……）

　戦争遊戯ウォーゲームを観戦していた際も目撃していたが……すっかり冒険者の一面を備えるようになっているベルに、胸が落ち着かなくなる。

　しばらくエイナが目を離せないでいると、彼は静かに緊張を解いた。

「いなくなった、と思います。いったん隠れただけかもしれないですけど……」

「わ、わかるの、ベル君？」

「はい、誰かによく視られているんで、敏感になっちゃって……」

「えっ？」

「なっ、何でもないですっ」

　無遠慮な女神なぞの視線で鍛え上げられた感知能力を隠すベルに、エイナは首を傾げる。

　ともあれ、こちらに付き纏う人物がいることはほぼ確実となった。やはり昨夜の一件も勘違いなどではなく、自分を付け狙っていたのだろう。

　薄ら寒いものを感じていると──不意に、周囲の雑踏が流れを変える。

　あ、と呟く暇もなく、人の波に呑まれ、ベルを見失いかけるエイナだったが。

　咄嗟とっさに伸ばされた手が、彼女の手を摑つかんだ。

「だ、大丈夫ですか？」

「……う、うん」

　何とか人垣を割って出てくるベルに、エイナは生返事を返す。

　離すまいとしっかりと握ってくる指の感触。

　まだ繫がれている手と手に、思わず頰を染めてしまった。

「あ……す、すいませんっ」

　エイナの状態に気付いたベルが慌てて手を引っ込める。

　遠ざかる温もりに名残惜しさを感じながらも、赤くなってうろたえるベルの様子に、エイナはおかしくなって笑みを漏らした。

「行こうか？」

「あ、はい」

　声をかけ、歩み出す。

　照れを隠しながらどこかぎこちなく、それでもすぐ隣でエイナだけは守ろうとしてくれている用心棒ボディガードに、今一度相好そうごうを崩す。

　最初気きになっていた互いの肩の距離は、今はエイナを安心させるものになっていた。
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「ねぇ、エイナ。最近機嫌きげん良さそうだけど、どうしたの？」

「……えっ？」

　二日後の朝。

　仕事の途中、隣から投げかけられたミィシャの言葉に、エイナは動きを止めた。

「何だかいつもよりにこにこしてるよ。うふふ～って」

「う、うそ？」

「ほんとー」

　窓口の下、受付嬢用に常備されている手鏡を取り出し、慌てて覗のぞき込む。

　眼鏡をかけている相貌は、今は頰をほんのり赤く染めているだけだった。恥ずかしがっているエイナの動きに沿って、鏡の中の自分も指で前髪を弄る。

「誰かに追いかけられたって前に話してたけど、もう大丈夫なの？」

「えっと、具体的に解決したわけじゃないけど……」

「じゃあ、どうして？　いいことでもあった？」

　うっ、と言葉に詰まってしまう。

　エイナ自身、ミィシャの疑問に対する答えを形にできない。

　思い当たる節は一つ。自分でも気付かない内に──それこそ機嫌が良くなるくらいには──付き添ってくれるベルとの時間を楽しんでいるのだろうか。

　エイナが返答に窮していると、ミィシャは何かに気付いたように「あ」と前を向いた。

「あの時のドワーフさんだ。確か、ドドメルさんだっけ？」

「え？」

　しっかり名前を間違えている友人の視線を辿ると、確かにロビーの奥にドルムルがいた。

　彼は口を引き結びながらエイナのことだけを見つめていたかと思うと、すぐに踵きびすを返す。

　普段なら何かしら用件を作って話しかけてくるのだが……出入り口に遠ざかる背中を、エイナは不思議そうに見やった。

「帰っちゃったね。そういえば、さっきまでいたエルフの人もあんな感じだったかも」

「それって……ルヴィスさん？」

「うん。エイナのことちらちら見てたよ」

　ルヴィスもまた、ギルドを訪れればほとんどエイナに声をかけてくる。一度や二度呼よびかけられなかっただけで疑問に思うのもおかしな話だが、首を傾げてしまう。

　先程の話題を蒸し返され友人に纏わりつかれる中、エイナは彼等が去った方向を眺めた。




「それで、今日はパーティごとミノタウロスの群れに囲まれちゃって、大慌てで逃げて……」

「ふふっ……もう、危ないなぁ」

　その日の夜。これまでのようにエイナはベルを伴って帰宅の道についていた。

　時間は既に遅い。長引いた迷宮探索から帰還したベルは、今日ダンジョンであったことを話し、エイナも笑顔を浮かべながら相槌を打つ。

　ベルと行動をともにするようになって、怪しい人影は一度も目にしていない。ベルが言うには依然として視線は感じるそうなので、恐らくは様子を見ているのだろう。

（ずっとこのままってわけにもいかないし……何とかしなくちゃ）

　自分のせいでベルを束縛するのは耐えられない。今の関係は一時的なものにとどめなくてはと、エイナは会話と並行しながら考える。

（……私はベル君のこと、どう思ってるんだろう）

　ふと、今の時間を手放すことに寂さびしさを感じている自分も見つけ、エイナは戸惑いながら自問する。朝にあったミィシャとの一幕も思い出し、胸の内へと目を向けた。

　エイナにとってベルは……弟分。この表現につきるだろう。

　それ以上でも以下でもない。そこに異性の感情が介する隙間すきまはない筈だ。

　自分の好みはあくまで、そう、ベルみたいな男性なのだ。

　──と、そう考えたところで、エイナはうつむいてあられもなく赤面した。

　同じ時を繰り返すような己の思考の帰結に、馬鹿っ、と盛大に罵る。

　そのすぐ隣、勝手に自爆して真まっ赤かになったハーフエルフに、ベルはぎょっとした。

「エ、エイナさん、着きましたよ？」

「……！　あ、ありがとう、ベル君」

　間もなく、ギルドの集合住宅に到着する。

　火照ほてる顔を上げ慌てて礼を告げたエイナは、そこで、滲にじんでいるベルの疲労に気付いた。

　当然と言えば当然だ。迷宮探索が終わった後、連日れんじつ付き合わせてしまっているのだから。

「じゃあ、エイナさん。僕、帰ります」

　自分を無事に送り届け、背を向けようとするベルに。

　エイナはその申し訳なさも手伝って、気が付けば、次の言葉を口にしていた。

「……ベル君、上がってく？」

「えっ？」

　言ってから、エイナははっとしたが。

　疲労が色濃い少年の顔を見て、想おもいが赴くまま、言葉を続けた。

「その、いつも付き合わせちゃってるし……お茶、ごちそうするよ？」

　緊張しないように苦心しながらそう伝える。その細い耳まで赤らむのをエイナは感じた。

　きょとんとしていたベルは彼女の心づかいを察したのか、眉まゆを下げて笑い、断った。

「ありがとうございます、エイナさん。でも大丈夫です、ホームで神様達も待ってるんで」

　お休みなさい、と言ってベルは今度こそ背を向けた。

　その白髪頭が、エイナの目の前から遠ざかっていく。

「……もうっ」

　知れず、そんな不服そうな呟きが漏れていた。

　だがすぐにふっと微笑して、その後ろ姿を見つめる。

　ベルの姿が視界から消えるまで見送り続けた後、エイナも自室に帰っていった。
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　そして翌日。

　ベルに用心棒を依頼して四日目になる頃。

　状況に、変化が訪れた。

「ベ、ベル君、どうしたの？　すごい汗かいているけど……」

「し、視線に殺気が……」

　夕刻、これまで通りギルド本部の裏口で待ち合わせ、街路を進んでいた時だ。

　ベルは頻りに顔を振り、辺りを確認する。

「ま、間違いないの？」

「はい……僕達というか、僕だけに向けられてますけど」

　余程の重圧なのか、ベルはその危惧を隠しもしない。

　ことの深刻さを悟ったエイナは、周囲をよく見回した後、そっとベルに耳打ちする。

「ベル君、あそこの裏道に行こう」

「え？」

「人気ひとけのないところに相手を誘おびき出すの。きっと追ってくる筈だから」

　殺気を漏らしているということは、恐らく痺しびれを切らしかけているのだろう。

　今の状態の相手なら躍起になってエイナ達を追跡してくる筈だ。人の目がなければ尚更。

　そして同時に、相手と遭遇そうぐうした場合、争いごとになる確率は非常に高い。

　エイナの言わんとしていることを理解したベルは、危険を考慮した上で、用心棒としての務めを果たそうと頷いてくれた。

　二人は雑踏を抜け裏道に入る。しばらく道なりに進んだ後、物陰で待ち伏せをした。

　やがて響いてくる荒々しい足音。ベルと密着するエイナは鳴り響く鼓動の音を聞きながら、必死に息をひそめる。

　そして黒い影が自分達の隠れた場所を通り過ぎ、先の袋小路に入った瞬間、ベルは一気に飛び出した。

「えっ──ドルムルさん!?」

　後に続いたエイナは、ベルと相対そうたいする人物を見てそう叫んでいた。

　外套フーデッドローブを窮屈そうに纏ったドワーフの青年は、エイナのことが目に入っていないのか、顔を真っ赤にしながらベルを睨み付ける。

「お、お前っ、こんな場所にエイナちゃんを連れ込んで、一体何をするつもりじゃァ──!?」

　爆声を散らし、ドルムルは背負っていた戦鎚せんついを手に持った。

　ベルが口を開くより早く、問答無用とばかりに襲いかかる。

「ベ、ベル君っ、ドルムルさんっ、待っ──!?」

　エイナの制止の声は、ドルムルの振り下ろしたハンマーによってかき消された。

　石畳を粉砕する凄すさまじい轟音。石片が飛び散る中、加減などできる相手ではないと悟ったのか、ベルも二振りのナイフを装備した。

　素早く身を翻ひるがえし、応戦する。

「白い髪に赤い目のヒューマン……そうか、お前、【リトル・ルーキー】か！」

「っ！」

「でも、オラには勝てねえ！」

　ベルの攻撃をあっさりと戦鎚で防いだドルムルは、口端を上げながらそのまま押し返した。

　薙なぎ払われるハンマーにベルは後退を余儀なくされる。筋肉で編まれた剛腕が巨大武器を振り回し、まるで小嵐のように猛攻を開始した。

　いけない、とエイナは思った。

　ベルとドルムル、互いに第二級冒険者とはいえ、先日【ランクアップ】したばかりのベルに対し、ドルムルは三年も前にＬｖ．３に至り着実に実力を伸ばしてきた言わば熟練冒険者ベテランだ。戦闘経験は遥はるかにドルムルに分がある。

　ベルの身が危ういと判断した彼女の予想は、しかし、あっさりと裏切られることになった。

「──ッ!!」

「んなあっ!?」

　壁際に追い詰められ逃げ場を失ったベルが、止めの一撃として放たれた鎚つちを漆黒のナイフで迎撃する。宙に紫紺しこんの軌跡を描く斬撃が横からハンマーを殴り、地面へと打ち落とした。

　驚愕きょうがくするドルムルの前で、一挙、ベルの動きが加速する。

（は、速っ──!?）

　エイナもまた瞠目どうもくした。

　ベルの動きが追い切れない。三方を壁に囲まれた小空間を兎うさぎの跳躍ちょうやくのごとく連続移動し、相手の死角──側面や背後に回り込んでは攻撃を加える。かろうじてドルムルが防いだかと思えば瞬く間にその場を離脱し、再び目まぐるしく周囲を動き回った。

　エイナが驚いたことは、ベルの動きが様になっているということだ。

　熟達したドルムルと比べても遜色そんしょくのない動作の切れ。能力ステイタスをただ突き詰めただけではない、何者かへの師事を連想させる一端いっぱしの冒険者の動き。

　例え捕まりかけ足を止められても、その体術と身のこなしで互角の白兵戦を演じる。

　思い起こすのは戦争遊戯ウォーゲームでの光景だった。Ｌｖ．が上の格上ヒュアキントス相手にも大番狂わせジャイアント・キリングを演じてみせた白兎しろうさぎの激闘──剣つるぎのように鋭い『技』と『駆け引き』。

　少年に戦闘のいろはを叩き込んだ存在が大き過ぎると、エイナの目から見てもわかった。

「ちょ、ちょこまか動くんでねえっ!?」

　次第にドルムルの反応はベルに追いつけなくなっていった。戦鎚を振るえば既にそこから姿はかき消えており、逆に攻撃される回数が増えていく。

　白兎の一撃離脱ヒットアンドアウェイ。ドルムルを攪乱かくらんし、そして翻弄ほんろうする。

『敏捷そくど』は少年の方が格段に上だ。

　力自慢のドワーフにとって、最速兎ベルとの相性は悪過ぎる。

「んの～ッ!?　こいつは絶対に避よけられねえ！」

　業を煮やしたドルムルは背に手を伸ばし、もう一本あった巨鎚を装備する。

　──『魔剣』!?

　黄色おうしょくに塗られた装飾過多の得物の正体を、エイナは一目で見抜く。

　魔法効果を即時に発動させる稀少かつ強力な武器。この限定された空間の中で炸裂さくれつさせれば、ドルムルの台詞せりふ通り、それは絶対命中だ。

　呼吸を一瞬止めたエイナが、その場へ駆け出す直前。

　目を見開いたベルが、正面から、ドルムルへと突撃した。

（ベル君!?）

　エイナが『魔剣』の余波に巻き込まれないよう、自分の身を的おとりにしたのだと、そう察するには時間を要した。

　ドルムルは真正面から飛び込んできた少年に口を吊り上げ、鎚型の『魔剣』を振りかぶる。

　地を這はうように疾走する相手ベル目がけ、渾身こんしんの力で振り下ろした。

「喰くらええええッ!!」

「──ふッッ！」

　迫りくる巨鎚に対し、ベルは左手に持った紅の短刀を振り抜く。

　鮮烈な紅緋べにひの円弧が伸び、帯電を引き起こす打撃部分ハンマーの真下、柄を綺麗に斬り裂いた。

「──」

　斬り飛ばされ空へ舞う重塊。

　頭部を失った巨鎚は、残された柄えだけが空くうを切り、不発に終わった。

　ドルムルとすれ違ったベルは、驚くエイナの前に素早く舞い戻り、彼女を背に庇かばう。

『魔剣』の一撃を防がれたドルムルは、僅かな硬直後。

　すぐに身を回し、もとの戦鎚を構えベルと正対した。

「ま、まだだっ!?」

　が。

　宙に舞っていた巨鎚の頭部が、ひゅーん、と真っ直ぐ彼のもとへ落下する。

　あ、とエイナとベルが目を丸くする先で、ドルムルの頭頂ずちょうに直撃した。

「──ぐぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶叫とともに、凄まじい雷光が迸ほとばしる。

　雷いかずち属性の『魔剣』がその威力を解放し、ドルムルを電撃の渦に閉じ込めた。

　エイナとベルも吹き飛ばされ、仲良く地面に倒れ込む。

「ベ、ベル君!?　平気!?」

「ぼ、僕は大丈夫です……それより、あの人の方が」

　押し倒された格好のエイナが体を起こすと、背中と後頭部をブスブスと若干焼かれたベルが、被害の中心地をよろよろと指差す。

　はっとしたエイナは迷った後、立ち上がってドルムルのもとへ向かった。

「うっ……」

　袋小路一帯は『魔剣』によって破壊しつくされており、その中央でドルムルは黒焦こげになっていた。

　煙を上げる彼の側で、巨鎚の頭部がきらりと輝きを放っている。

「だ、大丈夫ですか……？」

「うん……息はあるよ」

　やって来たベルにドルムルの無事を確認してみせると、少年は脱力した。

　一方、エイナは曇った表情を浮かべる。

　信じられなかった。ドルムルが今回の事件の犯人だったとは。

　ギルドの受付嬢を務め様々な人々、冒険者を見てきたため、これでも人を見る目はある方だとエイナは思っている。どこかお調子者でそれでいて根は心優しいドワーフの彼が、こんなことするとは到底思えなかったが……。

　エイナはうつむいて、悲しげに視線を落とした。

「……」

　その彼女の隣でベルは、おもむろに、壁に囲まれている周囲を見上げる。

　どこか違和感を引きずるように、彼はドルムルと、空が続く上方に視線を往復させた。
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　気を失ったドルムルは、昨日の内にベルの手でギルド本部へ運び込まれた。

　目を覚ました後で事情聴取を受けることになっているが、『魔剣』の一撃はよほど強烈だったのか、彼はまだ意識を取り戻していない。

　エイナは衝撃ショックが抜け切らず、思うように仕事に手がつかなかった。

「エイナ、大丈夫？」

「うん、平気だよ。ごめんね」

　胸の中にしこりを残したまま、時間だけが過ぎ、夜を迎える。

　心配してくるミィシャや同僚達に苦笑を返し、エイナはギルド本部を出た。

　当然、隣にはベルはいない。ひとまず事件には決着がついたのだから、これ以上彼かれと行動をともにする理由はなかった。

　すっかり夜が更ける中、慣れ親しんだ道をまた一人で帰っていく。

「──え？」

　前触れはなかった。

　ただ突如、ふと後ろを振り返ったエイナの視界に、無視できない存在が入り込む。

　真っ黒な外套フーデッドローブ。追跡者の存在を自覚した初日に見たものと同じ衣装。

　エイナの顔から血の気が引いた。

「っっ!?」

　噓、と愕然としながら走り出す。後ろを見れば、外套フーデッドローブの人物も追いかけてきた。

（やっぱりドルムルさんは……!?）

　他に真犯人がいた、やはりドワーフの彼はこの事件とは無関係だった、とエイナは蒼白になる。ドルムルはたまたまあの場に居合わせ、恐らく、本当にベルがエイナを裏通りに連れ込んだと思っていたのだ。

　高級住宅街に繫がる瀟洒しょうしゃな一本の通り。辺りに人は誰もいなかった。消えかかっている魔石街灯が切迫したエイナの横顔を照らし出す。

　相手の方が速い。捕まる。

　間近に急迫する気配に、エイナは誰に届くかもわからない悲鳴を上げようとした。

「【ファイアボルト】！」

　だがその寸前、炎雷が轟とどろく。

　エイナの背後、そして外套フーデッドローブの人物の後方。牽制のように『魔法』は石畳に着弾し、そして、その爆音によって驚愕したエイナ達の足を停止させた。

　次の瞬間、通りに面する建物の屋根伝いにエイナ達を追走──激走していた白い影が、宙に身を躍らせる。

　急降下とともに、頭上から外套フーデッドローブの人物に斬りかかった。

「ふッッ！」

「っ!?」

「──ベ、ベル君!?」

　咄嗟に短剣を構えた外套フーデッドローブの人物は、鋭い一撃によって弾はじき飛ばされる。

　エイナは、自分の目の前に降り立った白髪の少年に驚愕した。

「す、すいません、やっぱり気になっちゃって……お、遅れました」

　息を切らしながら話すベルに、恐怖から解放されたエイナは心から安堵あんどし、思わず抱き着きたくなった。潤うるみかける緑玉色エメラルドの瞳を慌てて指で拭ぬぐい、彼に尋ねる。

「き、気になったって、どういう意味？」

「怖がらせちゃうかと思って伝えてなかったんですけど……エイナさんと帰っている時、複数の視線を感じることがあって……」

　ドルムルと交戦した際も別の視線を朧気おぼろげに感じたと、ベルはそう続ける。

　勘違いでは済ませられず今日もエイナの帰路に同伴するつもりだったらしい。そして塞ぎ込んでいた彼女が先に帰宅してしまったのをギルド本部で聞き、なり振り構わず急行してきたと言う。

「──どりゃあああああああああああ！」

「「「!?」」」

　間を置かず、更に状況が一転する。

　通りの脇道から、大柄なドワーフが戦車のように驀進ばくしんして現れた。

　その場にいた三人が揃って固まる中、彼は振り上げた[image: 拳]こぶしを外套フーデッドローブの人物へ叩き付ける。

　慌てて間一髪回避する相手。

「無事かぁ、エイナちゃん!?」

「ドルムルさんまで……!?　どうしてここにっ、いえどうやってギルドから!?」

「壁を壊して抜け出してきただ！」

　くらっ、とエイナは額に手をやってふらつきかける。

　彼女や汗を流すベルの様子には気付かず、ドルムルは謎の人物を睨んだ。

「お前かぁ!?　エイナちゃんを追い回しておった変態は！」

　えっ、とこちらの事情を何故なぜか知っているドルムルに、エイナが目を見張っていると。

　わなわなと震え出す外套フーデッドローブの人物は、被っているフードに手をかけた。

「へ、変態などと下劣な呼称を抜かすな、ドワーフめ!?」

「ル、ルヴィスさん!?」

　もう何度目とも知れない驚倒がエイナを襲う。

　金の髪を晒さらすエルフの青年は、その柳眉を吊り上げながらドルムルを見据えた。

「変態は変態でねえか、この陰険なエルフめ！　この状況をどう説明するつもりだ!?」

「ぐっ……わ、私はただエイナさんに、お、想いを打ち明けようと……」

　赤い顔でエイナのことを見やるルヴィスは何かを言いあぐねた後、ええいっと顔を振った。

「と、とにかくっ、これまでのような回りくどいことは、やはり性しょうにあわぬと思っただけだ！　勘違い甚はなはだしいぞ!?」

「あぁ、一体いったい何が勘違いだってんだ!?」

　すっかり蚊帳かやの外に置かれたベルが情けなく右往左往する中、何かが致命的に嚙み合っていないとエイナは感じた。

　職務の中で培ってきた毅然きぜんとした態度で、彼等の間に割って入る。

「待ってください、二人とも！　しっかり話をするべきです、落ち着いて！」

　エイナの呼びかけにぐっとドルムルとルヴィスは黙り、じろっと互いを睨み合う。

　ひとまず落ち着いた場に息をついたエイナは、まずルヴィスに向き合った。

「事情を話してもらえますか、ルヴィスさん？　今に到るまでの経緯を、全て」

「は、はい……」

　エイナに見つめられ、ルヴィスはぎこちなく頷いた。

「先日、ギルドのロビーに足を運んだ時……エイナさんが何者かに追い回されたという話を聞いて、何とかしなくてはと思ったのです」

　軽く目を見開きつつ、当時とうじ窓口でミィシャが叫んだあの時のことだろうと察しをつける。

　恐らくは、ドルムルも同じ経緯でエイナの事情を知ったのだろう。

「んあ？　噓こくな、どうせお前が最初から……！」

「ドルムルさん、今は静かにしてください。それで、ルヴィスさん？」

「ええ……そこで、我が【ファミリア】の主神に相談を持ちかけて」

　……ん？　とエイナは動きを止める。

「男だったら影から守るべきだとそう告げられ、エイナさんに隠れて見張りを……」

「……オ、オラも同じことうちの神様に言われたぞ。後ろから見守ってやるのが、いい男の条件だって」

「な、なにっ？」

　……何か、嫌な予感がしてきた。

「つまり、お二人とも私を心配して……こっそり監視していたと？」

「だ、だな」

「そ、そうなります」

　それでは追跡者とほぼ同じであるという言葉を、エイナはかろうじて呑み込んだ。

　更に話を聞くと、どうやらここ最近の待ち伏せを始めとしたあの激しい接近アプローチは、彼等の主神の入れ知恵らしい。どうしてもエイナの気を引きたいあまり、神に助言を仰いだのだと。

　ちなみに用心棒として雇われていたベルのことは、少なからず敵意を感じており、エイナと親しげな姿を見せつけられ、最後の方では殺気を抱くほどにまで至っていたと言う。

　これは、まさか──とエイナは何が元凶であるのか確信しかける。

「ドルムルさんも着ていたような気もしますけど……ルヴィスさん、そのローブは……」

「ええ、我が主神に、この姿が最近の『とれんど』だと訳のわからないことを言われて……」

「あ、あのー……それだと逆に、エイナさんを怖がらせるだけなんじゃあ……」

「なにっ？」

　まさにそうだ。

　おずおずと手を上げるベルの言う通り、その怪しい服装では恐怖心を煽あおるのみで、事実エイナは彼等のことを誤解しそうになった。

　ドルムルとルヴィスもここに来てようやく気付いたのか、口を重く閉ざす。

　四人の間に沈黙が訪れていると──ゲラゲラ、と。

　非常に耳に障る笑い声が、どこからともなく響いてきた。

（や、やっぱり……）

　ばっと勢いよくルヴィス達が仰ぐところ、建物の屋上で、こちらを指差しながら抱腹絶倒する二柱の神がいた。

　──遊ばれていたのだ、みんな。

　神の退屈凌しのぎのために、それこそ神の手の平の上で。

　恐らく、最初に外套フーデッドローブを纏いエイナを追ってきたのは神々かれらだろう。最初から恋に盲目的になっていたドルムルとルヴィスを自爆させるつもりで、彼等の相談に乗ってはその滑稽こっけいな様を見物していたのだ。

　神の『娯楽』である。

　往々にして下界で多発する、人を小馬鹿にしたような『神の悪戯いたずら』に、巻き込まれた。

「あーあ、どっちもエイナちゃんに紅葉もみじつけられて、こっぴどく振られると思ったんだけどなぁー」

「はい、賭かけは俺おれの勝ちー」

　月夜を背にして未いまだゲラゲラ笑う己の主神達に、ドルムルとルヴィスは、ぐぎぎぎぎっと歯を食い縛る。自尊心の強いエルフのルヴィスなど全身が真っ赤だ。

　握り締めた手をプルプルと震わせ、屈辱に耐えていた。

「ルヴィスー、お父さん賭博ギャンブルで一発当たってなー。何か美味いもんごちそうしてあげるぞー」

「ドルムルー、お金すっちゃったからちょっと貸してくんなーい？　お願ーい」

「「──死ねえええええええええええええええええええええええええええええ!!」」

　短弓ショートボウを取り出しあるいは周囲に落ちている石を手当たり次第しだい持って、射撃する。

　矢と石が届く前に素早く飛び退のいた神々は、高笑いの声を残響させながら、月夜の奥に姿を消していった。

「……」

「……あの」

　ベルとともに口を閉ざしていたエイナが、沈痛そうに声をかけようとすると。

　肩で息をするルヴィスとドルムルはもはやヤケクソとばかりに、がばっと顔を振り上げた。

「ええいっ、このままでは終われるか!?　エイナさんッ、私は貴方が好きです！　伴侶はんりょの契りを交わしてほしい!!」

「オ、オラもエイナちゃんを愛してるだ!?　お嫁さんになってくれ!!」

「え……えええぇっ!?」

　待ち受けていたもう一波乱に、エイナは悲鳴を上げた。

　顔を赤く染め詰め寄ってくるルヴィスとドルムルに対し、彼女自身じしん真っ赤になる。

　異性に告白されることはあっても、求婚される経験など齢よわい十九の人生の中で初めてであった。しかも相手は確認せずともわかってしまうほど真摯で、本気だ。

　置き去りにされたベルも、目を見開いて仰け反っている。

「エイナちゃんをお前なんかに任せられるか！　森の奥に引っ込んでろ！」

「抜かせ、そもそもドワーフの貴様では彼女と子をなすことなどできんだろう！」

「ぬあ──っ!?　お前、エイナちゃんに何をする気じゃあああああ!?」

「ば、馬鹿者、下世話な考えを巡らすな!?　私はあくまで種族としての観点をだな……！」

　ドルムルとルヴィスは言い争っていたかと思うと、同じ動きでエイナの方を振り向いた。

　言葉を失っている彼女は、びくっと肩をはね上げる。

「答えを聞かせてください、エイナさん！」

「覚悟はできてるだ！」

　決断を迫られ、エイナはらしくないほど取り乱す。

　了承した瞬間、即婚約など流石に受け入れられない。だが断ったところで彼等のことだ、明確な理由がない限り、その情熱をもってこれまでのように接近アプローチを続けてくるだろう。

　いっそ泣き出してしまいたくなったエイナは、縋すがるように横を見る。

　隣にいるベルは、おどおどとしながらエイナ達の行方を見守っていた。

（もうっ、何か言ってよ……!?）

　何も口出ししてこない少年の姿に、何故か憤りが募る。

　不満という不満が膨れ上がるエイナは、きっと睨み付けるように涙目でベルを見つめるが、彼は「えっ？」という腹立たしいほど間抜けな顔を晒してくる。

　エイナの頰が、かぁっと赤熱した。

　ベルがいるせいなのか、定かではないが。

　冷静さを見失い、怒気を溜めに溜め込んだエイナは、その緑玉色エメラルドの瞳を一度閉じる。

「──お二人には、返事はできません」

　次には、腕と腕を絡からませ、ぐいっとベルを引き寄せた。




「私、彼と付き合ってますから!!」





「「「ええええぇ──────────────────────っ!?」」」



　三つの絶叫が重なり合う。

「「って、何でお前まで驚いてるんだ！」」

「す、すいませぇん……!?」

　凄まじい剣幕で吠ほえるドルムルとルヴィスに、ベルは怯おびえながら謝る。

　彼等は未だベルと腕を絡めているエイナに詰め寄った。

「ほ、本当なのか、エイナちゃん!?」

「ただの出まかせでは!?」

「いーえ、付き合ってます！　私、彼に告白されました!!」

　両の瞼まぶたを閉じたまま憤然と言い切ったエイナに、ベルはぎょっと目を剝むく。

　頰を林檎りんごのように染めるエイナは腕を解いて、少年の両肩を摑み、真正面から向き合った。

「ベル君、５階層から無事に帰ってきたあの時、私に告白してくれたよね!?」

「!?」

　もはや遥か以前、『ミノタウロス』に襲われ、剣姫アイズに助けられ、ベルが生きて帰ってきた時のこと。

　言質は取ってあるぞ、とばかりにエイナは顔を寄せた。

　今、ここで、もう一度──言って。

　緑玉色エメラルドの瞳に力を込めて、互いの鼻が触れ合うほどの距離から、そう語りかける。

　ぱくぱくと、ベルは口を開閉した。

「もう一回、言って、ベル君！　あの時の言葉！」

　紅潮したエイナの必死の懇願に、ベルは瞳の中身をぐるぐると回した後。

　観念したように、唇を動かす。

「だ……だぃす、き……です」

　真っ赤になって、少年はうつむいた。

「──これ、これです!?　こっちがこう、守ってあげたくなってしまう感じの！　こーいう人が──ベル君がっ、私、いいんです!!」

　止とどめだった。

　落雷を浴びたように、ド──ンッッ!!　と衝撃を受けるドルムルとルヴィス。

　エイナのその態度と言葉に偽りを見出せなかったのか、彼等はその場でしばらく固まった後、大きく首を折りながらふらふらと歩み出した。

「……」

「……」

　ドワーフとエルフが立ち去り、涼しげな風がベルとエイナの間に吹き寄せる。

　二人とも負けず劣らず、真っ赤になっていた。

　ややあって、半泣きのベルが、何かを訴えるようにこちらを見つめてくる。

　彼と向き直ったエイナは、ぱんっと両手を重ね合わせ、目を一杯に瞑つむりながら頭を下げた。

「ごめんっ……！」

　情けない謝罪が、桜色の唇から絞り出された。
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　朝の空が青く晴れている。

　温かな日差しが窓辺にそそぐ中、今日もギルド本部は賑やかだった。

　多くの冒険者達が行き来を繰り返し、いつものように窓口へ列を作っている。

　エイナもまた、内面はともかく外見は受付嬢の雰囲気を完璧に装っていた。

（ベル君と、顔を合わせづらいなぁ……）

　昨夜の出来事を思い出しただけでも、顔から火を吹いてしまうほどだ。

　自分を見失っていたとはいえ、勢いに任せてしまったとはいえ、何が何だかわからなくなってしまったとはいえ。

　こちらの都合のために少年を巻き込んでしまったことに、果てしない後ろめたさを覚える。

　自分は年上だというのに……と心の内で何度目かもわからない溜息をついていると。

「「あ……」」

　ベルが目の前に現れていた。

「……」

「……」

　無言を交わし合う。

　周囲から怪訝けげんそうな視線を寄せられる中、赤くなりながら目を逸らした。

　気まずい、どうしよう、とエイナはかけるべき言葉を必死に探していたが。

　ベルが気恥ずかしさを堪えるように、苦笑して、先に口を開いた。

「あの、相談したいことがあるんですけど、いいですか？」

　努めて普段の調子で話しかけてくるベルに、エイナは目を見張る。

　そして、ゆっくりと、唇に小さな笑みを浮かべた。

「うん……大丈夫だよ」

　見つめ合った二人は、視線を絡ませ、あっさりとこれまでの自分達を取り戻す。

　アドバイザーと冒険者。あるいは、姉と弟。

　打ち合わせのため個室に向かい、肩を並べ雑談をしながら、これでいい、これがいい、と。

　エイナはそう思った。

　二人の関係は、まだこのままで。

「ごめんね……ありがとう、ベル君」

「……」

「また好きって言ってくれて……嬉しかったよ」


「…………」



　囁ささやくような自分の呟きを、ベルは聞こえない振りをする。うつむいて赤くなりながら。

　エイナはくすぐったそうに、満面の笑みを浮かべた。

























「──できたっ」

　狭い厨房から黒い煙が上がっている。

　様々な食材、様々な調理器具が焦こげたその光景は、料理の迷走のほどを物語っていた。

　前掛エプロンをかけた少女、薄鈍うすにび色の髪を揺らすシルは厨房で一人、満面の笑みを浮かべる。

　同僚の店員や女将もいない厨房の中で、彼女は完成した料理──微妙な色付けのミートパイや危うい香りが漂うサンドイッチを味見もしないまま容器に詰めていく。

　詰め終えたそれらを更に大きな籐籠バスケットの中へしまった。

　鼻歌交じりにシルは着替えを終え、その籐籠バスケットを持って部屋から出ていく。

「今日は喜んでくれるかな？」

　優しげな笑みを浮かべ、外へと出かけるのだった。
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　夕暮れのギルド本部。

　西日の光が差し込む広い白大理石のロビーは、迷宮帰りの冒険者達で賑わっていた。

「じゃあ、僕はエイナさんのところに行ってくるから」

「わかりました。リリ達は換金を済ませてきます」

「俺おれは適当にぶらついてるぞ」

　僕は担当官であるエイナさんに報告へ。今日もぱんぱんに膨れ上がったバックパックを揺らすリリ、同じくぎゅうぎゅう詰めとなった筒型のバックパックを抱える春姫ハルヒメさん、そして命ミコトさんは『魔石』と『ドロップアイテム』の換金へ。最後にヴェルフは暇を潰つぶしていると告げ、パーティのみんなはロビーの方々ほうぼうに散った。

　周囲の冒険者達と同じように、ダンジョンから帰還した【ヘスティア・ファミリア】はギルド本部に足を運んでいた。

　普段なら摩天楼施設バベルで換金等とうは済ませてしまうんだけど……今日はギルドに収める【ファミリア】の税金の関係もあって、パーティ全員で訪れたのだ。とうとう来てしまったと身構えつつ、本日の稼ぎの金額を出してから支払うことになっている。

　窓口に向かった僕は、長台カウンター前に行列を作る冒険者達を見て受付嬢の忙しさを察し、エイナさんに簡単な報告を済ませるにとどめた。無駄話はせず、すぐにその場を後にさせてもらう。

　時間を持てあますことは明白だったので、ロビーにある巨大掲示板につま先を向けた。

　ギルド本部にはダンジョンを含め冒険者にとって有益な新報が集まるので、アドバイザーさんからの話も含めてこまめに情報収集しておいて決して損はない。

　冒険者依頼クエストの羊皮紙や各商業系派閥の新商品告知の報しらせが貼はり出される掲示板前には、多くの同業者が人垣を作っていた。

（王国ラキアが攻めてきているっていっても……やっぱり、いつもと変わらないように見えるなぁ）

　今も市壁の外で王国ラキア軍の攻撃は続いているらしい。でも普段と差異のないこのギルド本部の光景──雑多な亜人デミ・ヒューマン達の人込みと喧騒を見聞きする限り、冒険者を生業なりわいとする僕達には大して影響が及んでいないような気がする。

　流石に上位派閥となると駆り出されてはいるけれど、中堅以下の派閥には戦争参加の声がかかっていないようだ。『魔石』の収拾が滞ればその分、オラリオ──迷宮都市を管理するギルド──は魔石製品の輸出量も減退し利益が減少することになるので、ギルド側としては冒険者達に普段通りの探索を続けてもらいたいのかもしれない。

　様々な武装で身を固めた冒険者達の人波を見て、僕はそんなことを考える。

「おいおい、またかよ」

「胡散臭うさんくせぇなぁ～」

　……ん？

　頭の片隅で王国ラキア軍進攻について考えていると、耳がざわめきを拾う。

　掲示板前の人込み最前列から聞こえてくる喧騒に、なんだなんだ、と背伸びを繰り返す。

　人垣の向こうに貼り出されている羊皮紙を見ようと、僕は何度も首を伸ばした。

「冒険者の装備を奪うモンスターが、出没しているらしいな」

「あ、ヴェルフ」

　真隣にヴェルフがやって来る。

　僕より高い目線は、人垣の頭を越えて掲示板の情報が見えているようだった。

「って、奪う……？」

「ああ。死体から鎧よろいを奪うモンスターもいれば、打ち負かした冒険者の装備を持っていくやつもいるらしいぞ」

　ヴェルフの言葉に、僕は純粋に驚いた。

　モンスターが、冒険者の武装を奪っていくなんて。

　よくよく考えてみれば、モンスターだって『迷宮の武器庫ランドフォーム』、天然武器ネイチャーウェポンを扱えることから別段不思議なことではないのかもしれないけど……鎧なんかも持っていくなんていうのは軽く衝撃的だ。本当だとすれば随分と冒険者泣かせだと思う。

　汗水垂らして揃そろえた装備品を奪われたとしたら……正直僕ぼくだったらきつい。慣れ親しんだ武装だったらなおさら。

　業物わざものである冒険者の装備をもって襲いかかってくる怪物。想像しただけでも恐ろしい。

　──唐突に脳裏に過よぎるのは、大剣を装備した片角の猛牛ミノタウロス。

　こ、怖い。

　身に覚えがあるだけにぶるっと背筋を震わせてしまう。

　無駄な想像力を働かせていた僕は、慌ててヴェルフに尋ねていた。

「も、目撃情報はどこから？」

「『下層』が主らしいな。少なくとも20階層より上の層域では確認されてないみたいだ」

　全すべて第二級以上の冒険者がもたらした情報だと教わる。

　面白おもしろがるように聞かせてくれるヴェルフは、眉唾物まゆつばものだと言う周囲の人達と同じように、あまり信用していないらしい。

　精々好奇こうき程度で冗談半分に受け取っているようだ。

「他ほかにも面白い情報があるぞ」

　ヴェルフはそこから更に、ニヤと口を吊り上げた笑みを僕に向ける。

「これは随分前まえに出回った話だけどな、鎧を纏まとった『黒いミノタウロス』が現れるらしい」

「黒い、ミノタウロス……？」

「ああ。一時期いちじき流れてすぐ聞かなくなった、噂うわさ程度のものだったけどな」

　ミノタウロスの体皮は通常、赤銅色だ。

　黒い個体というのは聞いたことがない。

「それって、『亜種』？」

「さぁな。全く出どころも知れないし、こっちこそ偽情報ガセかもしれない」

『亜種』──稀まれに観測されるモンスターの突然変異体かと尋ねると、ヴェルフは真に受け取らない方がいいと肩を竦すくめ苦笑いしてくる。

　猛牛ミノタウロス、と聞いてどうしても反応してしまう僕は、質問を重ねてしまった。

「ヴェルフがその話を聞いたのは、いつ？」

「確か、ちょうど二ヶ月前だったな」

　二ヶ月前……僕がＬｖ．２に昇格ランクアップしたのと同じ時期だ。

　僕達とパーティを組み始めて前後のことだから何となく覚えている、とヴェルフも言う。

「……」

　冒険者達の喧騒に囲まれながら、掲示板を眺める。

　リリ達に呼ばれるまで、僕は鎧と剣を纏まとう怪物の絵、貼り出された羊皮紙を見つめていた。
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「えっ、シルさん、今日もお休みなんですか？」

【ファミリア】の一ヶ月分の税金を払った翌日。

　うららかな朝の日差しを浴びながら、僕は酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の前で足を止めていた。

「そうニャ、シルは今日もまたサボリニャ!?」

　僕の目の前で猫人キャットピープルのアーニャさんは細い尻尾しっぽを揺らし、ぷりぷりと怒っていた。

　ホームを移してからも、僕はダンジョンに向かう際、シルさんから昼食ランチを受け取っている。

　団員も増えて、というより料理上手な命ミコトさんが率先して御弁当おむすびを用意してくれるので、シルさんに迷惑をかけずに済むかもしれないと思っていた矢先……リューさん達がホームに直接訪ねてきて、どうかこれまで通り受け取ってほしい、と懇願もとい哀願されたのだ。『無駄な危機意識を発揮しよってからにぃ……!?』『試食するこっちの身にもニャるニャ……!?』とルノアさんやクロエさん達ともども、リューさんは青白い顔で何故なぜかお腹なかを押さえていた。

　ともかく、僕はこれまで通りシルさんにお世話になっているんだけど……ここしばらく、昼食ランチを受け取っていないのだ。

　不思議に思って『豊穣の女主人』を訪ねてみると、本日もシルさんは欠勤しているということを知った。

「シルって今みたいに、ドカーンといなくなる時がたまにあるよね」

「ふふん、うら若き乙女おとめには秘密は付きものニャ……けどミャー達の負担も増えるからやっぱり戻ってくるニャー!?　帳簿の付け方とかさっぱりニャ!?」

　アーニャさんの他にも、休憩の合間に僕を出迎えてくれた店員さん達、ヒューマンのルノアさんと猫人キャットピープルのクロエさんが口々に喋しゃべる。

　命ミコトさん達と一緒にケーキの調理法レシピを教わりに来た時も聞いたけど、あれからずっとシルさんは休んでいるそうなので……もう十日以上になるのだろうか。

「ですから、シルは私達とは異なり住み込みで働いているわけではありません。シルにも都合がある、このような時もあるでしょう」

　アーニャさん達がギャーギャーと騒ぐ中、エルフのリューさんは冷静に告げる。

　唇を尖とがらせる他の店員さん達を他所に、その空色の瞳ひとみは泰然としていた。

「えっと……シルさんの家に行って、事情を聞いてみたりなんかは……？」

「……」

　本人にわけを直接尋ねに行っては、と僕が言うと……リューさんは口を噤つぐんだ。

　あれ？　とその様子に首を傾かしげていると、アーニャさん達も互いの顔を見合わせる。

「そういえば、ミャー達……」

「シルの住んでいるところ、誰だれも知らなくない？」

「というか、シルの私事ぷらいべーと、何も知らニャいニャ」

　アーニャさん、ルノアさん、クロエさんの順々の発言に、僕は意外な思いを隠せなかった。

　要は、酒場で働く以外のシルさんについて、誰も何も知らないというのだから。

　驚いている僕の近くで、リューさんも押し黙り、同僚の言葉を暗に肯定している。

「一応、尋ねたことはあるのですが……内緒、と笑われ誤魔化ごまかされてしまいました」

　視線を軽くさまよわせた後、リューさんはそう言った。

「こうニャったら──少年、冒険者依頼クエストニャ！　シルを見つけ次第しだい尾行して、あの女の秘密を持ち帰ってくるのニャ！」

「ええっ？」

「お、いいね!?　シルの弱味も握れるかもしれないし、一石二鳥だよ！」

　よ、弱味って……。

　俄然がぜんノリノリになるクロエさんとルノアさん達に、依頼を突き付けられた僕は汗を流す。

　リューさんは一人眉を吊り上げ「やめなさい、クラネルさんに迷惑です」と戒めるけれど、店員さん達の暴走は中々なかなか止まらなかった。

「ちゃんと報酬だって用意すれば文句はニャいニャ!?　そうだニャア……ミャーが歌を聞かせてやるニャ！」

「えっ、アーニャさん、歌が上手なんですか？」

「ニュフ、何だったらちょっと聞いていくニャ？　今日は喉のどの調子が──」

「止めろォ、災害音痴ィ!?」

「客足が途絶えるから止よせとあれほど言ったニャア!?」

　意気揚々と口を開こうとしたアーニャさんに、ルノアさんとクロエさんが飛びかかった。

　二人に地面に押さえ込まれ「フギャー!?」と散る悲鳴。再び汗を流す僕。

　アーニャさんって、歌が下手なんだろうか……。

「クラネルさん、真に受け取らないでください」

「あはは……わかりました」

　きっぱり言うリューさんに僕は苦笑した。

　ややあってリューさん達に別れを告げて、酒場を後にさせてもらう。

「さて、何をしようかな……」

　快晴の空に見下ろされながら、亜人デミ・ヒューマン達で賑わう西のメインストリートを歩いていく。

　今日のダンジョン探索は休みだった。

　正確には、神様やヴェルフ達に「最近もぐりっ放しだから、たまには休め」と注意され強引ごういんに休暇を言い渡されてしまったのだ。

　鍛冶作業を行うヴェルフや、しっかり休日を取って時折パーティから離れていた命ミコトさん達と違って、僕は漏もれなくダンジョンにもぐり続けていたから、みんなに見咎とがめられてしまったのである。

　憧憬あのひとに追い付くためにも、頑張らないといけないんだけど……。

「……まぁ、こういう日があっても」

　ぽかぽかとした初夏の日差しに瞳を細め、笑みを浮かべる。

　神様達の言葉通り、しっかり体を休ませないとダンジョン攻略だって上手うまくいかない。エイナさんだって休息は大事だって言っていたし。

　羽を伸ばす、というわけではないけれど、こうして気分転換がてら一日ぶらりと街を歩くのもいいだろう。僕は気ままに散歩することにした。

（でも本当に、住んでいるっていうのに知らない場所ばっかりだ……）

　路地裏に立つ怪しげな露店占い、無所属フリーの亜人デミ・ヒューマンの少女達が切り盛りする小さな花屋、意外な場所に構えてあるジャガ丸くんのお店。探索に繰り出していった冒険者の姿が少ない街角の景色に顔を振りながら、オラリオのことを何も知らない、と痛感する。

　迷宮都市は広い。

　工業区から繁華街、最近知しった歓楽街など、沢山の区画が巨大市壁の中に存在している。

　オラリオにやって来てもう三ヶ月が過ぎるけれど、未いまだに見たことのない光景の方が多く、こうして街を散策するだけで新しい発見がいくつもある。まぁ、いつもダンジョンにしか行ってないことにも原因があるんだろうけど。

　晴れ渡った天気もあって、街路や路地裏を中心に歩む僕の心は弾はずんでいた。

　知らない人、知らない場所、知らない香り。

　ともすればわくわくとした感情も抱きながら、本日の休暇を満喫する。

　ちょっと贅沢ぜいたくをして、道端で肉の串焼きをつい買ってしまうと、獣人の店主に「お前、【リトル・ルーキー】じゃないか!?」と喜ばれ、一本おまけしてもらった。

　こそばゆいような、とても嬉うれしいような気持ちになり、串を両手にはにかんでしまう。

「ふぅ……」

　肉汁で口の周りをちょっぴり汚して、小腹を満たした僕は、中央広場セントラルパークの隅にある木椅子ベンチに腰かけた。

　緑木や噴水が設けられた都市の中心地で多くの人々が行き来している中、僕の瞳は正面に屹立きつりつする摩天楼施設バベルを見上げていた。澄み切った蒼穹そうきゅうを衝つく白亜の巨塔、天高く伸びる神様の塔の壮観にあらためて感嘆を覚えてしまった。

　見慣れている筈はずの光景が、今日はどこか違って見える。

「ん……？」

　しばらくして、温かな陽気に木椅子ベンチの上でうとうとしていた時だった。

　ぼーっとしていた僕の視界に、沢山の亜人デミ・ヒューマンに紛れ、一人の少女の姿が飛び込んでくる。

　揺れるその薄鈍色の髪に、僕の瞳は咄嗟とっさに反応してしまった。

「シルさん？」

　数時間前の酒場での話もあって、僕は身を乗り出す。

　清潔な白のワンピースに麦わら帽子。

　普段目めにする店員の制服ではない、初夏らしい涼し気なその格好は、言葉を忘れさせるほどに新鮮で可愛かわいらしい印象を僕に与えた。

　都市南西、南側の方角から歩いてきたシルさんは、そのまま中央広場セントラルパークの隅を掠かすめて正面、東のメインストリートへと向かっていく。広場の北側の木椅子ベンチに座っていた僕は、大通りへ姿を消していくあの人に吸い寄せられるように立ち上がっていた。

　アーニャさん、クロエさん、ルノアさん、リューさん達の会話が頭を過よぎる。

　迷っていた僕は結局けっきょく好奇心に負けてしまい、シルさんの後を追い出した。

　眠気はすっかり吹き飛んで、東のメインストリートに足を踏み入れる。

「シルさん、どこへ行くんだろう……？」

　通りの中央を走る馬車とすれ違いながら、白のワンピースと薄鈍色の髪の後ろ姿を追う。

　都市の東地区はギルドが管理する施設や宿屋が多いのが特徴だ。円形闘技場アンフィテアトルムを始めとした巨大な建造物や赤煉瓦あかれんがの豪奢なホテルが視界の奥にそびえている。催しのための観光客や旅人用の区画、といった側面が強いかもしれない。

　シルさんは両手に籐籠バスケットを持っていた。蓋がしてあって結構大きい。

　何かをどこかへ運んでいる最中なのだろうか……そんなことを思っていると、シルさんは大通りから横道に折れた。

　南東の方角に向かう彼女を追って、付かず離れずの距離にいた僕は慌てて同じ道に飛び込む。

（あれ、この道って……）

　見覚えがある細い路地裏を進むことしばらく。

　何度か道を折れ曲がった僕の予感は的中した。

「『ダイダロス通り』……？」

　小径を出て一気に広がった迷宮街の光景に、僕は目を見張る。

『ダイダロス通り』。奇人とまで言われた設計者の手で何度も区画整理が行われ、秩序を忘れてしまった広域住宅街だ。石造りの建物と階段、路地が縦横関係なく錯綜さくそうする重層的な威容はまさに地上に存在する迷宮ダンジョンと言っていい。

　啞然あぜんとしていると、前にいるシルさんはあっさりと迷宮街の入口をくぐってしまった。

　ここまで来ちゃったら……引き返せる筈ないよなぁ。

　あまりいい思い出がないだけに狼狽ろうばいしてしまったけれど、僕は腹をくくった。

　ダイダロス通りに入る間際まぎわ、しっかり《神様のナイフ》が腰に差してあるか確認する。

　一応、ここは都市の貧民層が住まう貧民街スラムだし──後は個人的に色々あったし──護身用の武器の感触を確かめた僕は、黒ずんだ煉瓦と石畳の迷宮街に足を踏み入れる。

（シルさん、こんなところで何を……？）

　階段が上に伸びたかと思えば突き出た建物の部屋が道を塞ふさぎ、日の届かない真っ暗で複雑な隘路あいろには古びた魔石灯の光が灯っている。少しだけ身なりが汚い街の住人達──井戸の側で洗濯物をしたり道の端で盤棋チェスを楽しんでいたり──を猥雑わいざつな道の先々で見かけた。

　視線の先、勝手知ったる様子で複雑な道を曲がっていくシルさんに疑問を抱く。無法者に属する冒険者達も出るらしいこの貧民街スラムは、都市の中でも治安が悪い筈だ。神様の眷族ファミリアでもない女の人が一人で歩くのは、危険というか迂闊うかつのような……。

　僕の疑問を他所にシルさんはバスケットを持ってすいすい進んでいく。

　この迷宮街は怪物祭モンスターフィリアや歓楽街絡がらみで散々迷った場所だ、正直、もう一人で外に出られない自信がある。真まっ赤かな矢印で壁に記される道標アリアドネをつぶさに確認しつつ不安を隠せない僕は、これは益々もってシルさんを見失えないと、顔を引きつらせながら必死に追いかけた。

　そして上へ下へ、左や右に何度も道を進んでいった先。

　シルさんはとうとう、ある建物の前で足を止めた。

（──教会？）

　迷宮街の奥にあった寂れた建物は、まさに以前ヘスティア様と僕が二人で暮らしていたホームを思い出させる、『教会』だった。

　木造りでとても大きい。正面には水が出ない壊れた噴水のある開けた広場があり、教会自体は周囲の建物にめり込むように建っている。辿たどってきた小径の出口で僕が顔を出していると、シルさんは木の軋きしむ音を立てながら、扉を開けて中へ入ってしまった。

「……」

　こんなところにも教会があるなんて……建物の前に出た僕はぽかーんとしながら見上げる。

　割れている高階の窓硝子をいくつも認めつつ、躊躇ちゅうちょして時間を浪費した後、意を決して扉に手をかけた。

　古い木扉を開けて、「失礼します……」と言って中に入る。

「って、広ひろっ!?」

　外観以上に広く奥行きのある教会内に驚いてしまう。

　幅が十Ｍメドルはありそうな左右の壁には部屋に通ずるいくつもの扉、正面のずっと奥に見えるのは祭壇。床のタイルはいくつも割れて雑草が生え放題だ。天井てんじょうも高い。流石迷宮街ダイダロスなんて勝手に納得してしまいそうだった。

　周囲には、横長の木の椅子いすがまるで積み木のように重なっている。

「何だか……」

　子供の秘密基地みたいだ。

　城のように折り重なる椅子の塊を横目にそんなことを考えつつ、歩きながらシルさんはどこにいったのだろうと顔を振っていると……気配がした。

　曲がりなりにもダンジョンで鍛えられた冒険者の感覚がソレを捉とらえ、物音が発するより先に反応して振り向く。

　祭壇の方角へ移動していた僕の右手、壁の扉の一つから顔を出していたのは、

「……だれ？」

　ぼーっとした顔をする、金髪のエルフの子供だった。

「あ……え、えっと、僕は怪しい者じゃなくてっ、ひ、人を探しに来たんだけど……」

「人……？」

　不法侵入ということに気付き、子供相手にしどろもどろになって弁明をしていると、エルフの子は扉から出てきた。

　少しくすんだ金の髪に、ちょこんと尖った耳。

　エルフじゃなくて、半亜人ハーフだったのか。

　じーっと僕の顔を見つめてきたかと思うと、次には警戒心ゼロでトコトコと近付いてくる。

　半妖精ハーフエルフの男の子……いや女の子？　と、とにかく子供は目の前で僕のことを見上げてきた。

　相変わらずぼーっとしていて対応に困ってしまうけれど、僕はこの際だからと、目の前の子にシルさんのことを知っているか尋ねようとした。

「おいっ、ルゥ、出てったらシル姉ちゃんに見つかってっ──誰だっ、アンタ!?」

「ライ、どうしたの!?」

　と、別の子供の声が僕達のもとに飛んできた。

　視線を移すと、先程の扉から二人の子供が飛び出してきて、ハーフエルフの子を抱き寄せるようにして僕から庇かばう。茶髪のヒューマンの男の子に、尻尾を縮める犬人シアンスロープの女の子。

　敵意の眼差まなざしで、そしてそれ以上に緊張した表情を見せる二人に、これは不味まずいっ、と慌てて不審者ではないことを説明する。

「ごめんっ、僕は変なことをするつもりはなくてっ、人を探しに来たんだけどっ……って、今シルさんって言わなかった!?」

「……言った、けど」

「その人を探してるんだ！　どこにいるか、知ってる？」

　さっき聞こえたシルさんの名前に反応すると、男の子と女の子は顔を見合わせた。

　困っている二人に、庇われているハーフエルフの子が自分を抱き寄せている手をポンポンと叩たたいた。

「ライ、フィナ……大丈夫、この人」

　初対面の筈なんだけど、何の根拠もなくそう告げるハーフエルフの子供。

　その言葉に、ヒューマンと獣人の子供達はおずおずと、警戒を緩めてくれた。

「……シルお姉ちゃんの、知り合いなの？」

「あ、うん。ごめんね、驚かせて。それで君達は？　あと、この教会って……」

　神様か、それかリリくらいの背丈の子供達に屈んで、尋ねる。

　この子達が飛び出してきた扉からは他にも沢山の子供が顔を出し、僕のことをこっそりと窺うかがっていた。

　尋ねてきた獣人の女の子の代わりに、ハーフエルフの子が質問に答えてくる。

「ライ、フィナ、ルゥ……ここはボク達とマリアお母さんの家」

　男の子、女の子、そして自分を順々に指し、最後はこの教会について語る。

　マリアお母さん……いやそれよりも、『家』か。

　ちょっとまだ、この教会についてよくわからない。

「えーと……何をやっていたの？」

「……シルお姉ちゃんのお弁当から、逃げてた」

　まだ完全には緊張が解けない彼等に質問すると、フィナ、と呼ばれた女の子が答える。そしてその内容に「えっ」と呟つぶやきを漏らす。

　そして僕が固まっていると──先程から胡散臭そうにこちらを見上げていた男の子が、何かに気付いたようにはっとして、指を突き付けてきた。

「白い髪に赤い目──ベル・クラネル、第二級冒険者だ!?」

「【リトル・ルーキー】!?」

「戦争遊戯ウォーゲームの!?」

　男の子が叫んだ瞬間、扉から窺っていた他の子供達がどっと飛び出した。

　ぎょっと目を開く僕は、次には向かってくる子供の波に呑のみ込まれる。

「すげーっ、本物!?」

「兎人ヒュームバニーじゃないのに兎うさぎみたい!!」

「ねぇ、武器見せてーっ!?」

　突撃に次ぐ突撃。次々と押し寄せる子供達の体当たり、中でも腹部に直撃を果たした頭部ヘッドバットに「ぐふぅ!?」と体をくの字に折る。甲高かんだかくかまびすしい子供達の声々が耳朶じだを貫いた。

　ライと呼ばれた男の子を筆頭に形成される包囲網。獣人の女の子も興奮した様子で輪に加わり、ハーフエルフの子供は依然ぼーっとしながら一人ひとり外で眺めていた。

　四方八方から伸びてくる手に慌てて刃物ナイフだけは守るけれど、子供相手に強引に振り払うこともできず、とうとう──。

「ちょっっ──わあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　背中から、豪快に床へ倒れ込んだ。

「な、なにっ、何ですか!?」

「みんな!?」

　僕の悲鳴と子供達の歓声を聞きつけ、祭壇の奥の部屋から二人の女性が駆け付けてくる。

　年配のヒューマンの女の人と……シルさんだ。

　床に仰向あおむけに転がり、子供達に群がられながら、《神様のナイフ》を両手で抱き締めた情けない格好の僕を、シルさんは驚いた顔で見下ろす。

　髪やら何やらを引っ張られる僕は、空笑いしか返すことができなかった。
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「もうっ、それじゃあ私の後をつけてきたんですか？」

「ご、ごめんなさい……」

　教会の奥に存在する食堂。

　大きな円卓につく僕は、隣の椅子に座るシルさんに怒られ、項垂うなだれながら謝る。

　塔攻めのごとく沢山の子供に陥落させられたあの後、僕達はこの食堂に移動していた。

　塗装が剝がれた壁や柱など古ぼけた跡はあるけれど、使い込まれた魔石灯や燭台しょくだいが生活感を感じさせる。僕とシルさんの周囲では、二十人はいる先程の子供達が興味津々の様子でこちらのやり取りを眺めていた。

「えーと、それで、つまりこの教会は……」

「はい、クラネルさん。ここは孤児院になります」

　僕達の対面にいる女性……自己紹介を済ませたばかりのマリア・マーテルさんが笑いかけてくる。彼女の両隣にはさっきのルゥというハーフエルフと別の子がその腕を抱き締めていた。

　捨てられて空き家となっていたこの教会を利用し、マリアさんと今いま食堂に揃っている子供達はもう長い間あいだ住み着いているらしい。経営と呼べるほどのことはしておらず、ただ毎日を子供達と賑やかに、慎ましく暮らしていると年配の女性は微笑ほほえみながら語ってくれた。

　頭の上で纏められた黒髪に、少し[image: 痩]やせ気味だけれど穏和そうな表情。身寄りのない子供達から「お母さん」と慕われるのも、その優しげな眼差しを見て納得できてしまう。

　きっと子供達が大好きなのだろう。

「でも、その……孤児院って」

「『ダイダロス通り』ではこういった場所が少なくないんです、ベルさん」

　孤児院という言葉の意味に僕が口ごもっていると、隣に座るシルさんが説明してくれる。

　迷宮都市オラリオでは、数え切れないほどいる冒険者達の間にできる子供が沢山いるらしい。それは必ずしも将来を誓い合った者達の愛の結晶ではなく、一時の快楽に任せた結果、あるいは娼婦達が意図せずして……とにかく様々な理由で女性は子を身ごもってしまうのだと。

　そして往々にして、女性と子供はダンジョンにもぐる冒険者に先立たれてしまう。

　その中でも冒険者が所属していた【ファミリア】に養ってもらえない者達、または親の責任を放棄してしまう母親は、何と貧民街スラムであるこの『ダイダロス通り』に赤ん坊を置いていってしまうのだそうだ。

「最初は同情心でした。ですが親に置いていかれた子達を放ってはおけず……この教会を無断に借り、名ばかりの孤児院を開くことにしました」

　僕が少なくない衝撃を受けている中、マリアさんは子供の頭を撫なでながら話してくる。

　この人も、もとは冒険者に先立たれた無所属フリーの一般人だったらしい。愛し合った相手との間に子はもうけられなかったらしいけれど、この貧民街スラムで闇夜やみよの雨に濡ぬれる赤ん坊を見つけ、他人事のように思えず見捨てることができなかったと言う。

　そして捨てられた子を保護して回っていく内に、今の大所帯となったのだ。

「……」

　この教会の経緯いきさつを聞いた僕は、周りの子供達の顔を見回した。

　この子達一人一人が親に捨てられた孤児……オラリオの一面をまた一つ知った僕は、顔を曇らせてしまう。

「何だよ、【リトル・ルーキー】。俺達は母さんと一緒に暮らしていて幸せなんだ、そんな目で見るなよっ」

「ご、ごめんっ」

　顔がすり傷だらけのやんちゃそうなヒューマン、ライ君が目を尖らせる。

　こらっ、とマリアさんが彼を窘たしなめるけれど、僕は慌てて謝った。

　言われた通り……憐憫れんびんなんかは止そう。マリアさんを母親と慕って笑っているこの子達は、決して自分達のことを不幸とは思っていないだろうから。

「ええっと、でも、お金の方は大丈夫なんですか……？」

「はい、何とかなっています。慈悲深い女神様達が、援助してくださっているので」

　先立つものがなければこんな大勢の子供を養えないのでは、という疑問に、マリアさんは微笑んで答えた。聞けば、彼女が営むこの『マリア孤児院』の他にも、ダイダロス通りにはいくつもの孤児院が存在しているらしい。そして一部の【ファミリア】の主神様達は派閥の資金をそれらの施設に寄付してくれているのだと。

　女手一つでは子供達の世話に手一杯でとてもありがたく、どうにか食い繫つないでいられている、と苦笑するマリアさんを前に、僕も考える。

　神様に頼んで、僕達も何かしてあげられないかな。

　いや、まぁ、【ファミリア】は決して余裕があるわけじゃないんだけど……。

　頭を悩ませる僕の心中を知ってか知らずか、隣にいるシルさんはくすくすと肩を揺り動かしていた。

「シルさんとはお会いして以来、よく遊びに来てもらっているんです。子供達の面倒も見て頂いて、大変たいへん助かっています」

「あ、そういうことだったんですか……」

「うふふっ。謎なぞは解けましたか、探偵のベルさん？」

「は、はい……」とシルさんにからかわれる僕は少し紅くなってしまう。

　何でも、暇さえあればシルさんはこの孤児院に顔を出しているのだとか。というより、酒場の仕事に来ない日はもっぱらこの孤児院で子供達の相手をしているらしい。

「シルお姉ちゃん、お店のお料理持もってきてくれたりしてくれるんだー」

「最近、毎日来てくれる……」

　犬人シアンスロープのフィナちゃんが笑顔で、ハーフエルフのルゥ君（？）がぼーっと教えてくれる。

　楽しげに語る子供達の反応を見る限り、シルさんも慕われているようだ。ここ数日ずっと通ってきているという話を聞いて、『豊穣の女主人』を休んでいた原因も氷解した。

　事情を知った僕に「リュー達には内緒ですよ？」とシルさんは口もとに指を立てる。

　曰いわく、お店をさぼって子供達と遊んでいると知られたら怒られる、だそうだ。

　うーん、わけを話せば流石に許してくれるとは思うんだけどなぁ……。

（でも……）

　どうして、シルさんはこの孤児院に通っているんだろう。

　もっと言えば、マリアさん達とはどういった経緯けいいで知り合ったんだろう？

　出会いとその過程が気になった僕が、そのことについて尋ねようとすると、

「なぁなぁ、それよりダンジョンであったこと、聞かせてくれよ!?」

　ライ君がうきうきとした表情で、座っている椅子から身を乗り出した。

　他の子供達も興奮した面持ちで僕に向かってこれまでの冒険話をねだってくる、

　面食らう僕が隣を見ると、シルさんは「してあげてください」と微笑みかけてくる。

　成り行きとはいえ不思議なことになったと思いつつ、たどたどしく、そして照れながら今日までのダンジョン探索について語った。

　ギルドから箝口令かんこうれいを敷かれた黒い階層主ゴライアスなんかは流石に語れないけれど、美しい石英クオーツが立つ食料庫パントリーや、17階層で階層主ゴライアスに追われた話が特に好評だった。

　みんな顔を輝かせるものだから僕もつい嬉しくなり、せがまれる話の続きを語ろうとしたけれど……そこでマリアさんの表情に気付く。

　少し浮かない顔をしていた彼女は、僕の視線に気付き「ごめんなさい」と慌てて謝った。

「育っていった子供達も、みんな冒険者になっていったので……」

　マリアさんは眉を下げ、どこか悲しそうに笑う。

「子供達の多くが【ファミリア】に入団し、ダンジョンへ行って、この教会を支えようとお金を寄付してくれました……そして、誰も帰ってこなかった」

「あ……」

「この子達は、冒険者になってほしくない……そう思っていて」

　冒険者はハイリスク・ハイリターン、命懸けの職業だ。

　お金を手っ取り早く稼ぐにはこれ以上の職はないけれど、代わりに冒険者は対価として常に自分の命を賭かけることになる。そしてマリアさんに育てられた心優しい子供達は彼女の制止を聞かず、孤児院のためにダンジョンへ行って、帰ってこなかった冒険者と同じように……。

　不用心だった。せがまれたからと言って、面白おかしく冒険者業を語ってしまって。子供の興味を促すような真似まねをしてしまった。

　子供達の行く末を嘆くマリアさんを前に、僕が申し訳なさそうな顔をしていると、そこで勢いよくライ君が立ち上がった。

「大丈夫だよ、母さん！　オレ、『学区がっく』へ行くよ！」

　子供の中でも年長者である彼は、笑いながらそう言った。

「あそこで沢山たくさん勉強して、頭も体も強くなって、お金を稼げるようになってやる！」

「うーん……『学区』なら私は勿論もちろん、止めはしないけど……」

「学費おかねだって平気だよ、『しょーがくきん』ってものがあるんだろ!?　今年、学区はオラリオに帰ってくるし、ちょうどいいじゃんか！」

「ライの年で入学できるのかしら……」

　短い茶髪を揺らしてライ君は満面の笑みを苦笑いするマリアさんに見せる。フィナちゃん達も「私も行くー!?」「僕もー！」と手を上げて彼の後に続いた。途端に食堂が賑やかになる。

　シルさんも微笑ましそうに子供達を見渡す中、僕は一人、首を傾げてしまった。

「『学区』……？」

「お兄ちゃん、知らないのー？」

「何だよ、【リトル・ルーキー】、それでも冒険者かよ！」

　フィナちゃんとライ君を中心に子供達はここぞとばかりに得意気になり、何も知らない僕をからかってくる。普通に恥ずかしくなり、僕は空々しく笑ってしまった。

「こら、年上をからかっちゃ駄目！　それに【リトル・ルーキー】じゃなくて、ベルお兄さん、でしょう？」

　と、シルさんが立ち上がって子供達を戒めた。

　彼女に注意されたライ君達はばつが悪そうな顔をして「はぁーい」と返事をする。

　何だか、意外だった。

　シルさんがお姉さんをやっている。

　口調なんかも引っくるめて見たことのないシルさんがそこにいて、つい驚いてしまった。

　その横顔に瞬きを繰り返していると……そこで、カラァン、カラァン、と。

　都市の東の方角から、正午を告げる大きな鐘の音が響いてきた。

「あ、お昼ですね。それじゃあ、昼食にしましょう」

　伴って、シルさんが円卓の上に籐籠バスケットを置いた。来る時も見かけた、あの大きな籐籠バスケットだ。

　中から取り出されるのは容器に入れられた沢山の料理だった。お肉やサンドイッチ、色とりどりの野菜……何でもある。

　どうやらシルさんが運んでいた籐籠バスケットは、困窮しがちな子供達への差し入れだったようだ。

　子供達のために嬉しそうに料理を並べるこの人の姿に僕も頰ほおを緩ませる。

　例の『学区』について聞きそびれちゃったけど、まぁ、今度エイナさん達に聞けばいいか。

　僕がそんなことを思っていると……周りにいる子供達はみんな押し黙っていた。

「あ、あれ、どうしたの？」

「シルお姉ちゃんの、お弁当……」

　近くにいるフィナちゃんに声をかけると、大人顔負けの苦渋に満ちた表情で料理を見つめていた。他の子も同様だ。常にぼーっとしていたあのルゥ君も口を閉じて無言になっている。

　あれ、そういえばさっき、シルさんのお弁当から逃げてたって……あれ？

　マリアさんが苦笑し、僕がうろたえる中、シルさんの「それじゃあ食べましょう！」と女神様のような笑みで食卓に号令がかけられる。

　子供達はシルさんの手作りらしきお弁当を前に葛藤した後、背に腹は代えられないとばかりに、貴重な食料に手を伸ばし始めた。

「う、うぅ～っ」

「今日は、また、すごい……」

「食べなきゃ、食べなきゃもったいない……!?」

　子供達の苦鳴が食卓から上がり始める。

　フィナちゃん、ルゥ君、ライ君を皮切りに、野菜やお肉を一口食べた子達は顔を暗く染めた。孤児院のために内職する母親マリアさんを思いやってか、出された料理を残さず苦しんで食べていく。

　……確かに、シルさんからもらう昼食ランチは、いつも微妙な味わいだけど。

　にこにこと笑うシルさんを横目で窺いつつ、そこまで苦しむ代物じゃないような、と僕は試しにサンドイッチに手を伸ばすと──ひょい、と。

　シルさんに、お弁当ごと取り上げられてしまった。

「ベルさんは駄目です」

「えっ、でも……」

「ダメです」

「あ、はい」

　満面な笑顔の筈なのに気圧けおされる僕は大人しく引き下がった。

　お弁当を両手に持つシルさんは「この子達のために作ってきたんですから、ベルさんが食べたらいけませんっ」と頰を染めて恥じらう。すぐにお茶を入れてくると籐籠バスケットをもってパタパタと食堂の奥に引っ込んだ。

「シルお姉ちゃん、女の人の顔してた……」

「きっと、お弁当を美味おいしいと言ってもらいたい人がいるんだ……」

　シルさんがいない間、子供達は何事かをひそひそと呟き、汗をかく僕を睨にらみつけてくる。

「シル姉ちゃんが弁当を作ってくるようになったのは、兄ちゃんのせいだったんだな……！」

「前までお店の美味しい料理だったのにぃ……！」

「ボク達、実験台……」

　ライ君に涙目で睨まれ、フィナちゃんに涙目で嘆かれ、ルゥ君に無表情に呟かれる。

　察しが悪い僕も何となく理解してしまった。

　僕のお腹は、この子達の尊とうとい犠牲の上で守られていたことを。

　目の前の惨劇の全貌をうっすらと察して、だけど怖くて何も言い出せない。

　マリアさんの方を見ると……そっと目を逸らされてしまった。

「いえ、食べられなくはないですし、とても、非常に、ありがたいんですが……」

　僕は顔面を引きつらせることしかできなかった。

　それから、うぎゃー、という子供達の悲鳴が、食卓に響いては消えていった。
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　もし良ければ遊んであげてくれませんか？

　子供達がお腹をさすりながら食事を終えた後、マリアさんは僕にそう言ってきた。

「この子達も、クラネルさんに懐なついているようなので……」

　控えめに笑う彼女の申し出に、断る理由もなかった。笑って快諾する。

　僕ははしゃぐ子供達に手を引かれて、シルさんと一緒にあの広い教会内に向かった。

「シルお姉ちゃーん、オーラル橋ばしやろー！」

「お兄ちゃん、冒険者ごっこ！」

　女の子達はシルさんと一緒に童謡ナーサリーライムを歌いながら、いわゆる関所遊びを。

　男の子達は僕を誘って冒険者の芝居遊びを。ちなみに僕は殺人兎モンスターだった。

　壊れた窓から日の光がそそぐ広い教会内。タイルから雑草が生え放題の床の上で元気一杯な子供達がはしゃぎ回る。

　僕とシルさんは子供達に手を繫がれ、あっちこっちに振り回された。

「ええっと、ライ君は……」

「ライ、でいいよ。兄ちゃん、冒険者だろう？　そんな呼び方かた気持ち悪い、みんなのことも呼び捨てな!?」

　笑い声が満ちて、てんやわんやになる中、僕は機会を見つけては子供達と話してみた。

　ヒューマンのライ君……いや、ライは孤児院の年長者らしい。今年で十一になるそうだ。

　顔がすり傷だらけで、何だろう、やんちゃなヴェルフみたいだ。僕にダンジョンのことを度々聞いてきて、マリアさんにはああ言った手前、冒険者に憧あこがれているのかもしれない。

「ねえ、ベルお兄ちゃんって、シルお姉ちゃんの恋人なの？」

「違うよ!?」

「えー、シルお姉ちゃん美人だよ？　お料理の腕は、まぁ、うん……でもお姉ちゃん、着[image: 痩]せするんだよ？　本当はお胸、かなり大きくてぇ──」

「ちょ……!?」

　犬人シアンスロープのフィナは、快活な女の子だった。

　ライと同じ年齢で年長者組。真まっ直すぐな長い髪は僕のものにも似た乳酪クリーム色。目鼻立ちは整っていて、きっと将来は美人になるだろう。出会った当初こそは警戒されていたけど今では人懐っこくじゃれてくる。人懐っこ過ぎて……こちらを赤面させる言動を連発するけれど。

「えっと、ルゥは男の子？　それとも……」

「……眠い」

「あ、うん」

　ハーフエルフのルゥは、ライ達より一つ年下で、不思議な子だった。

　エルフの血を引いているだけあって孤児院の中で恐らく一番顔立ちは整っている。金の髪は短めで、口数が少なく声も中性的。本当に性別がよくわからない。いつもぼーっとしていて、摑つかみどころがなかった。

　三人以外の子は半亜人ハーフが多く、ヒューマンや獣人、小人族パルゥム、おどおどしたアマゾネスの子なんかもいる。みんな一様に好奇心旺盛おうせいで、元気一杯だった。

「シルお姉ちゃん、遊ぼー？」

「こっちもー!?」

「はーい。ちゃんと遊ぶから、喧嘩けんかしないでね？」

　遊び回りながら一通り子供達と会話を済ませると、視界の先でシルさんは引っ張りだこになっていた。男の子からも女の子からも。

　さっきも思ったけど……意外だった。

　酒場で働く店員のあの人しか知らないから、こんな風に笑って、しゃがんで、あやして、子供を優しく抱き締める姿が、新鮮に感じてしまう。

　子供達が好きなのだと一目でわかる微笑みと眼差し。目を奪われていると、視線に気付いたシルさんは僕に振り向いて、くすぐったそうに笑いかけてくる。

　その可愛らしくて綺麗きれいな笑みに、思わず赤面してしまった。

「……ん？」

　左右にいる子供と両手を繫いで、笑い合いながらくるくる回るシルさんに、邪悪な笑みを浮かべるライが近付いていく。

　背後から忍び寄る少年にシルさんは気付いていない。そして無防備なその背中に対し、ライは千載一遇の好機とばかりに──「でりゃあ!?」とスカートめくりを敢行した。

「!?」

「きゃあ!?」

　腰までめくれた白ワンピースのスカートに、目をあらん限りに見開く。

　あ、あれはっ、お祖父じいちゃんの言っていた伝家の宝刀──じゃなくてぇ!?

　しっかり見えた服と同じ色の下着に、僕は大赤面した。

　可愛い悲鳴を上げ、慌ててスカートを押さえるシルさんが振り返り、硬直するこちらとばっちり目が合う。

　頰を紅潮させるシルさんは、次には僕のもとへ真っ直ぐやって来た。

「見ました!?」

「いやっ、そのっ、別にっ、あの……!?」

「見ましたよね!?」

「みっ、見えました、けどっ……!?」

「酷ひどい、ベルさん!!」

「僕のせいですかぁ!?」

　ずずいと目と鼻の先で紅くなっているシルさんに、僕も真っ赤になって叫び散らす。

「男の人に下着を見られてしまうなんて……ベルさんっ、こうなったら罰として私のお願いを一つ聞いてもらいます！」

「えええええええっ!?」

「聞いてくれないなら……リュー達に下着を盗み見されたって、言っちゃいますよ？」

「卑怯ひきょうですよぉ!?」

　絶対僕ぼく斬殺されるじゃないですかァ!?

　冤罪えんざいを訴える僕は顔の赤いシルさんの要求に泣き叫んだ。

「……シル姉ちゃんのスカートめくり、初めて成功した……」

「まさか……シルお姉ちゃん、わざと？」

「技と、駆け引き……」

　僕達が顔を近付け合って言い合う中、視界の隅ではライ、フィナ、ルゥの子供三人組が塊になって呆然ぼうぜんとしていた。

　何故か畏怖の眼差しがシルさんにそそがれる中、僕はともすれば面白がるように迫ってくるこの人に……結局やり込められてしまった。

　スカートの中身を目撃してしまった代償に、お願いを一つ、聞くことになる。

「それじゃあ……ベルさん、私に膝枕ひざまくらをさせてください」

「!?」

「ベルさんはあの【剣姫けんき】……アイズ・ヴァレンシュタインさんに、膝枕をされたことがあるんですよね？」

　なんで膝枕!?

　いやそもそも、どうしてアイズさんのそれを……！

「実は、【ロキ・ファミリア】さんは私が勤める酒場のお得意さんなんです。彼等の主神であるロキ様にいたく気に入られてしまって……そこで耳を澄ませると、不思議なことに、【剣姫】様達の話し声が……」

「わかりましたっ、わかりましたからもういいですっ!?」

　遥はるか前にめちゃくちゃ聞いた覚えのある台詞せりふで懇切丁寧に説明してくるシルさんに、僕は再び真っ赤になって絶叫する。

　やっぱりこの人ひと魔女だ！

「それじゃあ……」

　嬉しそうにささっとその場に腰を下ろし、両膝を折るシルさん。

　周囲の子供達がじーっと見つめてくるのもお構いなしに、堂々と膝を差し出してきた。

　耳まで赤らめ躊躇しまくる僕を、面白そうに見上げて待機していた彼女は──ふと。

　何かに気付いたように笑みを引っ込め、神妙な顔付きで考え始める。

「……ベルさん、ちなみに、【剣姫】さんに膝枕をしてあげたことは……」

「なっ、ないですよっ」

　そんなことできる筈がないっ、とうろたえながら言い返す。

　その返答を聞き、僕を見上げるシルさんの瞳が、確かに光ったような気がした。




　数分後。

「えへへー」

「……」

　何故か僕が腰を下ろし、寝そべるシルさんを膝枕する光景ができあがっていた。

　僕の腿ももを枕代わりにするシルさんは、頰を染めて足に顔を埋うずめてくる。

「あの、もう、いいですか……？」

「だめでーす」

　黙って物欲しそうに僕とシルさんを見つめてくる子供達の視線に耐え切れず、顔を羞恥しゅうちで燃やしながら交渉するけれど、却下される。

　これ以上のない罰を受ける僕は、足が痺しびれてしまうまで、ご機嫌なシルさんを膝枕することになった。
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　教会で盛大に遊び回った後。

　すっかり遊び疲れてしまったのか、はたまた膝枕をされるシルさんを見て感化されてしまったのか、子供達は眠たげに目をこすり始めた。

　年長のライ達もあくびをする姿を見て、僕達は昼寝をしようと、孤児院の上階にある寝室へ向かうことになった。

「ぐっすり、眠っちゃいましたね……」

「そうですね……」

　二階にある寝室は階下の食堂と同じくらい広く、何枚もの毛布が床に敷かれていた。

　擦り切れた薄い絵本や積み木なども転がっていて、子供部屋という単語も連想させる中、寝かしつける必要もなくフィナ達は夢の世界に落ちた。

　小さい体を寄せ合って、雑魚寝ざこねをし、いくつもの寝息を立て始める。

「……」

　くー、と眠るルゥの頭をシルさんは優しげに撫でる。

　膝を崩し、慈愛に満ちた眼差しで子供を見守るその姿は、僕より少し年上なだけな筈なのに母親という言葉を彷彿ほうふつさせた。もっと言えば、聖女とか、女神様という言葉も。

　さら、と滑らかな薄鈍色の髪が首筋を滑る。

「ベルさんも、寝かしつけてあげましょうか？」

「遠慮しますっ」

　膝枕の一件で子供のようにすっかりへそを曲げた僕は、頰を染めながら、目を瞑つむりながらぴしゃりと断った。シルさんはそんな僕の様子に笑みを漏らす。

「クラネルさん、シルさん、お疲れになられたでしょう？　私に任せて休んでください」

　扉を静かに開け、寝室にマリアさんが入ってくる。

　僕達はお言葉に甘えて子守を彼女に任せた。遊んで頂いてありがとうございます、と頭を下げる彼女に笑みを返し、部屋を後にする。

「ベルさん、少し歩きませんか？」

　シルさんにそう誘われ、反対する理由もないので素直に頷うなずく。

　彼女に連れられながら、僕は広い孤児院の中を通って、教会の裏庭に出た。

「畑が……」

「マリアさんが子供達と一緒に野菜を作っているそうですよ」

　建物の裏手には井戸と小規模ながら野菜畑があった。日当たりの関係もあってあまり育っていないようだけど、よく耕されていてマリアさん達が手をかけているのがよくわかる。

　頭上を見上げれば、いくつも折り重なる建物の形に切り取られた、迷宮街の青空が見えた。

「シルさんは……どうやってマリアさん達と会ったんですか？」

「たまたま、でしたね。私がある日、ふらりとこの『ダイダロス通り』に入って……」

　教会の裏庭はそのまま迷宮街の幅広の通りに繫がっていた。

　猥雑さはここでも健在で、下や上に伸びる階段が方々ほうぼうに見受けられる。同時に廃墟然としており、周囲には崩れた跡のある建物がいくつもあった。

　澄んだ青い空が見えるせいか鬱屈うっくつした気分は欠片かけらも湧わかない。人の気配は僕とシルさん以外になく、時間がゆっくりに感じられ、穏やかですらあった。

　塔のように高く歪いびつな複合住宅に見下ろされながら、僕達は静穏な廃墟の通りを歩いていく。

「実は……私も貧民街スラム育ちなんです」

「！」

「父親も母親もいない……だからでしょうか、あの孤児こども達を見捨てておけなくて」

　顔を向けると、シルさんの横顔は前を見つめ、目を細めて笑っていた。

　シルさんも貧民街スラム育ちで、孤児だった──。

　初めて触れるこの人の秘密に、呆然とする。

　そんな僕を尻目しりめに、この『ダイダロス通り』に訪れたのはマリアさんと似たような理由だとシルさんは語った。

　孤児院の存在を知って、自ら足を運んで、交流を持つようになったのだと。

（両親、か……）

　僕も、父親と母親の顔は知らない。

　僕を産んだ後に二人とも亡くなってしまったという話は聞いている。

　寂さびしく思ったことは、多分なかったと思う。育ての親……あの愉快な祖父がいてくれたおかげで、僕はいつだって満たされていた筈だから。

　でも……会いたい、甘えたいという気持ちは、やっぱりどこかにあったとも思う。

　マリアさんやシルさんのおかげで救われた、孤児達かれらと同じように。

「でも私──本当はベルさんに知ってほしくなかったんですよ？」

「えっ？」

　顔を上げると、シルさんは通りの脇に伸びる階段をトッ、トッ、と数段上って、横手に広がる廃屋の上に下りた。

　通りではなくわざわざ廃墟の海を進んでいく。「危ないですよ!?」と声をかけてもワンピースの裾すそを膨らませて跳ねるように歩いていく彼女を、僕は諦あきらめて廃屋に飛び乗って追った。

「知ってほしくなかったってっ、何がっ？」

「今日の私です。お弁当作りを頑張っていたり、子供達とはしゃいで遊び回ったり……恥ずかしいじゃないですか」

　後ろから追う僕の声にシルさんは振り返らず、その細い背中が答える。

　倒壊した瓦礫がれきや突き出た石材に足を取られ、微妙に悪戦しながら廃墟の海を進んだ。

「別に、僕はそんな……」

「私が恥ずかしいって思ってしまうんです。……こんなこと、今までなかったのに」

　ぽつりと呟かれた最後の言葉に、「えっ？」と僕が尋ね返そうとした時。

「きゃっ!?」

　廃墟の海に足を取られ、シルさんの体が前に倒れ込もうとする。

　言わんこっちゃない!?　と僕は慌てて足場を蹴けった。

　加速してあっという間にシルさんの手首を摑み、体ごとこちらへ引き寄せる。

「……」

「……」

　そして、ふぅ、と安堵あんどの息をつく暇もないまま。

　僕の胸に寄りかかるように体を預けるシルさんと、吐息がかかる距離で、視線を絡ませる。

　透き通った薄鈍色の瞳の中には、僕の赤い瞳と、そして紅潮した顔が映り込んでいた。

　密着した体勢にかぁ～っと赤くなっていると、シルさんもぼっと赤面した。

　教会の中で見ていたものとは違う、どこか取り乱した、この人の素顔のような表情で。

「い……今のは、演技じゃないですよ？」

「当たり前ですよ!?」

　なに言ってんだこの人!?

　演技で転ばれたら堪ったものじゃないですよ!?

「は、恥ずかしい……」

　体を離し、赤くなった顔を両手で隠す。

　そんなシルさんの姿を見て、僕もようやく気付いた。

　わざわざ廃墟を歩くような真似も、多分、膝枕をさせてきたことだって、『恥ずかしい』というこの人の照れ隠しだったのだ。

　澄ますか、わざとふざけないと耐えられないくらいには、ずっと羞恥を抱えていた。

「……」

　年上だと思っていたこの人の、女の子のような仕草しぐさを見て、僕は不思議な気分だった。

　抜け目がなくて、ちょっぴりしたたかで、物腰ものごし丁寧なこの人の印象が。

　新しい一面を多く目にしたことで、また変わっていく。

　ともすれば、動悸どうきを覚える。

　いじらしく恥ずかしがるこの人の姿に、僕も釣られて赤面していた。

「……良かったかも」

「えっ？」

　廃墟の海で何も言えず向かい合っていると、うつむいていたシルさんが顔を上げた。

　両の頰を薄紅色に染める彼女は、屈託くったくなく微笑んだ。

「やっぱり、貴方に見つけてもらえて……良かったかも」

　──甘い思い出ができたから、と。

　シルさんはそんな小っ恥ずかしい台詞を、ためらいもなく言った。

　逆に僕の方が赤くなってしまう中、彼女は唇に手を添えて、本当に嬉しそうに笑い出す。

　綺麗な青空に見守られながら、僕は、口をもごもごと動かすことしかできなかった。

「──？」

　不意に。

　視線を感じた。

　例によって誰かに視みられることに敏感になりつつある僕は、反応してそちらに振り返る。

　塔のように高い複合住宅の上階位置。

　突き出た足場の上に、黒と灰の毛並みを持つ、猫人キャットピープルの青年がたたずんでいた。

（あの人……どこかで）

　小柄な獣人の姿に記憶が刺激される。

　時間も定かではないどこかで、でも確かに会ったような気がする、と頭が囁ささやいた。

「ベルさん？」

「！」

　後方を仰いでいた僕に、シルさんが声をかける。

「どうしたんですか？」と首を傾げる彼女から再び視線を移すと、猫人キャットピープルの青年は忽然こつぜんと姿を消していた。

「誰かいたんですか？」

「あ、はい……多分」

　歯切れの悪い声を出しながら、もう一度青年がいた場所を仰ぐ。

　まるで白昼夢だったかのように、そこには日の光に濡れる建物しか存在しなかった。
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　日も暮れ出す頃ころ。

　僕達が『マリア孤児院』に戻ると、ばっちり目を覚ましていた子供達の突撃を被こうむった。

　二人でどこ行ってたのー!?　というフィナ達の言及をどうにか躱かわしていると、「今日は晩ご飯も召し上がっていきませんか？」とマリアさんに誘われた。

　神様達に心配かけるのが少し怖いけど……子供達の熱望とシルさんの懇願もあり、早めに頂かせてもらって、ホームに急いで帰らせてもらおうと決める。

　一日暇をもらって、温かなこの孤児院と交流を持つなんて、思ってもみなかったなと。

　喜ぶ子供達の姿に苦笑しつつ、僕は夕飯ができるまで少々暇ひまを持てあますことになった。

「……ねぇ」

「？」

　マリアさんと女の子達が厨房で調理に取りかかる中、くいくいっ、と背中を引っ張られる。

　後ろを振り返ると、ハーフエルフのルゥがぼーっとした顔で服の裾を握っていた。

「どうしたの？」

「これ……」

　屈む僕に、ルゥは手に握った金属の塊……金貨を差し出してきた。

「お、おいっ。ルゥ」

「本当にお願いするのっ？」

「二人も、気になるって言ってた……」

　僕達のやり取りに気付いたライとフィナも慌てて駆け寄ってくる。

　平坦な声音でヒューマンの男の子と獣人の女の子を閉口させるルゥは、僕に視線を戻す。

「えっと、これは……？」

「ボク達の、へそくり……」

　へ、へそくり……。

　小さな金貨三枚、三ヴァリスを差し出され僕は汗を流してしまう。

「これ、報酬……少なくて、ごめんなさい」

　その言葉に僕が驚いていると、中性的なハーフエルフの子は告げてきた。

「冒険者依頼クエスト、お願いします……」




　遥か頭上が夕暮れの色に染まっている。

　茜あかね色の空に見下ろされながら、僕と子供三人組は外の通りを歩いていた。

「えっと、ここ？」

「うん……この辺り」

　子供達が申し込んできた冒険者依頼クエスト……まぁ『お願い』を聞いて、僕は教会の裏庭からシルさんとやって来たあの廃墟の海まで足を運んでいた。

　肝心の依頼の内容、調べてほしいことは……どこからか聞こえてくる『謎の声』。

「この近くで、う～っ、う～っ、っていう唸うなり声が聞こえてくるの!?」

「最初は犬か何かと思ったんだけどさ……どこにもいないし」

　最近、肝試しに夜な夜なこの通りを歩いていたら聞こえてきたのだとフィナとライは言う。

　それ以来いらい通りかかればずっと聞こえてくるらしく、気味が悪くて、気になっているらしい。

　僕は三人組が見やる廃墟の海を眺めた。

　見渡す限り続く瓦礫や木材の周辺には、動物の姿は勿論、気配も感じられないけど……。


『…………ゥ…………ゥ』



　……聞こえる。確かに。

　子供達の言う謎の唸り声を僕もはっきりと知覚した。

　こちらの背にささっと隠れる三人を他所に、僕は耳に神経を集中する。

【ステイタス】で強化されている聴覚を頼りに探り、ややあって、廃墟の海に登って音の出どころへ向かった。まるで泣き声のようにも聞こえる正体不明の唸り声に緊張を覚えつつ、瓦礫の密集地帯で足を止める。

　ただの建物の倒壊跡に見えるけれど……声の出どころは、間違いない、この下だ。

「ふんっ、ぐぐぐぐぐっ……!?」

　僕は両手を使って瓦礫をどかし始めた。

　後方で子供達が驚く声を耳にしながら、Ｌｖ．３の『力』で大きな石柱や木材を撤去していく。

　そして数分かけて掘り起こしていくと、通りと同じ作りの石畳が露出した。

（……いや、これって）

　周囲の石畳と溶け込んでいる一枚の『石板』に、僕は身に覚えがあった。

　もう何日も前、歓楽街──イシュタル様の宮殿ホームから脱出するため春姫ハルヒメさんが案内してくれたあの秘密の地下道、その出口を塞ぐ石扉と材質と形状が酷似している。

　証拠に、石板はずれて微妙に浮いており、生じている間隙から件くだんの唸り声が聞こえていた。

　僕は指を引っ掛け、一思いに『石板』の扉を地面から引き剝がした。

「うわぁ、すっげぇ……!?」

「こ、これ、地下通路？」

「お兄ちゃん、すごい……」

　もわっとした砂煙とともに開いた石扉に、ライ達が慌てて廃墟の海を渡り駆け寄ってきた。

　興奮と動揺と感嘆、三種類の声を背中で聞きながら僕は思考を働かせる。

　歓楽街に張り巡らされていた秘密の通路と、恐らく同種の地下道の先に、『何か』がいる。

　顔が静かに張り詰めていくのがわかる。

　息をひそめながら地下迷宮ダンジョンを探索する、あの感覚。

　僕の意識はすっかり冒険者のものに切り替わっていた。

「みんなっ、それにベルさん！　もう、こんなところまで来て、何をしているんですか？」

　と、孤児院の方向からシルさんが駆け足でやって来た。

　蒼然そうぜんとした闇が東の空から迫っている中、手に携行用の魔石灯を持っている。

　裏庭から勝手に出ていった僕達を怒るシルさんは、四人が見下ろす地下への穴の存在に気付き、その薄鈍色の目を丸くした。

「あの、これって……」

「地下への、入り口みたいです。シルさん、すいません、僕ちょっと行ってきます」

　ここに来た経緯を説明し、この下を調べてくると告げる。

　勿論、何があるかわからないので一人で行こうとした……のだけれど。

「オレも行く!?」「ボクも……」「わ、私もっ、怖いけどっ」

　子供達が付いていくと言い出した。

　僕は困った顔をしてシルさんに助けを求めると、

「こんなものを見せられて待ってるなんて、難しいですよね？　私も行きます」

　笑顔でそう言われてしまった。

　いや、その気持ちはわからなくもないですけど……半眼で空笑いしてしまう僕は、漏れ出そうになる溜息ためいきを呑み込んだ。こうなったら、しょうがないか。

　勝手な行動をしないこと、側を離れないようにすることを約束させ、僕達は行動をともにすることにした。『はーい！』と子供達と合わせシルさんの声が響いて、何だか遠足みたいだ。

　緊張感を纏い直した僕は、魔石灯を受け取って、地下へ伸びている階段を進み始めた。

「すげぇ……何だコレ、ダンジョンみたいだ……」

「く、暗いね」

「埃ほこりっぽい……」

　地下階段を支配する暗闇を、ランプ型の魔石灯の光が切り裂いていく。

　石材の階段、石材の壁、石材の天井……整然と設計された通路はやはり春姫ハルヒメさんと一緒に歩いた秘密の通路と構造が似ている。やはり、この通路も奇人と称された迷宮街の設計者の手によるものなのか。

　わくわくとするライ、怯おびえるフィナ、これまでと変わらないルゥ、三人の声を側に下へ下へと下りていく。慎重に段差を下っていると、壁に埋め込まれた小型の装置に気付く。僕が凝視しているとシルさんも気付き、その手を伸ばすと、ヒィンと細い音を鳴らし石が作動した。設置されていた魔石灯が作動し、真っ暗闇が視界の利く薄闇へと変わる。

　等間隔で壁に埋められているらしい魔石灯を見て、僕は益々この通路の正体が歓楽街の地下道と同じものであることに確信を深めた。

　そして、面白がる子供達が次々に装置を作動させる中……はっきりと下から聞こえてくる謎の唸り声に、呼吸を律する。

「静かに」

　いよいよ声の主の気配が近付き、そう呟いていた。

　初めて聞いた僕の切迫した声に、子供達は息を呑み、口を閉じる。自若とした表情を崩さないシルさんと頷き合って、ライ達を任せた。

　迷宮ダンジョンにいる時は仲間みんながいて、頼もしいことこの上ないんだけど……今いま戦えるのは僕一人だ。何かが起こったら僕だけでシルさん達を守らなくちゃいけない。

　腰に差してある《神様のナイフ》を確認する。防具は勿論つけていない。腰巾着には……前払いとして頂戴した子供達の三枚の金貨メダル。詰まるところ装備は心もとない。

　偉大な先人達が攻略済みであるダンジョンでは味わえない『未知』の真っただ中を、列の先頭でかき分けていることを自覚しながら、階段をとうとう下り終えた。

『ゥゥ……ゥ……ウゥウ』

　闇が溜まる開けた空間。広間に出たことを知覚する僕のもとに、奥から唸り声が届く。

　──人のものでも、動物のものでも、ない。

　顔を一気に緊張させる僕は、シルさん達を階段手前に待機させ、体の陰に隠していた魔石灯を掲げた。

　闇を払いのける光が、嘆きにもすすり泣きにも聞こえる声の主を、照らし出す。


『────ォオォ』



　薄闇の奥に浮かび上がったのは──ねじれ曲がった二本の大角、黒の体皮、赤の体毛、そして巨大な体軀たいく。

　光に反応しその黄玉のごとき眼光を向けてくる相手に、僕は呼吸を止めた。

　牛頭人体ミノタウロスに似た二足二腕の構造、大型級に匹敵ひってきする肉体の持ち主──いやモンスターは、両膝を突いていた地面から勢いよく立ち上がる。

「耳を塞いで!?」

　僕の疾呼が飛ぶと同時、モンスターは大音声だいおんじょうを発した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　強烈な『咆哮ハウル』に肌がびりびりと震える。

　背後にいるシルさん達を気にかける余裕もないまま、僕は相手の威圧感の桁けたにおののいた。

　間違ってもこんな貧民街スラムの地下で遭遇そうぐうしてはいけない存在は、眼光をギラギラと光らせ臨戦態勢に入り──吠声ほえごえとともに突っ込んでくる。

　迫りくる巨大な怪物に、僕は右腕を突き出した。

「【ファイアボルト】!!」

　放たれた炎雷の矛ほこが敵の体軀に炸裂さくれつする。

　出し抜けに繰り出された『速攻魔法』に驚愕きょうがくと苦鳴を上げるモンスター。緋色ひいろの炎に突撃を押し返され後退する相手に、僕は《神様のナイフ》を抜いて疾走した。

　魔石灯を広間入口に残し、魔法を被こうむり松明たいまつのごとき火光を放つモンスターへと接敵する。

『オオッ、オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

「ッ！」

　瞳孔どうこうのない双眼に殺意を募らせ振るわれるモンスターの太腕を回避し、その速度と秘める威力に戦慄せんりつしながら、すれ違いざま紫紺しこんの斬撃を一閃させる。

　足を引いて薄皮一枚のところで回避した相手に瞠目どうもくしつつ、襲いかかる相手に応戦する。

（このモンスター──『バーバリアン』!?　『深層』のモンスター!?）

　今も【ファイアボルト】の炎で燃える体毛によってその姿形をはっきり視認した僕は、何度目とも知れない驚愕に襲われる。

　二Ｍメドルを超える大型級モンスター『バーバリアン』。

　37階層付近の層域から出現し、ギルド推定Ｌｖ．は３から、４！

　どうしてこんなところに!?

（まさか──怪物祭モンスターフィリアの生き残り!?）

　この迷宮街で散々追い回された『シルバーバック』との記憶が否が応にも蘇よみがえる。

　ギルドと冒険者達の索敵から逃れた未討伐、未認識のモンスターがこの地下空間に逃げ込んでいた!?

　衝撃も半ば凶暴なモンスターと戦闘を繰り広げていく。

　側を掠めていく剛腕を躱すとともに放つ漆黒のナイフ。第二級冒険者かそれ以上の膂力りょりょくをもって暴れ回られ中々懐ふところに飛び込めず、攻撃が命中しない。

　そもそもこの個体モンスター、強い。こちらの反撃にことごとく迎撃あるいは回避を被かぶせてくる。

　まるで暴風のような敵に攻めあぐねる僕は、そこであることに気付く。

（血まみれ？）

　僕が与えた傷じゃない。

　既に凝固した血液と傷口が炎に照らし出され、一瞬の疑念が生まれる。

『バーバリアン』はその黄色の瞳を血走らせていた。まるで自分に危害を与える存在を駆逐するように──ともすれば怯えるように──全力で僕を殺しにかかってくる。

　明確な敵意と、回避と迎撃を始めとした確かな戦法をもって。

（この、感じ──）

　まるで冒険者と戦っているような──いや、違う。

　一番近いのは──あの片角の『ミノタウロス』。

　本能や破壊衝動に任せ暴れ回るのではなく、戦うための『自己』を持っているような──。

　因縁の敵を想起させるモンスターに瞳を震わせた僕は、動揺を振り払い、疾駆した。

　腕の大振りからの隙すきを見い出し、バーバリアンの腰を掠めてナイフを振り抜く。


『──────────────────────ッ!?』



　舞い散る血飛沫ちしぶきに、モンスターの絶叫が響き渡る。

「やったぁ!?」

　時間とともに『咆哮ハウル』の影響を脱したのか、広間に顔を出すライ達が歓声を上げる。

「──」

　興奮する子供達を他所に、僕は傷口を押さえ苦しむバーバリアンの前で立ちつくしていた。

　耳を震わすモンスターの悲鳴。

　獣と酷似するその叫喚に含まれる、怒り、苦しみ、そして悲しみの感情。

　今まで聞いたことのない怪物の『痛哭つうこく』に、言葉を失ってしまう。

（このモンスター、一体……）

　モンスター相手に攻撃の忌避感が生まれるという事態に、僕が動揺していると。

　苦悶していたバーバリアンはかっと眼まなこを見開いて、その大顎おおあごから長い舌を射出した。

「ぐっっ!?」

　啞然として棒立ちとなっていた僕の体に舌撃が直撃する。

　緊急回避も間に合わず、防具のない胸部を打たれた僕は冷たい石畳の上を転がった。

　凄すさまじい痛みに胸を焼かれながら、間抜けを演じる自分を『しっかりしろ!?』と叱りつける。階段入り口から真逆、広間の奥に飛ばされた僕は勢いを後転に転じ何とか起き上がった。

「このっ、止めろー！」

　が、そこで。

　階段入り口から飛び出したライが、吹き飛ばされた僕の身を案じて、モンスターに石を投げつけてしまう。

『──オオッ』

　背中に命中した石片に、バーバリアンは後方を振り向いた。

　怪物の眼光に硬直するヒューマンの子供に──敵意に反応したモンスターは、ライを睨み付けて、突進する。

「待まっ──!?」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　驚愕とともにモンスターを全速で追うが、間に合わない。

　怯えるライを咄嗟に飛び出したシルさんと子供達が抱きしめ、守ろうとする。

　右腕を突き出した僕は忌避感なんてものを振り払い、ありったけの声で砲声しようとした。


『────ガッ!?』



　しかし、炎雷が轟とどろくことはなかった。

　流星のように放たれた一本の長槍ジャベリンが、バーバリアンの体軀中央を貫通する。

『──ァ』

　断末魔の叫びも許されず、胸部ごと『魔石』を穿うがたれたモンスターは、灰の山と化した。

　ざぁぁっという灰塊が崩れる音の後、これまでの騒音が幻覚だったかのように広間に静寂が訪れる。発生するドロップアイテム『バーバリアンの体毛』が今もまだ燃えていた。

　床に座り込み抱きしめ合うシルさん達が恐る恐る顔を上げる中、僕は彼女達の真後ろ、つまり広間の階段入り口にたたずむその人物に啞然とする。

　黒と灰の毛並みを持つ、小柄な青年。

　夕刻前に見かけた、あの猫人キャットピープルだ。

「……あ、あのっ！」

　軽い跳躍音を発しシルさんや子供達を飛び越え、灰の山の上に転がる長槍を回収する猫人キャットピープルの青年に慌てて駆け寄る。

　助けてくれてありがとうございます、そう伝えようとしたけれど、

「女子供も碌ろくに守れねえのか、クソ兎」

　その鋭過ぎる眼差しと静かな罵倒に、声を封じ込められる。

「ごっ……ごめんなさい」

「……」

　的確過ぎて項垂れる僕は、謝ることしかできなかった。

　この人がいなかったらシルさん達に取り返しのつかないことが起きていたかもしれないのだ。一般人を危険に晒さらしてしまった時点で冒険者失格だ。

　無力感と恥ずかしさに打ちひしがれる僕を、猫人キャットピープルの青年は無視して背を向ける。

　彼は何も言わないまま階段出口を目指した。

「【女神の戦車ヴァナ・フレイア】……第一級冒険者だ!?」

　自分達の横を通り過ぎようとする青年に、呆ほうけていたライが本日最大の昂たかぶりを見せる。

【女神の戦車ヴァナ・フレイア】──確か、【フレイヤ・ファミリア】の？

　先日あった【イシュタル・ファミリア】壊滅の騒動。僕も巻き込まれていたあの事件で彼かの大派閥を殲滅せんめつした冒険者の一人に、驚愕してしまう。

　それと同時に、思い出した。

　さっき聞いた声……市壁上の特訓帰りに【ロキ・ファミリア】幹部であるアイズさんを恐らく狙ねらった、あの猫人キャットピープルの襲撃者のものと同じだ。

「……」

　僕が愕然とする最中さなか、青年は通り過ぎようとする間際に、シルさんの前で立ち止まる。

　無言のまま軽く頭を下げる彼は、今度こそ広間を出ていった。

　たたずむシルさんは、消えていったその後ろ姿に微笑を浮かべる。

「シ、シルさんっ、大丈夫ですか!?」

「ベルさん」

　驚きが抜け切らない内にひとまず駆け寄り、シルさんと子供達の安否を確認する。

　危険に晒してしまったことを何度も謝ると、彼女は笑いながら大丈夫だと言ってくれた。

「何だよ兄ちゃん、【女神の戦車ヴァナ・フレイア】に助けられて！」と全く反省の素振りを見せないライには雷かみなりが落ちたけど。シルさんの説教によってボコボコにされた挙句、フィナとルゥに両の頰をこれでもかとつねられ泣き叫ぶ子供に、僕は汗を流す。

「えっと、【女神の戦車ヴァナ・フレイア】……あの人と知り合いなんですか？」

「はい。うちの酒場にたまに寄ってくれる、冒険者様なんです」

　灰となったモンスターの死骸をしばらく見つめた後、僕が思い切って尋ねると、シルさんは嬉しそうに笑いながら得意客の一人、顔見知りなのだと教えてくれる。

「少し、いやかなり怖いというか……近寄りがたい雰囲気がありましたけど、シルさん、すごいですね……」

「そんなことありませんよ？　実はあの人、猫舌ねこじたで、温かい飲み物を出すと隠れてフーフーってするんです。可愛いところがおありなんですよ？」

　おずおずと話す僕に、シルさんはクスクスと微笑む。

　第一級冒険者を捕まえて『可愛い』って……シルさんが大物なのか、したたかなのか。

　僕はつい苦笑してしまった。

「これで、冒険者依頼クエスト、終わり……？」

「あ、うん。そうなるかな。他に妙な気配はないし……」

「怖かったぁ～」

　ルゥにくいくいと手を引かれた僕は、奥まで見通せない広間を見渡し返事をする。フィナは肩から力を抜いて大きく息を吐き出した。

　念のため魔石灯を持って隅々まで調べてみると、最奥には崩れて塞がった通路口があった。階段入口と合わせて通ずる道はこの二つしかないから、恐らくこの広間にやって来た大型級モンスターはどこにも行けなくなってしまったのだろう。進退窮まって唸り声を発していたのか、それとも……。

　余計な思考を打ち切った僕は、後のことはギルドに通報して任せようと決めた。

　子供達にもこの地下道には決して近寄らないよう約束させ──シルさんが無言の笑みで怯えるライ達を威圧したから多分大丈夫だ──扉である石板をしっかり閉めておく。

　謎の地下通路からようやく地上に帰還した僕達を、すっかり暗くなった星空が包み込んだ。

　これは、今頃いまごろマリアさん達に心配をかけているかも……。

（あれ、でも……）

　ちょっとした冒険を経験したライ達がはしゃぐ帰り道、シルさんと並んで歩きながらふと疑問が浮かぶ。

【女神の戦車ヴァナ・フレイア】……【フレイヤ・ファミリア】って今、市壁外の戦線にいるんじゃあ？

　僕は疑問に導かれるように、頭上の月夜を見上げた。
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「戦況は？」

　魔石灯の光に包まれる天幕内を歩きながら、銀髪の女神は問うた。

　オラリオから真東三〇Ｋキルロ地点。設営された【フレイヤ・ファミリア】の陣営は美しい満天の星空に見下ろされている。

　寡黙な団員達が熱した鍋から黙々と食事を取る中、陣中央の巨大な本営で、主神フレイヤのローブを少女ヒューマンの団員が受け取る。「ありがとう、ヘルン」と告げられる女団員は深々とお辞儀をして、その場から退出した。

　神座にフレイヤが腰かけると、側にたたずむ猪人ボアズの武人、オッタルが口を開く。

「敵の戦線は完全に瓦解。散り散りになった部隊をヘディンやグレール達が単独で追撃しています。狼煙も上がったので、すぐに捕えることができるかと」

「最初からこうしておけば良かったわね」

　追い払おうとするのではなくまとめて捕獲しておけば良かった。そう言いながらフレイヤは背もたれに深く寄りかかった。

　時間の無駄であったと、先日の膨大な罰則ペナルティからギルドに戦場待機を義務付けられている美の女神は、億劫おっくうそうにこぼす。

「些細ささいなものですが、敵軍に動揺が見られます。何かあったのかと」

「全て私達に押し付けて都市に戻った、ロキ達の仕業よ。ようやく終わりそうね」

　オッタルの報告にフレイヤは淡々と返した。

　卓に置かれたグラスに口付けていると、本営の出入り口から猫人キャットピープルの青年が姿を現す。

「失礼します」

「お疲れ様、アレン。戦場から離れて、息抜きになったかしら？」

　礼を取る【女神の戦車ヴァナ・フレイア】、アレン・フローメルをフレイヤは労わる。

　オッタルの横、主神の前まで歩み寄った猫人キャットピープルの青年は、慇懃かつ棘とげのある口調で答えた。

「お陰様で。ですが、娘むすめが酒場から離れ……四六時中護衛する羽目になりました」

　どこか嫌味にも聞こえる声音でアレンはフレイヤに訴える。

「女神様の厳命で、勝手な行動を控えるよう言って頂けると……助かります」

　葡萄酒ワインを置いたフレイヤは、くすっと笑みを浮かべた。

「ふふ、貴方が助けてくれて、娘シルも感謝していると思うわよ？」

「……」

「娘シルは笑っていなかった？」

　フレイヤの言葉に、アレンは口を閉ざし黙りこくる。

　しかしその無愛想な顔は、うっすらと頰を染めていた。腰から伸びる尻尾も数瞬揺れ動いてしまう。

　まるで密やかに気にしている異性を探り当てられた子供のように、青年は羞恥に耐えていた。

　そして、そんなおちょくられる同僚の反応を、猪人ボアズの武人は無言のまま見やる。

「なに見てんだッ、オッタル!?」

「……」

「見世物じゃねえっ、失せろ!!」

　真っ赤になりながら吠ほえかかるアレン、己より小さい彼の罵倒を受け止めるオッタル。

　二Ｍメドルを超す体格の派閥団長は、気を利かせるように本営から出ていく。

　布帛ふはくをくぐって消えた猪人ボアズの背中を、アレンは歯を剝むき出しにしながら睨み付けた。

　そんな二人のやり取りに「うふふっ」とフレイヤは面白そうに口を押さえて笑い、赤くなるアレンはたまらずそっぽを向いた。

　やがて女神の笑い声が収まる頃、フレイヤは葡萄酒ワインのグラスに唇をつける。

「すぐ戻りたいわね、都市オラリオに。でもせっかくだし、このままどこかへ足を伸ばそうかしら？」

「……貴方のためなら、私はいつでも戦車になりましょう。貴方をどこへでも運びます」

「あら、頼もしいわね」

　都市を出たついでに旅行でもしようかと述べるフレイヤの言葉に、正面に立つアレンは女神の足となることを誓う。

　忠誠を示すお気に入りの団員の一人に、フレイヤは美神の笑みを浮かべた。

「アレン。アーニャとは会っている？」

「あの愚図グズとはもう縁えんを切りました」

「駄目よ。たった一人の兄妹かぞくでしょう。私は意地悪をするために、あの娘こから貴方を取り上げたわけじゃないわ」


「…………わかりました」



　主神の言葉に、アレンは間を置いて、不承不承そうに頷いた。

　しょうがない子、とフレイヤは微笑みながら葡萄酒ワインを飲み干す。

　夜空に浮かぶ月のように、女神の銀髪が輝いた。
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「あ、やっと帰ってきたニャ!?」

　扉をくぐると、猫人キャットピープルの少女アーニャの声が飛んでくる。

　日の光が市壁を越えて街を照らし始めている中、酒場の制服を纏ったシルは、集まってくる店員達に笑みを浮かべた。

「ただいま、みんな」

「ニャ～、長いこと店番サボって仕事が溜まってるニャ!?　今日から馬車馬のように働いてもらうぜ、ニャ！」

「クロエ、それならばサボっていた貴方も罰を受けるべきだ」

「もうー、全然帰ってこないからちょっと心配したよ。どこに行ってたのさ？」

「ごめんね、ルノア。でも、内緒」

　クロエとリューの声が響く隣で、ルノアに向かって指を立てるシル。

　嬉しそうに微笑む街娘の姿に、もぉー、とまた同じ声が上がる。

「……ニョ？　シル、少年と何かあったニャ？」

「え？」

「ニュフフッ、すっかりご機嫌にニャって、乙女の顔してるニャア～」

　このクロエの目は誤魔化せない、と細い尻尾をにょろにょろ揺らして猫人キャットピープルの少女が近付いてくる。

　ほんのりと熱を帯びる頰を手で押さえるシルは、思わずというように苦笑した。

　そして下種ゲスな笑みを浮かべる店員達の言及を躱していると、ドワーフの女将、ミアが長台カウンター奥の部屋から姿を現す。

「もう、いいのかい？」

「はい……もう大丈夫です」

　自分を見上げる薄鈍色の瞳に、「ならさっさと働きな」とミアは鼻を鳴らして背を向けた。

　お前達も遊んでいるんじゃないよ！　という一喝を浴びて店員達が開店に向けての準備を再開させる。

　彼女から離れ笑みをこぼすシルは、迎えた開店の時間に合わせ扉へ『Open』の札をかけた。

「──いらっしゃいませ。『豊穣の女主人』へようこそ」

　入店してくる客に向かって、街娘は笑みを浮かべ出迎えるのだった。

























「一体どうなっている!?」

　ダンッ！　と天幕内に設置されている卓が叩たたかれた。

　握り締められた[image: 拳]こぶしを手甲ごと振り下ろした男神、光り輝く金髪を揺らすアレスは、周囲で萎縮いしゅくする部下に大声を放つ。

「だから、兵士達がオラリオの冒険者達に捕えられているんですよ。三万いた兵士の内、そろそろ一万に達しようとするほどの数が」

「そんなことはわかっている!?　何故なぜこんな事態になっているかと聞いているのだ、マリウス!?」

「オラリオの冒険者が化物じみているほど強いからです」

　怒いかれるアレスに対し、彼の側に控える副官、マリウスと呼ばれるヒューマンは嘆息とともに単純明快な答えを差し出した。

【アレス・ファミリア】陣地内、本営である。

　相対するオラリオの【ファミリア】連合軍から遠く離れた『セオロの密林』近くに築かれた王国ラキア軍本陣では軍議が行われていた。

　もはやボロボロと化す自軍の状況に、主神のアレスが怒っては叫ぶという不毛な会議が。

「拿捕だほされた兵士達に負傷者も合わせ、戦線はこれ以上維持できません。案の定、軍資金もがめつい商人達に搾しぼり取られてすっからかん……」


「おのれぇぇ～～～～～～ッ!?　オラリオォォォォォォォォッ!?」



　咆哮ほうこうするアレスに溜息ためいきばかり漏もらすマリウスは、怯おびえる周囲と異なり主神に物怖じなく諫言かんげんできる貴重な人物だった。

　獅子ししの鬣たてがみのように燦然さんぜんと輝く主神とは異なった、蜂蜜のような黄金の髪。細過ぎず太過ぎない鍛えられた体は一八〇Ｃセルチの身の丈を持ち、美青年や貴公子といった言葉がよく似合う。年も二十と若い。その顔面に凝り固まった疲れさえなければ、鎧よろい姿も相まって大変凛々りりしい騎士然とした将校だ。

　何度もオラリオに破れ軍神としての面目が丸潰つぶれ──積年の恨みを晴らそうと意固地になっている困った主神に、再び溜息を漏らした。

「はい、これでもう戦争は続けられませんね。帰りましょうアレス様、これに懲りたらもうオラリオへの侵攻なんて止めてください」

「ぐぅぅッ……マリウスッ、生意気だぞ!?　貴様の父親であるマルティヌスは私に何でも従うというのに！」

「──主神あんたの言うことホイホイ聞くから私の父親は愚王って呼ばれているんだよォ畜生!?」

「な、何だその口の利き方は!?　こうなったら貴様の王位継承権を剝奪はくだつしてやる！」

「結構です、返しましょう！　これで私は国を出て念願のオラリオに行き、冒険者になって構いませんね!?」

「駄目だ、許さん!!」

「どっちだよ!?」

　王子!?　王子!?　と顔を真まっ赤かにして乱心する若い副官を周囲の者が慌あわてて止めにかかる。

　経験を積むため主神付きの副官として同行している王国ラキアの第一王子──【アレス・ファミリア】の若き副団長は、異性の憧あこがれである美顔を盛大にぎりぎりと歪ゆがめ、派閥恒例となっている主神との口喧嘩げんかを繰り広げた。

　王妃の不貞を疑われるほど有能な王子は、今日も猪突猛進の主神に対しその苦労と怒りをぶちまける。

「全くっ……どちらにせよ、ガロン達はヴェルフ・クロッゾの説得に失敗しました。先程ギルドから身代金の要求が来ましたよ。我々の頼みの綱は失われたのです、戦闘を長引かせても意味がありません」

「ぬううっ……！」

　ようやく落ち着いたマリウスの冷めた緑眼に、アレスは唸うなる。

　彼の言う通り、作戦の切り札であった『クロッゾの魔剣』獲得が失敗した以上、戦争を続ける意味もない。アレスが思い描いていたヴェルフの力を利用した魔剣部隊と全軍の挟撃など夢のまた夢だ。

　最初から作戦成功を信じていなかったマリウス、そして撤退を望んでいる将校の視線に晒さらされる戦いくさの神は……『負けたくない』その一心で、カッッと赤い双眼を見開いた。

「こうなったらっ──私わたし自らオラリオに乗り込んでくれる!!」

「はぁっ!?」

「不甲斐ふがいないお前達ができないというのなら、私が『クロッゾの剣』を手に入れてきてやる!!　あの『魔剣』さえあれば、過去の栄光が再び……！」

「ヴェルフ・クロッゾを誘拐するつもりですか!?　Ｌｖ．２ですよ!?　貴方が挑んだら瞬殺ですよ瞬殺!!」

「瞬殺言うなァ!?　攫さらうのはクロッゾの倅せがれではないっ、奴やつの主神である──女神ヘスティアだァ!!」

　女神誘拐を宣言するアレスに、マリウス以下将校達は目を見開く。

「どうせ女神だからと言ってお前達はあのチビ神を攫ってこれんのだろう!?　ならば私が自ら出向き、奴を捕まえ、ヴェルフ・クロッゾと神質ひとじちの交換をオラリオに突き付けてやる！　ふはははははっ、我ながら完璧かんぺきだ!?」

「貴方今いま最低なこと言ってますよ!?　そもそもどうやって都市に侵入するつもりっ──」

「そうだ、最初からこうしておけば良かったのだ！　王が、いや神が自ら前に出なければ兵達も付いてこない！　マリウスゥ、馬の準備をしろォ!?　憎きフレイヤ達に悟られぬよう夜に発たつぞ!?」

「ああもうっ、あの愚神ぐしん……！」

　一度決めたことは翻ひるがえさない蛮神王の指示に将校達が慌てふためく。顔を歪める若き副官も天幕を出ていく金髪の男神を追って走った。

　主神の一存により王国ラキア軍の最終作戦が発動される。

　勝敗の行方ゆくえが決した戦場、オラリオ勢がすっかり舐なめて警戒を払わない中、誰だれもが予期しえなかった無謀かつ間抜けな奇襲が、オラリオに向けて断行されるのであった。
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　市壁の中は今日も変わらず平和だった。

　普段と違って長引いているらしい王国ラキア軍との戦争が都市外では続けられている中、朝の日差しが青空を明るく照らし出している。

　小鳥の囀さえずりの声を聞きながら、僕は小走りでホームの回廊を歩く人物を呼び止める。

「春姫ハルヒメさん」

　黒いメイド服の後ろ姿に、腰から伸びてゆらゆらと揺れる太い金の尻尾しっぽ。

　衣服の詰まった籠かごを両手で抱える狐人ルナール、春姫ハルヒメさんはこちらに振り返った。

「ベル様。おはようございます」

　可憐な相貌に綺麗きれいな笑みが咲く。春姫ハルヒメさんはぴこぴこと狐きつね耳を上下させ挨拶あいさつしてきた。

　まだ朝食前の時間帯。厨房から香ばしい匂においが漂いお腹を刺激してくる中、春姫ハルヒメさんはダンジョンへ赴く前に、家政婦メイドの仕事を全うしていた。水洗いした【ファミリア】全員分の衣服を抱え日干ししようとしている。

　おはようございます、と挨拶を返しながら、僕は歩む彼女の隣に並んだ。

「大丈夫ですか？　僕も手伝います」

「い、いえっ、これは私わたくしの仕事でございます。ベル様の手を煩わずらわせるわけには……」

「大丈夫です、手伝わせてください」

　籠に山のように積まれた衣服を半分、ひょいと奪ってしまう。両手が塞ふさがっている春姫ハルヒメさんは勿論もちろん抵抗することはできなかった。

　春姫ハルヒメさんにも【ステイタス】があるとはいえ、水を吸ったこれだけの量の洗濯物は重いに違いないだろう。恐縮そうにする彼女に本当に大丈夫ですからと苦笑を返し、僕達は二人で日干しを始めた。

　回廊に面する館の中庭。壁から壁に洗濯紐ひもをかけて、昼になれば温かな日差しが降りそそぐ空間に衣服を干していく。

　神様やリリ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさん自身の分は彼女に任せ、僕は自分とヴェルフの分を担当する。性別や種族関係なく同じ屋根の下で共同生活する【ファミリア】の特性上、仕方がないとはいえ、洗濯紐にかけられる春姫ハルヒメさん達の衣服は極力見ないようにした。顔を赤らめる春姫ハルヒメさんも下着類は流石にここへは干そうとしない。

　頰ほおの紅潮をもらってしまう僕は少々気まずい空気を払うように、会話を振る。

「あの、春姫ハルヒメさん、生活には慣れましたか？」

「はい。ヘスティア様も、リリ様も、ヴェルフ様も命ミコト様も、私わたくしのことを気にかけてくださるので」

　勿論ベル様も、と屈託くったくなく微笑ほほえみかけてくる春姫ハルヒメさん。

　歓楽街にいた時の儚はかない微笑みなんかじゃない。温かな日の光を浴びる朗らかな笑顔。

　この人の本当の笑みが見れて、良かったと、僕は瞳ひとみを細めてしまった。

「ですが……器用ではない私わたくしは皆様に迷惑をかけてばかりで……今もこうしてベル様に」

　と、不意に春姫ハルヒメさんは表情を曇らせてしまう。

「春姫ハルヒメさん、僕は別に……みんなだって」

「いえ、私わたくしはこのくらいのことでしか皆様のお力にはなれません。もっと働いて、もっと頑張らなくては……」

　僕の言葉を遮さえぎって、春姫ハルヒメさんは申し訳なさそうに中庭の芝生を見つめた。着ている黒のメイド服をそっと撫なで、その太い尻尾をしゅんと垂らす。

　春姫ハルヒメさんはそう言うけれど、この人は頑張り過ぎているくらい頑張っている。

　洗濯、炊事、掃除、そして迷宮探索。ホームの中では家事に努め、ダンジョンに向かえばサポーター件妖術師ようじゅつしとして僕達を助けてくれる。特に後者は探索に不慣れな彼女にとって強い負担ストレスとなっている筈はずなのに。

　洗濯物を干し終え春姫ハルヒメさんと向き合う僕は、頭をかいた後、口を開いた。

「あの、春姫ハルヒメさん。……無理をしたらいけないと思います」

「えっ？」

「僕も【ファミリア】に入り立ての頃ころ、神様の手を煩わせないように、家事を張り切っちゃって……」

【ヘスティア・ファミリア】結成当初、神様とまだ二人きりだった時。

　日銭を稼ぐダンジョン探索とホームでの家事。ちょうど今の春姫ハルヒメさんと同じように二つの仕事を無理してこなしていた僕は案の定、体を壊し、結果的に神様を困らせてしまった。

　環境ががらっと変わってしまうと、意外に体がついてこないことがある。恩恵ステイタスを授さずかっていたとしてもだ。僕の体験談に、春姫ハルヒメさんは驚いた顔を浮かべた。

「その、だから……何というか」

　これが桜花オウカさんやフィンさんとかだったら、団長としてビシッと言えるんだろうなぁ、と情けなく思いつつ……何とか胸の中の思いを言葉にする。

「……無理をしないで、頼ってくれた方が……僕達も、嬉うれしいかな、なんて」

　顔に熱を集めながら、笑った。

　何とも締まらない感じで、頰をかきながら。

　僕の言葉に目を見張った春姫ハルヒメさんは、メイド服の上から膨らみのある胸を押さえる。

　まるで心を溶かしたかのように瞳を潤うるませ……そして頰をじんわりと桜色に染めた。

「そ、それでは……今、ベル様のお力を借りても、よろしいでしょうか？」

　恐る恐る上目遣うわめづかいでこちらを見つめてくる春姫ハルヒメさんは、何やら散々ためらって尋ねてくる。

　勿論、と嬉しくなって僕が快諾すると、すっと右手を差し出してきた。

「春姫ハルヒメの手を、握って頂けませんか……？」

「えっ」

　予想だにしなかった注文に、僕は目を点にした。

　固まった後、顔が火照ほてるのがわかった。額にうっすらと汗が滲にじむのを感じながら、イヤそれはちょっと、と声をかけようとするものの……春姫ハルヒメさんは真っ赤になりながら手を差し出し続け、待ち続けている。

　ぷるぷると震える狐の尻尾と耳に哀れみを感じてしまった僕は、何が何だかわからないまま、めちゃくちゃオズオズしながらその細い手に触れる。

「あ……」

　冷たい。

　驚くほど春姫ハルヒメさんの右手は冷たかった。

　もう初夏だというのに……恐らく早朝から大量の衣服を水洗いして、冷え切っていたのだ。

　反射的に僕がその冷たい手を握り込むと、肩を上下させた春姫ハルヒメさんは、もじもじと体と、そして尻尾を揺らした。

「りょ、両手で、包み込んで頂けないでしょうか……？」

「あ、はい……」

　懇願され、あっさり従ってしまう僕。

　両手で春姫ハルヒメさんの冷たい右手を包み込んだ。彼女は左手もこちらの手の甲に添え、あたかも両手で握手している格好になる。

　……何だ、これ。

　依然もじもじとしている春姫ハルヒメさんは目を瞑つむり、僕の手の体温を感じるようにぎゅっと握ってくる。その顔は──というか僕の顔も──真っ赤だ。

　胸の中の鼓動の音が加速し、僕は比[image: 喩]抜きでたじたじになってしまった。

「──何をやっているんだぁい、春姫ハルヒメくぅん？」

「ひゃあっ!?」

　手を繫つなぎ合って一分ほど経過した頃。

　突如とつじょ、至近距離から恐ろしく低い声音で名前を呼ばれ、春姫ハルヒメさんが飛び上がる。

　僕もぎょっとすると、二人の真側面、ちょうど繫がった手の前で仁王立ちする神様がいた。

　漆黒のツインテールを波立たせる神様は、「ていっ！」と手刀を僕等の手に振り下ろす。

　あいたっ!?　と僕と春姫ハルヒメさんの手が離れた。

「ベル君も危なっかしいけど、君はほとほと困った子だなぁ、春姫ハルヒメく～ん。ボクは気が気がじゃなくて君から目が離せないよぉ～」

「ヘ、ヘスティア様っ!?　ち、違うのでございますっ、これには深いわけが……！」

「あんな顔を真っ赤にして、深いわけぇ～？」

　箱入り娘かつ世間知らずな春姫ハルヒメさんのずれた行いに、神様はお冠のようだった。

　据わっている蒼い瞳が今ばかりは僕のことを忘れ狐人ルナールの少女を射抜いている。蠢うごめくツインテールに牽制され汗まみれの僕が──あんな小っ恥ずかしい光景を見られ羞恥しゅうちが極まっている僕が──動けないでいると、慌てる春姫ハルヒメさんは身振り手振りを織り交ぜ状況を説明した。

　頼み事云々うんぬんのところで僕をジロリと見やる神様は、説明を聞き終えると、意外なことに神妙な顔で腕を組む。

「ふむ、なるほど、それならしょうがないね──」

「そ、それでは……！」

「──なぁんてぇ言うと思ったかァあああああああああああああああああ!?」

「もっっ、申し訳ありませぇん!?」

　鷹揚おうように頷うなずいていたかと思うと両手を振り上げて大爆発する神様の時間差フェイント攻撃に、ひぃっ、と春姫ハルヒメさんは頭を両手で押さえて縮み込む。両腕を振り上げる神様の動きに合わせて春姫ハルヒメさん以上の大きな胸も揺れた。

　元貴族の女の子と憤激する女神様のどこか抜けたやり取りに、僕は顔を引きつらせる。

「春姫ハルヒメ君っっ、言い忘れていたがボクの【ファミリア】では不純異性交友は勿論、男の子と女の子が手を握るのも禁止だ!!」

「ええっ!?」

　がびーん!?　と春姫ハルヒメさんが衝撃を受ける。

　えっと、あの、僕ぼくも初耳なんですけど……。

　そもそも手を繫ぐのも禁止だと、ダンジョン探索に支障を来たすような……。

「ボクはこれでも天界の三大処女神スリートップと言われていてね、風紀にはうるさいんだ!?」とのたまう神様。固まっていた春姫ハルヒメさんは僕とヘスティア様の間で視線を往復させ、しゅんと項垂うなだれた。

「申し訳ありません、ヘスティア様……以後、気を付けます」

「うん、わかってくれたらいいんだ」

　目に見えて落ち込む春姫ハルヒメさんに、厳おごそかに頷く神様。

　体を小さくする春姫ハルヒメさんは派閥の規則ルールに従うように僕に背を向けた──かと思うと。

　腰から伸びる太い尻尾が、ゆらゆらと揺れ、しゅるっ、と。

　まるで勝手に動いたかのように、僕の左手首に巻き付いた。

「……」

「……」

「……」

　ぎゅうぎゅうと鳴る柔らかな尻尾、無言になる僕と神様。

　依然しょんぼりしながら背中を見せている春姫ハルヒメさんの狐耳が、ぴこぴこと動いている。

「ていッ」

「こんっ!?」

　再び繰り出された神様の手刀が春姫ハルヒメさんの尻尾を打ち落とす。

　狐人ルナールの女の子は狐の悲鳴を上げた。

　再び烈火のごとく怒る女神様とぺこぺこと必死に謝る少女の姿に、初夏の空に見下ろされる僕は汗を流し続けた。
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「いいかい、みんな？　恋愛をするなとは言わないが、風紀を乱すのは駄目だ」

　朝食が終わった後、神様はみんなの前でそう切り出した。

　館一階の広い居室リビング。ダンジョン探索へ行く前に召集され僕達はテーブルを囲んでいる。

　今日は久々のバイトの休みである神様は、それぞれの顔を見回した。

「というわけで、ボクの【ファミリア】の中では男の子と女の子の接触は禁断だ。手を繫ぐのも駄目」

「そんなの横暴です!!」

　目を瞑りながらそんなことを宣言してしまう神様に、リリが勢いよく食ってかかる。

　今回の話し合いのほぼ元凶となっている春姫ハルヒメさんは非常に申し訳なさそうだった。メイド姿でみんなに茶を用意した後、体を小さくして椅子いすに座る。

　うーん、これも神様が司る事物や属性に左右される【ファミリア】の規則ルールみたいなものなんだろうけど……流石に接触禁止っていうのは現実的に考えて無茶のような……。

「それならヘスティア様も例には漏れないということですね!?　ベル様やヴェルフ様に一切いっさい触れてはいけませんよ!?」

「ボ、ボクは主神だぞぉ!?」

「関係ありません！　むしろ神様が規律を示さずして眷族が従うとお思いですか!?」

　そんなこと言ったら【ステイタス】更新がー、それだったら最初から変な規則ルールを作らないでくださいー、などなどテーブルを挟んで神様とリリの激しい言い争いが繰り広げられる。

　僕と同じように命ミコトさんは汗を流し、ヴェルフは軽く嘆息をした。

「と、ともかくっ、過度な触れ合いは駄目だ。他派閥の子との恋愛なんて絶対に許さない！」

「えっ!?」

　神様の後半の発言に、僕はつい反応してしまう。

「何だいベル君、当然だろう？　それとも君は、お近付きになりたい他派閥よその子供がいるっていうのかい？　まさかお付き合いしたいー、なんて言うんじゃないだろうね？」

「いや、それは、その……そういう訳じゃあ……」

　やけに棘とげのある神様の声に僕は何も言い返せない。

　懇意でもない他派閥の人間との交流、ひいては禁断の恋なんて【ファミリア】に弊害をもたらす。神様の言っていることはもっともであり、至極当然だ。当然、なんだけど……。

　僕がテーブルを見回すとあれだけ神様に反抗していたリリは目を瞑って澄まし顔で黙っていた。春姫ハルヒメさんはちらちらと僕と神様に視線を送り、ヴェルフも「こればっかりはな」と首に手を回している。

　それは、そうだよね……。

　僕は首を折り、神様に逆らうことはしなかった。

「あの、今回の決まり事は神様相手にも……その、思慕を抱いてはいけないのでしょうか？」

　そこで、おずおずと命ミコトさんが手を上げた。

　頰をほんのりと赤らめる彼女に、神様を始め僕達はきょとんとする。

「ああ、そうか。命ミコト君はタケのことが……」

「い、いえっ、タケミカヅチ様に限った話ではなくっ、じ、自分はっ……!?」

「そーいうことならボクは邪魔しないぜ！　いや──そうだっ!?」

　と、何か思い付いたように、神様のツインテールがぴょこんと跳ねた。

「むしろボクは好ましいと思うぜ、神々と子供達の番カップルは！　変な神やつには間違っても騙だまされてはいけないけど、タケみたいな神格者いいやつだったら全然問題ないさ！」

「か、かっぷる……？」

　俄然がぜん声高に、そして一気に飛躍した話に僕達は面食らう。

　聞き慣れない神様の言葉に春姫ハルヒメさんが不思議そうな顔をする中、ヘスティア様は僕に輝いた笑みを向けた。

「まるでボク達が降臨する前に流行った、『精霊』と子供の恋歌ロマンスみたいじゃないか！　なぁ、ベル君!?　君も夢があっていいと思うだろう!?」

「えっ、は、はぁ……」

　いきなり話を振られ僕は曖昧に頷く。

『精霊』とヒューマン、亜人デミ・ヒューマンの恋歌ロマンスは確かに古くから伝わる物語の題材の一つだ。

　でもお伽噺とぎばなし、とりわけ英雄譚えいゆうたんでは悲愛に終わることが割と多いんだけど。

　うろたえる僕を他所に、リリがはっと何かに気付いたように身を乗り出してきた。

「いけませんよ、ベル様!?　神様をお相手に恋愛だなんて騙されてはっ！　ご年齢が定かでもない神様達の愛は重くっ、きっと粘着質ですっ、取り付かれたが最後さいご死ぬまで養わなければならない羽目になります!!」

「こらーっ!?　ボク達を何だと思ってるんだー!?」

　超越存在デウスデアたる神様達との恋歌ロマンスなど言語道断と否定するリリに怒鳴った後、ヘスティア様はヴェルフのことも見やる。

「ヴェルフ君はどう思う!?」

「俺おれは……ヘスティア様の言っていることが正しいと思います」

「正気ですか、ヴェルフ様!?」

「禁断の愛だの何だの決め付ける必要はないだろ？　寵愛ちょうあいを受けて可愛かわいがられるやつなんていくらでもいるんだ、神々が望むんなら対等な関係になったっておかしな話じゃない。少なくとも、俺はそんな関係になりたい」

　ヴェルフの返答にリリが叫喚を放ち、僕も驚いた顔を浮かべてしまった。

「えっ、ヴェルフって、女神様のことが……？」

「俺はヘファイストス様一筋だ」

「おーっ!?　うむ、こんな真まっ直すぐな子供は今頃いまごろいないよ！　ヴェルフ君、ボクは君を応援するぜ！」

「は、はぁ……」

　18階層の椿ツバキさんとの会話でも確かに聞いたけど……僕が衝撃を受けていると、ヘスティア様は意気揚々となってご自分の隣に座っているヴェルフをバシバシと叩く。

　自分より遥はるかに背丈の低い神様に肩を連打され、ヴェルフは戸惑った顔を作った。

「聞いたかい、ベル君!?　恋愛に種族や神の壁なんて関係ないんだぜ!?」

　ここぞと有頂天になる神様に、僕は椅子の上でたじろいでしまう。

　いつの間にか神様達との恋愛観に話が発展してしまっている。

　神様の意見に、落ち着き払ったヴェルフと顔を赤らめる命ミコトさんは支持派。

　ぎゃんぎゃん騒ぐリリは勿論否定派で、おろおろしている春姫ハルヒメさんは中立か、どちらかと言えば否定寄りといったところだろうか。

　意見の是非が二つに分かれる中、神様は、期待に満ちた眼差まなざしを僕に送ってくる。

「ベル君は、どう思う!?」

「どう、って……」

「そ、そうだなぁ……もしボクが別の派閥の主神だとしたら、っていやいやいやいやっ!?」

　赤くなった顔をブンブンと左右に振った神様は、おほん、と咳せき払いする。

　そして、じっと僕のことを見つめた。

「もし、もし他ほかの女神から求愛されたとしたら……君はどうする？」

　神様のその質問に一瞬居室リビングが静かになる。

　誰もが僕の答えを聞こうとしていた。リリは固唾かたずを呑のんでこちらを見守り、ヴェルフと命ミコトさんも興味を示すように、春姫ハルヒメさんは忙せわしなく尻尾を揺らしている。

　リリと同じく息を呑む神様の、その青みがかった神秘的な瞳を僕は見つめ返す。

　場の空気にうろたえつつも、言った。

「いや、断りますけど……」

　特に迷うことなく、返答する。

　神様は固まった。

　リリと春姫ハルヒメさんはぽかんとし、ヴェルフと命ミコトさんも心なし驚いているようだった。

　みんなの反応に何だか居心地が悪くなりつつ、僕は自分の考えを口にする。

「女神様相手にそんな……嬉しいですけど、滅相もないですよ。恐れ多いです」

　相手は超越存在デウスデア、僕達とは次元の異なる『神様』だ。

　ヴェルフや命ミコトさんの価値観は正直、衝撃的だったけど……でもやっぱり、そうだ。

　神様達は尊び、崇めて、敬う存在である。

　眷族ファミリアとして、子供として、家族として、迎えて頂けるけれど……一線の先に踏み出してはいけないと思う。


「…………ベ、ベル君の」



　がぁーーん、という音が聞こえてきそうなほどお顔を愕然とさせていた神様は。

　うつむいてプルプル震えていたかと思うと──勢いよく椅子から立ち上がった。


「ベル君のっ、あほぉ──────ッ!?」



「か、神様ぁーっ!?」

　叫び声を上げながら居室リビングの扉に全力疾走する神様。

　目もとを片腕で覆い、ドアを開け放って飛び出す。そこから何と館の正面玄関からも出ていってしまった。

　椅子から腰を浮かし、驚愕きょうがくする僕の絶叫が虚むなしく響く。

「ベル……お前、意外に頭が固いな」

「えっ、で、でもっ。神様達は、神様だし……！」

　ホームを飛び出す神様の姿を窓辺から確認し、追いかけようか迷っている内に、テーブルからヴェルフが歩み寄ってくる。

　リリ達もやって来る中、僕は狼狽ろうばいした声を出した。

「確かに、ベル殿のように、神様達を敬う方はいらっしゃいますが……」

「はい。ですがそういった方々は、敬虔けいけんな信徒様達に多いような……」

　命ミコトさんは複雑そうな声音を出し、春姫ハルヒメさんも困惑した表情を見せる。ヴェルフと同じく意外だったと──どうしてそこまでと──僕の神様達に対する態度を不思議がるように。

　非難とは違うけれど、指摘された僕はやっぱりうろたえることしかできない。

「もし、ですが……本当にもしですが」

　そして立ちつくしていると、リリが僕の顔を見上げてくる。

「万が一にもありえない話として、もし、ヘスティア様が密かに想いを寄せる下界の人間がいらっしゃったとしたら……ベル様の今の言葉に、あの方は傷付くのではないでしょうか？」

　長い前置きの後、眉まゆを下げながらそう告げてくるリリに、僕は目を大きく見開いてしまう。

「……なぁ、ベル」

　そんな僕の横顔をじっと見つめていたヴェルフが、口を開く。

「お前、何をそんなに怖がってるんだ？」

「……！」

　息が詰まる。

　こちらを見据えてくるヴェルフの問いに、僕の手は無意識に強張っていた。

　時間が経たった後、何も答えられないまま、ヴェルフ達から目を逸そらす。

「……神様、探してくる」

　この場から逃げるように、居室リビングを後にする。

　背中に視線をそそぎながらも、誰も僕を呼び止めようとはしなかった。




「……リリスケ、良かったのか？　あんなこと言って」

　ベルがヘスティアを追いかけて部屋を出ていった後。

　居室リビングの扉を見つめていた団員達の中で、ヴェルフがリリのことを見下ろす。

「……別に。ヘスティア様はリリ達の主神ですし、いつまでもヘソを曲げていられては困りますから。……それに、あの方にはいつも余計なお節介をされているので。この間あいだだって」

　敵に塩を送る真似まねをしてよかったのかというヴェルフの問いに、最後の言葉をぽつりと呟つぶやいた後、リリはそっぽを向きながら答える。

　彼女の素直じゃないその態度に命ミコトと春姫ハルヒメは苦笑し、ともすれば微笑ましそうに見やった。

　ヴェルフも笑みを浮かべる。

「今日の迷宮探索は中止だな？」

「そうですね」

　ヴェルフの言葉に命ミコトが頷く。誰も異議を唱えない。

　仲直りして帰ってくるだろう女神と少年を迎えるため、彼等はホームに残るのだった。
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　神様を探しに、街に出る。

　通りはダンジョンへ向かう沢山の冒険者達が見受けられ、既に賑やかだった。無所属フリーの一般人が各々の商店の準備を進め、馬車も盛んに行き来を始めている。

　オラリオの空は今日も晴れていた。ただ、北の方角に灰色の雲の塊が見える。オラリオ北方に存在する山地には一雨来るかもしれないと、僕は道を走りながらそう思った。

　出ていった神様がどこへ行ったのかは見当がつかない。当てもなく広い都市を探し回るのは流石に無茶だ。

　リリ達の言葉と飛び出していった神様の表情が蘇よみがえり、胸に疼痛とうつうを感じながら、僕は道行く人に声をかけては幼い女神様の姿を見なかったか尋ねていった。

「ん……？　おお、ベルではないか」

「本当だ、やぁベル君！」

「あ……ミアハ様、それにヘルメス様？」

　都市西部の街路を進んでいると、二柱の男神様達に出くわした。

　回復薬ポーションなど商品を積んだ四輪の手押し車を持つミアハ様と、羽根付きの鍔広つばひろ帽子を被かぶったヘルメス様だ。ヘルメス様は今日も従者アスフィさんを撒まいたのか、護衛はいない。

　群青色の長髪に橙黄色とうこうしょくの頭髪を揺らす端整な顔立ちの神様達に、おはようございます、と挨拶をする僕は、珍しい組み合わせだと素直に思ってしまった。

「えっと、こんな道端で何をしているんですか？」

「ふむ、つい先程絡からまれてしまってな。自派閥われわれの商品を使って、あの手この手で泡銭あぶくぜにを稼ごうとしているこの男を、どう撒こうか考えていたところだ」

「おいおいミアハ、そりゃないぜ！」

　微笑むミアハ様は口では言うけど、陰険な感じは欠片かけらもない。ヘルメス様も笑っている通り戯たわむれているだけなのだろう。【ヘルメス・ファミリア】は儲け話なら探索ダンジョンだろうが運び屋だろうが商業だろうが、何でも手を出す派閥と聞くし、恐らくはミアハ様に商談を持ちかけているのだと思う。

　笑みをこぼしてしまう僕は、そうだと神様のことを思い出し、お二人に尋ねてみる。

「ヘスティア？　ううむ、すまないベル、私は見かけていない」

「オレもかな。力になれなくてごめんよ」

「い、いえっ、そんなっ。すいません、それじゃ僕はこれで……」

　神様達の謝罪に恐縮しながら、頭を下げる僕は別れを告げようとした。

　けれど、そこで。

「ベル」

　こちらの顔をじっと見つめていたミアハ様が、背を向けようとする僕を呼び止める。

「急ぎでないなら、話を聞くぞ？」

「えっ……？」

「相談に乗ると言っているのさ、ベル君。何か悩み事があるんだろう？」

　驚く僕に、ミアハ様は微笑し、ヘルメス様は目を細める。

　……胸が抱えている迷う心を、見抜かれてしまったようだ。いや僕がわかりやすいのか。

　子を見守るような眼差しを浮かべるミアハ様達に、長いこと逡巡しゅんじゅんした僕は、館であった一件を伏せて単刀直入に尋ねてしまった。

　神様達の恋愛観、いや子供ぼく達に対する想いについて。

「ミアハ様達は……神様達は、子供ぼく達のことを好きになってしまいますか？　その、恋人とか、伴侶はんりょとして……」

　石畳に視線をさまよわせながら言うと、ミアハ様とヘルメス様は顔を見合わせる。

　そしてそれだけでこちらの事情を全すべて悟ったかのように、男神様達は話し出してくれた。

「なる、であろうな。むしろ我々は、子供達にこそ惹ひかれやすい」

「そうだなぁ、わかりやすい例だけどアポロンなんかを思い出してくれよ、ベル君？　あいつの愛は見境がなかっただろう？」

　アポロン様……僕達が戦争遊戯ウォーゲームで破った男神様。

【悲愛ファルス】とも呼ばれ、女神ヘスティア様にだって求婚した、恋多き神様。

「アポロンは見初めてしまえば、広く、深く、子供達を愛し抜く」

「ミアハの言う通り、あいつは愛めでて愛めでて愛めでて……そして子が亡くなった時は、オレ達から言わせればオーバーなほどに泣くだろう」

　ミアハ様とヘルメス様の言葉に、僕はうろたえてしまう。

「お、おーばー……」

「ああ。そしてひたすら嘆く。子の遺品が残ったなら、それを肌身離さず身に付けるだろうし、子を埋めた墓から木が生まれれば、それを自分の聖木として扱うだろうね」

「さ、流石にそこまでは……」

「するさ」

　疑ってしまう僕を、ヘルメス様は笑って断言した。

「逆にタケミカヅチなどは、父かみとしての姿勢を貫くであろう。例えその女子おなごに惹かれたとしても、求愛されたとしても、はっきり線引きする筈だ。女としての幸せを与えてやれぬしな」

「ヘファイストスなんかはどうかなぁ。職人この成長を見守る、親方おやかた気分が抜けないかもしれない。神としての微笑ましさと女としての感情、半々くらいで子供に接するんじゃないかな」

　ミアハ様が武神タケミカヅチ様のことを語り、ヘルメス様が鍛冶神ヘファイストス様について笑う。

　下界の者達との間では子をなせないことや、父であることを望む義理堅さ、あるいは職人としての性さがなど、神様達の個性や価値観からくる神愛の種類を教えてくれた。

「寵愛ちょうあい、ただの気紛れ、子を見る親の気持ち……子供に向ける愛の形は神それぞれだ。君達との触れ合いを久遠の思い出として抱き続ける神もいれば、あっさり忘れるやつもいる──逆に、天に昇る魂を追いかけてまで囲う美神めがみなんかもいる筈さ」

　ヘルメス様は瞳を細めて、こちらに流し目を送る。

「我々の愛の形はある意味、歪んでいるのだろう。ベル達からすれば、恐らくな」

「そ、そんなっ」

　笑いかけてくるミアハ様に、僕は慌てた。

　慌てたけれど、完璧に否定することができなかった。

「……ミアハ様と、ヘルメス様は、どうしますか？」

　街路の喧騒が束つかの間ま会話を途切れさせた後。

　僕は、ミアハ様達にそう尋ねてしまっていた。

「そうであるな……私もタケミカヅチと一緒かもしれん。愛してしまったからこそ、その者が伴侶を見つけ、家庭を築き、天界へ昇っていくその時まで……側で見守り続けてやりたいと思う。神おとことしてな」

「おいおい、そんな難しく考えるなよ、ミアハもタケミカヅチも!?　オレだったら好きになった女の子はみんな侍はべらせてしまうよ！　なぁベル君、ハーレムは男の浪漫ろまんだろ!?」

　ミアハ様が青空を見上げながら言い、ヘルメス様はどこまで本気かわからない能天気な笑声を上げる。「そなたはまたそんなことを言って……」とミアハ様が眉を下げて笑う中、同意を求められる僕も、つい苦笑をこぼしてしまった。

「──ベル。神々われわれの愛は一瞬なのだ」

　そして。

　ミアハ様は笑みを浮かべたまま、僕に告げた。

「悠久の時を生きてきた我々だからこそ、恋に落ち、愛を抱くのは一瞬だ。多くの神々かみがみがそなた達、子供に一目惚ぼれする」

「同時に、その時間はオレ達にとって、とても短い。君達にとっては生涯と言える時間であってもね」

　目を見開く僕に、ミアハ様とヘルメス様は諭すように声を繫げる。

　永遠を生きる神様達にとって、僕達との時間は……たった一瞬に過ぎないのだと。

　それは悲しいことである筈なのに、ミアハ様達は穏やかな声で語った。

「だから、ではないが……神の求愛には向き合ってやってくれ」

　ミアハ様は、目を細める。

「ベルには、懸想している相手がいるのだろう？」

「ぼ、僕は……」

「畏かしこまり、ひれ伏して、神の我儘わがままに振り回される必要はどこにもない。自分の気持ちに素直になっていればいい」

　動揺する僕にミアハ様は、ぽん、と。

　その手を、僕の頭に置いた。

「ただ──誠実に向き合う。それだけでいいのだ」

　そして頭を撫でてくれながら、そう言った。

「きっと神の多くは、それだけで納得してくれるであろう」

「……」

　だから神々の愛から逃げないでくれ、と。

　断っていい、受け入れても構わない、ただ恐れないでくれ、とミアハ様は全てを見透かしている瞳でおっしゃった。

　自分より背の高い男神様を見上げる僕は、瞳を揺らしてしまう。

　言葉を絞り出せず、うつむいた。

　そんな僕を咎とがめることもなくミアハ様は優しく撫で続けてくる。情緒が不安定になっているのか、自分でもよくわからないまま地面を見下ろす視界が湿りかけた。

　微笑するヘルメス様に見守られながら、僕は神様の優しい手に甘え、何も答えることができなかった。
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「くそぅ、ベル君のやつぅ～～っ」

　ヘスティアは涙目を吊り上げながら、てくてくと大通りを歩いていた。

　中央広場セントラルパークから真北に伸びた北のメインストリート。ダンジョンを目指す鎧姿の冒険者達を避けながら、館を飛び出した彼女は当てもなく都市をさまよっていた。

「そもそもベル君は神を敬うやまい過ぎなんだよっ。いや敬ってくれることは嬉しいけど……！」

　すれ違う者にも聞こえる声音で、周囲の目もはばからず、ベルへの不満を重ねていく。

「ボク達なんてそんな大したものじゃないぜ!?　隙すきを見ればグータラするしっ、部屋に引きこもってジャガ丸くんを食べあさるしっ、子供達の前で背伸びし過ぎて疲れることもあるし！」

　それは貴方あなただけだ、とすれ違う亜人デミ・ヒューマン達が心の声を一つにするような空気を醸かもし出す。

「他の神にいたっては馬鹿ばかなことでゲラゲラ笑うことしか能がないじゃないか!!　崇拝なんて必要ないんだよっ、なぁ、君もそう思うだろう!?」

「は、はぁ……」

　側を通りかかる誰とも知らない獣人の青年に向かって吠ほえるヘスティア。

　そうだろうそうだろう、と幼女神が瞑目めいもくして頷く中、神々の突拍子もないことには慣れっこなオラリオの住人達は綺麗に無視をした。

「もっと気さくでいいんだよ、畏まらないでくれよ!?　……ベル君の根性なしぃ」

　勢いよく叫んで、最後はぽつりと呟く。

　吐露された言葉は通りを往来する雑踏の音にかき消された。

　やがて、頑固者っ、頭でっかちっ、兎頭ぁ～、ともはや文句なのかもわからない言葉をこぼしながら、ヘスティアはメインストリートをとぼとぼと歩いていく。

「あっ、ヘスティアちゃん!?　いいところに！」

「ん……？　おばちゃん？」

　溜息交じりに歩いていると、ヘスティアの名を呼ぶ声があった。

　顔を上げると、大通りの脇道の前、恰幅かっぷくのいい獣人の女性が手を振っている。

　バイト先であるジャガ丸くんの露店、その同僚だ。

「どうしたんだい、おばちゃん？」

「それがねえ、さっき店主さんからお達しがあって、今すぐジャガ丸くんの材料に使う薬草ハーブを都市の外に取りにいかないといけなくなっちゃって……」

「薬草ハーブ？　交易所にでも行って買えばいいじゃないか」

「費用削減だってさ。それで人手が足りなくて……」

　申し訳なさそうにする獣人女性に、ヘスティアは頰をかく。

　今日はバイト休みなんだけどなぁ、と思いつつ、飛び出してきた手前すぐホームに帰ることもできなければ、今やることもない。どうせだから力になるかと決める。

　手伝うことを告げると、同僚は謝りながらも喜んでくれた。

「でもさ、おばちゃん。ボク一応【ファミリア】の主神だから、都市の外には出れないんだ」

「あ、そうだったねぇ……」

　現在地から更に真北、巨大市壁に備わった北門に台車や籠などの道具を運びながら、ヘスティアは懸念を口にした。

　オラリオに所属する冒険者、ひいては派閥とその主神が都市外に出るのは難しい。

　迷宮都市は戦力流出に敏感であるからだ。極端な話、ダンジョンの試練おんけいによって鍛えられた上級冒険者達──例えば都市最大派閥ロキ・ファミリアなど──がオラリオを出て、そのまま都市と敵対することになれば目も当てられない状況ができあがる。

『世界の中心』と呼ばれる最大の理由、世界最高峰の戦力に守られるオラリオは、守りを失い都市を脅かす敵が増えることを非常に警戒しているのだ。故に、都市外へ出ようとする【ファミリア】──特に上級派閥にはギルドの厳しい審査と繁雑な手続きが必要となる。中でも主神はそう易々とは外出を許可されない。団員達が都市外に出たとしても主神さえ確保していれば牽制役、神質ひとじちになるからだ。【ヘルメス・ファミリア】など特別な例を除けば、都市を自由に出入りできる存在はないと言っていい。

　中に入るのは容易たやすく、外に出るのは困難を極める。

　それがオラリオの暗黙の規則ルールであり、迷宮都市に住まう者の共通認識であった。

「都市を出る前までだったら、手伝うこともできるんだけどさぁ……」

　躍進を続ける【ヘスティア・ファミリア】は今や都市の中堅派閥だ。その主神である自分は少なくとも今すぐ都市を出ることはかなわないだろうと、商人達や無数の馬車が停っている北門前の広場に入りながらヘスティアは語った。

　大きな北門の前ではギルド職員と彼等に協力する武闘派の派閥団員、二名の門衛が都市外へ出る商人や馬車を逐一ちくいち検問していた。通行許可証がなければすぐさま彼等に取り押さえられることになるだろう。

　ギルドから発行してもらった許可証を持つ五人もいないバイト仲間と合流したところで、獣人の女性は困ったと手を頰に当てる。

　──と、周囲の門前広場が不意に賑やかになった。

　ん？　とヘスティアが振り向くと、

「俺が、ガネーシャだ!!」

「あ、ガネーシャ」

　確かめずとも一瞬でわかる肉声と存在感を放つ男神が、門をくぐって現れるところだった。

　浅黒い肌に引き締まり鍛えられた長身の体、黒い髪。何より目立つのは顔に装着された象の仮面である。

　都市最大の団員数を誇り、多くの上級冒険者を保有するオラリオの大派閥【ガネーシャ・ファミリア】の主神の登場に、周囲にいた市民や商人達、同僚の獣人やバイト仲間でさえも拍手と笑顔を送った。

「むっ、そこにいるのは──ヘスティアか!?」

「いちいち声を張らなくてもいいよ、ガネーシャ。でもどうしてここに？　戦場に駆り出されていたんじゃなかったのかい？」

　謎なぞの姿勢ポーズを決めるガネーシャにヘスティアは歩み寄る。

　門前広場に入り、二名の団員を引き連れ馬に乗っていたガネーシャは、「とうっ！」と言って馬上から石畳に飛び降りた。

「話せば長くなるが、もう戦争が終わりそうだから帰ってきた」

「短いよ」

「後は捕まえた王国ラキアの兵士達を都市に運びにな。めちゃくちゃ多過ぎて戦線では抱えきれん」

「ふぅーん。でも君達が戦場から抜けて大丈夫なのかい？　ガネーシャのところは人も多いし、戦力の中核だろ？」

「なに、戦場の心配は要らん！　超・有能な俺の団員達が残って今も戦っている!!　というかうるさいから先に都市に戻ってろと追い出された！」

「君、【ファミリア】の中でもそんな扱いなのか」

「俺はガネーシャだからな！」

　馬鹿でかい肉声とともに一々姿勢ポーズを決めるガネーシャに、ヘスティアは呆あきれた表情を作る。

　天界から友人の多いヘスティアは一応いちおう彼とも面識があった。というか無視できない程度にはガネーシャという男神おとこの存在感は凄すさまじく、暑苦しかった。

　護衛の団員二名も主神の無駄に熱い振る舞いに頭を痛める中、今度は彼が問うてくる。

「で、ヘスティアは何をしている？」

「あぁ、実はこれこれそれそれということがあってね」

　簡潔に事情を説明すると、ガネーシャは光る白い歯を見せつけ、笑った。

「そういうことならば俺が許そう！　ヘスティア、出でていって良し！」

「ちょ、ガネーシャ様!?」

　ヘスティアが驚く中、護衛の二人が主神に食ってかかる。

「なに言ってるんですか、ギルドも通さずそんな勝手な真似を……!?」

「俺は、【群衆の主ガネーシャ】だ！　ジャガ丸くんは都市を潤うるおす元気の塊かたまり、それが食べられないとなれば今日も誰かが泣くだろう！　そのようなこと、この俺が許さん!!」

「アンタ何なに言ってんだ!?」と団員達に叫ばれるも、ガネーシャは決定を翻そうとしない。

　言動からして神々の中でも群を抜いて奇異な神物じんぶつであるが、今も喝[image: 采]かっさいする周囲の反応からもわかる通り、都市の住民達の彼への信頼と信仰は厚い。

【群衆ぐんしゅうの主あるじ】を公言してはばからない通り、彼は下界の住人達が好きだ。彼の【ファミリア】は率先して管理機関ギルドと結託し、催しの開催や治安維持の協力に努めている。視線の先にある門衛の一人も何を隠そう【ガネーシャ・ファミリア】の構成員だ。

　発言力の高い彼の言葉に、話が聞こえている二名の門衛もぎょっとした。

「ギルドに知られたらお咎め程度じゃ済みませんよ!?」

「バレなきゃいいのだ、団員Ａよ！」

「モロバレですよ!?　今どれだけの衆目を集めていると思っているんですか!?　あと自分はモダーカです!?」

　しばしギャーギャーと騒ぐ主神と眷族達であったが、結局団員達の首ががっくりと折れた。

　ガネーシャはヘスティアに向かって親指を上げる。

「本当にいいのかい、ガネーシャ？」

「うむ。お前は規律を乱す神ではない、子に笑みを与えてやれる女神だ！　さぁ行け！」

　仮面の下で笑うガネーシャに、ヘスティアもふっと頰を緩めて親指を上げた。

　苦笑するガネーシャの眷族と渋しぶい表情のギルド職員に見過ごされ、ヘスティアとバイトの同僚達は都市門をくぐる。

「ガネーシャ様、かなりおかしいけど、やっぱりいい神様だねぇー」

「まぁねー。ちょっとやかましいけど、いいやつさ」

　都市を出る旅人や商人達の列に並びながら、獣人女性と談笑する。そのわけのわからない珍奇ユニークな神物じんぶつ像で子供に愛されている男神について語りながら、やがて巨大市壁から都市外に出た。

　広がるのは整備された街道に緑の草原。視界の奥には雄大な山脈がそびえ、その麓ふもとには森林が見えた。

　北の空に積もる灰色の雲を見て、一雨来るかもなぁ、とヘスティアが思っていると、

「本当に来てしまって、バレたらどうするんですか……!?」

「神威しんいは極限まで抑おさえている、私が神だとはすぐにはバレん！」

「声がでかい!?　そもそも無策の正面突破って、貴方どこまでアホなのかと……！」

　何事かを言い争う声が聞こえた。

　目を向けると、都市を出てきたヘスティア達とは逆側、オラリオの入門待ちをしている長蛇の列の一角で顔を寄せ合っている二名の男性がいる。どちらも身長が高く、旅装のフードを深く被っていた。旅人らしき彼等と同じ格好をした者達も背後の列に続いており、何故か緊迫しているかのように口を固く閉ざしている。

　周囲にいる商人達がその口論に傍はた迷惑そうな顔をし、獣人の同僚が「あーいう変な人ってどこかにいるもんよねぇ」と呟く中、ヘスティアもまた怪訝けげんな表情を浮かべた。

　やがて、すれ違うように彼等の側を通り過ぎようとした時。

「「ん？」」

　言い争っていた男性の一人と目が合った。

　フードから覗のぞく獅子のような金髪に、どこか見覚えのある紅い両眼。

　既視感に貫かれ足を止めてしまうヘスティア同様、相手も口を中途半端はんぱに開けて停止する。

　三秒間の硬直の後のち、

「──アレス!?」

「──ヘスティア!?」

　女神と男神は指を差し合い、同時に叫んでいた。

　ヘスティアは都市を攻め込んできた敵軍の親玉との遭遇そうぐうに、アレスは狙ねらっていた獲物とのまさかの巡り合わせに仰天する。

　ヘスティアが驚倒する最中さなか、アレスはその紅眼を吊り上げた。

　地を蹴けり、突撃する。

「捕獲ゲットォ──ッ!!」

「ぐああああっ!?」

　アレス渾身こんしんのぶちかましがヘスティアに炸裂さくれつする。

　体当たりを胴体に決められた幼女神は両目をかっ開き、バイト仲間の列から押し出された。

　草原の上に一緒に転がる彼女を、アレスは素早く肩に担ぎ上げる。

「フハハハハハハハハッ!?　見たかマリウス!?　見事目標を捕獲したぞォ!!」

「う、噓うそでしょう……!?」

　マリウスと呼ばれた口論相手はフードを脱ぎ去る。

「ぐぅうっ」とアレスの肩で半気絶している幼い女神に、彼は動揺を無理矢理むりやり払って顔を振り上げた。

「総員、全速で撤退！」

　号令とともに同じ旅装姿の者達が長蛇の列を押しのけ動き出す。

　混乱が巻き起こる中、異変に気付いた門衛達が慌てて接近するが、抜剣したマリウス他が彼等に飛びかかり、数の利ももって斬り伏せる。

　瞬く間に悲鳴が打ち上がった。

「目標は達したっ、退けっ、退けぇ!!」

　ヘスティアを抱えるアレスが一目散に駆け出していく。

　彼の仲間──王国ラキアの兵士達も速やかに主神の後を追った。


「ヘ、ヘスティアちゃ～～～～～～んっ!?」



　用意されていた馬に騎乗し瞬く間に遠ざかっていく兵士達の姿に、同僚の絶叫が響き渡った。
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「どこへ行っていたのですか、ヘルメス様!?」

　水色アクアブルーの髪の美女が、僕達と一緒にいるヘルメス様に向かって怒鳴る。

　色々話を交わした後、神様の捜索を再開しようとした僕に、ミアハ様とヘルメス様は手伝ってくれるとおっしゃった。申し訳なかったけれど拒む理由もなく、行動をともにしていたのだけれど……ヘルメス様の従者、アスフィさんが息を切らして登場したのである。

　窮屈な思いをしていた主神様に撒かれていた彼女は、銀の枠フレームの眼鏡めがねを片手で押さえながらかんかんに怒っていた。

「付いてこいと言っておきながら勝手にいなくなって……!?」

「いや、だって、耳に障る小言が多くてさぁ」

「はあっ!?」

「あ、うそうそゴメンッ」

　憤激する派閥の団長に詰め寄られ、汗をかいて平謝りするヘルメス様。

　やがて主神をぐったりさせたアスフィさんは肩で息をしながら、ようやく僕達の存在に気付いた。「見苦しい姿を……」と項垂れるこの人に僕もミアハ様も苦笑いする。

　眼鏡の位置を直したアスフィさんは、その碧眼へきがんを僕達に向けた。

「それで、この傍迷惑な主神と一緒に何をなされているのですか？」

「え、えーとですね……」

　あんまりな物言いに汗をかきつつ、今の状況を話し始める──その直後のことだった。

　慌ただしい複数の靴音が背後から聞こえてきたのは。

「──えっ？」

　そちらに目を向けた僕は、そのまま瞠目どうもくしてしまう。

　武器と防具の擦過音を鳴らしながら街路を突き進んでいく亜人デミ・ヒューマンの一団。

　その中から、金髪金眼の女剣士の姿を見つけ出してしまう。

「ア、アイズさん!?」

「君は……」

　僕の驚きの声に、帯剣している冒険者、アイズさんも反応した。

　僅わずかに目を見張り立ち止まった彼女の格好は、銀の胸当てに手甲、肩鎧を始めとした防具を纏まとった状態だった。彼女が伴う同派閥、【ロキ・ファミリア】の団員達の姿も同様だ。

　街中をひた走る完全装備の冒険者達とその張り詰めた雰囲気に、ミアハ様、ヘルメス様、アスフィさんともども僕が何か不穏なものを感じていると……。

　こちらの顔をじっと見つめていたアイズさんは、その唇を開いた。

「君も、一緒に来て」




「ドチビが攫われたぁ～っ!?」

　オラリオ北門。

　巨大市壁に設けられた都市門前の広場で、ロキの声が鳴り響く。

　周囲には彼女だけでなく、眷族である小人族パルゥムのフィン、他の神々と団員達が集まっていた。

「そうなんです!?　ヘスティアちゃんっ、変な神様に無理矢理捕まえられちゃって……!?」

「王国ラキアの兵士らしき一団は、その後ご散り散りになって周囲へ逃亡しました!?」

　獣人の女性と、ギルド職員の門衛が冷静さを失いながら状況を説明する。

　北門の騒ぎが起こったのは数十分前。事態を受けてギルドの警備員達が門から都市に散らばり、ギルド本部は勿論、有力派閥の主神や構成員に片っ端から報しらせを届けていた。時間が経っていないこともあり、都市主要の神物じんぶつと冒険者はロキとフィン程度しかいない。

　緊急招集を受けたロキは、都市に入る、あるいは出ようとする商人達や旅人達が周囲で騒然となっている中、かぁ～っと頭痛を堪こらえるように天を仰いだ。

「フィン～」

「すまない、神の動きまでは読めなかった……」

　何か言いたげに視線を投げかけてくるロキに、側に立つフィンは目頭に片手を添える。

　アレスとヘスティア、人智の及ばない神の暴走もとい喜劇に振り回される【勇者ブレイバー】の顔に、強い疲労が浮かんだ。

「そもそも……どないしてドチビは検問スルーすることができたんやろうなぁ～、おぉ、ガネーシャァ？」

「……お、俺がガネーシャだが？」

「オイ、いつもの元気はどうした」

　ロキに険悪な眼差しを向けられ、へっぴり腰になり微妙な姿勢ポーズを取るガネーシャ。

　普段のやかましさをひそめる男神は、ぼそぼそと先程の己の所業を語った。

「で、つまり自分が馬鹿なこと抜かして許可したと？」

「あ、はい」

「この変態仮面が！　冗談は顔だけにしとけ、大ボケッ!!」

「……俺は、ガネーシャだからな!!」

「開きなおんなや！」

「ギルドに絞られろ！」とロキに告げられ、「ノォー!?」とガネーシャは両手で頭を抱える。彼の団員である護衛や門衛が言わんこっちゃないと視線を送った。

「あンのジャガ丸おっぱい、要らん面倒事を増やしおって……」

　広場に寝かされる負傷した門衛や怪我けが人を一瞥いちべつした後、ロキは空を睨にらみつけながら愚痴ぐちを吐いた。

「ドチビを連れ去った……王国ラキアの狙いはまーた『クロッゾの魔剣』か？」

「だろうね。主神を神質ひとじちにしてヴェルフ・クロッゾ本人か『魔剣』を要求……オラリオが応じないにしても、まず間違いなく内輪揉もめが起きる」

　オラリオは一枚岩ではない。例えギルドや多くの勢力が王国ラキアの申し出を跳ねのけたとしても、女神ヘスティアと親しい神や【ファミリア】──この場合ばあい最も厄介なのが都市屈指の鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリア──が異議を唱え仲間割れが発生する。最悪、王国ラキア以外の他国、他都市、他勢力に付け入る隙を晒してしまうかもしれない。

　こんな馬鹿げたやり方で一本取られたとなると名声も地に墜ちるな、とフィンは嘆息した。

「敵が本国に帰還する前に、神ヘスティアを取り返さないと不味まずい」

「だーっ、くそッ、何でうちがドチビのことで頭あたま悩まさんといかんのや!?」

　瞳を細め淡々と語るフィンに、ロキは片手で頭をかきむしる。

　事態の深刻さに口をへの字にする者、あるいはニヤニヤと状況を楽しむ神と、門前広場に集まる者達はそれぞれの反応を示しながら、速やかに話し合いを始める。

「ロキ、フィン」

「おおアイズ、来たか。リヴェリアやティオナ達は？」

「私しか来ていない。後は……」

　ホームを出払っていた第一級冒険者達より一足先に到着したアイズの背後には、【ファミリア】の下位構成員の他に、ヘルメスとアスフィ、ミアハ、そしてベルがいた。

　振り返るアイズの視線に導かれるように、血相を変えるベルはロキ達の前に進み出た。

「あ、あのっ、神様が連れ去られたって……!?」

「……端的に説明する。ベル・クラネル、よく聞いてくれ」

　道中でアイズの口から主神が誘拐されたと説明されていた少年に、フィンは状況の概略を伝えた。そして、聞き終えたベルは顔を真まっ青さおにする。

「神様達がいる場所は!?」

「わからない。厄介なことに敵は北、西、東、それぞれに部隊をいくつも分けた。まだ追跡隊も出せていない」

　身を乗り出すベルに、散り散りとなってヘスティアを抱える本隊の行方が知れない、とフィンが冷静沈着に答える。

　情けない話だが、と前置きした上で彼は語った。

　オラリオの派閥は滅多に都市から外出できない制約を受け、都市近辺の地理は六度の侵攻の中で情報を蓄えた王国の方が遥かに精通していると。

　都市への経路、山脈の谷間、あるいは王国ラキアに最速で帰還できる秘密の抜け道。脱出経路を知りつくす王国ラキアの複数の部隊から正確に本命を捕捉するのは至難である。

　話が進むほどベルの顔色が悪化する中、耳を傾けていたヘルメスがミアハに肩を寄せる。

　リリちゃん達に連絡を、と耳打ちされ頷いたミアハは、『竈火かまどの館』方面に向かった。

「──ロキ、フィン。私が追う」

　突然の事態に混乱を来たしているベルを横目に窺うかがっていたアイズが、前に歩み出る。

　常に寡黙である筈の【剣姫】の申し出に、主神や団長はおろか、他派閥の者でさえ驚きをあらわにした。

「ちょい待ち、アイズたん。わざわざうちらがドチビのために出張る必要あらへん。そもそもしらみ潰しになるし……」

「でも、誰かが行かなきゃいけない」

「うっ……」

「それに、この中で一番足あしが速いのは私」

　とどめようとするロキに、アイズは剣のように鋭い指摘を淡々と見舞う。

　指揮官である首領フィンと比べても全力で走れば己の方が速い。都市最強の一角とも言われる第一級冒険者の発言に、誰も否定の意見を言うことができなかった。

　そして、ベルは。

　少なからず交流のあった女神ヘスティアを助け出そうとする少女の毅然きぜんとした横顔に、胸を震わせた。

　思考を停止させる己を殴り付け、自らも前に足を踏み出す。

「ぼ、僕も行きます!?　神様をっ、追いかけます!!」

　アイズの隣から身を乗り出すベル。

　そんな中、それまで彼に対し沈黙を守ってきたロキが口を開いた。

「なぁ少年、話はなし聞いとったか？　アイズが行くと言ってやってるんや、足を引っ張る気か？」

「……！」

「自分、Ｌｖ．いくつや？　力の差、わかっとるやろ？　大人しくしとけ」

　片やＬｖ．３、片やＬｖ．６。

　ベルとアイズの間には単純に考えても倍以上の力の隔たりが存在する。

　ロキは冷然と事実だけを突きつけた。一方で台頭を果たしている噂うわさの新人ルーキーを、己の眷族と何かと縁がある冒険者を見極めるように、その朱色の瞳をうっすらと開く。

　突き放すような彼女の言葉に、ベルは声に詰まり──すぐ両手を握り込んだ。

　眉を逆立て、神にさえ逆らうように大声を放つ。

「僕は！　神様の──ヘスティア様の眷族ファミリアです!!」

　その深紅ルベライトの双眸そうぼうから意志の光ひかり以外のものを全て取り除き、言葉を言い放った。

「この人に、絶対に付いていきます!!　だからっ……行かせてください!!」

　喉のどが張り裂けるような願望の声に、周囲の喧騒が一瞬呑み込まれる。

　少ない他神、冒険者達から視線を集めながら、ベルの覚悟を前にしていたロキは、認めることはしなかった。

　だが、止めることもしなかった。

「──勝手にせえ。どうせ足を引っ張ることもできんやろうしな。アイズ、へばったら置いてけ」

「……わかりました」

　主神の言葉にアイズは間を置いて頷いた。そして言外に女神ヘスティア追跡の同行を認めた神に、ベルは「ありがとうございます！」と頭を下げる。

　体を起こした少年が隣にいる少女と目線を絡め、お願いしますと意思を伝える中、話し合いが一気に加速する。

　都市無断出発にも目を瞑るよう他の冒険者達がギルド職員にかけあう。本部の指示を待たず動こうとする彼等に、緊急事態だと理解している職員達も黙って頷いた──いや強引ごういんに頷かされた。「俺がガネーシャだ!!」と大声を乱発する男神によって混乱する商人達や市民の誘導が行われ、同時に王国ラキア軍の逃走進路の情報も集められていく。

「アイズ達以外にも追跡隊を放つとして、やはり人手が足りないな。ベート達や他の【ファミリア】が集まるのを悠長に待っている時間はない。相手を見失う」

「ばらけた連中からドチビを探り当てるのも骨が折れそうやなぁ。さっきも言ったけど、しらみ潰しするしかないか？」

　そして、フィンとロキが追跡上の懸念を話し合っていると、一柱の神が歩み出る。

「そのことなら任せてくれないか？」

　被っている羽根付きの旅行帽をずらし、橙黄色とうこうしょくの髪の男神は笑みを見せる。

「神ヘルメス……」

「ヘスティアの居場所なら、このアスフィが見つけられる」

「──はぁ!?」

　フィンに視線を向けられるヘルメスは、背後に控えていたアスフィの肩を取り、にこやかに引き寄せる。仰天する眷族を他所に彼は断言してみせた。

「ああん？　優男、何を根拠に……」

「おいおいロキ、アスフィはあの【万能者ペルセウス】だぜ？　攫われた女神を見つけ出す方法の一つや二つ、持ち合わせているさ」

　胡乱うろんそうな顔をするロキに、ヘルメスは【万能者ペルセウス】の二つ名を強調する。

【ヘルメス・ファミリア】団長、『神秘』のアビリティを持つ稀代きだいの魔道具作製者アイテムメイカーをフィン達が見やると、当の本人は心底疲れたように嘆息した。

　水色アクアブルーの髪、纏っている純白のマントを揺らすアスフィは、銀の眼鏡の位置を直す。

「……三十分ほど時間を頂ければ、恐らくは」

　彼女の言葉を吟味するフィンは、右手の親指を軽く舐めて、「わかった」と信用した。ロキは頭の裏で両手を組み、お手並み拝見と笑みを浮かべる。

　戦闘用の防具などを借り受け、出発の準備を速やかに進めるベルがそのやり取りを目にして驚いていると、ヘルメスが近付いてくる。

「ほんのちょっとだけど、助力させてもらうよ。ベル君、【剣姫】、ヘスティアを連れ戻してやってくれ」

　オレもこんな別れ方はしたくないんだ、と。

　神友しんゆうの身を案じて力を貸してくれるヘルメスに、ベルは胸に迫るものを覚えながら、隣のアイズと一緒に頷いた。

「はい！」

「わかりました」

　巨大市壁に築かれた都市門が、冒険者達の出発を待ちわびるように大きな口を開けていた。
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「ヘスティア様が!?」

　ホームに駆け込んだミアハから報せを聞き、女神の派閥ヘスティア・ファミリアの眷族達は騒然となった。

　扉が開け放たれた正面玄関前、館の前庭。命ミコトが叫ぶのを横に、十を聞かずとも女神誘拐の原因を察してしまったヴェルフは愕然となる。

　すぐに[image: 拳]を作り、体を打ち震わせながら「ふざけろ……!!」と声を漏らした。

　主神をも巻き込んだ己の血を自責する彼に、動揺していた春姫ハルヒメが思わず痛ましそうに視線を投げかける中、リリは血相を変えてミアハに駆け寄る。

　目の前で長身の男神を見上げ、問いただす。

「ベル様は、今なにを!?」

「ベルは都市の北門でヘスティアの帰りを──いや」

　途中まで言いかけたミアハは言葉を止め、館の前庭から北の市壁へ視線を向ける。

　最後に見た少年の横顔から確信を得るように、その神の双眸を細めた。

「ヘスティアを救い出すため、都市を発たったであろう」




　風を切り裂き、走り続ける。

　金の長髪と白い髪をなびかせながら、二人の冒険者は常人では到底出せない速度で峻厳しゅんげんな山道を駆け上がっていた。

　オラリオ真北『ベオル山地』。

　凄まじい傾斜と悪路を有する山々の集合体。山の頂きを何度も越えようが現れる無数の山嶺さんれいは『山城』と形容される。迷宮都市が近いがために『古代』に地上進出したモンスターの系譜が深々と根付く魔の山でもあり、その地形の険しさに冒険者の手も碌ろくに入っていないほどだ。

　灰色の岩盤と土の山肌が露出する山地は木々が少ない。代わりに周囲を絶壁で囲まれる山間部の多くは緑が溢あふれていた。折り重なる山々は起伏に富み、いくつもの谷や崖、そり立つ岩壁が景色の一望を妨げる。

　ベルとアイズは二人、灰色の空に見下ろされながら、その『ベオル山地』の中をひた走っていた。

　獣は勿論、害悪なモンスターでさえも驀進ばくしんする二人の進路から慌てて退避する。

　無謀にも襲いかかってくる大型級『バグベアー』は少女の細剣の一振りで両断された。

　迷宮の個体より遥かに能力を落とした地上モンスターの血飛沫ちしぶきが舞う中、ベルは、耳障りなほど激しい己の鼓動音を聞く。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　呼吸音が乱れに乱れている、止まらない汗がうっとうしい、脚が鉛のようだ。

　視線の先にいる女剣士から徐々に距離を引き離されながら、ベルは全身で喘いでいた。

　──速い!!

　オラリオを発たって一刻。

　疾風となるアイズの走行に、ベルは振り落とされようとしていた。

　かけ離れた身体能力を前に完璧に走り負けている。急峻な山地に入って二人の様相はより明白となった。

　何度も上下する山道に一度も崩れない体勢ボディバランス、険しい坂道を一足飛びに走破してのける脚力、無尽蔵の体力。最も恐ろしいのは速度を維持し、汗一つかかないその尋常ではない強[image: 靭]性タフネスだ。

　第一級冒険者の疾走にベルの体が離れていく。己の長所である『敏捷あし』を自信ごと粉微塵こなみじんに粉砕され、その背中が視界から遠のいていく。

「はあっ、はあッ、はっっ……がっっ……!?」

　新鮮な空気を体に取り込もうとして、失敗した。

　全力で振り下ろされる足が、懸命に振られる両腕が、恐ろしい風圧を浴びる両目が、絶叫を上げている。力を振り絞ってもなお、少女の後ろ姿は残酷にも遠のいていった。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタイン。ベルの目標。高過ぎる高嶺たかねの花。

　見せつけられる。彼我の間あいだにある果てしない隔たりを。

　少女が教導に回る市壁上の訓練では味わえなかった、純粋な力の差を。

　今の自分とアイズの現在地。彼女は遥か先の高みにいる。

　近付いているなんてとんでもない。ようやく少女がたたずむ場所が見えるようになっただけだ。そびえる頂きは依然高く、あまりにも険しい。

　主神ヘスティアのもとへ行かなくては、その一念で少女の速度ペースに必死に付いていこうとするが、体の悲鳴に負けそうになる。

　喉と肺がかつてないほどの熱に包まれ焼け落ちそうになる中、ベルの足から力が失われようとした──その時。

　アイズが、こちらを振り向いた。

「──」

　横顔を僅かに向けた肩越しの視線。

　疾走を続けながらこちらの様子を見ている。

　情けないほど息が上がっているベルを観察し、速度ペースを加減しているのだ。

　──少女はまだ全力ではない。

「ッッッ!!」

　こちらの様子を窺いながら走っているアイズの姿に、全身が発火する。

　羞恥とくだらない負けん気、男の意地が燃え盛った。

　無様な姿を見せられるかと胸が見栄を訴え、そのまま心の雄叫びに成り変わる。腑ふ抜けかけた脚が力を取り戻し、少女に追い付かんと山肌を砕くほどの力で蹴りつけた。

　戦闘を見越して他の冒険者からせっかく譲り受けた防具──胸当て、手甲、肩鎧、腰具、全て勢いよく取り外して山の斜面に転がす。

　脱装し僅かに身軽になったベルはあらん限りの力をつくし、一度開いた少女との差を縮めていった。

「……」

　怒涛どとうの追い上げで己にかじり付いてくるベルの顔を、アイズは無言で見つめる。

　女剣士は精緻な人形のような表情を変えず前を向き、あたかも少年を信じるように速度を上げた。一瞬の驚愕の後、兎のごとき素早い足音が必死に背後から追い縋すがってくる。

　ベルを後方に従えるアイズは山肌を疾駆しながら、不意に頭上を見上げる。

　ぽつ、と音を立てて顔を濡ぬらす細い滴。厚い灰色の雲が空に蠢いていた。

　雨の前兆が山地に漂う中──アイズはそれを歯牙しがにもかけず、金の双眸を細める。

　彼女の視線の先には、翼を広げる白い影が前方の上空で旋回していた。




「フハハハハハッ！　今度こそオラリオに吠え面をかかせてやったぞ！」

　ベオル山地奥部。

　視界の片側に谷間が広がる険しい山道の一つで、アレスの哄笑こうしょうが轟とどろき渡る。

　旅装姿の兵士が三十名ほど固まった部隊。主神を有する王国ラキア本隊は山の抜け道を駆使し、既にオラリオから大きく遠ざかろうとしていた。時折モンスターが岩の陰や崖の下から飛び出してくるが、Ｌｖ．２以上の力を持つ部隊長及び王国ラキアが誇るＬｖ．３の将軍達の指揮のもとであっさりと撃退してしまう。

　一人馬に跨またがった自分を守る兵士達を脇目に、アレスは上機嫌となっていた。

「こらっ、アレス!?　どういうことだ、早く下ろせ!!　天界馴染なじみだからってしていいことと悪いことがあるぞ!?」

「黙っていろ能なしのチビ神め！　貴様はクロッゾの倅せがれと交換するための神質ひとじちだ、利用してやるのだから光栄に思え！」

「誰がチビ神だぁあああああああああああああああああああああッ!?」

　アレスの背中、鎧の上に綱つなで強引に結ばれているヘスティアが細い手足を振り回す。

　彼の手で捕らえられた幼い女神もまた無理矢理連れてこられていた。きつく縛られている綱を解こうとしても彼女の非力な手では千切れず、緩めることさえかなわない。せめてもの報いで暴れるが「大人しくしろ！」とアレスの膝鉄ひざてつを脇腹に頂戴し「ぶぬぅ!?」と苦悶する。

「ボ、ボクを神質ひとじちだってぇ……!?」

　捕獲の際、半気絶しようやく意識を取り戻したヘスティアは、状況を理解した。

　バイトの手伝いからまさかこんなことになってしまうとは、とヘスティアは臍ほぞを嚙かむ思いだった。今頃オラリオでは大騒ぎになっていることだろう。

「こんなことをして、今に見ていろ!!　ベル君達がっ、オラリオの冒険者達がすぐに追いかけてくるぞ！」

「ふんっ、部隊を分けて散らばった我々の中から、正確にお前を探し出せるものか」

「うっ……」

「それにここはベオル山地だ。ここまで深く逃げ込んだ時点で我々の勝利は揺るがない」

　追手撹乱かくらんのため散開した部隊から自分達を見つけ出すのは一朝一夕にはできない。更に天然の要害ようがいを短時間で突破し、なおかつ広大な山地から自分達を的確に捕捉するのは不可能だとアレスは豪語した。

「うぬぬぬっ……!?　と、というかっ、運ぶなら運ぶでもっと丁重に扱え!?　さっきから鎧が当たって痛いんだよ!!」

「意気地のない眷族達が女神きさまに粗相できないなどと抜かすのだから、仕方ないであろう！　私こそヘタレの貴様など抱えたくないわ、細菌が伝染うつる!!」

　唸るのみで何も言い返せないヘスティアは、苦し紛れのようにアレスを非難した。

　男神と背中合わせの格好でくくりつけられ、はっきり言ってゴツゴツした鎧がめちゃくちゃ痛い。涙目で訴えるも返ってきた言葉に「ボクを何だと思っているんダアァ!?」と吠える。

　顔見知りとはいえ、天界でも狼藉ろうぜき者だったアレスと、基本屋内で堕落しがちなヘスティアの相性は悪かった。

　やかましく言い争う品のない神々に、はぁ、とアレス達の側を歩く副官マリウスは溜息をつく。

「……雨、か」

　ぽつり、と己の鼻梁びりょうに当たった水滴に、マリウスは顔を上げる。

　彼の呟きを肯定するように、上空の灰雲からとうとう雨が降り出す。あっという間に大雨と言って差し支えない様相を呈し、兵士や屈強な将軍達の旅装が濡れていった。

　同じく水浸しになるヘスティアとアレスは「ぶえっきしっ!?」と盛大にくしゃみをする。

「マリウス様、一度いちど部隊を止め、どこかで雨を凌しのいだ方が……アレス様のお体が」

「いや……北の国境まで進んでおきたい。敵はあのオラリオだからな、万が一ということもある。あと、あの馬鹿神かみは風邪かぜを引かないから心配しなくていい」

　近付く兵士の進言に、モンスターに囲まれるのも億劫おっくうだと言うマリウスは強行軍に努めようとする。神の『恩恵』を与えられし彼等からすればこの程度の雨ならば支障にならない。

　そこで、ふと。

　上空を見やっていたマリウスの視界に、一つの影が映った。

「……鳥？」

　端整な騎士然とした相貌を雨に打たれながら、灰の空に飛ぶ影を仰ぐ。

　ちょうど自分達の真上で旋回する白い影。翼らしきものを広げ旋回するその存在に、マリウスは果てしない違和感を覚えた。

　風も出てきた風雨の中で、巣に帰るわけでもなく同じ場所にとどまるなど、とそこまで思考を走らせた──次の瞬間。

「けっ、【剣姫けんき】だぁああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　この世の終わりのような絶叫がマリウスの耳朶じだに届いた。

「なっ──」

　己の耳を疑ったマリウスは勢いよく後方を振り返る。

　現在進行中の崖際の山路、上り坂でもある道を駆け上がってくる高速の人影。

　雨に打たれながらも輝きを放つその金髪金眼の容姿に、マリウスも直後叫さけんでいた。

「げえッ、【剣姫】!?」

「てっ、敵襲うううううううううううううううううううううっ!?」

【大切断ティオナ】のお株を奪う金髪金眼の剣士──アイズは細剣を振り鳴らし、単独で部隊の後方に突撃する。兵士達の叫喚が瞬く間に打ち上がり、馬上のアレスともども部隊が驚倒する最中さなか、マリウスは再び上空を振り仰いだ。

　目を凝らして視認できるのは、金の色の翼に、はためく純白のマント、そして人の四肢。

　あれは鳥などではない──冒険者だ。

「いつからオラリオは空そらも制するようになった……!?」

　峻厳な地形を無視する『空の目』から自分達は捕捉されていた。

　今も旋回して自分達の居場所を教えている水色アクアブルーの髪の美女──【万能者ペルセウス】の魔道具マジックアイテム『飛翔靴タラリア』の出[image: 鱈]目でたらめな能力を見せつけられ、マリウスの顔が大きく歪む。

　そして彼が戦慄せんりつするのとほぼ同時に、悲鳴が轟き渡った。

『ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　斬撃の渦が動揺する兵士達を斬り伏せる。

　一つの斬撃につき複数の兵士は地に叩きつけられるか、あるいは宙を舞った。

　絶叫を量産させる『戦姫』がまっしぐらに突き進むのは部隊中央、騎乗する軍神に捕らえられる女神のもとである。

「ヴァ、ヴァレン何某なにがし君……!?」

　ヘスティアが目を見張る中、アレスは獰猛どうもうな笑みを浮かべる。

　士気を高めるかのように手甲に包まれた右腕を突き出した。

「うろたえるな兵士達よ!!　追撃してのけてきたのは予想外だが敵は所詮しょせん一人、そして我々には王国最強の将軍達がいる！　行ゆけガリューよ、あのような小娘こむすめひねり潰せ!!」

「アレス様ッ、ガリュー様達がやられましたぁ!?」

「なにィ!?」

　瞬殺であった。

　髭ひげを生やした屈強な男達が痙攣けいれんしながら金髪金眼の少女の前で倒れ伏している。

　見事にまとめて斬られた将兵等らの姿に、アレスはぐぎぎぎぎっと歯を食い縛った。

「お、おのれっ、こうなったら……！」

「うぐぅ!?」

　己とヘスティアを縛り付けている縄を解き、アレスは馬から飛び降りる。

　ヘスティアが地面に転がる中、荷物を捨てて身軽になった男神は馬上に取り付けられてあった長剣を装備した。

「行くぞ【剣姫】ィ!?　この私が相手だァ!!」

「……」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　襲いかかるアレス。無言のまま剣を振るアイズ。

　バキッ、と鈍い音を立てて真っ二つになる軍神の長剣。

「や、やるなっ……!?」

「何やってんだアンタァ!?」

　あっさりと武器を失ってビビるアレスに、マリウスの悲鳴が飛ぶ。

　神の癖くせに第一級冒険者へ一騎打ちを仕掛けた愚神に、マリウス含め残った兵士達が殺到する。自分達の主あるじを守ろうと激しい剣戟けんげきが繰り広げられ、場は大混乱に陥おちいった。

「──神様!!」

「あ……ベル君っ！」

　混戦となる山道に、少年が飛び込む。

　アイズが切り開いた道を一歩遅れて突き進んだ。兵士達が少女に気を取られている内に己が主神のもとへ急行する。

　駆け付けてくる眷族の少年に笑顔を浮かべ、立ち上がったヘスティアだったが──直後。

　アレスを死守しようと躍起になる兵士達の足に、どんっと押し飛ばされた。

「──」

　崩れた体勢が傾く先は、山道の片側に広がる谷間。

　結わえられた漆黒の髪が一瞬の浮遊感に包まれた後、ヘスティアは崖下に引っ張られた。

　硬直するベルと視線を絡ませながら、川の激流が走る深い渓谷けいこくへと落下する。

「──ッッ!!」

　ベルは跳んだ。

　落ちるヘスティア目がけ、地面を踏み切り、雨に打たれながら眼下の渓谷に飛び込む。

　崖を蹴り付けて伸ばされる手。矢となって自分を追ってくる少年にヘスティアは瞳を揺らした後、咄嗟とっさに自らも腕を伸ばした。

　手が繫がった瞬間、ベルはヘスティアを抱き寄せる。

　空中で小さな体を胸の中にかき抱いた少年は、そのまま勢いよく川へ着水した。

「!!」

　兵士達を蹴散らすアイズも遥か眼下で起きた水飛沫を捉とらえる。

　一瞬の躊躇ちゅうちょもなく彼女は戦闘を放棄し、少年と女神を追って渓谷に身を躍らせた。

　深い谷間の壁面を蹴りつけ疾走し、岸に着地するとともに激流と並走する。

「ベル・クラネル、【剣姫】……!?」

　──その一部始終を、アスフィは上空から目撃した。

　女神の救出がまさかの展開へと転がり動揺をあらわにする。王国軍の姿を捕捉するため『飛翔靴タラリア』で宙を飛行していた彼女は、救援の判断を一瞬いっしゅん躊躇する。

　そして、その僅かな隙を突かれた。

「っ!?」

「女神達は捨て置け！　今はあの空からの密偵を討つのだ！」

　中途半端に渓谷に近付き、高度を落としていたアスフィの手に投擲とうてきされた鎖が絡まる。

　締め付ける肉の痛みに眉目を歪め、下方を見下ろすと、鎖を握るマリウスの姿があった。

「精製金属ミスリルの鎖……！」

「奴さえ討てばオラリオは私達を捕捉する術を失う！　あの女だけは逃がすな！」

　アイズの斬撃をかろうじて免れた僅かな兵士達に、マリウスは疾呼を飛ばす。彼はアスフィに巻き付けた強固な銀鎖を己の腕に巻き、決して逃さないようにした。

　兵士に強引に取り押さえられ「何をするー!?」と喚わめく主神の代わりに、部隊の副官は正確に状況を見極めアスフィの排除を命じる。

「マリウス・ウィクトリクス・ラキア──愚王の実子と聞いていましたが、中々の器のようですね……！」

「私も面白おもしろい話を知っているぞ、【万能者ペルセウス】!?　とある海国の美姫びきが神に連れ去られ、冒険者に身を堕としていると!!　彼かの国は決して認めようとしないがな！」

　鎖の引き合いが拮抗きっこうする。

　上位冒険者である己と力比べを演じのけ、更に優れた判断力を持つ敵国の王子にアスフィは笑みを歪め、素直な賞賛を送った。対するマリウスは彼女より余裕のない表情で力を振り絞り、一方でしたたかに目を細めてみせる。

「貴方は他人とは思えませんね──何より、私と同じ苦労人びんぼうくじの気配を感じる」

「──やめろォ!?　その同情の眼差しで私を見るなァ!?」

　同じ神に振り回される者同士、アスフィの哀れんだ瞳にマリウスはもがき苦しむ。

　王子!?　王子!?　と慟哭どうこくに満ちる若き副官に周囲の兵士達が必死に声をかけた。

　やがて鎖で身動みじろきを制限されるアスフィに何発もの矢や『魔法』が放たれる。マントが切り裂かれ、服は焦こげ、【万能者ペルセウス】の顔が苦悶を浮かべる。

　雨によって額にはりつく前髪を煩わしく感じながら、アスフィはベル達に見切りを付け、戦場からの撤退を最優先にした。空中で回避しながら囊ホルスターから爆炸薬バースト・オイルを取り出す。

　激しい戦闘が続き爆音が鳴り響く山道の下、大雨により増水する急流が猛威の音を上げていた。
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　雨が止まらない。

　山間に降りしきる雨は勢いが増しはすれど雨脚が弱まることは決してなかった。

　けたたましい音を立てる水流が谷間を──すぐ側を駆け抜けていく中、僕は神様を抱えて何とか岸に上がっていた。側には急流と並走して追ってきたアイズさんもいる。

　僕達は、渓谷の底で必死に走っていた。

「神様の様子は？」

「体がどんどん冷たくなってます！　声をかけても、返事が全然……!?」

　アイズさんの問いに泣くように叫び返す。

　神様を背に抱える僕の耳に、はぁはぁ、というとても弱々しい吐息がかかる。

　僕達の体は冷えきっていた。大雨を浴びるアイズさんの体と防具はずぶ濡れで、川に落ちた僕とヘスティア様は言うに及ばず水浸しだ。

【ステイタス】と昇華ランクアップによって心身が強化されている僕達はこの程度の雨ではへこたれない。けれど神様は別だ。川に落ちて一命はとりとめたものの体からはすっかり熱が奪われ、衰弱し切っている。

　神様達は下界生活という遊戯ゲームを楽しむ上で、いくつもの規則ルールを作った。

　その最たる例が『神の力アルカナム』の使用禁止。圧倒的な神力を封印した神様達は『恩恵』を授かっていない下界の者と同等、あるいはそれ以下の存在だ。不老不死というその不変性だけは変わらないものの、神様達は体調を崩すこともあれば風邪を引くこともある。

　下界の醍醐味だいごみを味わう上での肉体の『調整』、あるいは『適応』なのだと。

「早くどこかで休ませないと……！」

　このままでは神様が危ない。病気で『神の力アルカナム』が発動して天界送還なんて聞いたことないけど、この人が苦しみに喘いでいるのは変わりないのだ。

　急流によって随分と流されてしまい現在地がどこかもわからない。雨に晒されながらアスフィさんの助けを待つのは得策とは言えなかった。

「岩壁を壊せば、洞穴くらいは作れるかもしれないけど……」

　雨宿りを、いや暖だんを取りたい。でなければ神様は益々ますます衰弱していく一方だ。

　僕の魔法ファイアボルトで火を起こすにしても、水気のない燃料ひのもとを確保し、水辺を離れ、雨を防げる場所で腰を落ち着けなくては。下流を進んだ先なら、きっと……！

　アイズさんの呟きに顔を歪めながら、深く険し過ぎる渓谷を見上げる。遮るもののない灰色の空は、容赦なく僕達に雨を浴びせかけてきた。

『──ィアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

「!?」

　谷間を駆け抜ける僕達に、甲高かんだかい怪物の吠声ほえごえが届いてきた。

　前方から、そして頭上から無数の影が翼の羽ばたき音とともに迫ってくる。

「『ハーピィ』!?」

　地上に進出した祖先オリジナルの子孫、ベオル山地に棲息するモンスターの襲撃に瞠目する。

『ハーピィ』。半人半鳥、女面鳥体のモンスター。

　腰から上は乳房を持つ女性の体を形作り、両腕、前肢は盾ほどの大きさのある翼と化している。汚い羽毛に覆われる下半身は鷲わしや禿鷹はげたかのそれで、両足には鉤爪かぎづめを有していた。

　そしてその相貌は──女面なんて聞こえはいいけれど、僕達ぼくたち人類とかけ離れている。

　牙を生やし、深い溝や皺しわが刻まれている醜悪な顔面。形容が許されるなら妄執に取りつかれた老婆ろうばのようだ。いや、老婆の方がきっと美しいに違いない。

　なまじ僕達と近い体の構造を持つだけに、通常のモンスターより遥かに強い嫌悪感を放つ。何よりきついのは全身から放たれる鼻の曲がるような糞尿ふんにょうのごとき悪臭だ。

　こんな時に……！

　猛禽もうきんのごとき黄眼をギラギラと光らせ襲いかかってくる『ハーピィ』の大群に、僕は顔を歪めながら、神様を離さないよう『魔法』で迎撃しようとする。

　が、

「そのまま走って」

　一陣の風が疾走した。

　抜剣音とともに真横から金の長髪が翻り、前方から迫るハーピィがまとめて斬断される。

　絶叫と血飛沫、そして僕とモンスター達の驚愕を生み出したアイズさんは、眦まなじりを鋭くし銀の剣つるぎを閃ひらめかせた。


『────────────────────────アァァッ!?』



　降りしきる雨の中を数え切れない黒い羽毛が舞い散る。

　岸を駆け、跳躍し、岩壁を蹴りつけ渓谷の中を高速移動する金髪金眼の女剣士。四方八方から迫る禽獣きんじゅう達が斬られては金切り声を上げて絶命する。指示通り神様を抱えながら駆ける僕の周りを金の輝きと銀の斬閃が縦横無尽に、それこそ円蓋ドーム状のように行き交い、接近してくるモンスターを例外なく両断していった。

　まるで、剣の結界に守られているかのようだった。

　走行を続けながら顔を引きつらせる僕は、自分を取り囲む光景と出[image: 鱈]目でたらめなアイズさんの動きに、護衛されている身にもかかわらず戦慄してしまう。

　──やっぱり、強過ぎる。

　慄然りつぜんとする僕を他所に、どぼんっ、どぼんっ、と翼ごと体を断たれた何匹ものハーピィが激流に落下し、呑み込まれる。岸の岩場にも数え切れない怪物の死骸が転がった。

　鮮血に染まる渓谷を、雨が洗い流していく。

「……あれは」

　そして、最後のハーピィが空中で仕留められた時だった。

　視線の先で岩場に着地したアイズさんが、何かに気付いたように前方を見つめる。

　僕もそちらを見やると──揺れ動く小さな光、魔石灯の明かりが見えた。

『おぉーい！　誰かいるのかー!?』

　氾濫はんらんしかけている川が進む先から、響いてきた人の声に。

　目を見張る僕とアイズさんは頷き合い、急いで駆け寄った。
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　ぱちぱち、と火が弾はじける音が響いていく。

　部屋の中を橙だいだい色に染め、室内を温める暖炉だんろの炎。冷えた体を癒いやす優しい温もりに瞼まぶたが何度も落ちかける度、僕は顔を大きく左右に振って眠気に抗った。

　目の前にある寝具ベッドで寝かされている神様の手を、そっと包み込む。

「女神様のご容態は、いかがですか？」

「あ、カームさん……大丈夫みたいです、今は寝ています」

　ノックの音とともに入ってきた男性の老人、カームさんに僕は立ち上がる。少女に付き添われる高齢のヒューマンは、「良かった」と皺だらけの顔に安堵あんどの笑みを浮かべた。

　──渓谷で人と会うことができた僕達は、この『エダスの村』に足を運んでいた。

『エダスの村』はベオル山地の奥深く、周囲を険しい絶壁で閉じられた山間部にある小さな人里だ。まるで隠れ里のようにひっそりと山間やまあいの中に存在する村に案内され、僕とアイズさんは驚いた。こんな場所に村があるなんて、と。

　事情を説明する僕達を、川の様子を見にきた若者も村の人達も二つ返事で迎え入れてくれた。現在は村長のカームさんの家で神様を休ませてもらっている。僕も麻の服に着替えさせてもらった。

　彼等の厚意に僕は何度も感謝し、そして今もカームさん達に頭を下げる。

「本当に、ありがとうございます。神様を、助けてくれて……」

「顔を上げてください、ベルさん。この程度のことで──」

　と、言葉の途中で、ごほっごほっ、とカームさんが咳せき込む。

　折り曲がるその体を付き添いの少女が両手で支えた。娘であるらしいヒューマンの少女は、早く部屋に戻ろう、と心配そうに声をかける。

　緩慢な動きで彼女に手を上げるカームさんは、ゆっくりと上体を起こす。

「あ、あのっ、無理をなさらない方が……！」

「いえ、大丈夫です……ベルさん、この家をどうか好きに使ってください。困ったことがあれば娘むすめ達も呼んで頂いて結構です。女神様が、快方に向かうように」

　僕も慌てる中、体が弱っているカームさんは、寝具ベッドで眠る神様をじっと見つめた。

　少ない髭を生やす年老いた顔と瞳に、何か、様々な感情が宿っているように見える。彼は神様を気遣いながら「どうかお大事に……」と言って娘さんと一緒に部屋から出ていった。

「あの人、病気なのかな……」

　まだ出会ったばかりだけど、運び込まれた神様に驚いて、すぐに献身的過ぎるまでに取り計らってくれたカームさんに僕は感謝の念で一杯だった。それだけに終始しゅうし良くなかったあの人の顔色に、心配が募る。

　そして、神様の看病に戻っていると、部屋の窓の外に走ってくる影を見つけた。

　雨ざらしでこの家に向かってくる外套がいとうをすっぽり被った人物に、僕は迷った末、早速カームさんの娘に神様を任せ、急いで玄関へ向かった。

「お帰りなさい、アイズさん。えっと、お疲れ様です」

「うん、ただいま……具合は、平気？」

　玄関でびしょびしょになった外套フーデッドローブを脱ぐアイズさんは、濡れっ放しの戦闘衣バトル・クロスと防具を晒す。神様の容態を尋ねてくる彼女に手拭てぬぐいを渡しながら、安静にしていることを伝えた。

「それで、どうでした？」

「王国ラキアの兵士達も、アスフィさんもいなかった……戦った跡が残っていただけ」

　アイズさんは、この『エダスの村』で神様の安全が確保された後、すぐに敵軍の様子を見に行っていた。

　氾濫している渓谷の川を頼りに上流へ遡さかのぼったそうだけど、例の落下地点の山道には誰もいなかったらしい。アスフィさんも王国ラキアの兵士達もこの悪天候で、撤退したというのがこの人の見解だった。敵軍がまだ神様を狙って山に駐留しているか、完全に撤退したかは不明だ。

　騒動に巻き込んだ挙句あげく負担をかけっぱなしのアイズさんに謝ると、彼女は大丈夫だと首を振ってくれる。

「オラリオとは連絡ができないし……助けも、期待しない方がいいと思う」

　オラリオに僕達のことを知らせようにも夜がもう更ふけ、更にこの悪天候だ。峻厳な山地で遭難する可能性と僕達と別れる危険性──軍神アレス様達の部隊は僕ぼく単独ならば追い込めるほど数も質も充実している──を考慮し、アイズさんは村に引き返してきたらしい。

　上級冒険者であるアスフィさんはきっと都市に帰還して、色々伝えているだろうけど……こんな山間の村にいる僕達の消息は流石に摑つかめないだろう。

「それじゃあ、神様が元気になるまで、この村に……」

「うん、それがいいと思う」

　濡れた髪や首もとに伝う無数の水滴を手拭いで拭きながら、アイズさんは頷く。肌に張り付く服飾に、目のやり場に少し困りながら僕も了承した。

　行動は三人一緒、神様が回復次第オラリオに帰還、そしてそれまでこの村に厄介になる。

　それまでの間はリリ達に心配をかけてしまうだろうけど……しょうがない。

　申し訳なく思いつつも、僕はアイズさんと話し合って、この先の方針を固めた。
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　村に入った翌日に神様は目を覚ました。僕は目を潤ませながら喜んだけど、まだ安静ということで寝具ベッドの中で過ごし、更にその翌日も寝たきりだった。

　そして、『エダスの村』に入って三日目の朝。

「ごめんね……ベル君」

「もう何回も聞きましたよ、神様。大丈夫ですから」

　寝具ベットに寝たまま謝ってくる神様に、側で付き添う僕は眉を下げて笑いかける。随分顔色が良くなった神様は僕の顔を見上げてきて、申し訳なさそうに目を伏せた。

「ここは……いい、村だね」

「はい。みんな親切で、温かいです」

　部屋の窓の外で、ヒューマンや亜人デミ・ヒューマンの村の子供達がこっそり中を覗いている。

『エダスの村』は、もとを辿たどれば何と妖精エルフの里だったらしい。しかも『古代』からの。

　他種族との交流を嫌い、こんな辺境の奥地に構えられた閉鎖的なエルフの村は、けれど千年以上もの時の中で次第に在り方を変えていったと聞く。神様の降臨を機に外界に興味を持ったエルフの若者は村をどんどんと出ていき、代わりに、他種族の世捨て人が入ってくるようになったのだと。

　現実に絶望した人、危険から逃れてきた人、叶かなわぬ恋を貫くため相手と駆け落ちした人。

　それこそ迷宮都市オラリオから追われた野良の冒険者なんかも含め、半ば死ぬつもりでこの峻厳なベオル山地に迷い込んだ人々を、いつからか村は受け入れるようになったのだ。今では村の半数以上がそんな訳ありの人達の子孫であるらしい。そのような背景もあってこの村は僕達のような遭難者に寛容で、いわゆる余所者にも親身に接してくれる。

　地図に載っていない、行き場を失った漂流者達のための隠れ里。

　ここも……僕が知らなかった世界だ。

　村にとって女神様の存在はよほど珍しいのか、亜人デミ・ヒューマンの男の子と女の子は窓の外から興味津々に眺めてくる。ヘスティア様が微笑みながら手を上げると、頰を染めて喜んだ。

「お加減はいかがですか？　何か必要なものがありましたら、おっしゃってください」

「あ、リナさん。色々ありがとうございます」

　部屋に入ってきたカームさんの娘さんに、僕は神様が回復してきたことを告げ、これまでがそうであったように頭を下げる。

　僕より二つ三つ年上の気立てのいいカームさんの娘さん、そしてもう大人の息子さん達にはお世話になりっぱなしだ。神様を助けてくれるこの人達に感謝の念がつきることはない。

　ただ、村長であるカームさんは随分高齢だ。孫の年ほど彼とは年齢が離れている目の前の娘さんや息子さん達に首を傾かしげてしまう。母親らしき人も、この家では見かけないし。

　不思議に思いつつも疑問を胸の中にとどめ、僕は先程から気になっていることを尋ねた。

「あの、今日はなにかあるんですか？　昨日より、外に出ている人が多いような……」

「ああ、今日は豊穣ほうじょうを祈る村の祭りがあるんです。ずっと雨が降っていて心配だったんですけど、無事に止んで……皆さん、張り切っているんだと思います」

　窓から見える青空、そして聞こえてくる賑やかな喧騒に、結わえた黒髪を揺らす娘さんは微笑んだ。なるほど、と頷く。

　僕の住んでいた小さな村でも、村祭りなんかは開かれていたし。

「ベル君……お祭りの準備、手伝ってきなよ」

「えっ？」

　口を開いた神様の言葉に、僕も、娘さんも驚く。

「で、でも、神様が……」

「こんなに世話になっておいて何もしなかったら、女神の名折れだよ……頼むよ、ベル君」

　随分良くなったとはいえ、お側を離れることを渋る僕を、神様は笑いながら懇願してきた。

　……神様を助けてくれた村の人達には、僕も恩返しをしたい。

　このまま何もせず帰っていくというのは確かに薄情で、何より心残りになる。

　考え直した僕は笑い返し、神様のお願いを聞くことにした。

　寝具ベッドの側から振り返って、祭りの準備の手伝いを申し出ると、娘さんは喜んでくれた。

　神様の看病を快諾してくれる彼女に場を任せ、僕は部屋を出た。

「あ、アイズさん」

「おはよう……」

　廊下を歩いていくと、アイズさんとばったり出くわす。

　挨拶を返しつつ、この人の格好をまじまじと見つめてしまう僕は、頰を赤らめてしまった。

「えっと、その……きょ、今日も可愛らしい服ですね……」

　アイズさんの今の格好は、戦闘衣バトル・クロスや防具を纏った普段の冒険者姿ではない。

　鮮やかな刺繡ししゅう入りの赤のロングスカートにゆったりとした白の中衣ブラウス、ボタンで留められた色柄の胴衣ベスト。美しい金の長髪にもよく映えるその服装は、まさに村娘といった感じだ。

　綺麗なんだけど……素朴な可愛らしさが引き立つアイズさんに、僕はつい見惚れてしまう。

「これがいいって、勧められて……変、かな？」

「い、いえっ!?　とても似合ってます！」

　服を見下ろすアイズさんに、僕は慌てて首を振った。

　麻の服を貸してもらっている僕と同じように、この人も雨に散々濡れた冒険者の装備に代わり、カームさんの娘さんから服を借りているのだ。女神様と見紛うほど美しいアイズさんに娘さんはつい舞い上がって、可愛らしい衣装を選んでくれたらしい。

　僕が褒ほめると、この人は首を少し横に傾け、頰を淡く染め……困ったように照れていた。

　──ズドンッ!!　と彼女の仕草しぐさ一つ一つに胸を撃ち抜かれ、褒めた筈の僕が胸を押さえ苦しむ羽目になる。真っ赤になって震える愚か者を、アイズさんは不思議そうに見ていた。

「どこかへ、行くの？」

「あ、はい。今日、村のお祭りがあるらしくて、その準備の手伝いを」

　僕が一人で外に出ようとしていることに気付き、アイズさんは小首を傾げる。

　この三日間、僕は神様に付きっきりでほぼ一室の中で過ごしていた。アイズさんはと言うと、僕達を守るため──というかやることが見つからなかったようで──「警護する」と言って部屋の前で立っていたり、家の中をうろついたりしていた。雨で外出もできなかったし。

　可憐な村娘の格好で帯剣する姿はちょっとちぐはぐというか、物騒で、僕や息子さん達を怯えさせたけど……中身は本物の剣士で、余計に様になってしまうのが何とも。

　事情を説明し終えると、彼女はふんふんと頷いた後、「私も行く」と言い出した。

「えっと、いいんですか？」

「うん。服も借りたし、ご飯もごちそうになって……私も手伝いたい」

　表情はいつものように乏しかったけれど、そう言ってもらえて僕も嬉しくなる。

　僕達は二人でカームさんの家を出た。

「来きた時は暗くて、雨も降っててわからなかったですけど……結構この村、広いですよね？」

「そうだね……」

　地面の水たまりが青空を映し出す中、僕とアイズさんは周囲を行き交う村の人達に声をかけて、準備を手伝い始めた。

　元エルフの集落ということもあって、『エダスの村』は存外に広く、四方を森で囲まれていた。背の高い木々、そしてベオル山地の絶壁によって隠れる山間部の村は確かに発見しづらそうで、隠れ里という表現は合っているような気がした。

　既に僕達の情報は広まっているのだろう、村長カームさんの家を出てきた僕とアイズさんには自然と注目が集まった。中でも飛び抜けた容姿のアイズさんには男性達が口を開けて見惚れ、既婚者の人は奥さんに頰をつねられる。興奮するおばさんや子供達に捕まっては持て囃はやされるあの人は、珍しくおろおろと困った姿を見せ、僕の笑みを誘った。

　いくつもの民家が並ぶ村の中央、広場には卓や焚たき火の準備がなされ、既に設営が始まっている。普段は猟師なんかをやっているらしいたくましいおじさん達に指示を聞き、僕はアイズさんと別れて村中を駆け回っていた。




「あの……気になっていたんですけど、これって何なんですか？」

　多種族の村民達が子供も総出で準備に精を出し、あっという間に時間が経って、夕刻。

　木材や飾り付けを運び回っていた僕は、村の中でとあるものを何度も見かけていた。

　どこか不気味ぶきみで、漆黒の光沢を放つ、まるで黒曜石こくようせきのような物体。

　大きさは僕の胴体ほどもあり、村の外縁、森の境目に沿って石碑のように置かれている。

　まるで村を守るように設置された黒塊について僕が尋ねると、近くにいた獣人のおばさんは答えてくれた。

「ああ、それは……黒竜様の鱗うろこだよ」

「──えっ？」

　最初、自分の耳を疑った。

　空が血の滲んだような夕暮れの色に染まる中、聞き間違いかと動揺しながら、僕は平然としているおばさんに身を乗り出す。

「こっ、『黒竜こくりゅう』って……お伽噺になんか出てくる、あの……!?」

「ああ、そうだよ。もうずっと前、英雄様にオラリオから追い払われて、北に飛び去っていった時、この集落に欠けた鱗が落ちてきたんだってさ」

　長命なエルフの里の民から受け継がれているという村の伝承を、おばさんは語る。

　遥か昔、伝説の怪物がこの村の上空を通り、鱗を落としていった……？

「怪物モンスターの住処に囲まれるこの村が、どうして襲われないのか、不思議に思わなかったかい？」

「そ、それは……」

　僕とアイズさんが『ハーピィ』に襲われたように、今日までこの村が一度もモンスターの襲撃に遭わないことに、確かに違和感は覚えていたけれど……。

「この鱗にね、モンスターは怯えて近付かないらしいのさ。私達は黒竜様のおかげで無事に生活を送れるんだ」

　鱗から発散される竜の王の気配、あるいは力の波動。

　隔絶した怪物の存在を本能で感じ取ってしまうモンスター達は恐怖し、寄り付かず、そのおかげでこの『エダスの村』は平穏を保たれているのだと言う。

　僕が呆然ぼうぜんとする中、瞑目するおばさんは両手を合わせ、置かれた漆黒の鱗を拝んだ。

「……モンスターを祀まつるなんて、おかしいってわかっているんだけどねぇ。でも私達を生かしてくれているのは冒険者でもなければ、神様でもない……この鱗なんだ」

　──そして何より、恐れているのだと。

　いつか暴虐の怪物が沈黙を破り、世界に破滅をもたらす日を。

　彼かの存在の恩恵を、脅威を常に感じている『エダスの村』の住人は、誰よりも何よりも竜の力が世に解き放たれることを恐怖している。祀まつって祈らずにはいられないくらいに。

　……竜の信仰が根付く村。

　いや、災害に等しい怪物を祀まつって鎮しずめることで、今日の平和が明日あすも続くように願う村。

　外界から切り離された『エダスの村』の一面を知り、僕は茫然自失ぼうぜんじしつとする。

　ヘルメス様が語ってくれた厄災の存在を、あらためて近くに感じてしまった。

『黒竜』……隻眼せきがんの竜が残した足跡は、ひょっとして他の地域にも残っているのだろうか。

「まぁ、いつか黒竜様がいなくなれば、私達もこんな真似しなくなるんだろうけどねぇ……」

　両手を合わせ、怪物の鱗を拝み続けながら苦笑するおばさんを前に、知らしめられる。

　迷宮都市オラリオに課せられた『三大冒険者依頼クエスト』の意味を。

　今も求められている、世界の悲願を。

「何だかしんみりしちゃったね。さ、準備を早く終わらせようじゃないか」

「あ……は、はい」

　顔を上げて笑うおばさんに、僕は何とか頷きを返す。運ぶ途中だった木材を抱え移動した。

　おばさんと別れて仕事を終えた後、立ち止まって辺りを見回す。

　点在する竜の鱗。祭りの準備が佳境に入っている村は、先程までとは少し違って見えた。

「あ……」

　作業があらかた終わり民家の間を歩いていると、アイズさんを見つける。

　村娘の格好をしたあの人は、こちらに背を向け、とある石小屋の前でたたずんでいた。

「アイズさん？」

「……」

　近寄った僕に反応を見せず、アイズさんは小屋の中を見つめていた。

　中には例の鱗の破片が飾られている。その前に食べ物など供物が捧げられているところを見ると……どうやらここは、祭壇のようだ。村を守る存在に祈りを捧げる場所なのだろう。

　アイズさんは僕と同様、この鱗の正体と扱いを村の人達に既に聞いたのか、無言で視線をそそいでいた。

「何だか、神様みたいですね」

　供物まで捧げられ畏おそれられている竜の体の一部に、まるで神様達のような扱いだと、僕は見たままの感想を呟く。

　瞬間、




「あれは神なんかじゃない」




　剣のように鋭い言葉が、僕を切り裂いた。


「────」



　こちらを振り返らず背中を向けたまま放たれた、低く、凍いてついた否定の言葉。

　聞いたことのない、感情を剝むき出しにしたこの人の声に僕は言葉を失う。

　心臓が震えた。

　声を放ったアイズさんに、僕は今、確かに怯えた。

　彼女がどんな表情をしているのかわからないまま、時を止めてしまう。

「戻ろう」

「……は、はい」

　永遠にも感じられた僅かな時間の後、アイズさんはゆっくり振り向いた。

　今まで何度も見てきた感情の乏しい表情。僕が知っているアイズさん。彼女は全く変わらない様子で声をかけ、小屋の前から歩み出す。

　しばらく動けずにいた僕は、彼女が立ち止まって振り返るのを見て、慌てて追いかけた。

　肩を並べ横顔を窺うも、夕暮れの光に顔を染めるアイズさんは驚くほど何も変わらない。先程の光景はただの幻で、耳にした言葉もただの幻聴だったのではないか、そう思ってしまう。

　結局、僕は何も聞けなかった。





[image: ]






　アイズさんのことが気にはなりつつも、準備を一段落させた僕は神様の様子を見にいった。

　村の奥にある、複数ある木造りの民家の中でも一段と大きい村長カームさんの家に上がり、貸して頂いている部屋へ向かう。

「え……カームさん？」

　そして扉を開けて中に入ると、カームさんの姿が目に飛び込んできた。

　神様は寝ていた。すぅすぅ、と寝息を立てている幼い女神様を、カームさんは寝具ベッドの側に立って見下ろしている。

　僕の声に、杖つえをつく老人はゆっくりと顔を上げた。

「ご安心を。女神様には何もしていません」

「えっ、あ、いや、そんなことは思ってないですけど……ど、どうしたんですか？」

　うろたえながら尋ねると、カームさんは緩慢な動きで、自分の体を僕に向き直らせた。

「貴方を、待っていました」

　驚く僕に、年老いたヒューマンは言葉を続ける。

「ベルさん。この老いぼれに、時間を頂けませんか」




　通されたのは、家の奥、カームさんの自室だった。

　寝具ベッドに机、椅子。調度品は少ない。

　村長さんの部屋らしく書類らしき羊皮紙の束たばや羽根ペンがあったけれど、動かした形跡が見られず、どうにも最近使われていないように見える。

「ごほっ……！」

「だっ、大丈夫ですか!?」

　不意に、カームさんが咳き込んだ。

　慌てる僕は娘さんを呼ぼうとすると、彼に手で制される。

「どうか、お気になさらないでください。自分のことは、自分がよくわかっております」

　心配しないでくれ、と告げられ戸惑った顔を浮かべる。

　[image: 痩]やせ気味の体は中背で、僕と同じくらいか少し高い。くすんだ色の白髪を揺らすカームさんに微笑を向けられ、僕は心配しつつも彼の言うことを聞いた。

　窓の外が茜あかね色に染まる中、カームさんはややあって棚から取り出した何かを机の上に置く。

　年季を感じさせ、掠かすれているせいでうっすらとしか見えない……火の、エンブレム。

「これって……【ファミリア】のエンブレムですか？」

「そうです。私は昔、とある女神様の眷族でした」

　僕が目を見張ると、カームさんは自身の過去を打ち明けた。

「私はあの方を慕い、そしてあの方も私を愛してくださった。私達は、愛を誓い合いました」

「えっ……」

　女神様と、愛を誓い合った。

　僕にとって衝撃的な事柄を語るカームさんは、そこで、ほんの僅かに目を伏せる。

「ですが、私はあの方を守れませんでした。唯一の眷族として、お守りすることを誓ったにもかかわらず、モンスターの爪が彼女の体を切り裂き……」

「……！」

「逆に私は助けられ……あの方は天界へと送還されてしまった」

　もう五十年以上も前になる、とカームさんは当時の記憶を振り返っているのか、視線を虚空に飛ばしながら語った。

　旅の最中で凶悪なモンスターの群れに襲われ、カームさんは主神様を失ってしまったのだと。女神様に崖へ突き飛ばされることで彼は一命を取りとめ、そして失意の底に落ちた。

　生きる希望を失ったカームさんは、一度は命を捨てようと、この『ベオル山地』に赴いたらしいけれど……。

「……この村に辿り着いてしまった。私は、あの方に救われた命を捨てることができませんでした」

　図らずも似た境遇の者達と出会い、温かく迎えられ、涙を流したカームさんはここに骨を埋めることを決めたのだと言う。主神様が送還されたことで封印された恩恵ステイタス──神様の絆きずなだけを背中に残し、村のために尽力して、やがて村長を務めるようになったと彼は締めくくった。

「……それじゃあ、リナさん達は？」

「養子です。流行病はやりやまいで親を失った子、捨て子……身寄りのないあの子達を私が預かりました」

　娘さん達とは血が繫がっていないことを告白される。

　主神様に生涯の愛を誓ったカームさんは、いや神様を守れなかった彼は、妻を娶めとって幸せになることができなかったのだ。

「ベルさん……どうかあの方を、貴方の女神様をお守りください」

　言う必要もないと思いますが、と続けるカームさんは再び咳き込む。

　ごほっ、と口を押さえるその姿に僕が心配していると、彼は、優しい笑みを浮かべた。

「私のように、後悔してはいけない」

　この人がどうして女神ヘスティア様に献身をつくしてくれたのか、僕を気にかけてくれたのか、ようやくわかった。

　僕達に若かりし頃の自分達を重ね合わせ、失わせまいと助けてくれたのだ。

　カームさんの笑顔とその言葉は、僕の心に刻み付けられた。
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「……うあー」

　天井てんじょうを見上げながら、ヘスティアは気の抜けた声を出した。

「もう寝れない……」

　日が完全に没した時刻。茜色の光は薄れ、窓の外は宵闇よいやみに包まれつつある。

　寝具ベッドで仰向あおむけになっていたヘスティアは、むくり、と上半身を起こした。

「だるいけど……良くなった、かな」

　むしろこのだるさは三日も横になっていた反動だろう、と体を見下ろす。

　病にかかっていたわけでもないし、食欲も無駄にある。もう大事を取らなくとも大丈夫だろうとヘスティアは感じた。

「ふー」と汗を吸った胸もとの苦しい麻の服──村長カームの娘のお下がりだ──をパタパタ引っ張る彼女の動きに合わせ、結わえられていない寝癖のついた滑らかな黒髪が揺れる。

　と、そこに扉をノックする音が響いた。

「失礼します……」

「ヴァ、ヴァレン何某なにがし君……!?」

　入ってきたのはお盆を持ったアイズだった。

　彼女は真っ直ぐヘスティアのもとに向かい、スープの皿が乗った盆を寝具ベッドの側に置く。

「体は、大丈夫ですか……？」

「だ、大丈夫だけどっ……ベ、ベル君はっ？」

「村長さんと、話をしているらしくて……」

　何故なぜ様子を見に来たのが少年ではないのだと問うと、アイズは静かに答えた。

　スープはカームの娘が作ったものらしく、村人に呼び出された彼女に代わりに届けるようお願いされたらしい。

　たじろいでいたヘスティアは、そこで初めてアイズの格好に気付き、はっとした。

「ヴァ、ヴァレン何某なにがし君っ、なんだい、その服は!?」

「リナさんに、借りたものですけど……？」

「ベ、ベル君を誘惑する気か……!?」

　わなわなと震えるヘスティアに、村娘の格好をしたアイズは小首を傾げた。

　主神ヘスティアにはわかる。少年はこのような牧歌的、あるいは家庭的な服装の方が好みだ。

　目の前の美しい女剣士は今日だけで──ベルを何度も赤面させたに違いない！

　うぬぬぬっと場違いなまでに私情で唸るヘスティアは、これはそろそろしっかり確かめておかなくては、と心に決めた。

「来たまえ、ヴァレン何某なにがし君」

「？」

　ちょいちょい、と手招きされ、アイズは促されるまま寝具ベッドの側にある椅子に座った。

「まずは……ボクを助けてくれてありがとう。迷惑をかけて、すまなかったね」

「いえ……」

「──で、本題だが、君はボクのベル君のことをどう思っているんだい？」

「どう……？」

「あるだろっ、ほらっ、えーとっ……！　何ていうか、印象みたいなものだよっ！」

　少年への好意を直接ちょくせつ尋ねられないヘスティアは、顔を赤くし、言葉を濁しながら問うた。

　いくら目の前の少女が人形のように表情に乏しかろうが、神の前では噓はつけない。

　その本心を見定めてやるッ、とヘスティアはじっと神の瞳を細めて注視した。

　見つめられるアイズは、その細い顎あごを天井に軽く向け、考える時間を置いた後、答える。

「……兎うさぎ？」

　その返答に、ヘスティアは両の目を瞑って、鷹揚に頷いた。

「ボクは君を信じていたよ」

「……？」

　ぽむぽむ、とアイズの肩を叩くヘスティア。

　少々天然てんねんを発動されたが、これは少年のことを異性として欠片も意識しちゃいないとヘスティアは悟った。一気に機嫌が上向きになる。

「ただし、あまり可愛がり過ぎないでくれたまえ。確かに兎は可愛いが、可愛がり過ぎると調子に乗ってしまうから不味いんだ」

「わかり、ました……？」

　肩を叩かれるアイズは、不思議そうに小首を傾げた。

「あ、女神様。お元気になられましたか？」

　と、そこでカームの娘が入室してくる。様子を見に帰ってきた彼女に「おかげですっかり元気になったよ、ありがとう」と、ヘスティアは感謝とともに笑みを送った。

「汗をおかきのようですが、お召し替えの準備をいたしますか？」

「うーん、そうだなぁ……」

　水と手拭いも用意するという少女の厚意に甘えようとしたヘスティアは、そこでふと。

　アイズの服装を凝視し、そこで何か思い付いたように勢いよく顔を上げた。

「すまないっ、もう一つお願いを聞いてもらっていいかな!?」
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「もうお祭りが、始まるんだ……」

　カームさんと思いの外ほか、長く話していた僕は、廊下の窓から見えた光景に足を止める。

　空はすっかり暗くなり、祭りの設営がされた広場では村人達が集まり既に賑わっていた。広場の中央には太い丸太が組まれ、今にも焚き火が始まろうとしている。

　何となく故郷の村の光景を思い出した僕は目を細め、神様のいる部屋へと向かった。

「ベル君！」

「えっ、神様──って」

　前の廊下からやって来た神様に驚いた僕は、その格好を見てもう一度驚いた。

　アイズさんとほぼ同じ村娘のような服装。赤の色が目立つ彼女のものと比べて、神様の服は青を基調にしている。丈は無理矢理合わせてあって、胸はちょっと窮屈そうだけど……。

　すぐ隣にいるアイズさんと並ぶその姿は、姉妹のようにも見えた。

「へへっ、どうだい？　似合うかい？」

「え、いやっ似合っていますけど……体の方は大丈夫なんですか!?」

　確かに可愛くて見惚れそうになるけど、やっぱり驚きと心配の方が勝る僕に、神様は「大丈夫さ！」と笑った。何でも、カームさんの娘さんに我儘を言って準備してもらったらしい。

　アイズさんの隣にいた娘さんは、神様と同様に微笑んだ。

「女神様もご容態はよくなっているようですし、良ければ祭りを見にいってはどうですか？」

　彼女のその提案に、神様は俄然乗り気になった。

　寝たっきりだった反動のように「ぜひ行こうじゃないか！」とのたまう。お体が気がかりで宥なだめようとする僕の奮闘虚むなしく、アイズさんと一緒に三人でカームさんの家を出た。

「あの、本当に大丈夫なんですか、神様？　本当に無理をなさらない方が……」

「平気だって！　ベル君達があんなに親身になって付き添ってくれたんだ、元気にならなきゃおかしいだろ！」

　逆に寝たままの方が調子がおかしくなる、とそうはしゃぐ神様に冷や冷やしてしまう。

　確かにもう元気そうだけど……カームさんの話を聞いた後だけに過保護になっていると、やがて村中央の広場に辿り着いた。

「……！」

「へぇ、いいじゃないか！」

「……綺麗」

　既に火が付けられている大きな焚き火の光に、僕、神様、アイズさんはそれぞれ反応を示す。焚き火の周囲では料理が振る舞われ、村の人達は飲み物を片手に賑わっていた。

　楽しげで温かな祭りの光景に神様もアイズさんも、気が引けていた僕も目を細めてしまう。

「あ、女神様！」

「お体はもう大丈夫なんですか!?」

　と、僕達に気付いた村の人達が集まってきた。

　寝たきりだった神様を頻しきりに心配してくる。彼等ら彼女等らの勢いにヘスティア様は最初こそ面食らっていたけど、村人達の真心に「ありがとう」と顔を綻ばせた。

　女神様が回復したという朗報に人々は余計に盛り上がり、僕とアイズさんも巻き込んで大騒ぎとなった。

「ところで、女神様達はどうしてこんなベオルの山奥に来こられたんですか？」

「遭難したって聞きましたけど？」

　村人達がこちらの詳しい事情を尋ねてくる。

　賑わう彼等に三人とも囲まれる中、そういえば居場所が王国ラキア軍にバレないかな、と思ってしまった。絶壁に囲まれた山間とはいえ火は上げてるし騒いでるし……ちらっとアイズさんの方を窺うと、彼女も今いま気付いたかのように視線を微妙に左右へ振っていた。僕は汗を流す。

　都市オラリオに場所が割れた可能性がある以上、流石に三日も山に駐留しないとは思うけど……。

「実は、お馬鹿な神に振り回されてしまってね。まぁ、もとはと言えばボクが家ホームから勝手に飛び出したのが──」

　そこまで言った神様は動きを止める。僕も「あ」と思い出してしまった。

　そうだ、僕達は喧嘩中──正確には違うけれど──だったんだ。

　途端に神様の顔はむすっとし出した。たじろぐ僕からぷいっと顔を背けてしまう。

　そんな僕達を村の人達も、アイズさんも不思議そうに見やった。

（ま、不味いっ、謝らないと……！）

　謝って解決する問題なのかもわからないけど、ちらっ、ちらっ、と神様も視線を飛ばして僕が動くのを待っている。

　僕が慌てて三日前の一件を謝罪しようとすると、

「ん……？」

　歌が聞こえてきた。

　村人達の陽気な歌声と手拍子。目を向けると、焚き火の周りではいくつもの男女が二人組となって踊りを始めていた。

「あれは、村の踊りかい？　何だか若い子達が多いようだけど……」

「あぁ、あれは……」

　神様も気付いて視線を向ける。その言葉通り、今いま踊っているのは若い青年や少女達で、ヒューマンやエルフ、ドワーフに獣人と種族の組み合わせはばらばらだった。共通しているのは、みんな嬉しくも照れたような表情を浮かべているということだろうか。

　神様の質問に、側にいた年配の男性ヒューマンが苦笑して答えた。

「村の仕来しきたりってわけでもないんですが……結婚してねえ男からの踊りの誘いは、要は告白で、女が受ければ晴れて恋人になれる、っていう決まりがありまして……」

「ほ、ほう？」

　説明を聞いて僕がはーっと感心していると、神様は何故かそわそわし出した。

「今日は豊穣を祈る祭りなので、もしよければ女神様も踊っていってください！」

「私達に、どうか豊作の恵みを！」

　始まった踊りを皮切りに、周りにいた村人達はこぞって神様に懇願してきた。

　ヘスティア様は豊穣を司っていなかったような気がするけど……神様達との交流自体が皆無の村人達にはあまり関係ないのか、女神様の祝福を願う。

　村の人達の声々に囲まれる神様は瞼を閉じ、おほん、と咳払いをした。

　そして、すすすす、と僕の目の前に移動してくる。

「あー、ベル君？　ボクは急遽、神としての務めを果たさなくてはいけなくなったようでねぇ……その、うん、なんだ」

　焚き火の光に照らされ、顔を赤く染める神様は、どこか落ち着かない素振りで言ってきた。

「ボクと一緒に踊ったなら……例の一件を水に流してあげようじゃないか」

　僕は、瞬きを繰り返す。

　間を置かず、神様のその発言に周囲の村人達が沸いて喜んだ。

　村人達の興奮に肩を跳ねさせて驚きつつ、これは断ることなんてできなそうだ、と周囲の賑わいようを見て僕は思った。そもそもこれで許して頂けるなら願ったりだし……それに、うん、神様と踊れるなら、僕も嬉しいし。

　女神様としてお務めを果たそうとするこの人の一助になればと、僕は照れ臭い感情を押し殺して──緩みそうになる頰を我慢して、神様に頷いた。

「わかりました……踊りましょう、神様」

　けれど、神様は何故か不服そうに唇を尖らせる。

「ちゃんと誘ってくれよ、ベル君。そこのヴァレン何某なにがし君……神アポロンの宴でその子と踊ったみたいにさぁ」

　きょとんと、僕と、側にいたアイズさんは動きを止めた。

　そしてすぐに僕は頰を染めて、勢いよくアイズさんに振り返った。彼女はまだ不思議そうな顔で首を傾げている。

　た、確かにアポロン様の『神の宴』の時にこの人と一緒に踊ったけど……！

　赤面してうろたえる僕を、神様は「どうせ気取った台詞せりふでも言って誘ったんだろう？」と言って半眼で見上げてくる。

「いや、でもっ、神様……!?」

「こーいうのは最初から雰囲気を作っていかないといけないんだぜ？　なぁ、みんな？」

　渋りまくる僕の逃げ道を、神様は周囲の賛同を求めることで封じた。

　女神様の同意を求める声に逆らう人なんていない。村の人達はうんうんと頷いた。

　汗をかく僕がアイズさんをそっと窺うと……彼女はじーっと見つめてきていた。まるでどう答えるのか気になっているように。

　何だか板挟みになっているような感覚に襲われながら……僕は結局、神様の神意に逆らうことはできなかった。

「……ど、どうかっ、僕と踊ってください、女神様っ」

　顔を真っ赤にしながら手を差し出すと、神様は満面の笑みを浮かべた。

「ああ！」

　細くて柔らかい手が僕の手を握る。

　神様は僕の手を取って、子供のように焚き火のもとへ駆け出した。

　村の人達の歓声に送り出され──アイズさんの顔は見れないまま──若者達の輪に交ざる。

　僕と神様は両手を取り合って、即興の郷土舞踏フォークダンスを行った。

「む、中々難しいなぁ」

「あ、あははは……」

「神様の威厳を保つために、ベル君、しっかり先導リードしてくれよ？」

　周囲の見よう見まねで踊るけれど、やっぱりそう簡単には上手うまくいかない。手を繫ぎながらぎこちなく踊る神様は、それでもころころと表情を変えて嬉しそうに笑った。

　焚き火の光に綺麗な横顔が、村の衣装に身を包まれた体が赤く染まっている。くるくると回りながら神様と踊る僕は、顔を火照らせる熱が決して炎のせいだけではないような気がした。

　無邪気に笑う神様に、僕も何とか笑い返す。

　舞い上がる火の粉、伸びるお互いの影、手から伝わる温もり。

　今や村中の人達に見守られ、歌と手拍子に後押しされながら、僕達は踊り続けた。

「ふぅ……」

　神様との踊りが終わったのは、焚き火の周りを何回も回った後のことだった。

　ようやく満足された神様は僕を解放し、今はねだってきた子供達と郷土舞踏フォークダンスを踊っている。

　あまり無理をしないでください……なんて、こうなっちゃったら言えないか。

　半亜人ハーフの女の子と楽しそうに踊っている神様の姿を、広場の隅で眺める僕は苦笑した。

「そういえば、アイズさんは……？」

　神様が参加することですっかり盛り上がっている祭りの中、僕は気になってあの人を探すと……いた。民家の陰に一人たたずんで、ちょっと違うかもしれないけど壁の花になっている。

　僕は小走りで近寄った。

「あの、アイズさん」

「……うん」

　村の人達の目から隠れるように若干じゃっかん気配を消していたアイズさんは、僕を一瞥した後、みんなが踊る広場の中央を眺める。

「みんな、楽しそうだね……」

　父親と手を繫ぐヒューマンの女の子、はしゃぎ過ぎて母親に怒られている獣人の少年。

　眩まぶしいものを見るかのように、色々なところで咲いている村の人達の笑顔に、アイズさんはその金の双眸を細めた。

「……躍り、上手だったよ」

「えっ……あ、ありがとうございます」

「……うん、上手だった」

「あ、はい……」

「……」

「……」

　突然とつぜん褒められ、すぐに会話が途切れる。

　アイズさんは焚き火の方角を眺めるだけでこちらを見ようとはしない。いつも通りと言えばいつも通りなんだけど……。

「あ、あの、踊らないんですか？」

「みんな、楽しそうだし……私が入っちゃ、いけないのかなって」

「そ、そんなっ！」

「それに……踊ってくれる人がいないから」

　ぽつり、と呟かれた言葉に、僕は心の中で散々唸うなって迷った後。

　顔を紅潮させながら、おそるおそる口を開いた。

「ぼ……僕で、よければ……」

　掠れてもいたその言葉に、アイズさんは目を見張りながら、ようやくこちらに振り向く。

「……踊って、くれるの？」

「あー、いやっ、アイズさんが良ければの話ですけどっ……!?」

　赤くなりながらわたわたとする僕を、アイズさんはじっと見つめてくる。

　ややあって、おずおずとその手が伸ばされてきて──。

「──どーんッ!!」

「あ」

「おふぅっ!?」

　真横から神様の体当たりが僕の脇腹に直撃した。

「何だいヴァレン何某なにがし君踊おどる相手がいないのかい!?　ならボクが踊ってあげるよ!!」

「……ありがとう、ございます？」

　横に吹っ飛び悶もだえる僕を他所に、神様は問答無用でアイズさんの手を引っ張った。

　瞬きを繰り返す彼女は焚き火の輪へと連れていかれる。

　そして、二人の踊りが始まった。

　片や可愛らしい幼い女神様、片や神秘的な雰囲気を纏う美しい少女。

　滑らかな漆黒の髪と金の長髪がふわりと膨らみ、焚き火の明かりを浴びて輝く。同じ衣装も相まって二人は仲の良い姉妹のようにも見えた。

　見目麗しい女神様と少女の踊りに、今日一番の喝[image: 采]が生まれる。

　村の男性も女性も、老人も子供も、美しい二人に拍手と笑声を送った。

　眺めていた僕の顔にも笑みが広がり、やがて口を開けて笑い出す。

　沢山の笑顔に囲まれ、驚いていたあの人の唇にも……ほのかな笑みが浮かんだ。

　みんなの嬉しそうな顔に神様も笑いながら、賑やかな祭りは温かな火が消えるまで続いていった。
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　村祭りがようやく終わりを迎えた後。

　僕と神様、アイズさんは、『エダスの村』の片隅で休んでいた。

「うぅ～、はしゃぎ過ぎたぁ……体がふらふらするぅ」

「だ、だから言ったじゃないですか……」

　結局村むらの子供達と踊りっ放しだった神様は地面に座り込んで疲れ果てている。本調子ではないのに無理をした神様に、僕もつい小言を言ってしまった。

　僕達のやり取りに、側でたたずむアイズさんはくすりとほんの小さく笑う。

「それで、これからのことなんですけど……」

　村中央の広場では後片付けも放り出して男性達が酔い潰れている中、僕は今後のことを切り出した。森との境目に石碑のごとく置かれている竜の鱗をじっと見つめ、片腕をさすっていた神様は顔を上げる。

「ああ、ボクはもう大丈夫だよ。随分と迷惑をかけてしまったけど、ちゃんともう動ける」

　僕と神様が判断を仰ぐように視線を向けると、第一級冒険者であるアイズさんは頷いた。

「明日の朝……村を出ます」

　万全を期して夜明けを待ってから、オラリオへ帰還する。

　アイズさんの判断に異議を唱えず、僕と神様は了承した。

　今宵でお別れとなる村の景色と、山の夜空を三人でしばし眺める。

「──女神様！」

　その時だった。

　村の奥から高い声と一緒に女性の影がこちらに走ってくる。

　カームさんの娘さんだ。何かただならない様子に僕達が立ち上がると、彼女は息を切らしながら足を止める。

　不意に、彼方から木霊こだましてくるモンスターの遠吠とおぼえ。凶兆を告げるかのような怪物の叫びと、今にも泣き出しそうな目の前の少女の表情に、僕は胸がざわつくのを覚えた。

　やがて涙ぐむ娘さんは胸を押さえ、声を絞り出すかのように、喉を震わせる。

「父の、天への旅立ちを……見届けて頂けませんか？」




　僕とアイズさん、神様が部屋に駆け込むと、そこには義理の息子さん達に囲まれながら、寝具ベッドに沈むカームさんがいた。

　瞼を閉じるその顔は、驚くほど色味がない。

　僕が愕然とするほど、生気が感じられない。

「……父が、最期さいごにお会いしたいと」

　息子さんの一人が告げた言葉に、僕は声を失う。

　そんな、だって、祭りが始まる前まで普通に話をしていたのに──。

『自分のことは、自分がよくわかっております』

　あの言葉の意味は……こういうことだったの？

　僕が立ちつくし、アイズさんは口を噤つぐみ、そして神様が息を切らしていると。

　カームさんの瞼が、ゆっくりと開いた。

「……あぁ、女神様。来て頂いて、ありがとうございます……」

「……水臭いな、カーム君。あれだけ世話になったんだ、呼ばれれば飛んでくるさ」

　カームさんの瞳が神様を見つけ出し、笑みを浮かべる。

　神様もまた淡い笑みを浮かべながら、寝具ベッドに歩み寄った。

「貴方と会った時、主神ブリギッド様を思い出しました……」

　カームさんが愛した主神様の名に、神様は驚きをあらわにする。

「ブリギッドだって？　もしかして金髪で瞳が真っ赤な、あのブリギッドかい？」

「ご存知、なのですか……？」

「ああ、ブリギッドとボクは神友しんゆうだよ！　天界ではよく遊んでいたし、喧嘩もしていた！」

　まさかの神様同士の繫がりにカームさんも驚く中、「そうでしたか」と口を緩めた。

「優しいお方でした……誰にでも分け隔てなく接し、卑しいこんな私を愛してくださった」

「え～っ、ブリギッドが～!?　カーム君、君は騙されているよ！　あの子は少しでも言い負かされそうになると、ボクのことをチビと言って馬鹿にするんだっ。ちょっと身長が高いくらいでさっ。きっと君の前ではいい格好をしたくて、猫を被っていたんだよ！」

「はっ、ははっ……本当ですか。それは気付かなかった……」

　ヘスティア様が殊更ことさら明るい声を出す中、カームさんは笑おうとして、失敗する。

　たったそれだけの仕草も、言葉を出すのも辛つらそうに声を掠れさせた。

　やがて、カームさんの顔から表情が消える。

「女神様、お教えください……天に還る私は、あの方とお会いできますか……？」

「……きっとブリギッドが見つけ出すよ。あの子は、執念深いんだ」

　カームさんはそれを聞いて。

　もはや独白のようにこぼした。

「怖い……あの方に会えないのも、会うのも……怖い」

　枯れ果てた瞳が虚空を向く。視線が、遠ざかっている。

　目前に迫っている別離の瞬間に、カームさんのたった一人の娘が嗚咽おえつを必死に殺した。

「ブリギッド様、お許しください……守れなかった私を」

　持ち上がる震える右手。天に伸ばすかのように、ほんの僅かに浮かぶ。

　自責の念に縛られた弱々しい父親の姿を見ていられないのか、唇を嚙み締めながら息子達が目を逸らした。アイズさんも僕も、うつむいてしまう。

　そして、ヘスティア様は。

　ご自身の両手で、ゆっくりとカームさんの右手を包み込んだ。




「ありがとう、カーム。私を愛してくれて」




　次の瞬間、女神様の声音が変わった。


「──────」



　カームさんの目が見開かれた。

　僕も、アイズさんも、部屋にいる全ての人達も瞠目した。

　ヘスティア様のものではない口調、言葉、息づかい。

　まるで別の誰かが乗り移ったかのように、一人の子供に慈愛の眼差しと情愛の声を届ける。

　ご自身の唇を通して、知己の女神様が言うであろう、彼女の言葉を紡つむいだ。

「今も……これからもずっと、貴方を愛している」

　眠りにつく子供に送られる、神様の子守唄。

　女神様の、愛の詩。

　カームさんの瞳から、涙がこぼれ落ちた。

「あぁ……！」

　枯れ果てた筈の双眸から幾筋もの涙滴が溢れていく。

　虚空の先に尊い何かを見つけたように、唇を震わせた。




「ブリギッド様、私もっ……俺もっ」




　愛しています。

　それが、カームさんの最後の言葉だった。

　ヘスティア様が包み込んでいる手から力が失われる。

　彼に育てられてきた義子達は涙を床に落とし、娘は顔を両手で覆い、床に座り込んだ。

　僕も涙を流す。

　止まらない涙を流す。

　視界が潤んで、旅立っていったあの人の顔がよく見えない。必死に腕で顔を拭う。

　アイズさんも、目を伏せた。

　ヘスティア様はぎゅっと手を握り、そっと胸の上に置く。

　女神様に愛を誓ったカームさんの顔は、僕が今まで見てきた誰よりも、何よりも。

　安らかなものだった。
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　月の光が差し込んでいる。

　獣の声も怪物の雄叫びも途絶え、静寂が満ちる森の中。

　ぽっかりと開けた木々の一角で、僕は一本の樹木を背にしながら、座り込んでいた。

「こんなところにいたのかい、ベル君」

　胡座あぐらをかいてうつむいている僕のもとに、葉擦れの音を立てて、神様が現れる。

　村から北に進んだ森の奥。

　カームさんが亡くなった後、僕は一人、この場所へやって来た。

　あの人の訃報は『エダスの村』にすぐに伝えられ、眠っていた筈の住人達は駆け付けてきた。寝具ベッドの上で眠りにつくカームさんを見て、誰もが悼み、涙を流していた。

　聞こえてくる悲しみの声に耐え切れず、やり切れず……僕は逃げるようにあの場から立ち去ったのである。

「……」

「……」

　神様が僕の隣に腰を下ろす。

　蒼然そうぜんとした夜の闇に見下ろされながら無言を交わす中、僕はうつむいたまま口を開いた。

「神様……」

「なんだい？」

「カームさんは、女神ブリギッド様に会えるんでしょうか？」

　下界を離れ、天界に還る『魂』の行方。

　送還された女神様に、本当にカームさんは見つけ出してもらえるのかと僕は尋ねた。

「……難しい、かもしれない。フレイヤ達みたいな特別な神はいるけど、子供達の『魂』の管理は本来、死なんかを司る神達の領分なんだ。誰もが望んだ『魂』を神じぶんの審判にかけられるわけじゃない」

　そして天へ還った『魂』は真っ白な状態に戻され──何もかも忘れ、生まれ変わることでこの下界に再び戻ってくる。

　神様の説明に、僕はぐっと足に添えている手を握り締めた。

　再び静寂が森に戻ってくる。

「──やっぱり神ボク達と愛を誓い合うべきじゃない。そんなことを考えているのかい？」

「！」

　肩が揺れ動く。

　顔を上げると、すぐ隣で神様は笑みを浮かべていた。

「館で言い合った後、君はなんて融通が利かないんだって思っていたけど……違ったんだね」

　全てを見透かしているような青みがかかった瞳が、優しげに細められる。

「ボクとしたことが忘れていたよ。君は、自分が感じたことのある痛みを気付いてあげられる……他の誰かに同じ痛みを与えてしまうことも、怖がっていたんだね」

　僕はまた、うつむいた。

　全て……見抜かれてしまっている。

「君が引きずっているのは、亡くなったお祖父じいさんのことかい？」

　その通りだ。

　祖父を失って、一人になって、温もりが消えて。

　あの時の痛みを覚えている。あの時の空っぽになってしまった胸の痛みを覚えている。

　置いていかれる人の痛みを、知っている。

　カームさんがそうだった。神様に救われる最後の時まで、あの人はずっと苦しんでいた。

　──でも子供ぼく達には、必ず終わりが来る。

　死を迎え、生まれ変わることで、僕達はあの痛みを忘れることができる。

　──でも神様達は？

　永遠を生きる神様達は、忘れることはできない。その傷は神様達の胸に癒いえない傷として、きっと刻まれることになる。

　友人から家族、家族から恋人、そして恋人から伴侶。絆を深めれば深めるほど、特別になればなるほど、失った時の傷跡は深くなり──あのどうしようもない喪失感となって、神様達を苛さいなむのではないだろうか。

　神様達は子供ぼく達と一緒に年を取ることができない。

　神様は必ず取り残される。

　だから、愛を誓うのは、神様達を苦しめるだけではないのだろうか。

　家族あのひとを失った自分以上の悲しみが──神様達には約束されてしまうのではないか？

　それが、怖い、苦しい、悲しい。

　人間同士とは違う、永遠を生きる神様だからこそ味わう虚しさ。

『──ベル。神々われわれの愛は一瞬なのだ』

　ミアハ様はおっしゃった。ヘルメス様もおっしゃっていた。

　神様達の愛は一瞬だ。一瞬の愛を終えた後、永遠の喪失感を抱えていかなければならない。

　一瞬の代償が──永遠の悲しみ。

　それはとても、怖いことだ。

　祖父を失ったときの悲しみを、もしかしたらあれ以上の喪失感を、何百年何千年、何万年も抱え続けなくてはならないなんて。

　それはとても、恐ろしいことだ。

「……ベル君。そんなに深く考えないでおくれ。ボク達は──」

　できない。

　頭かぶりを振る。

　神様の言葉を遮って、駄々っ子のように、これだけは言うことを聞こうとしない。

　永遠なんていう尺度は僕にはわからない。文字通り想像を絶する。

　でもきっと僕だったら──耐えられない。

　自分が味わったあれ以上の喪失感を背負い続けていくなんて。

　自分が味わったあれ以上の喪失感を、神様達に与えてしまうなんて。

　それだったら、愛なんてものは誓わない方がいい。

　精霊と英雄の恋歌と同じ。神様達と子供ぼく達の愛歌は悲愛に終わる。

　神と子は、同じ時を生きられない。

「……なぁベル君。ボク達と君達は、同じ時を生きていけないかもしれない」

　まるで心を読んでいるかのように、神様は僕の思いを言葉でなぞる。

　僕が顔を上げようとしない中、神様はそっと左手を伸ばし──僕の右手に重ねた。

「でも、ボクはずっと君の側にいるよ」

「えっ？」

　うつむいていた顔が、優しい声音に引き寄せられる。

「ボクは君がどんなに年を取っても、よぼよぼのおじいさんになっても、ずっと一緒にいるよ。離したりするもんか」

　慈愛に満ちた瞳が、僕のことを見つめている。

「例え死が、ボク達を一度は引き離したとしても……ボクは、必ず君に会いにいくよ」

　神様は微笑を浮かべ続けている。

「何百年、何千年、何万年かかったとしても、生まれ変わった君に……ベル君じゃなくなった君に、会いにいくよ」


「────」



　言葉を失っている僕に、神様は言った。




「そして言うんだ、ボクの眷族ファミリアにならないか、って」




　最初に出会った時の光景と、今の神様が、そっくり重なった。

「──ぁ」

　涙が出そうになった。

　歯を食い縛る。

　体を震わせながら顔を伏せて、漏れ出そうになる何かを必死に抑え込もうとする。

　神様は、そんな僕に両手を伸ばし、優しく抱き締めた。

「下界だろうと天界だろうと関係ない。ブリギッドとカーム君と一緒さ。君にまた、出会いにいくんだ」

　頭をそっと抱き寄せられる。

　子供のように、いや子供よりみっともなく、鼻をすすり、嗚咽の声を我慢する。

「ボクだけじゃない。他の神も、君達との絆を永遠にすることができる」

　けれど神様は、僕の耳もとで優しく囁ささやいて。

「だってボク達は、永遠を生きることのできる神様なんだぜ？」

　僕の頭を、撫でてきた。

「だからベル君、ボク達との愛を怖がらないでくれよ」

　──神々の愛から逃げないでくれ。

　断っていい、受け入れても構わない、ただ恐れないでくれ──ミアハ様もおっしゃっていた言葉。

　涙腺が壊れる。涙が止まらない。恐れていた何かが心の中で溶かされていく。

　家族、恋人、伴侶、愛。この気持ちが何なのかわからない。

　神様へのこの想いが一体何なのか、全然わからない。

　わからないけど、僕は、その想いを口にしてしまった。

「神様っ……僕はずっと、神様と一緒にいたいですっ……！」

「うん……」

　抱き締められる。

　ただ泣くことしかできない体が、神様に包まれる。

「ずっと一緒にいるよ、ベル君」

　月の光が降りそそぐ。

　蒼く染まる森の中で、僕は神様の胸の中で泣き続けた。
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「……」

　少年の涙の声が聞こえてくる。

　ヘスティアをベルのもとまで送り届けたアイズは、彼等の側に立つ、木の幹に背中をあずけていた。

　距離を隔てちょうど彼等と背中合わせになるように、たたずみながら樹木に寄りかかる。

「ずっと、一緒に……」

　少年の想いと女神の言葉に耳朶を震わせながら、反芻はんすうするように呟く。

　葉々と枝が薄れる頭上を見上げ、その先に広がる夜天と金色こんじきの月を見つめた。

「お母さん……」

　唇から落ちた呟きは、空へと吸い込まれていった。
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　霧が立ち込めている。

　夜が明けて東の方角から空が白み始めている中、僕と神様、アイズさんは『エダスの村』を出発した。

　結局、カームさんの埋葬を手伝って冥福を祈らせてもらってもう一日を費やした。

『ベオル山地』に遭難してから五日目の早朝に、僕達は村の人々に別れを告げてオラリオを目指していく。

　村の年長者が竜の鱗を持って時折街まちへ買い出しにいくという抜け道を教えてもらい、森を抜け、絶壁の隙間すきまを下り、穏やかになった川の流れを見下ろしながら、朝日に濡れる山間を下山していった。

「いい村だったなぁ……」

「また、遊びに行きたいですね」

「……行くんだったら、私も、一緒に……」

「えっ、い、いいんですか!?」

「うん」

「あ、こらっ、何を勝手に約束しているんだヴァレン何某なにがし君!?　自分の【ファミリア】と一緒に行けばいいだろうー！」

　横に並んで声を交わす。

　悲しいこともあったけど、それでも僕達の顔は晴れやかだった。神様が騒ぎ、僕が宥なだめ、アイズさんがいつもと変わらない表情で、ちょっとだけ笑いながら、澄んだ山の空気に三人の声を溶かしていく。

　山道に立ち込める白い霧が晴れていった。

「──ここにいましたか」

「わっ、アスフィさん!?」

　たんっ、と上空より飛来して正面に着地した純白のマントに、僕は驚きの声を上げた。

　靴サンダルから伸びた金色の翼を収納しながら、アスフィさんは安堵した表情を見せる。

「探しましたよ。【剣姫】がいる以上、生存は疑っていませんでしたが……」

「えっ、もしかして今日までずっとかい……？」

「いえ、正確には昨夜からです、神ヘスティア。王国ラキアとの後始末があったので」

　眼鏡の位置を直すアスフィさんは僕達と離れ離れになってしまった後のことを語った。

　王国ラキア軍と交戦したアスフィさんは何とか都市まで撤退したらしい。そして彼女の持ち帰った情報にフィンさんと神様達は王国ラキア軍本隊、アレス様達の捕縛を優先させた。負傷者を抱え動きが鈍っている敵本隊に拙速をもって上級冒険者達が攻めかかったのだと言う。

　散り散りとなって山に逃げていった一部の兵士達は逃がしたそうだけど、昨日、敵軍の主神であるアレス様を捕えることに成功したらしい。敵国ファミリアの主神様がオラリオに連行されたことで戦争の勝敗は決し、昨夜から僕達の捜索隊が本格的に動き出したそうだ。他派閥のことなんか知らねー、とごく一部を除いて全く冒険者達はやる気がないようだけど。

　主神ヘルメス様の指示で僕達を見つけ出したアスフィさんは、ようやく肩の荷が下りると苦笑した。

「私の飛翔靴タラリアで一人ずつなら都市に運べますが、どうしますか？」

「んー……この際だ、せっかくだから歩いていくよ。自分の足で帰りたい気分なんだ」

　アスフィさんの申し出に神様が答える。僕とアイズさんも同じ思いだった。

「わかりました。では私は一足先に、都市へ戻って朗報を伝えておきます。貴方達を心配している者達は多いですからね」

　そう笑ってアスフィさんは腰から漆黒の兜かぶとを取り出し、被った瞬間、姿を消した。

　僕と神様が驚く中──アイズさんはもともと知っていたかのように平然としていた──、軽い飛翔音とともに彼女の気配が消える。

　流石、【万能者ペルセウス】……魔道具マジックアイテムの組合コンボであの出[image: 鱈]目な飛行能力も都市オラリオには知られていないのだろう。

　あれ、でも、あの透明の能力、どこかで痛いほど味わったような……？

　僕が汗とともに無法者達の宴なにかを思い出しそうになる中、神様が明るい声を出す。

「さぁ、帰ろうじゃないかオラリオに！　ヴェルフ君達を早く安心させてやらないとね！」

「はい！」

「……ヴァレン何某なにがし君も、ありがとう。まぁ、なんだ、感謝してるよ」

「はい……」

　僕も、アイズさんも、感謝を述べる神様に笑みを浮かべる。

　やがてむずがゆくなったのか、神様は山道を我先にと駆け始めた。

　僕とアイズさんも後に続く。

　見事に転倒しかけた神様を僕達は間一髪抱え、朝焼けに染まる山を進み、やがて眼下に広がった巨大な迷宮都市へと走っていくのだった。

























　ベルとヘスティア、アイズがオラリオに帰還した後のち、王国ラキア軍との戦争は速やかに終結した。

　迂闊うかつにオラリオ近辺に侵入し、彼かの【剣姫けんき】に強襲され部隊はボロボロとなり、挙句アスフィに援軍を呼び込まれたアレス達は、なす術なくあっという間に引っ捕えられたのである。

　混戦の中で副官の派閥副団長マリウスと離れ離れになったこともあり、軍神の異名を持つ男神はギルド本部の前庭へと連行された。

「天界送還したるのはいつもの通り勘弁したる。王国ラキアに住む子供達が混乱して酷ひどい目に遭うやろうしなぁ。その代わり、うちらが捕まえた兵士の【ステイタス】、全部放棄しろや」

「な、何を言っておるのだロキ!?」

「当然やろ。うちらの子と戦って稼いだ【経験値エクセリア】、持ち逃げさせるか」

　オラリオの冒険者達が手心を加えたことで──一部の好戦的な【ファミリア】が出した殺戮ひがいを除けば──王国ラキア側には大した死者は出ていない。『戦争ごっこ』に過ぎない今回の騒動で兵士達が入手した【経験値エクセリア】をタダで渡すものかとオラリオは厳命したのだ。

　約一万もの兵士の【ステイタス】放棄──オラリオの神々に改宗コンバージョンした上での【ステイタス】封印──を要求されアレスは断固拒否したが、「送還させるぞ」の一言で血の涙を流し受け入れた。後日、巨大市壁の外では約一万人もの【ステイタス】放棄作業がアレスの手によって不眠不休で行われ、全すべてが終わった後、軍神は虫の息だったと言う。

　万の兵士とアレスは王国ラキア側の多大な賠償と交換された。

　総大将以上の地位を持つ主神を神質ひとじちにされた王国ラキア軍は、オラリオ側が提示した全ての交換条件を呑のんだのである。

　繰り返されてきた戦争の中でも主神を捕獲され、過去最高の損害を国は被こうむり、げんなりするマリウスの迎えとともにアレス達は帰っていった。

　都合六度目となる王国ラキアの完敗によって、『第六次オラリオ侵攻』は幕を閉じることとなる。

　都市は、終始平和のままであった。




「ようやく帰ってこれたぁ……」

　アイズと別れた後、北の都市門をくぐったヘスティアは大きな吐息と一緒に、笑った。

　隣にいるベルもメインストリートを始めとした街の景色に目を細める。

「……ベル君」

「はい」

「ずっと、一緒だぜ？」

「──はい！」

　自分を見上げてくるヘスティアに、ベルは破顔して声を張る。

　やがて差し出された手を握り、二人は繫つなぎ合って門の前から歩み出した。

　泣くか叫びながらこちらへと向かってくる女神の眷族達、笑う友神ゆうじん達、冒険をともにした同業者達に、空いている手を大きく振りながら。

　迷宮都市は、今日も青空に包まれていた。
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　地中の奥深く。

　いくつもの道が錯綜さくそうする広大な地下迷宮。

　巨大樹の内部を連想させるような樹木の迷路。

　天井てんじょうや壁面にはびこる苔こけが青や緑に発光し、幻想的な秘境と見紛う光景が広がっている。

　どこからか凶暴な怪物の遠吠とおぼえが響き渡り、錯綜する木の迷路を震わせていった。

　やがて、ビキッ、と。

　迷宮の一角で壁面に亀裂が走り、また新たなモンスターが産まれ落ちようとする。

　ビキリ、ビキリ、と音を立てて壁面を破り、最初に現れたのは、青白い肌の腕だった。

　すぐに同色の肩、首、頭部、次には一気に上半身と下半身が出て、地面に落ちる。

　四肢を持ち、女性を彷彿ほうふつさせる滑らかな線を描く人型の体軀たいく。肩や腰を始めとした部分的に生え渡るのは無数の鱗うろこ。

　頭部から伸びる青銀の長髪を揺らし、倒れ伏した体勢から、ゆっくりと顔を上げた。

　額に美しい紅石を埋め込んだ一匹のモンスターは、虚うつろな瞳ひとみで辺りを見回し、樹木で塞ふさがれた天井を見上げる。

　細い喉のどが、震えた。

「……ここ、どこ？」




























あとがき







　日常編と謳うたっておきながらページ数五百を超えた第八巻となります。皆様、本当に申し訳ございません。




　最初は神様と人間との恋愛観を描えがきたかったのだと思います。

　ですが、いざ執筆しっぴつに取りかかってみると、迷走しました。

　正直に言いますと、既刊作品の中でも類を見ないほど迷走に迷走を重ね迷走しました。戦わない、ダンジョンダンジョンしない、それだけでこうも描けなくなるのかと啞然あぜんとするのと同時に自分の至らなさを痛感させられたような気がします。前巻のあとがきで「軽い日常編を描く」と予告していたような気がしましたが、作者にとっては全く息抜きになりませんでした。

　ラブコメは奥が深い。切実にそのように思います。

　登場人物達が胸に抱く想いや葛藤かっとうを言葉にすることができない。

　文章で表すことができない。というより登場人物達の感情が上手く把握できない。彼等ら彼女等らが自分自身でさえ上手く制御できないあやふやな思いが摑つかめず、端的に表現もできず、致し方なくページ数を割さくことになる。そんな負のスパイラルに陥おちいっていたような気がします。神様というスーパー異種族の恋愛観という要素が止とどめを刺していたかとも感じます。

　けれど描いてみて良かった、と思えるものもありました。

　とあるイケメンの神様が、作者の手を離れて「神様達の愛は一瞬」と言ってくれました。

　神様と人間との恋愛観というか価値観に悩んでいた作者も、少しだけ納得できたような気がしました。おかげで物語の軸を据すえることができたように思います。また、今まで描けなかった都市の日常風景の一部を描写すこともできて、楽しかった面もありました。

　それでは謝辞しゃじに移らせて頂きます。

　担当の小瀧様、イラストのヤスダスズヒト先生、関係者の皆様方、スケジュールを大幅に遅延させてしまい誠に申し訳ありませんでした。そして刊行できるよう多大なるご尽力を頂いただき、本当にありがとうございます。分厚い本書を手にとって、ここまで目を通して頂いた読者の皆様にも深く感謝いたします。

　この巻で物語の第二部が終わりです。

　次巻から始まる第三部も盛り上げられるよう必死に励んでいきたいと思いますので、お付き合いして頂けると幸さいわいです。

　ありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　作品を執筆する際、４００Ｐは越えないよう頭のどこかで考えています。あまり頁数が多いと文庫本はかさばり、値段も高くなるのではと思ったりするからです。ですが時折のめり込む瞬間がくるとブレーキも忘れ頁数が暴走する時があります。その時はしょうがない、と開き直ります。

　何が言いたいのかというと、本巻５００Ｐ越えました申し訳ありません。




イラスト

ヤスダスズヒト（ヤスダスズヒト）

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

　公式サイト http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6443

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか８


大森藤ノ
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